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平成１平成１平成１平成１９９９９年第年第年第年第１１１１回回回回    

美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録美唄市議会定例会会議録    

平成１平成１平成１平成１９９９９年年年年３３３３月月月月２６２６２６２６日（日（日（日（月月月月曜日）曜日）曜日）曜日）    

午後１午後１午後１午後１時時時時００００３３３３分分分分    開議開議開議開議    

    

◎◎◎◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

    第１第１第１第１    会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名会議録署名議員の指名    

    第第第第２２２２    委員長報告委員長報告委員長報告委員長報告    

1111 報告第報告第報告第報告第９９９９号号号号    美唄市美唄市美唄市美唄市地域医療問題等地域医療問題等地域医療問題等地域医療問題等

調査特別委員会報告調査特別委員会報告調査特別委員会報告調査特別委員会報告（地域医療問題（地域医療問題（地域医療問題（地域医療問題

等調査特別）等調査特別）等調査特別）等調査特別）    

2222 報告報告報告報告第第第第10101010号号号号    美唄市契約問題等調査美唄市契約問題等調査美唄市契約問題等調査美唄市契約問題等調査

特別委員会報告特別委員会報告特別委員会報告特別委員会報告（契約問題等調査特（契約問題等調査特（契約問題等調査特（契約問題等調査特

別）別）別）別）    

3333 議案第議案第議案第議案第14141414号号号号    地方自治法の一部を改地方自治法の一部を改地方自治法の一部を改地方自治法の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条例の正する法律の施行に伴う関係条例の正する法律の施行に伴う関係条例の正する法律の施行に伴う関係条例の

整理に関する条例制定の件整理に関する条例制定の件整理に関する条例制定の件整理に関する条例制定の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

4444 議案第議案第議案第議案第15151515号号号号    美唄市副市長定数条例美唄市副市長定数条例美唄市副市長定数条例美唄市副市長定数条例

制定の件制定の件制定の件制定の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

5555 議案第議案第議案第議案第16161616号号号号    美唄市特別職の職員の美唄市特別職の職員の美唄市特別職の職員の美唄市特別職の職員の

給与に関する条給与に関する条給与に関する条給与に関する条例及び美唄市教育委例及び美唄市教育委例及び美唄市教育委例及び美唄市教育委

員会の教育長の給与、勤務時間その員会の教育長の給与、勤務時間その員会の教育長の給与、勤務時間その員会の教育長の給与、勤務時間その

他勤務条件に関する条例の一部改正他勤務条件に関する条例の一部改正他勤務条件に関する条例の一部改正他勤務条件に関する条例の一部改正

の件の件の件の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

6666 議案第議案第議案第議案第17171717号号号号    美唄市給与条例の一部美唄市給与条例の一部美唄市給与条例の一部美唄市給与条例の一部

改正の件改正の件改正の件改正の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

7777 議案第議案第議案第議案第18181818号号号号    美唄市職員の特殊勤務美唄市職員の特殊勤務美唄市職員の特殊勤務美唄市職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部改正の件手当に関する条例の一部改正の件手当に関する条例の一部改正の件手当に関する条例の一部改正の件

（総務）（総務）（総務）（総務）    

8888 議案第議案第議案第議案第19191919号号号号    美唄市収入役事務兼掌美唄市収入役事務兼掌美唄市収入役事務兼掌美唄市収入役事務兼掌

条例廃止の件条例廃止の件条例廃止の件条例廃止の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

9999 議案第議案第議案第議案第20202020号号号号    美唄市公共施設整備基美唄市公共施設整備基美唄市公共施設整備基美唄市公共施設整備基

金条例廃止の件金条例廃止の件金条例廃止の件金条例廃止の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

10101010 議案第議案第議案第議案第21212121号号号号    美唄市土地開発基金条美唄市土地開発基金条美唄市土地開発基金条美唄市土地開発基金条

例廃止の件例廃止の件例廃止の件例廃止の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

11111111 議案第議案第議案第議案第22222222号号号号    美唄市ふるさと創生基美唄市ふるさと創生基美唄市ふるさと創生基美唄市ふるさと創生基

金条例廃止の件金条例廃止の件金条例廃止の件金条例廃止の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

12121212 議案第議案第議案第議案第23232323号号号号    アルテアルテアルテアルテ    ピアッツァピアッツァピアッツァピアッツァ    美美美美

唄条例の一部改正の件唄条例の一部改正の件唄条例の一部改正の件唄条例の一部改正の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

13131313 議案第議案第議案第議案第24242424号号号号    特殊学校就学援助に関特殊学校就学援助に関特殊学校就学援助に関特殊学校就学援助に関

する条例廃止の件する条例廃止の件する条例廃止の件する条例廃止の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

14141414 議案第議案第議案第議案第25252525号号号号    美唄市消防賞じゆつ金美唄市消防賞じゆつ金美唄市消防賞じゆつ金美唄市消防賞じゆつ金

条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

15151515 議案第議案第議案第議案第26262626号号号号    美唄市火災予防条例の美唄市火災予防条例の美唄市火災予防条例の美唄市火災予防条例の

一部改正の件一部改正の件一部改正の件一部改正の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

16161616 議案第議案第議案第議案第27272727号号号号    美唄市消防手数料徴収美唄市消防手数料徴収美唄市消防手数料徴収美唄市消防手数料徴収

条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件（総務）（総務）（総務）（総務）    

17171717 議案第議案第議案第議案第28282828号号号号    美唄市医療費助成条例美唄市医療費助成条例美唄市医療費助成条例美唄市医療費助成条例

の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件（民生）（民生）（民生）（民生）    

18181818 議案第議案第議案第議案第29292929号号号号    美唄市間口除雪事業条美唄市間口除雪事業条美唄市間口除雪事業条美唄市間口除雪事業条

例の一部改正の件例の一部改正の件例の一部改正の件例の一部改正の件（民生）（民生）（民生）（民生）    

19191919 議案第議案第議案第議案第30303030号号号号    美唄市まちづくり基本美唄市まちづくり基本美唄市まちづくり基本美唄市まちづくり基本

条例制定の件条例制定の件条例制定の件条例制定の件（まちづくり基本条例（まちづくり基本条例（まちづくり基本条例（まちづくり基本条例

審査特別）審査特別）審査特別）審査特別）    

20202020 議案第議案第議案第議案第31313131号号号号    平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年度度度度美唄市介美唄市介美唄市介美唄市介

護保険会計補正予算（第２号）護保険会計補正予算（第２号）護保険会計補正予算（第２号）護保険会計補正予算（第２号）（予算（予算（予算（予算

審査特審査特審査特審査特別）別）別）別）    

21212121 議案第３号議案第３号議案第３号議案第３号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市一年度美唄市一年度美唄市一年度美唄市一

般会計予算般会計予算般会計予算般会計予算（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）    

22222222 議案第４号議案第４号議案第４号議案第４号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市民年度美唄市民年度美唄市民年度美唄市民

バス会計予算バス会計予算バス会計予算バス会計予算（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）    

23232323 議案第５号議案第５号議案第５号議案第５号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市国年度美唄市国年度美唄市国年度美唄市国

民健康保険会計予算民健康保険会計予算民健康保険会計予算民健康保険会計予算（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）    

24242424 議案第６号議案第６号議案第６号議案第６号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市老年度美唄市老年度美唄市老年度美唄市老

人保健会計予算人保健会計予算人保健会計予算人保健会計予算（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）    

25252525 議案第７号議案第７号議案第７号議案第７号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市下年度美唄市下年度美唄市下年度美唄市下

水道会計予算水道会計予算水道会計予算水道会計予算（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）    

26262626 議案第８号議案第８号議案第８号議案第８号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市土年度美唄市土年度美唄市土年度美唄市土
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地区画整理事業会計予算地区画整理事業会計予算地区画整理事業会計予算地区画整理事業会計予算（予算審査（予算審査（予算審査（予算審査

特別）特別）特別）特別）    

27272727 議案第９号議案第９号議案第９号議案第９号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市介年度美唄市介年度美唄市介年度美唄市介

護保険会計予算護保険会計予算護保険会計予算護保険会計予算（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）    

28282828 議案第議案第議案第議案第10101010号号号号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市介年度美唄市介年度美唄市介年度美唄市介

護サービス事業会計予護サービス事業会計予護サービス事業会計予護サービス事業会計予算算算算（予算審査（予算審査（予算審査（予算審査

特別）特別）特別）特別）    

29292929 議案第議案第議案第議案第11111111号号号号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度市立美唄年度市立美唄年度市立美唄年度市立美唄

病院事業会計予算病院事業会計予算病院事業会計予算病院事業会計予算（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）    

30303030 議案第議案第議案第議案第12121212号号号号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市水年度美唄市水年度美唄市水年度美唄市水

道事業会計予算道事業会計予算道事業会計予算道事業会計予算（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）（予算審査特別）    

31313131 議案第議案第議案第議案第13131313号号号号    平成平成平成平成１９１９１９１９年度美唄市工年度美唄市工年度美唄市工年度美唄市工

業用水道事業会計予算業用水道事業会計予算業用水道事業会計予算業用水道事業会計予算（予算審査特（予算審査特（予算審査特（予算審査特

別）別）別）別）    

    第第第第３３３３    議案第議案第議案第議案第32323232号号号号    財政調整基金の一部積財政調整基金の一部積財政調整基金の一部積財政調整基金の一部積

立て停止の件立て停止の件立て停止の件立て停止の件    

    第第第第４４４４    議案第議案第議案第議案第33333333号号号号    美唄市議会会議規則の美唄市議会会議規則の美唄市議会会議規則の美唄市議会会議規則の

一部改正の件一部改正の件一部改正の件一部改正の件    

    第第第第５５５５    議案第議案第議案第議案第33334444号号号号    美唄市議会委員会条例美唄市議会委員会条例美唄市議会委員会条例美唄市議会委員会条例

の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件    

    第第第第６６６６    意見書案第１号意見書案第１号意見書案第１号意見書案第１号    日豪自由貿易協定交渉日豪自由貿易協定交渉日豪自由貿易協定交渉日豪自由貿易協定交渉

に関する意見書に関する意見書に関する意見書に関する意見書    

    第第第第７７７７    意見書案第意見書案第意見書案第意見書案第２２２２号号号号    少子化の克服へ少子化の克服へ少子化の克服へ少子化の克服へ対策強対策強対策強対策強

化を求める意化を求める意化を求める意化を求める意見書見書見書見書    

    第第第第８８８８    意見書案第意見書案第意見書案第意見書案第３３３３号号号号    生活保護の「母子加算」生活保護の「母子加算」生活保護の「母子加算」生活保護の「母子加算」

廃止に反対する意見書廃止に反対する意見書廃止に反対する意見書廃止に反対する意見書    

    第第第第９９９９    意見書案第意見書案第意見書案第意見書案第４４４４号号号号    公開制度見直しなど戸公開制度見直しなど戸公開制度見直しなど戸公開制度見直しなど戸

籍法の早期改正を求める意見書籍法の早期改正を求める意見書籍法の早期改正を求める意見書籍法の早期改正を求める意見書    

    第第第第10101010    意見書案第意見書案第意見書案第意見書案第５５５５号号号号    「がん対策推進基本計「がん対策推進基本計「がん対策推進基本計「がん対策推進基本計

画」の早期決定を求める意見書画」の早期決定を求める意見書画」の早期決定を求める意見書画」の早期決定を求める意見書    

    第第第第11111111    意見書案第意見書案第意見書案第意見書案第６６６６号号号号    医師不足を解消し、安医師不足を解消し、安医師不足を解消し、安医師不足を解消し、安

心できる地域医療体制の確保を求め心できる地域医療体制の確保を求め心できる地域医療体制の確保を求め心できる地域医療体制の確保を求め

る意見書る意見書る意見書る意見書    

    

◎◎◎◎出席議員（出席議員（出席議員（出席議員（２０２０２０２０名）名）名）名）    

        議議議議    長長長長        長長長長    岡岡岡岡    正正正正    勝勝勝勝    君君君君    

        副議長副議長副議長副議長        吉吉吉吉    田田田田            栄栄栄栄    君君君君    

            １番１番１番１番        吉吉吉吉    岡岡岡岡    文文文文    子子子子    君君君君    

            ２番２番２番２番        広広広広    島島島島    雄雄雄雄    偉偉偉偉    君君君君    

            ３３３３番番番番        五十嵐五十嵐五十嵐五十嵐            聡聡聡聡    君君君君    

            ４番４番４番４番        白白白白    木木木木    優優優優    志志志志    君君君君    

            ５番５番５番５番        小小小小    関関関関    勝勝勝勝    教教教教    君君君君    

            ７７７７番番番番        土土土土    井井井井    敏敏敏敏    興興興興    君君君君    

            ８８８８番番番番        谷谷谷谷    内内内内    八重子八重子八重子八重子    君君君君    

            ９９９９番番番番        長谷川長谷川長谷川長谷川    吉吉吉吉    春春春春    君君君君    

        １０１０１０１０番番番番        米米米米    田田田田    良良良良    克克克克    君君君君    

        １１１１１１１１番番番番        古古古古    関関関関    充充充充    康康康康    君君君君    

        １２１２１２１２番番番番        矢矢矢矢    部部部部    正正正正    義義義義    君君君君    

        １３番１３番１３番１３番        谷谷谷谷    村村村村    孝孝孝孝    一一一一    君君君君    

        １５番１５番１５番１５番        内馬場内馬場内馬場内馬場    克克克克    康康康康    君君君君    

        １６番１６番１６番１６番        本本本本    郷郷郷郷    幸幸幸幸    治治治治    君君君君    

        １８番１８番１８番１８番        紫紫紫紫    藤藤藤藤    政政政政    則則則則    君君君君    

        １９番１９番１９番１９番        荘荘荘荘    司司司司    光光光光    雄雄雄雄    君君君君    

        ２０番２０番２０番２０番        林林林林            国国国国    夫夫夫夫    君君君君    

        ２１番２１番２１番２１番        中中中中    西西西西    勇勇勇勇    夫夫夫夫    君君君君    

    

◎◎◎◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

    市市市市                    長長長長        桜桜桜桜    井井井井    道道道道    夫夫夫夫    君君君君    

    助助助助                    役役役役        佐佐佐佐    藤藤藤藤    昭昭昭昭    雄雄雄雄    君君君君    

    総総総総    務務務務    部部部部    長長長長        板板板板    東東東東    知知知知    文文文文    君君君君    

    市市市市    民民民民    部部部部    長長長長        吉吉吉吉    田田田田            譲譲譲譲    君君君君    

    保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所保健福祉部長兼福祉事務所長長長長        安安安安    田田田田    昌昌昌昌    彰彰彰彰    君君君君    

    商工交流部商工交流部商工交流部商工交流部長長長長        酒酒酒酒    巻巻巻巻            進進進進    君君君君    

    農農農農    政政政政    部部部部    長長長長        林林林林            信信信信    孝孝孝孝    君君君君    

    都市整備部都市整備部都市整備部都市整備部長長長長        加加加加    藤藤藤藤            誠誠誠誠    君君君君    

    市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局市立美唄病院事務局長長長長        三三三三    谷谷谷谷    純純純純    一一一一    君君君君    

    消消消消        防防防防        長長長長        佐佐佐佐    藤藤藤藤    賢賢賢賢    治治治治    君君君君    

    総務部総務課長総務部総務課長総務部総務課長総務部総務課長        市市市市    川川川川    厚厚厚厚    記記記記    君君君君    
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    総務部総務課総務係総務部総務課総務係総務部総務課総務係総務部総務課総務係長長長長        村村村村    上上上上    孝孝孝孝    徳徳徳徳    君君君君    

    

    教育委員会委員教育委員会委員教育委員会委員教育委員会委員長長長長        阿阿阿阿    部部部部            稔稔稔稔    君君君君    

    教育委員会教育教育委員会教育教育委員会教育教育委員会教育長長長長        村村村村    上上上上    忠忠忠忠    雄雄雄雄    君君君君    

    教育委員会教育部長教育委員会教育部長教育委員会教育部長教育委員会教育部長        天天天天    野野野野    修修修修    二二二二    君君君君    

    

    選挙管理委員会委員選挙管理委員会委員選挙管理委員会委員選挙管理委員会委員長長長長        熊熊熊熊    野野野野    宗宗宗宗    男男男男    君君君君    

    選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事務局長長長長        大大大大    道道道道    良良良良    裕裕裕裕    君君君君    

    

    農業委員会会長農業委員会会長農業委員会会長農業委員会会長        佐佐佐佐    藤藤藤藤    博博博博    道道道道    君君君君    

    農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局長長長長        秋秋秋秋    場場場場    勝勝勝勝    義義義義    君君君君    

    

    監監監監    査査査査    委委委委    員員員員        川川川川    村村村村    英英英英    昭昭昭昭    君君君君    

    監査事務局監査事務局監査事務局監査事務局長長長長        嵯嵯嵯嵯    峨峨峨峨    和和和和    樹樹樹樹    君君君君    

    

◎◎◎◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

    事事事事    務務務務    局局局局    長長長長        谷谷谷谷    津津津津    敬敬敬敬    一一一一    君君君君    

    次次次次                    長長長長        和和和和    田田田田    友友友友    子子子子    君君君君    

    総総総総    務務務務    係係係係    長長長長        濱濱濱濱    砂砂砂砂    邦邦邦邦    昭昭昭昭    君君君君    

    

午後１午後１午後１午後１時時時時００００３３３３分分分分    開開開開議議議議    

●●●●議長長岡正勝君議長長岡正勝君議長長岡正勝君議長長岡正勝君    これより本日の会議を開これより本日の会議を開これより本日の会議を開これより本日の会議を開

きますきますきますきます。。。。    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    日程の第１、会議録署名日程の第１、会議録署名日程の第１、会議録署名日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。    

20202020 番番番番    林林林林    国夫議員国夫議員国夫議員国夫議員    

21212121 番番番番    中西勇夫議員中西勇夫議員中西勇夫議員中西勇夫議員    

を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に日程の第２次に日程の第２次に日程の第２次に日程の第２、、、、委員長委員長委員長委員長

報告報告報告報告に入ります。に入ります。に入ります。に入ります。    

    順序１、順序１、順序１、順序１、報告第報告第報告第報告第９号９号９号９号美唄市美唄市美唄市美唄市地域医療問題等地域医療問題等地域医療問題等地域医療問題等

調査特別委員会報告ないし順序調査特別委員会報告ないし順序調査特別委員会報告ないし順序調査特別委員会報告ないし順序 31313131、、、、議案第議案第議案第議案第 13131313

号平成号平成号平成号平成 19191919 年度美唄市工業用水道事業会計予年度美唄市工業用水道事業会計予年度美唄市工業用水道事業会計予年度美唄市工業用水道事業会計予

算算算算の以上の以上の以上の以上 31313131 件を一括議題といたします。件を一括議題といたします。件を一括議題といたします。件を一括議題といたします。    

    本件について、それぞれ委員長の報告を求本件について、それぞれ委員長の報告を求本件について、それぞれ委員長の報告を求本件について、それぞれ委員長の報告を求

めますめますめますめます。。。。    

    まず、報告まず、報告まず、報告まず、報告第第第第９号について林美唄市地域医９号について林美唄市地域医９号について林美唄市地域医９号について林美唄市地域医

療問題等調査特別療問題等調査特別療問題等調査特別療問題等調査特別委員会委員会委員会委員会委員長。委員長。委員長。委員長。    

●美唄市地域医療問題等調査特別●美唄市地域医療問題等調査特別●美唄市地域医療問題等調査特別●美唄市地域医療問題等調査特別委員委員委員委員会委員会委員会委員会委員

長長長長林林林林    国夫議員国夫議員国夫議員国夫議員（登壇）（登壇）（登壇）（登壇）    ただいま議題となただいま議題となただいま議題となただいま議題とな

りましたりましたりましたりました報告第報告第報告第報告第９９９９号号号号美唄市美唄市美唄市美唄市地域医療問題等調地域医療問題等調地域医療問題等調地域医療問題等調

査特別委員会査特別委員会査特別委員会査特別委員会の委員会の委員会の委員会の委員会報告報告報告報告について、ご報告について、ご報告について、ご報告について、ご報告

を申し上げます。を申し上げます。を申し上げます。を申し上げます。    

    美唄市美唄市美唄市美唄市地域医療問題等調査特別委員会地域医療問題等調査特別委員会地域医療問題等調査特別委員会地域医療問題等調査特別委員会報告。報告。報告。報告。    

    去る平成去る平成去る平成去る平成 16161616 年８月年８月年８月年８月 25252525 日日日日、、、、第２回臨時第２回臨時第２回臨時第２回臨時会に会に会に会に

おいて全議員が委員となるおいて全議員が委員となるおいて全議員が委員となるおいて全議員が委員となる美唄市美唄市美唄市美唄市地域医地域医地域医地域医療問療問療問療問

題等調査特別委員会が設置され、地域医療に題等調査特別委員会が設置され、地域医療に題等調査特別委員会が設置され、地域医療に題等調査特別委員会が設置され、地域医療に

関する事項について関する事項について関する事項について関する事項について委員会を開催しました。委員会を開催しました。委員会を開催しました。委員会を開催しました。

その経過その経過その経過その経過及び及び及び及び結果について結果について結果について結果について、、、、その概要をご報その概要をご報その概要をご報その概要をご報

告いたします告いたします告いたします告いたします。。。。    

    まず、臨時議会終了後まず、臨時議会終了後まず、臨時議会終了後まず、臨時議会終了後、、、、委員会を招集し、委員会を招集し、委員会を招集し、委員会を招集し、

正副委員長の互選を行い、その後正副委員長の互選を行い、その後正副委員長の互選を行い、その後正副委員長の互選を行い、その後、、、、議長から議長から議長から議長から

特別委員会設置に特別委員会設置に特別委員会設置に特別委員会設置に至る至る至る至るまでの経過について報までの経過について報までの経過について報までの経過について報

告がありました。告がありました。告がありました。告がありました。    

    次に、次に、次に、次に、12121212月月月月14141414日日日日「「「「地域医療に関する経過地域医療に関する経過地域医療に関する経過地域医療に関する経過」」」」、、、、

「「「「労災病院の再編計画労災病院の再編計画労災病院の再編計画労災病院の再編計画」」」」等について理事者よ等について理事者よ等について理事者よ等について理事者よ

り説明がありました。り説明がありました。り説明がありました。り説明がありました。    

    その後その後その後その後の質疑の質疑の質疑の質疑の主な内容として、の主な内容として、の主な内容として、の主な内容として、市市市市立病院立病院立病院立病院

５次経営健全化の団体指定について、平成５次経営健全化の団体指定について、平成５次経営健全化の団体指定について、平成５次経営健全化の団体指定について、平成 17171717

年度継続見通しについてどうか年度継続見通しについてどうか年度継続見通しについてどうか年度継続見通しについてどうか、、、、との質疑にとの質疑にとの質疑にとの質疑に

対し、対し、対し、対し、    

    ３分の１の自己努力の評価が結果として３分の１の自己努力の評価が結果として３分の１の自己努力の評価が結果として３分の１の自己努力の評価が結果として表表表表

れない限り、団体の指定が非常に難しい。団れない限り、団体の指定が非常に難しい。団れない限り、団体の指定が非常に難しい。団れない限り、団体の指定が非常に難しい。団

体の指定がない場合、これは体の指定がない場合、これは体の指定がない場合、これは体の指定がない場合、これは廃院廃院廃院廃院の勧告での勧告での勧告での勧告ではははは

なく、特別交なく、特別交なく、特別交なく、特別交付税、国の支援がなくなるので、付税、国の支援がなくなるので、付税、国の支援がなくなるので、付税、国の支援がなくなるので、

今後一般会計の支援等を検討し、団体指定が今後一般会計の支援等を検討し、団体指定が今後一般会計の支援等を検討し、団体指定が今後一般会計の支援等を検討し、団体指定が
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継続されるよう継続されるよう継続されるよう継続されるよう努力したい努力したい努力したい努力したい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、指定継続に向次に、指定継続に向次に、指定継続に向次に、指定継続に向けけけけてててて、、、、地域医療ビジョ地域医療ビジョ地域医療ビジョ地域医療ビジョ

ンを関係団体に示すべきではないかンを関係団体に示すべきではないかンを関係団体に示すべきではないかンを関係団体に示すべきではないか、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    一般会計の支援策がどの程度行えば団体指一般会計の支援策がどの程度行えば団体指一般会計の支援策がどの程度行えば団体指一般会計の支援策がどの程度行えば団体指

定継続がされるか、道定継続がされるか、道定継続がされるか、道定継続がされるか、道、、、、国と話し合いをしな国と話し合いをしな国と話し合いをしな国と話し合いをしな

ければならない。さらに、美唄市のければならない。さらに、美唄市のければならない。さらに、美唄市のければならない。さらに、美唄市の１１１１つの方つの方つの方つの方

向性から地域医療ビジョンを示せば団体継続向性から地域医療ビジョンを示せば団体継続向性から地域医療ビジョンを示せば団体継続向性から地域医療ビジョンを示せば団体継続

につながるか、十分協議しにつながるか、十分協議しにつながるか、十分協議しにつながるか、十分協議してててて団体継続がされ団体継続がされ団体継続がされ団体継続がされ

るようるようるようるようにににに努力したい努力したい努力したい努力したい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市と次に、市と次に、市と次に、市と市市市市立病院、美唄労災病院による立病院、美唄労災病院による立病院、美唄労災病院による立病院、美唄労災病院による

３者会議でどのような協議がされたのか３者会議でどのような協議がされたのか３者会議でどのような協議がされたのか３者会議でどのような協議がされたのか、、、、とととと

の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    主な内容として主な内容として主な内容として主な内容としては、は、は、は、市立病院、労災病院の市立病院、労災病院の市立病院、労災病院の市立病院、労災病院の

現状と現状と現状と現状と課題課題課題課題の整理ということで４回にわたりの整理ということで４回にわたりの整理ということで４回にわたりの整理ということで４回にわたり

協議した。協議した。協議した。協議した。    

    まず、現状と課題の整理については、市立まず、現状と課題の整理については、市立まず、現状と課題の整理については、市立まず、現状と課題の整理については、市立

病院、労災病院のいずれも厳しい経営状況、病院、労災病院のいずれも厳しい経営状況、病院、労災病院のいずれも厳しい経営状況、病院、労災病院のいずれも厳しい経営状況、

また、医師の確保が両院とも厳しく困難が伴また、医師の確保が両院とも厳しく困難が伴また、医師の確保が両院とも厳しく困難が伴また、医師の確保が両院とも厳しく困難が伴

いいいい、、、、必要な診療科の維持が難しい。必要な診療科の維持が難しい。必要な診療科の維持が難しい。必要な診療科の維持が難しい。    

    併併併併せてせてせてせて、、、、市民が住みなれた地域で安全で安市民が住みなれた地域で安全で安市民が住みなれた地域で安全で安市民が住みなれた地域で安全で安

心して暮らしていくためには、医療供給体制心して暮らしていくためには、医療供給体制心して暮らしていくためには、医療供給体制心して暮らしていくためには、医療供給体制

を効率的かつ継続的に提供していくことが必を効率的かつ継続的に提供していくことが必を効率的かつ継続的に提供していくことが必を効率的かつ継続的に提供していくことが必

要である。総合病院の役割はこれからますま要である。総合病院の役割はこれからますま要である。総合病院の役割はこれからますま要である。総合病院の役割はこれからますま

す重要になってくると整理した。す重要になってくると整理した。す重要になってくると整理した。す重要になってくると整理した。    

    課題解決の方向性ということでも議論して課題解決の方向性ということでも議論して課題解決の方向性ということでも議論して課題解決の方向性ということでも議論して

いるが、魅力ある病いるが、魅力ある病いるが、魅力ある病いるが、魅力ある病院づくりということから院づくりということから院づくりということから院づくりということから、、、、

一定の一定の一定の一定の症例症例症例症例がががが確保確保確保確保できる体制できる体制できる体制できる体制、、、、１１１１つの診療科つの診療科つの診療科つの診療科

に複数以上のに複数以上のに複数以上のに複数以上の医者医者医者医者の配置ができる専門性の発の配置ができる専門性の発の配置ができる専門性の発の配置ができる専門性の発

揮揮揮揮。。。。これは呼吸器これは呼吸器これは呼吸器これは呼吸器、、、、消化器消化器消化器消化器、、、、循環器等の専門循環器等の専門循環器等の専門循環器等の専門

性性性性ををををおおおおいた体制が必要。いた体制が必要。いた体制が必要。いた体制が必要。    

    また、最低でも救急も含めたまた、最低でも救急も含めたまた、最低でも救急も含めたまた、最低でも救急も含めた２２２２次医療を確次医療を確次医療を確次医療を確

保するための体制が必要。保するための体制が必要。保するための体制が必要。保するための体制が必要。    

    現在労災病院は政策医療を現在労災病院は政策医療を現在労災病院は政策医療を現在労災病院は政策医療をももももっているが、っているが、っているが、っているが、

この継続も必要。この継続も必要。この継続も必要。この継続も必要。    

    地域の地域の地域の地域の実情実情実情実情にあった診療科、適正ベッド数にあった診療科、適正ベッド数にあった診療科、適正ベッド数にあった診療科、適正ベッド数

ということで、人口規模から一般病床レベルということで、人口規模から一般病床レベルということで、人口規模から一般病床レベルということで、人口規模から一般病床レベル

でででで 300300300300 床以下が可能。床以下が可能。床以下が可能。床以下が可能。    

    さらにさらにさらにさらに、、、、市内保健福祉機構との連携の問題市内保健福祉機構との連携の問題市内保健福祉機構との連携の問題市内保健福祉機構との連携の問題

について協議したについて協議したについて協議したについて協議した。。。。との答弁との答弁との答弁との答弁がありましたがありましたがありましたがありました。。。。    

    次に、次に、次に、次に、12121212 月月月月 22222222 日日日日、、、、委員会として委員会として委員会として委員会として「「「「市立病市立病市立病市立病

院の経営健全化団体としての指定継続につい院の経営健全化団体としての指定継続につい院の経営健全化団体としての指定継続につい院の経営健全化団体としての指定継続につい

てててて」「」「」「」「地域医療ビジョンの地域医療ビジョンの地域医療ビジョンの地域医療ビジョンの策定策定策定策定と地域医療確保と地域医療確保と地域医療確保と地域医療確保

についてについてについてについて」」」」、議長、議長、議長、議長を通じてを通じてを通じてを通じて市長に対し要望する市長に対し要望する市長に対し要望する市長に対し要望する

ことことことことととととなりました。なりました。なりました。なりました。    

    次に、平成次に、平成次に、平成次に、平成 17171717 年２月年２月年２月年２月 17171717 日日日日、議会からの要、議会からの要、議会からの要、議会からの要

望書に対し望書に対し望書に対し望書に対し市長の受け止め方市長の受け止め方市長の受け止め方市長の受け止め方、、、、新聞報道によ新聞報道によ新聞報道によ新聞報道によ

るるるる「「「「医師確保の市立病院医師確保の市立病院医師確保の市立病院医師確保の市立病院」「」「」「」「患者減で収支悪化患者減で収支悪化患者減で収支悪化患者減で収支悪化

加速加速加速加速」「」「」「」「交付金取り消しも懸念交付金取り消しも懸念交付金取り消しも懸念交付金取り消しも懸念」」」」についてについてについてについて、、、、説説説説

明を求めました。明を求めました。明を求めました。明を求めました。    

    その後その後その後その後のののの質疑の主なものとして、平成質疑の主なものとして、平成質疑の主なものとして、平成質疑の主なものとして、平成 16161616

年度決算見通しの中で、一般会計が特別年度決算見通しの中で、一般会計が特別年度決算見通しの中で、一般会計が特別年度決算見通しの中で、一般会計が特別繰り繰り繰り繰り

出出出出しを行うことにしを行うことにしを行うことにしを行うことによよよよって新たな不良債務って新たな不良債務って新たな不良債務って新たな不良債務をををを生生生生

じないじないじないじない、、、、美唄市全体として指定継続について美唄市全体として指定継続について美唄市全体として指定継続について美唄市全体として指定継続について

協力の協力の協力の協力の要請をすべ要請をすべ要請をすべ要請をすべきではないか、さらにきではないか、さらにきではないか、さらにきではないか、さらに 17171717

年度についても第５次健全化計画に年度についても第５次健全化計画に年度についても第５次健全化計画に年度についても第５次健全化計画にかかかかかかかかるるるる、、、、

一般会計からの特別繰一般会計からの特別繰一般会計からの特別繰一般会計からの特別繰り出しり出しり出しり出し２億円について、２億円について、２億円について、２億円について、

また、政治判断、財政支援等の措置についてまた、政治判断、財政支援等の措置についてまた、政治判断、財政支援等の措置についてまた、政治判断、財政支援等の措置について

の考え方についての考え方についての考え方についての考え方について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    一般会計の決算状況の現時点では、特別交一般会計の決算状況の現時点では、特別交一般会計の決算状況の現時点では、特別交一般会計の決算状況の現時点では、特別交

付税の３月交付分、これについては現在未定付税の３月交付分、これについては現在未定付税の３月交付分、これについては現在未定付税の３月交付分、これについては現在未定

であり、数字が固まるのが３月中旬以降と考であり、数字が固まるのが３月中旬以降と考であり、数字が固まるのが３月中旬以降と考であり、数字が固まるのが３月中旬以降と考

えている。これについては市長を中心としてえている。これについては市長を中心としてえている。これについては市長を中心としてえている。これについては市長を中心として

国に働きかけ、特別交付税の確保に最大限努国に働きかけ、特別交付税の確保に最大限努国に働きかけ、特別交付税の確保に最大限努国に働きかけ、特別交付税の確保に最大限努

力している。力している。力している。力している。    

    ５次健指定の自主努力３分の１については、５次健指定の自主努力３分の１については、５次健指定の自主努力３分の１については、５次健指定の自主努力３分の１については、

現在総務省、国において現在総務省、国において現在総務省、国において現在総務省、国において 17171717 年度予算に向けた年度予算に向けた年度予算に向けた年度予算に向けた

財政課長内財政課長内財政課長内財政課長内かんかんかんかん等で等で等で等で、、、、病院事業につ病院事業につ病院事業につ病院事業についていていていてはははは近近近近
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年における自治体病院年における自治体病院年における自治体病院年における自治体病院経営をめぐる環境の変経営をめぐる環境の変経営をめぐる環境の変経営をめぐる環境の変

化に的確に対応し、医療資源の効率的円滑を化に的確に対応し、医療資源の効率的円滑を化に的確に対応し、医療資源の効率的円滑を化に的確に対応し、医療資源の効率的円滑を

図るため図るため図るため図るための当該の当該の当該の当該病院の役割を明確にした病院の役割を明確にした病院の役割を明確にした病院の役割を明確にした上上上上でででで

他の医療機関と他の医療機関と他の医療機関と他の医療機関とのののの連携連携連携連携、、、、機能分担及び病床の機能分担及び病床の機能分担及び病床の機能分担及び病床の

合理化を一層合理化を一層合理化を一層合理化を一層推進す推進す推進す推進する。る。る。る。    

    これについて自治体病院等の取り組み、再これについて自治体病院等の取り組み、再これについて自治体病院等の取り組み、再これについて自治体病院等の取り組み、再

編編編編等、医療提供体制等、医療提供体制等、医療提供体制等、医療提供体制を見直すを見直すを見直すを見直す。。。。こういう取りこういう取りこういう取りこういう取り

組みに対して国の組みに対して国の組みに対して国の組みに対して国の 17171717 年度に向けた新たな支年度に向けた新たな支年度に向けた新たな支年度に向けた新たな支

援、地方援、地方援、地方援、地方財源財源財源財源措置を講ずることになっている措置を講ずることになっている措置を講ずることになっている措置を講ずることになっている

ので、ので、ので、ので、国の対応を十分踏まえながら５次健の国の対応を十分踏まえながら５次健の国の対応を十分踏まえながら５次健の国の対応を十分踏まえながら５次健の

指定継続に向けて最大限努力していきたい指定継続に向けて最大限努力していきたい指定継続に向けて最大限努力していきたい指定継続に向けて最大限努力していきたい。。。。

との答弁との答弁との答弁との答弁ががががありました。ありました。ありました。ありました。    

    次に、６月次に、６月次に、６月次に、６月 24242424 日理事者より日理事者より日理事者より日理事者より、、、、市立病院、美市立病院、美市立病院、美市立病院、美

唄労災病院はい唄労災病院はい唄労災病院はい唄労災病院はいずれも医師不足等により経営ずれも医師不足等により経営ずれも医師不足等により経営ずれも医師不足等により経営

状況が悪化するなど、いまの形のまま存続す状況が悪化するなど、いまの形のまま存続す状況が悪化するなど、いまの形のまま存続す状況が悪化するなど、いまの形のまま存続す

ることは厳しい状況ることは厳しい状況ることは厳しい状況ることは厳しい状況ににににあり、市内の医療資源あり、市内の医療資源あり、市内の医療資源あり、市内の医療資源

をををを生生生生かした新たな医療体制を早急に構築するかした新たな医療体制を早急に構築するかした新たな医療体制を早急に構築するかした新たな医療体制を早急に構築する

必要性から、必要性から、必要性から、必要性から、17171717 年４月に美唄市地域医療ビジ年４月に美唄市地域医療ビジ年４月に美唄市地域医療ビジ年４月に美唄市地域医療ビジ

ョンを策定ョンを策定ョンを策定ョンを策定。。。。    

    また労働者健康福祉機構本部に対し、美唄また労働者健康福祉機構本部に対し、美唄また労働者健康福祉機構本部に対し、美唄また労働者健康福祉機構本部に対し、美唄

市地域医療ビジョンの説明市地域医療ビジョンの説明市地域医療ビジョンの説明市地域医療ビジョンの説明。。。。    

    さらに今後関係機関等との協議を進め、そさらに今後関係機関等との協議を進め、そさらに今後関係機関等との協議を進め、そさらに今後関係機関等との協議を進め、そ

の実現に努力の実現に努力の実現に努力の実現に努力ををををする。する。する。する。    

    次に、第５次病院経営健全化の経過と見通次に、第５次病院経営健全化の経過と見通次に、第５次病院経営健全化の経過と見通次に、第５次病院経営健全化の経過と見通

しについてのしについてのしについてのしについての、、、、病院事業会計の平成病院事業会計の平成病院事業会計の平成病院事業会計の平成 16161616 年度決年度決年度決年度決

算状況は１億算状況は１億算状況は１億算状況は１億 9,1319,1319,1319,131 万万万万 5,0005,0005,0005,000 円の不良債務円の不良債務円の不良債務円の不良債務発発発発

生の見込み、また健全生の見込み、また健全生の見込み、また健全生の見込み、また健全化化化化計画との比較では４計画との比較では４計画との比較では４計画との比較では４

億億億億 2,822,822,822,822222 万万万万 2,0002,0002,0002,000 円の乖離円の乖離円の乖離円の乖離がががが生じた。生じた。生じた。生じた。    

    また、平成また、平成また、平成また、平成 16161616 年度の健全化計画実施報告書年度の健全化計画実施報告書年度の健全化計画実施報告書年度の健全化計画実施報告書

を６月を６月を６月を６月 13131313 日北海道に提出し、病院みずからの日北海道に提出し、病院みずからの日北海道に提出し、病院みずからの日北海道に提出し、病院みずからの

改善策や４月に策定した美唄市地域医療ビジ改善策や４月に策定した美唄市地域医療ビジ改善策や４月に策定した美唄市地域医療ビジ改善策や４月に策定した美唄市地域医療ビジ

ョンについて説明。ョンについて説明。ョンについて説明。ョンについて説明。    

    今後の見通しについては今後の見通しについては今後の見通しについては今後の見通しについては、、、、７月４日予定さ７月４日予定さ７月４日予定さ７月４日予定さ

れている総務省が行うれている総務省が行うれている総務省が行うれている総務省が行うヒアヒアヒアヒアリングを踏まえ、リングを踏まえ、リングを踏まえ、リングを踏まえ、

一定の方向が示されるので、北海道、国に対一定の方向が示されるので、北海道、国に対一定の方向が示されるので、北海道、国に対一定の方向が示されるので、北海道、国に対

しししし、、、、指定継続に向けて最大限の努力をしてい指定継続に向けて最大限の努力をしてい指定継続に向けて最大限の努力をしてい指定継続に向けて最大限の努力をしてい

きたいきたいきたいきたい。。。。との説明がありました。との説明がありました。との説明がありました。との説明がありました。    

    次に、美唄市地域医療ビジョンについて次に、美唄市地域医療ビジョンについて次に、美唄市地域医療ビジョンについて次に、美唄市地域医療ビジョンについて概概概概

要説明を受けました。要説明を受けました。要説明を受けました。要説明を受けました。    

    その後その後その後その後のののの質疑の主なものとして、労災病院質疑の主なものとして、労災病院質疑の主なものとして、労災病院質疑の主なものとして、労災病院

廃止問題の新聞報道について廃止問題の新聞報道について廃止問題の新聞報道について廃止問題の新聞報道について、、、、との質疑に対との質疑に対との質疑に対との質疑に対

し、し、し、し、    

    特殊法人等の改革推進本部参与会議が報告特殊法人等の改革推進本部参与会議が報告特殊法人等の改革推進本部参与会議が報告特殊法人等の改革推進本部参与会議が報告

した改善事項には、美唄労災病院のした改善事項には、美唄労災病院のした改善事項には、美唄労災病院のした改善事項には、美唄労災病院の具体名具体名具体名具体名をををを

ああああげてげてげてげて廃止を検討すべきという指摘はなく、廃止を検討すべきという指摘はなく、廃止を検討すべきという指摘はなく、廃止を検討すべきという指摘はなく、

美唄労災病院、市もこれまでどおり労災病院美唄労災病院、市もこれまでどおり労災病院美唄労災病院、市もこれまでどおり労災病院美唄労災病院、市もこれまでどおり労災病院

の再編計画に基づきの再編計画に基づきの再編計画に基づきの再編計画に基づき、、、、平成平成平成平成 19191919 年度までの岩見年度までの岩見年度までの岩見年度までの岩見

沢労災病院との統合に向けて取り組むという沢労災病院との統合に向けて取り組むという沢労災病院との統合に向けて取り組むという沢労災病院との統合に向けて取り組むという

考えは変わらないと聞いており、今後考えは変わらないと聞いており、今後考えは変わらないと聞いており、今後考えは変わらないと聞いており、今後のののの報道報道報道報道

の推移をの推移をの推移をの推移を見見見見る状況であるる状況であるる状況であるる状況である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、新しい総合病院に次に、新しい総合病院に次に、新しい総合病院に次に、新しい総合病院に 272272272272 床の根拠につ床の根拠につ床の根拠につ床の根拠につ

いていていていて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    病床数については病床数については病床数については病床数については、市内、市内、市内、市内人口、年齢構成を人口、年齢構成を人口、年齢構成を人口、年齢構成を

ベースにして二次医療圏ごとに基準病床数をベースにして二次医療圏ごとに基準病床数をベースにして二次医療圏ごとに基準病床数をベースにして二次医療圏ごとに基準病床数を

算定。結果として算定。結果として算定。結果として算定。結果として 500500500500 床であり民間病院で療床であり民間病院で療床であり民間病院で療床であり民間病院で療

養病床を持っている部分養病床を持っている部分養病床を持っている部分養病床を持っている部分、一般病床も一部病、一般病床も一部病、一般病床も一部病、一般病床も一部病

院で持っているため、それを除いた院で持っているため、それを除いた院で持っているため、それを除いた院で持っているため、それを除いた一般一般一般一般病床病床病床病床

数数数数をををを 272272272272 床と試算した床と試算した床と試算した床と試算した。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市立病院と労災の統合はどのような次に、市立病院と労災の統合はどのような次に、市立病院と労災の統合はどのような次に、市立病院と労災の統合はどのような

形でやるのか形でやるのか形でやるのか形でやるのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    現段階では現段階では現段階では現段階では、、、、労災病院の再編計画に基づい労災病院の再編計画に基づい労災病院の再編計画に基づい労災病院の再編計画に基づい

て岩見沢との統合に向けた取り組みをしていて岩見沢との統合に向けた取り組みをしていて岩見沢との統合に向けた取り組みをしていて岩見沢との統合に向けた取り組みをしてい

る最中であり、あくまでもその再編計画に基る最中であり、あくまでもその再編計画に基る最中であり、あくまでもその再編計画に基る最中であり、あくまでもその再編計画に基

づいて実践していく考えを示された。づいて実践していく考えを示された。づいて実践していく考えを示された。づいて実践していく考えを示された。    

    市としては市としては市としては市としては、、、、ビジョンの実現に向けビジョンの実現に向けビジョンの実現に向けビジョンの実現に向け、、、、引き引き引き引き

続き機構本部に要請し、続き機構本部に要請し、続き機構本部に要請し、続き機構本部に要請し、併併併併せて関係機関等にせて関係機関等にせて関係機関等にせて関係機関等に

も市の考え方を示していきたいも市の考え方を示していきたいも市の考え方を示していきたいも市の考え方を示していきたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、労災病院は国家公務員法に次に、労災病院は国家公務員法に次に、労災病院は国家公務員法に次に、労災病院は国家公務員法に準じ、準じ、準じ、準じ、統統統統



- 202 - 

合する合する合する合するに当たり職員の処遇はどに当たり職員の処遇はどに当たり職員の処遇はどに当たり職員の処遇はどううううなるのかとなるのかとなるのかとなるのかと

の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    病院を運営するにあ病院を運営するにあ病院を運営するにあ病院を運営するにあたり医師はなくてはなたり医師はなくてはなたり医師はなくてはなたり医師はなくてはな

らない状況であり、またらない状況であり、またらない状況であり、またらない状況であり、また、、、、昨今医師不足は非昨今医師不足は非昨今医師不足は非昨今医師不足は非

常に厳しいものがあると考える。常に厳しいものがあると考える。常に厳しいものがあると考える。常に厳しいものがあると考える。    

    今回新しい総合病院づくりに今回新しい総合病院づくりに今回新しい総合病院づくりに今回新しい総合病院づくりにああああたり、それたり、それたり、それたり、それ

ぞれの病院にいる医師についてはぞれの病院にいる医師についてはぞれの病院にいる医師についてはぞれの病院にいる医師については、基本的に、基本的に、基本的に、基本的に

引き続き美唄の医療に貢献していただきたい引き続き美唄の医療に貢献していただきたい引き続き美唄の医療に貢献していただきたい引き続き美唄の医療に貢献していただきたい

とととと考えている。考えている。考えている。考えている。    

    また、派遣また、派遣また、派遣また、派遣元元元元の大学の意向や本人の意向はの大学の意向や本人の意向はの大学の意向や本人の意向はの大学の意向や本人の意向は

もちろんのこと、もちろんのこと、もちろんのこと、もちろんのこと、大学大学大学大学等等等等の理解も得なければの理解も得なければの理解も得なければの理解も得なければ

ならない作業が出てくるので、できるだけ早ならない作業が出てくるので、できるだけ早ならない作業が出てくるので、できるだけ早ならない作業が出てくるので、できるだけ早

い時期に具体化される段階で検討、協議してい時期に具体化される段階で検討、協議してい時期に具体化される段階で検討、協議してい時期に具体化される段階で検討、協議して

いきたいいきたいいきたいいきたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、地域医療ビジョンの考え方次に、地域医療ビジョンの考え方次に、地域医療ビジョンの考え方次に、地域医療ビジョンの考え方についてについてについてについて、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    慢性的な医師不足など、医療を取り巻く環慢性的な医師不足など、医療を取り巻く環慢性的な医師不足など、医療を取り巻く環慢性的な医師不足など、医療を取り巻く環

境の変化により境の変化により境の変化により境の変化により、、、、このまま推移するこのまま推移するこのまま推移するこのまま推移するとととと市民の市民の市民の市民の

皆さんに必要な医療、地域医療ができなくな皆さんに必要な医療、地域医療ができなくな皆さんに必要な医療、地域医療ができなくな皆さんに必要な医療、地域医療ができなくな

る恐れがある考える恐れがある考える恐れがある考える恐れがある考え方方方方から、市としては今後から、市としては今後から、市としては今後から、市としては今後のののの

地域医療のあるべき姿を明らかにし、取り組地域医療のあるべき姿を明らかにし、取り組地域医療のあるべき姿を明らかにし、取り組地域医療のあるべき姿を明らかにし、取り組

みを進めて策定。みを進めて策定。みを進めて策定。みを進めて策定。    

    現状において市立病院、労災病院、それぞ現状において市立病院、労災病院、それぞ現状において市立病院、労災病院、それぞ現状において市立病院、労災病院、それぞ

れ医師確保という大きな課題に対して、最大れ医師確保という大きな課題に対して、最大れ医師確保という大きな課題に対して、最大れ医師確保という大きな課題に対して、最大

限努力している。限努力している。限努力している。限努力している。    

    美唄市地域として美唄市地域として美唄市地域として美唄市地域としてのののの今後の大きな環境の変今後の大きな環境の変今後の大きな環境の変今後の大きな環境の変

化の中、化の中、化の中、化の中、またまたまたまた、、、、いまある２つの総合病院が非いまある２つの総合病院が非いまある２つの総合病院が非いまある２つの総合病院が非

常に厳しい状況下に置かれている中、新たな常に厳しい状況下に置かれている中、新たな常に厳しい状況下に置かれている中、新たな常に厳しい状況下に置かれている中、新たな

展望をどう開いていくのか、展望をどう開いていくのか、展望をどう開いていくのか、展望をどう開いていくのか、１１１１つの地域としつの地域としつの地域としつの地域とし

ての考えての考えての考えての考え方として、市として作成するもので方として、市として作成するもので方として、市として作成するもので方として、市として作成するもので

あり、現状の医師確保の最大限努あり、現状の医師確保の最大限努あり、現状の医師確保の最大限努あり、現状の医師確保の最大限努めるめるめるめると同時と同時と同時と同時

に、このビジョンに基づきに、このビジョンに基づきに、このビジョンに基づきに、このビジョンに基づき、、、、さらに具体的なさらに具体的なさらに具体的なさらに具体的な

方策について今後方策について今後方策について今後方策について今後のののの課題として市民の皆さん課題として市民の皆さん課題として市民の皆さん課題として市民の皆さん

の意見を踏まえて具体的化してまいりたい。の意見を踏まえて具体的化してまいりたい。の意見を踏まえて具体的化してまいりたい。の意見を踏まえて具体的化してまいりたい。    

    また、地域医療ビジョンまた、地域医療ビジョンまた、地域医療ビジョンまた、地域医療ビジョンはははは、、、、市市市市として必要として必要として必要として必要

な地元専門機関である医師会等との協議も広な地元専門機関である医師会等との協議も広な地元専門機関である医師会等との協議も広な地元専門機関である医師会等との協議も広

く行って作成した経過もある。いずれにしてく行って作成した経過もある。いずれにしてく行って作成した経過もある。いずれにしてく行って作成した経過もある。いずれにして

もももも、、、、地域医療、患者、市民を守るといった基地域医療、患者、市民を守るといった基地域医療、患者、市民を守るといった基地域医療、患者、市民を守るといった基

本的な姿勢に則って本的な姿勢に則って本的な姿勢に則って本的な姿勢に則って策定策定策定策定にににに至至至至ったったったった。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、労災次に、労災次に、労災次に、労災ととととの統合は平成の統合は平成の統合は平成の統合は平成 20202020 年を目標とし年を目標とし年を目標とし年を目標とし、、、、

計画の目処について計画の目処について計画の目処について計画の目処について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    美唄市としては今後地域医療を守美唄市としては今後地域医療を守美唄市としては今後地域医療を守美唄市としては今後地域医療を守るためのるためのるためのるための

指針を作成指針を作成指針を作成指針を作成。。。。今後今後今後今後、様々、様々、様々、様々な議論等を踏まえな議論等を踏まえな議論等を踏まえな議論等を踏まえ、、、、

ビジョンの具体的な推進に向けた取り組みをビジョンの具体的な推進に向けた取り組みをビジョンの具体的な推進に向けた取り組みをビジョンの具体的な推進に向けた取り組みを

早急に進める必要があると早急に進める必要があると早急に進める必要があると早急に進める必要があると考える。考える。考える。考える。ととととの答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、次に、次に、次に、大学との折衝の中で、地域医療ビジ大学との折衝の中で、地域医療ビジ大学との折衝の中で、地域医療ビジ大学との折衝の中で、地域医療ビジ

ョンを示すことによって目標の平成ョンを示すことによって目標の平成ョンを示すことによって目標の平成ョンを示すことによって目標の平成 20202020 年ま年ま年ま年ま

ででででのののの３年間に医師の充足も３年間に医師の充足も３年間に医師の充足も３年間に医師の充足も図図図図られる可能性はられる可能性はられる可能性はられる可能性は

どのように考えているかどのように考えているかどのように考えているかどのように考えているか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、

10101010 月から大学等に行き、医師の月から大学等に行き、医師の月から大学等に行き、医師の月から大学等に行き、医師の要請を行って要請を行って要請を行って要請を行って

いるが、大学からは施設が老朽化している部いるが、大学からは施設が老朽化している部いるが、大学からは施設が老朽化している部いるが、大学からは施設が老朽化している部

分について分について分について分について施設施設施設施設改修改修改修改修をどう考えるか、またをどう考えるか、またをどう考えるか、またをどう考えるか、また、、、、

経営について地域の医療に対するビジョンが経営について地域の医療に対するビジョンが経営について地域の医療に対するビジョンが経営について地域の医療に対するビジョンが

あるのか、さらにあるのか、さらにあるのか、さらにあるのか、さらに、、、、大学から医師を派遣して大学から医師を派遣して大学から医師を派遣して大学から医師を派遣して

も、医師が地域にしも、医師が地域にしも、医師が地域にしも、医師が地域にしっかりとした医療活動がっかりとした医療活動がっかりとした医療活動がっかりとした医療活動が

できるかできるかできるかできるか、、、、ということからということからということからということから今回今回今回今回ビジョンを作ビジョンを作ビジョンを作ビジョンを作

成し、医師派遣をお願いしている成し、医師派遣をお願いしている成し、医師派遣をお願いしている成し、医師派遣をお願いしている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、地域医療ビジョンの中でいろいろ分次に、地域医療ビジョンの中でいろいろ分次に、地域医療ビジョンの中でいろいろ分次に、地域医療ビジョンの中でいろいろ分

析しているが、診療単価には触れていないが、析しているが、診療単価には触れていないが、析しているが、診療単価には触れていないが、析しているが、診療単価には触れていないが、

総合総合総合総合重視、重視、重視、重視、道内の公立病院の中には労災病院道内の公立病院の中には労災病院道内の公立病院の中には労災病院道内の公立病院の中には労災病院

も含まれ、も含まれ、も含まれ、も含まれ、そそそそれらの外来診療、病院単価の比れらの外来診療、病院単価の比れらの外来診療、病院単価の比れらの外来診療、病院単価の比

較で較で較で較でいいいいくとくとくとくと、、、、市立市立市立市立美唄美唄美唄美唄病院は非常に単価が安病院は非常に単価が安病院は非常に単価が安病院は非常に単価が安

い部分がありい部分がありい部分がありい部分があり、、、、この乖離についてこの乖離についてこの乖離についてこの乖離について、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑

に対し、に対し、に対し、に対し、    

    基本的に基本的に基本的に基本的に市内市内市内市内医療の現状を医療の現状を医療の現状を医療の現状を押押押押えたえたえたえた時時時時に、今に、今に、今に、今

後後後後、、、、地域医療を確保する上でどういったこと地域医療を確保する上でどういったこと地域医療を確保する上でどういったこと地域医療を確保する上でどういったこと

がなぜ必要かという視点で分析がなぜ必要かという視点で分析がなぜ必要かという視点で分析がなぜ必要かという視点で分析ををををしたもので、したもので、したもので、したもので、

人口人口人口人口のののの推移、患者の動向、いままで推移、患者の動向、いままで推移、患者の動向、いままで推移、患者の動向、いままでの推移をの推移をの推移をの推移を
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基本に今後どのように基本に今後どのように基本に今後どのように基本に今後どのように推移推移推移推移していくかというしていくかというしていくかというしていくかという

視点で視点で視点で視点で見見見見た。た。た。た。    

    入院入院入院入院のののの一般では一般では一般では一般では、、、、10101010 市市市市のののの平均と比較し平均と比較し平均と比較し平均と比較してててて、、、、

市立美唄病院において約市立美唄病院において約市立美唄病院において約市立美唄病院において約 2,0002,0002,0002,000 円の単価とし円の単価とし円の単価とし円の単価とし

てててて下回っている下回っている下回っている下回っている状況状況状況状況である。である。である。である。    

    外来については外来については外来については外来については、、、、逆に逆に逆に逆に 1,0001,0001,0001,000 円強円強円強円強、、、、10101010 市市市市のののの

平均より上回っている状況であり、新しい総平均より上回っている状況であり、新しい総平均より上回っている状況であり、新しい総平均より上回っている状況であり、新しい総

合病院を合病院を合病院を合病院を作作作作るにるにるにるにああああたって、経営の視点たって、経営の視点たって、経営の視点たって、経営の視点がががが重要重要重要重要

なポイントになるため、どういう診療なポイントになるため、どういう診療なポイントになるため、どういう診療なポイントになるため、どういう診療科科科科をやをやをやをや

ることによって、経営的にどうなのかの分析ることによって、経営的にどうなのかの分析ることによって、経営的にどうなのかの分析ることによって、経営的にどうなのかの分析

も併も併も併も併せてやせてやせてやせてやららららなければならないと考えている。なければならないと考えている。なければならないと考えている。なければならないと考えている。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、国民健康保険市外次に、国民健康保険市外次に、国民健康保険市外次に、国民健康保険市外診察診察診察診察者は外来にし者は外来にし者は外来にし者は外来にし

て２割、入院３割ということで労災、市て２割、入院３割ということで労災、市て２割、入院３割ということで労災、市て２割、入院３割ということで労災、市立病立病立病立病

院がありながら市外流出している患者や院がありながら市外流出している患者や院がありながら市外流出している患者や院がありながら市外流出している患者や、、、、労労労労

災の脳外科の問題、婦人科のサテライト病院災の脳外科の問題、婦人科のサテライト病院災の脳外科の問題、婦人科のサテライト病院災の脳外科の問題、婦人科のサテライト病院

の問題で患者が減少の問題で患者が減少の問題で患者が減少の問題で患者が減少すすすするのはわかるが、これるのはわかるが、これるのはわかるが、これるのはわかるが、これ

は平成は平成は平成は平成 11111111 年度以降から続いており、患者流出年度以降から続いており、患者流出年度以降から続いており、患者流出年度以降から続いており、患者流出

についての中身はどうなっているかについての中身はどうなっているかについての中身はどうなっているかについての中身はどうなっているか。。。。また総また総また総また総

合病院として合病院として合病院として合病院として目指目指目指目指す医療ということで、急性す医療ということで、急性す医療ということで、急性す医療ということで、急性

期医療を期医療を期医療を期医療を目指目指目指目指すのか、慢性期医療をすのか、慢性期医療をすのか、慢性期医療をすのか、慢性期医療を目指目指目指目指すのすのすのすの

かかかか。。。。急性期医療を急性期医療を急性期医療を急性期医療を目指目指目指目指さないということであさないということであさないということであさないということであ

れば、病院の方向転換をいち早くすべきといれば、病院の方向転換をいち早くすべきといれば、病院の方向転換をいち早くすべきといれば、病院の方向転換をいち早くすべきとい

う議論をされるのかとの質疑に対し、う議論をされるのかとの質疑に対し、う議論をされるのかとの質疑に対し、う議論をされるのかとの質疑に対し、    

    国保国保国保国保をベースにをベースにをベースにをベースにした患者の動向ということした患者の動向ということした患者の動向ということした患者の動向ということ

では、健康保険の被保険者の受診ケースででは、健康保険の被保険者の受診ケースででは、健康保険の被保険者の受診ケースででは、健康保険の被保険者の受診ケースでみみみみ

るとここ数年横ばい状態るとここ数年横ばい状態るとここ数年横ばい状態るとここ数年横ばい状態。。。。その中その中その中その中でででで、、、、市立病市立病市立病市立病

院と労災病院については年々減少傾向にある。院と労災病院については年々減少傾向にある。院と労災病院については年々減少傾向にある。院と労災病院については年々減少傾向にある。

美唄労災病院では、脳神経外科、産婦人科の美唄労災病院では、脳神経外科、産婦人科の美唄労災病院では、脳神経外科、産婦人科の美唄労災病院では、脳神経外科、産婦人科の

休診休診休診休診が大きな要因。さらには医師不足というが大きな要因。さらには医師不足というが大きな要因。さらには医師不足というが大きな要因。さらには医師不足という

ことから、従来のような診療体制が組めないことから、従来のような診療体制が組めないことから、従来のような診療体制が組めないことから、従来のような診療体制が組めない

といった背景がある。といった背景がある。といった背景がある。といった背景がある。    

    また、医師の固定化が難しいということで、また、医師の固定化が難しいということで、また、医師の固定化が難しいということで、また、医師の固定化が難しいということで、

患者の不安などから患者の不安などから患者の不安などから患者の不安などから、、、、他の医療機関で受診す他の医療機関で受診す他の医療機関で受診す他の医療機関で受診す

る方がふえているのではないかと分析したる方がふえているのではないかと分析したる方がふえているのではないかと分析したる方がふえているのではないかと分析した。。。。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、地域医療プロジェクト作成に次に、地域医療プロジェクト作成に次に、地域医療プロジェクト作成に次に、地域医療プロジェクト作成にああああたったったったっ

て、どういった体制で臨まれようとしているて、どういった体制で臨まれようとしているて、どういった体制で臨まれようとしているて、どういった体制で臨まれようとしている

のかのかのかのか、、、、また策定のプロセスについてまた策定のプロセスについてまた策定のプロセスについてまた策定のプロセスについて、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    ビジョンに基づく労災病院ビジョンに基づく労災病院ビジョンに基づく労災病院ビジョンに基づく労災病院ととととの統合の統合の統合の統合に向けに向けに向けに向け

て、１つは一て、１つは一て、１つは一て、１つは一方の当事者である労災病院、労方の当事者である労災病院、労方の当事者である労災病院、労方の当事者である労災病院、労

働健康福祉機構との協議が非常に重要であり、働健康福祉機構との協議が非常に重要であり、働健康福祉機構との協議が非常に重要であり、働健康福祉機構との協議が非常に重要であり、

それと平行してそれと平行してそれと平行してそれと平行して、、、、ビジョンを具体化するため、ビジョンを具体化するため、ビジョンを具体化するため、ビジョンを具体化するため、

診療科をどうするか、経営の見通し等課題が診療科をどうするか、経営の見通し等課題が診療科をどうするか、経営の見通し等課題が診療科をどうするか、経営の見通し等課題が

あるのであるのであるのであるので、、、、体制も体制も体制も体制も併併併併せてどのように進めていせてどのように進めていせてどのように進めていせてどのように進めてい

くかについて検討をしていきたい。くかについて検討をしていきたい。くかについて検討をしていきたい。くかについて検討をしていきたい。    

    地域医療ビジョンの策定は、庁内地域医療ビジョンの策定は、庁内地域医療ビジョンの策定は、庁内地域医療ビジョンの策定は、庁内にににに地域医地域医地域医地域医

療検討委員会を設置し、総務部長、保健福祉療検討委員会を設置し、総務部長、保健福祉療検討委員会を設置し、総務部長、保健福祉療検討委員会を設置し、総務部長、保健福祉

部長、病院事務局長、事務局理事、福祉課長、部長、病院事務局長、事務局理事、福祉課長、部長、病院事務局長、事務局理事、福祉課長、部長、病院事務局長、事務局理事、福祉課長、

高齢者介護福祉課長、児童課家庭課長、健康高齢者介護福祉課長、児童課家庭課長、健康高齢者介護福祉課長、児童課家庭課長、健康高齢者介護福祉課長、児童課家庭課長、健康

推進課長推進課長推進課長推進課長、病院事務局次長、企画課長のメン、病院事務局次長、企画課長のメン、病院事務局次長、企画課長のメン、病院事務局次長、企画課長のメン

バーで策定作業を進めてきた。バーで策定作業を進めてきた。バーで策定作業を進めてきた。バーで策定作業を進めてきた。    

    医師会との意見交換の場を設け、その中で医師会との意見交換の場を設け、その中で医師会との意見交換の場を設け、その中で医師会との意見交換の場を設け、その中で

の意見を計画のの意見を計画のの意見を計画のの意見を計画の中に盛り込んだ。中に盛り込んだ。中に盛り込んだ。中に盛り込んだ。    

    計画の最終策定の段階において計画の最終策定の段階において計画の最終策定の段階において計画の最終策定の段階において、市が策定、市が策定、市が策定、市が策定

しようとしている地域医療ビジョンの概要にしようとしている地域医療ビジョンの概要にしようとしている地域医療ビジョンの概要にしようとしている地域医療ビジョンの概要に

ついてついてついてついてはははは、美唄労災病院、美唄労災病院、美唄労災病院、美唄労災病院長長長長に市としてこういに市としてこういに市としてこういに市としてこうい

う考えで策定をしているという説明を行った。う考えで策定をしているという説明を行った。う考えで策定をしているという説明を行った。う考えで策定をしているという説明を行った。

そういう過程を踏み、そういう過程を踏み、そういう過程を踏み、そういう過程を踏み、17171717 年４月ビジョンを策年４月ビジョンを策年４月ビジョンを策年４月ビジョンを策

定したとの答弁。定したとの答弁。定したとの答弁。定したとの答弁。    

    次に、機構との協議という次に、機構との協議という次に、機構との協議という次に、機構との協議というはははは労災病院の独労災病院の独労災病院の独労災病院の独

自の問題自の問題自の問題自の問題だだだだから、そこに任せるのではなく、から、そこに任せるのではなく、から、そこに任せるのではなく、から、そこに任せるのではなく、

医療ビジョンを実現する市としても医療ビジョンを実現する市としても医療ビジョンを実現する市としても医療ビジョンを実現する市としても、、、、そのこそのこそのこそのこ

とを十分国とを十分国とを十分国とを十分国・・・・機構に対して誠意をもって話機構に対して誠意をもって話機構に対して誠意をもって話機構に対して誠意をもって話しししし

をしていく必要性があるのではないかをしていく必要性があるのではないかをしていく必要性があるのではないかをしていく必要性があるのではないか、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    労災病院の機構本部とはいろいろ話労災病院の機構本部とはいろいろ話労災病院の機構本部とはいろいろ話労災病院の機構本部とはいろいろ話ししししをしをしをしをし
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ているが、市立病院ているが、市立病院ているが、市立病院ているが、市立病院と労災病院が一と労災病院が一と労災病院が一と労災病院が一緒になっ緒になっ緒になっ緒になっ

て美唄の地域医療を考えてほしいということて美唄の地域医療を考えてほしいということて美唄の地域医療を考えてほしいということて美唄の地域医療を考えてほしいということ

を第一にお願いを第一にお願いを第一にお願いを第一にお願いしている。している。している。している。    

    また、脳外科の問題等、政策医療に偏ったまた、脳外科の問題等、政策医療に偏ったまた、脳外科の問題等、政策医療に偏ったまた、脳外科の問題等、政策医療に偏った

中で労災病院は特化するのではなく、地域医中で労災病院は特化するのではなく、地域医中で労災病院は特化するのではなく、地域医中で労災病院は特化するのではなく、地域医

療に配慮してほしいという部分で市立病院と療に配慮してほしいという部分で市立病院と療に配慮してほしいという部分で市立病院と療に配慮してほしいという部分で市立病院と

一体となって将来的に統合をする道を模索し一体となって将来的に統合をする道を模索し一体となって将来的に統合をする道を模索し一体となって将来的に統合をする道を模索し

てもらえないかと提言をしている。てもらえないかと提言をしている。てもらえないかと提言をしている。てもらえないかと提言をしている。    

    地域医療ビジョンを持ち込んで、本院、分地域医療ビジョンを持ち込んで、本院、分地域医療ビジョンを持ち込んで、本院、分地域医療ビジョンを持ち込んで、本院、分

院という考えもあるが、市立院という考えもあるが、市立院という考えもあるが、市立院という考えもあるが、市立美唄美唄美唄美唄病院との統病院との統病院との統病院との統

合を合を合を合を１１１１つの選択肢としてお願いつの選択肢としてお願いつの選択肢としてお願いつの選択肢としてお願いしているが、しているが、しているが、しているが、

相手方の事情もあるので相手方の事情もあるので相手方の事情もあるので相手方の事情もあるので、、、、コメントは差しコメントは差しコメントは差しコメントは差し控控控控

ええええられた状況であるられた状況であるられた状況であるられた状況である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、後期まちづくり基本計画次に、後期まちづくり基本計画次に、後期まちづくり基本計画次に、後期まちづくり基本計画はははは現在策現在策現在策現在策定定定定

作業中であるが、実効性のあるものにしてい作業中であるが、実効性のあるものにしてい作業中であるが、実効性のあるものにしてい作業中であるが、実効性のあるものにしてい

く最優先の課題として新しい病院づくりを優く最優先の課題として新しい病院づくりを優く最優先の課題として新しい病院づくりを優く最優先の課題として新しい病院づくりを優

先順位に１と先順位に１と先順位に１と先順位に１としてしてしてしてとらとらとらとらえるべきではないか、えるべきではないか、えるべきではないか、えるべきではないか、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    後期計画については後期計画については後期計画については後期計画については、、、、第一第一第一第一に市民の安全に市民の安全に市民の安全に市民の安全、、、、

安心が最優先、次に活性化ということで安心が最優先、次に活性化ということで安心が最優先、次に活性化ということで安心が最優先、次に活性化ということで、、、、病病病病

院問題については今後の推移を見ながら後期院問題については今後の推移を見ながら後期院問題については今後の推移を見ながら後期院問題については今後の推移を見ながら後期

計画に優先的に取り組んでいきたいとの答弁計画に優先的に取り組んでいきたいとの答弁計画に優先的に取り組んでいきたいとの答弁計画に優先的に取り組んでいきたいとの答弁

ががががありました。ありました。ありました。ありました。    

    次に、次に、次に、次に、11111111 月月月月 22222222 日日日日、「、「、「、「市立病院の医療体制の市立病院の医療体制の市立病院の医療体制の市立病院の医療体制の

現状と医師確保に向けた要請活動の経過現状と医師確保に向けた要請活動の経過現状と医師確保に向けた要請活動の経過現状と医師確保に向けた要請活動の経過」「」「」「」「第第第第

５次病院事業経営健全化計画継続に向けた経５次病院事業経営健全化計画継続に向けた経５次病院事業経営健全化計画継続に向けた経５次病院事業経営健全化計画継続に向けた経

過過過過」「」「」「」「地域医療ビジョン実現に向けた活動経地域医療ビジョン実現に向けた活動経地域医療ビジョン実現に向けた活動経地域医療ビジョン実現に向けた活動経

過過過過」」」」について理事者に説明を求めについて理事者に説明を求めについて理事者に説明を求めについて理事者に説明を求めました。ました。ました。ました。    

    次に、平成次に、平成次に、平成次に、平成 18181818 年年年年 12121212 月月月月 22222222 日日日日、、、、病院統合の病院統合の病院統合の病院統合の状状状状

況況況況について市長から説明がありました。について市長から説明がありました。について市長から説明がありました。について市長から説明がありました。    

    その後その後その後その後の質疑の主なものとして、労働者の質疑の主なものとして、労働者の質疑の主なものとして、労働者の質疑の主なものとして、労働者健健健健

康福祉機構と話し合いをした相手方と康福祉機構と話し合いをした相手方と康福祉機構と話し合いをした相手方と康福祉機構と話し合いをした相手方と、、、、協議協議協議協議

の内容についてわかりやすい説明をの内容についてわかりやすい説明をの内容についてわかりやすい説明をの内容についてわかりやすい説明を、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    理事長、理事、総務部長、担当課長、調査理事長、理事、総務部長、担当課長、調査理事長、理事、総務部長、担当課長、調査理事長、理事、総務部長、担当課長、調査

役等のメンバーで役等のメンバーで役等のメンバーで役等のメンバーで、、、、統合を前提と統合を前提と統合を前提と統合を前提とすすすする基本認る基本認る基本認る基本認

識をお互いに聞くことができた。具体的に前識をお互いに聞くことができた。具体的に前識をお互いに聞くことができた。具体的に前識をお互いに聞くことができた。具体的に前

進したと認識している進したと認識している進したと認識している進したと認識している。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、厚生労働省の基本的なスタンスを市次に、厚生労働省の基本的なスタンスを市次に、厚生労働省の基本的なスタンスを市次に、厚生労働省の基本的なスタンスを市

長としてどのように受け止めているかとの質長としてどのように受け止めているかとの質長としてどのように受け止めているかとの質長としてどのように受け止めているかとの質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    厚生労働省の担当部長は機構の理事長から厚生労働省の担当部長は機構の理事長から厚生労働省の担当部長は機構の理事長から厚生労働省の担当部長は機構の理事長から

美美美美唄の状況、脊損の位置づけ等十分説明を聞唄の状況、脊損の位置づけ等十分説明を聞唄の状況、脊損の位置づけ等十分説明を聞唄の状況、脊損の位置づけ等十分説明を聞

いているとのことで、今後いているとのことで、今後いているとのことで、今後いているとのことで、今後もももも政策医療と地域政策医療と地域政策医療と地域政策医療と地域

医療２つが維持できる体制づくりに支援願い医療２つが維持できる体制づくりに支援願い医療２つが維持できる体制づくりに支援願い医療２つが維持できる体制づくりに支援願い

たいとお願いしているたいとお願いしているたいとお願いしているたいとお願いしている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、今後の進次に、今後の進次に、今後の進次に、今後の進む方向む方向む方向む方向として総務省に困難として総務省に困難として総務省に困難として総務省に困難

さがあるさがあるさがあるさがある。。。。これまでこれまでこれまでこれまで関わってきた感じ関わってきた感じ関わってきた感じ関わってきた感じはどうはどうはどうはどう

であったかであったかであったかであったか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    美唄市全体の経営がしっかりとできるよう美唄市全体の経営がしっかりとできるよう美唄市全体の経営がしっかりとできるよう美唄市全体の経営がしっかりとできるよう

な方策となるよう、新しい病院づくりに関しな方策となるよう、新しい病院づくりに関しな方策となるよう、新しい病院づくりに関しな方策となるよう、新しい病院づくりに関し

ても経営健全ができるような病院づくりをても経営健全ができるような病院づくりをても経営健全ができるような病院づくりをても経営健全ができるような病院づくりを目目目目

指指指指してほしいというアドバイスをいただいてしてほしいというアドバイスをいただいてしてほしいというアドバイスをいただいてしてほしいというアドバイスをいただいて

いるいるいるいる。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、次に、次に、次に、統合統合統合統合の状況、どうなっていくのかの状況、どうなっていくのかの状況、どうなっていくのかの状況、どうなっていくのかがががが

見えてこない。また５次健の姿が見見えてこない。また５次健の姿が見見えてこない。また５次健の姿が見見えてこない。また５次健の姿が見えてくるえてくるえてくるえてくる

のは３月で、それまでのは３月で、それまでのは３月で、それまでのは３月で、それまでにににに統合の形を統合の形を統合の形を統合の形を作作作作り再建り再建り再建り再建

につなげると思うがにつなげると思うがにつなげると思うがにつなげると思うが、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    統合の実現に向けては同じ方向性を一定程統合の実現に向けては同じ方向性を一定程統合の実現に向けては同じ方向性を一定程統合の実現に向けては同じ方向性を一定程

度示されたので全力を挙げる。度示されたので全力を挙げる。度示されたので全力を挙げる。度示されたので全力を挙げる。今年今年今年今年の特別交の特別交の特別交の特別交

付税は最大限の努力をし、何とか付税は最大限の努力をし、何とか付税は最大限の努力をし、何とか付税は最大限の努力をし、何とか算算算算入される入される入される入される

方策を講じたいとのこと。それ以降について方策を講じたいとのこと。それ以降について方策を講じたいとのこと。それ以降について方策を講じたいとのこと。それ以降について

はははは今年度今年度今年度今年度決算が終わった段階で判断し、不良決算が終わった段階で判断し、不良決算が終わった段階で判断し、不良決算が終わった段階で判断し、不良

債務が債務が債務が債務が増増増増えているようであれば継続は難しいえているようであれば継続は難しいえているようであれば継続は難しいえているようであれば継続は難しい

とととと言言言言われている。こういう中で市立病院としわれている。こういう中で市立病院としわれている。こういう中で市立病院としわれている。こういう中で市立病院とし

て１年間しっかり経営をし、不良債務がて１年間しっかり経営をし、不良債務がて１年間しっかり経営をし、不良債務がて１年間しっかり経営をし、不良債務が増え増え増え増え

ない方策をとっていかなければない方策をとっていかなければない方策をとっていかなければない方策をとっていかなければいけいけいけいけないと思ないと思ないと思ないと思

っているっているっているっている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    
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    次に、統合の結論は出ないが機構との間で次に、統合の結論は出ないが機構との間で次に、統合の結論は出ないが機構との間で次に、統合の結論は出ないが機構との間で

統合統合統合統合に向けた基本認識が合意されに向けた基本認識が合意されに向けた基本認識が合意されに向けた基本認識が合意された。た。た。た。今後今後今後今後のののの

課題は組織を設ける課題は組織を設ける課題は組織を設ける課題は組織を設ける。。。。判断は判断は判断は判断は出出出出ていないが統ていないが統ていないが統ていないが統

合は合は合は合は 99999999 パーセントパーセントパーセントパーセント決まったといっていいの決まったといっていいの決まったといっていいの決まったといっていいの

か。また脊損医療、医師確保、開設の時期、か。また脊損医療、医師確保、開設の時期、か。また脊損医療、医師確保、開設の時期、か。また脊損医療、医師確保、開設の時期、

職員の身分の問題は職員の身分の問題は職員の身分の問題は職員の身分の問題は、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    脊損部門の継続、医師の確保が前提という脊損部門の継続、医師の確保が前提という脊損部門の継続、医師の確保が前提という脊損部門の継続、医師の確保が前提という

中で中で中で中でのののの統合はお願いしており、身分統合はお願いしており、身分統合はお願いしており、身分統合はお願いしており、身分保証保証保証保証、オ、オ、オ、オ

ープン時期については機構本部と基本的な認ープン時期については機構本部と基本的な認ープン時期については機構本部と基本的な認ープン時期については機構本部と基本的な認

識として一致している。統合実現に向けては識として一致している。統合実現に向けては識として一致している。統合実現に向けては識として一致している。統合実現に向けては

具体的に進め具体的に進め具体的に進め具体的に進めようようようようと明確になったが、機構本と明確になったが、機構本と明確になったが、機構本と明確になったが、機構本

部は国との最終的な話し合いが残っている段部は国との最終的な話し合いが残っている段部は国との最終的な話し合いが残っている段部は国との最終的な話し合いが残っている段

階ではこういう表現をせざるを得ない。こち階ではこういう表現をせざるを得ない。こち階ではこういう表現をせざるを得ない。こち階ではこういう表現をせざるを得ない。こち

らは要請している立場なのでこれ以上明確らは要請している立場なのでこれ以上明確らは要請している立場なのでこれ以上明確らは要請している立場なのでこれ以上明確なななな

回答をいただきたいと回答をいただきたいと回答をいただきたいと回答をいただきたいとはははは言えない状況である言えない状況である言えない状況である言えない状況である。。。。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市長１人で行ったのか、また、文書次に、市長１人で行ったのか、また、文書次に、市長１人で行ったのか、また、文書次に、市長１人で行ったのか、また、文書

を整理しを整理しを整理しを整理し双方で確認双方で確認双方で確認双方で確認文書文書文書文書を取り交わしているを取り交わしているを取り交わしているを取り交わしている

のかのかのかのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    担当主幹と行き、メモとしてはあるが担当主幹と行き、メモとしてはあるが担当主幹と行き、メモとしてはあるが担当主幹と行き、メモとしてはあるが、、、、双双双双

方が文書としてやり方が文書としてやり方が文書としてやり方が文書としてやりとりとりとりとりしている状況ではなしている状況ではなしている状況ではなしている状況ではな

いいいい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、今後のタイムスケジュールと協議の次に、今後のタイムスケジュールと協議の次に、今後のタイムスケジュールと協議の次に、今後のタイムスケジュールと協議の

場はどのレベルでどのような課題で詰めるの場はどのレベルでどのような課題で詰めるの場はどのレベルでどのような課題で詰めるの場はどのレベルでどのような課題で詰めるの

かかかか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    年明け早々組織を立ち年明け早々組織を立ち年明け早々組織を立ち年明け早々組織を立ち上上上上げ、それ以降は機げ、それ以降は機げ、それ以降は機げ、それ以降は機

構と話しをしていく。メンバーは１番トップ構と話しをしていく。メンバーは１番トップ構と話しをしていく。メンバーは１番トップ構と話しをしていく。メンバーは１番トップ

の部分と事務部門で総務部長クラス以下と担の部分と事務部門で総務部長クラス以下と担の部分と事務部門で総務部長クラス以下と担の部分と事務部門で総務部長クラス以下と担

当課長が入る事務レベルの２つの組織当課長が入る事務レベルの２つの組織当課長が入る事務レベルの２つの組織当課長が入る事務レベルの２つの組織としてとしてとしてとして

いきたい。内容は脊損医療の実施方法や機構いきたい。内容は脊損医療の実施方法や機構いきたい。内容は脊損医療の実施方法や機構いきたい。内容は脊損医療の実施方法や機構

としての支援策、体制、医師確保、必要な施としての支援策、体制、医師確保、必要な施としての支援策、体制、医師確保、必要な施としての支援策、体制、医師確保、必要な施

設等を検討していかなければ設等を検討していかなければ設等を検討していかなければ設等を検討していかなければいけいけいけいけないと考えないと考えないと考えないと考え

ているているているている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、関係職員や医師に対し、市次に、関係職員や医師に対し、市次に、関係職員や医師に対し、市次に、関係職員や医師に対し、市長長長長としてとしてとしてとして

状況に関する説明状況に関する説明状況に関する説明状況に関する説明やややや要望意見を聞く場の設定要望意見を聞く場の設定要望意見を聞く場の設定要望意見を聞く場の設定

はあるのかはあるのかはあるのかはあるのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    病院の方で会議を開いていただき、今後詳病院の方で会議を開いていただき、今後詳病院の方で会議を開いていただき、今後詳病院の方で会議を開いていただき、今後詳

細については機構と細については機構と細については機構と細については機構とのののの詰をもって適時報告し詰をもって適時報告し詰をもって適時報告し詰をもって適時報告し

ていくていくていくていく形で考えて形で考えて形で考えて形で考えているいるいるいる。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に次に次に次に、独立行政法人の労働者健康福祉機構、独立行政法人の労働者健康福祉機構、独立行政法人の労働者健康福祉機構、独立行政法人の労働者健康福祉機構

として、医師確保の動きはどうとして、医師確保の動きはどうとして、医師確保の動きはどうとして、医師確保の動きはどう押え押え押え押えているかているかているかているか、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    労災病院に関しては院長が北大に行かれて労災病院に関しては院長が北大に行かれて労災病院に関しては院長が北大に行かれて労災病院に関しては院長が北大に行かれて

おおおお願いしている。北大からは一定の支援を明願いしている。北大からは一定の支援を明願いしている。北大からは一定の支援を明願いしている。北大からは一定の支援を明

確にし、北海道確にし、北海道確にし、北海道確にし、北海道唯一唯一唯一唯一の脊損なので万全を期しの脊損なので万全を期しの脊損なので万全を期しの脊損なので万全を期し

たいというたいというたいというたいという回答回答回答回答をいただいていることををいただいていることををいただいていることををいただいていることを院院院院長長長長

から聞いているから聞いているから聞いているから聞いている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、医師の引止め策、新しい総合病院に次に、医師の引止め策、新しい総合病院に次に、医師の引止め策、新しい総合病院に次に、医師の引止め策、新しい総合病院に

対する理解、改めてその場を持つ必要あると対する理解、改めてその場を持つ必要あると対する理解、改めてその場を持つ必要あると対する理解、改めてその場を持つ必要あると

思うが、思うが、思うが、思うが、ととととの質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    理事長とともに北大理事長とともに北大理事長とともに北大理事長とともに北大等、等、等、等、関係大学に一緒に関係大学に一緒に関係大学に一緒に関係大学に一緒に

行動し医師確保に全力を挙げてい行動し医師確保に全力を挙げてい行動し医師確保に全力を挙げてい行動し医師確保に全力を挙げていくくくく。。。。との答との答との答との答

弁。弁。弁。弁。    

    次に、市長の次に、市長の次に、市長の次に、市長のいいいいう脊損う脊損う脊損う脊損治療治療治療治療とその認識はとその認識はとその認識はとその認識は、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    脊損医療を継続し提供するためには脊損医療を継続し提供するためには脊損医療を継続し提供するためには脊損医療を継続し提供するためには、、、、医師医師医師医師

確保など労働者健康福祉機構の全面的な支援確保など労働者健康福祉機構の全面的な支援確保など労働者健康福祉機構の全面的な支援確保など労働者健康福祉機構の全面的な支援

が前提であり、脊損医療が残らなければが前提であり、脊損医療が残らなければが前提であり、脊損医療が残らなければが前提であり、脊損医療が残らなければ統合統合統合統合

の意味の意味の意味の意味ははははないと思っているないと思っているないと思っているないと思っている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、脊損医療を主体的に考え次に、脊損医療を主体的に考え次に、脊損医療を主体的に考え次に、脊損医療を主体的に考えていくていくていくていくならならならなら、、、、

市立病院が労災病院に変わってもらう方法が市立病院が労災病院に変わってもらう方法が市立病院が労災病院に変わってもらう方法が市立病院が労災病院に変わってもらう方法が

一番いいのではないか一番いいのではないか一番いいのではないか一番いいのではないか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    政策医療、地域医療の２つが成り立つよう政策医療、地域医療の２つが成り立つよう政策医療、地域医療の２つが成り立つよう政策医療、地域医療の２つが成り立つよう

な方策、お互いの医療資源が存続するというな方策、お互いの医療資源が存続するというな方策、お互いの医療資源が存続するというな方策、お互いの医療資源が存続するという

中で統合を実現しようとしている中で統合を実現しようとしている中で統合を実現しようとしている中で統合を実現しようとしている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、労災病院を残してほしいという署名次に、労災病院を残してほしいという署名次に、労災病院を残してほしいという署名次に、労災病院を残してほしいという署名

の重の重の重の重みみみみをどうえているかをどうえているかをどうえているかをどうえているか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    脊損を美唄に残すのは、共通の認識である。脊損を美唄に残すのは、共通の認識である。脊損を美唄に残すのは、共通の認識である。脊損を美唄に残すのは、共通の認識である。
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署名の重署名の重署名の重署名の重みみみみは当然大きなものと思っているは当然大きなものと思っているは当然大きなものと思っているは当然大きなものと思っている。。。。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、統合した場合のオープンが次に、統合した場合のオープンが次に、統合した場合のオープンが次に、統合した場合のオープンが 20202020 年度に年度に年度に年度に

なるとなるとなるとなると１年足らずしかない。スケジュール的１年足らずしかない。スケジュール的１年足らずしかない。スケジュール的１年足らずしかない。スケジュール的

に統合までの話しがに統合までの話しがに統合までの話しがに統合までの話しが成り立つ成り立つ成り立つ成り立つのか。また、患のか。また、患のか。また、患のか。また、患

者団体の合意はどう者団体の合意はどう者団体の合意はどう者団体の合意はどうすすすするのかるのかるのかるのか、、、、との質疑に対との質疑に対との質疑に対との質疑に対

し、し、し、し、    

    20202020 年年年年度の度の度の度のオープンとなると時間がない。早オープンとなると時間がない。早オープンとなると時間がない。早オープンとなると時間がない。早

急にスケジュール等を決定し、全力を挙げて急にスケジュール等を決定し、全力を挙げて急にスケジュール等を決定し、全力を挙げて急にスケジュール等を決定し、全力を挙げて

取り組んでいく。患者団体の合意はいまのと取り組んでいく。患者団体の合意はいまのと取り組んでいく。患者団体の合意はいまのと取り組んでいく。患者団体の合意はいまのと

ころ労災主体でやるということで、ころ労災主体でやるということで、ころ労災主体でやるということで、ころ労災主体でやるということで、側面側面側面側面的な的な的な的な

協力はしていきたいと思っている協力はしていきたいと思っている協力はしていきたいと思っている協力はしていきたいと思っている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市立病院、労災病院の委託業者の問次に、市立病院、労災病院の委託業者の問次に、市立病院、労災病院の委託業者の問次に、市立病院、労災病院の委託業者の問

題題題題。。。。また機構また機構また機構また機構側や美唄市との組織だけで側や美唄市との組織だけで側や美唄市との組織だけで側や美唄市との組織だけでなく、なく、なく、なく、

内部的にも何らかの組織を設けていち早く進内部的にも何らかの組織を設けていち早く進内部的にも何らかの組織を設けていち早く進内部的にも何らかの組織を設けていち早く進

めていくことが必要ではないか、との質疑にめていくことが必要ではないか、との質疑にめていくことが必要ではないか、との質疑にめていくことが必要ではないか、との質疑に

対し、対し、対し、対し、    

    新しい病院の体新しい病院の体新しい病院の体新しい病院の体制がどのようになるのか、制がどのようになるのか、制がどのようになるのか、制がどのようになるのか、

経営が成り立つ経営が成り立つ経営が成り立つ経営が成り立つのかのかのかのかが最優先課題で、従来のが最優先課題で、従来のが最優先課題で、従来のが最優先課題で、従来の

委託がどうかというのは最終的な段階でせざ委託がどうかというのは最終的な段階でせざ委託がどうかというのは最終的な段階でせざ委託がどうかというのは最終的な段階でせざ

るを得ない。内部的な組織については今後組るを得ない。内部的な組織については今後組るを得ない。内部的な組織については今後組るを得ない。内部的な組織については今後組

織の強化についてどのような方法があるか検織の強化についてどのような方法があるか検織の強化についてどのような方法があるか検織の強化についてどのような方法があるか検

討したい討したい討したい討したい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、平成次に、平成次に、平成次に、平成 19191919 年２月年２月年２月年２月 27272727 日市立病院と美唄日市立病院と美唄日市立病院と美唄日市立病院と美唄

労災病院の統合に関する協議及び実務者会議労災病院の統合に関する協議及び実務者会議労災病院の統合に関する協議及び実務者会議労災病院の統合に関する協議及び実務者会議

の内容について説明がありました。の内容について説明がありました。の内容について説明がありました。の内容について説明がありました。    

    その後その後その後その後のののの質疑の主なものとして、病床数質疑の主なものとして、病床数質疑の主なものとして、病床数質疑の主なものとして、病床数

270270270270 床床床床の根拠と現在の市立病院、労災病院のの根拠と現在の市立病院、労災病院のの根拠と現在の市立病院、労災病院のの根拠と現在の市立病院、労災病院の

入院数はどうなっているか入院数はどうなっているか入院数はどうなっているか入院数はどうなっているか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    コンサルコンサルコンサルコンサルにより地域のにより地域のにより地域のにより地域の実情実情実情実情を分析した結果、を分析した結果、を分析した結果、を分析した結果、

現状の動向を踏まえた想定現状の動向を踏まえた想定現状の動向を踏まえた想定現状の動向を踏まえた想定をし、一般病をし、一般病をし、一般病をし、一般病棟棟棟棟はははは

174174174174 床、障害者病棟が床、障害者病棟が床、障害者病棟が床、障害者病棟が 52525252 床、回復期床、回復期床、回復期床、回復期リハビリリハビリリハビリリハビリ

テーション病テーション病テーション病テーション病棟棟棟棟でででで 44444444 床を確保し、床を確保し、床を確保し、床を確保し、270270270270 床床床床で想で想で想で想

定。現在入院患者数は平成定。現在入院患者数は平成定。現在入院患者数は平成定。現在入院患者数は平成 18181818 年年年年 11111111 月末現在月末現在月末現在月末現在

の平均で市立病院の平均で市立病院の平均で市立病院の平均で市立病院 54545454 人、労災病院人、労災病院人、労災病院人、労災病院 225225225225 人、合人、合人、合人、合

計計計計 279279279279 人である人である人である人である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、検討委員会をいつどうするかスケジ次に、検討委員会をいつどうするかスケジ次に、検討委員会をいつどうするかスケジ次に、検討委員会をいつどうするかスケジ

ュールは決まったのか。またュールは決まったのか。またュールは決まったのか。またュールは決まったのか。また医者医者医者医者の配置の推の配置の推の配置の推の配置の推

移は移は移は移は、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    １回目の協議では国との調整に時間を１回目の協議では国との調整に時間を１回目の協議では国との調整に時間を１回目の協議では国との調整に時間を要し要し要し要し

具体的な日程具体的な日程具体的な日程具体的な日程はははは示されていないが、示されていないが、示されていないが、示されていないが、20202020 年４月年４月年４月年４月

にににに開院開院開院開院するという想定で協議に入るするという想定で協議に入るするという想定で協議に入るするという想定で協議に入る事で双方事で双方事で双方事で双方

がががが合意をした。病床数合意をした。病床数合意をした。病床数合意をした。病床数 270270270270 床は現段階で想定床は現段階で想定床は現段階で想定床は現段階で想定

する数であり、確定するにする数であり、確定するにする数であり、確定するにする数であり、確定するにああああたりドクターのたりドクターのたりドクターのたりドクターの

数を満た数を満た数を満た数を満たしていなけしていなけしていなけしていなければればればれば 270270270270 床を確保できな床を確保できな床を確保できな床を確保できな

いことになる。医師の推移は情報交換しながいことになる。医師の推移は情報交換しながいことになる。医師の推移は情報交換しながいことになる。医師の推移は情報交換しなが

らできるだけ把握し、早い時期に病床数を確らできるだけ把握し、早い時期に病床数を確らできるだけ把握し、早い時期に病床数を確らできるだけ把握し、早い時期に病床数を確

定したい定したい定したい定したい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、推進協議会の規約、要綱、検討委員次に、推進協議会の規約、要綱、検討委員次に、推進協議会の規約、要綱、検討委員次に、推進協議会の規約、要綱、検討委員

会のルールを双方会のルールを双方会のルールを双方会のルールを双方ででででペーパーにしたものペーパーにしたものペーパーにしたものペーパーにしたものががががああああ

るるるるか。また、機構の考え方をどうか。また、機構の考え方をどうか。また、機構の考え方をどうか。また、機構の考え方をどう押えて押えて押えて押えているいるいるいる

のかのかのかのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    統合に向けた確認は４月を統合に向けた確認は４月を統合に向けた確認は４月を統合に向けた確認は４月を目指して協定書目指して協定書目指して協定書目指して協定書

の締結を行いたいの締結を行いたいの締結を行いたいの締結を行いたい。また、機構の考え方は国。また、機構の考え方は国。また、機構の考え方は国。また、機構の考え方は国

のもとで最終的な意思決定が行われる。検討のもとで最終的な意思決定が行われる。検討のもとで最終的な意思決定が行われる。検討のもとで最終的な意思決定が行われる。検討

委員会の中で統合に向けた委員会の中で統合に向けた委員会の中で統合に向けた委員会の中で統合に向けた具体的課題につい具体的課題につい具体的課題につい具体的課題につい

てててて双方協議のもとで一致を双方協議のもとで一致を双方協議のもとで一致を双方協議のもとで一致を見い見い見い見いだだだだしししし、それを、それを、それを、それを

もとに最もとに最もとに最もとに最終的に国を含めた合意になると考え終的に国を含めた合意になると考え終的に国を含めた合意になると考え終的に国を含めた合意になると考え

ているているているている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、医師確保を次に、医師確保を次に、医師確保を次に、医師確保を頂点頂点頂点頂点とする政策医療をどとする政策医療をどとする政策医療をどとする政策医療をど

うするかという担保は協定に盛られるといううするかという担保は協定に盛られるといううするかという担保は協定に盛られるといううするかという担保は協定に盛られるという

理解でいいのか理解でいいのか理解でいいのか理解でいいのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    政策医療の扱いは検討委員会の中で政策医療の扱いは検討委員会の中で政策医療の扱いは検討委員会の中で政策医療の扱いは検討委員会の中で、、、、市市市市にににに

委託する構想が示されている。脊損医療の扱委託する構想が示されている。脊損医療の扱委託する構想が示されている。脊損医療の扱委託する構想が示されている。脊損医療の扱

いについては検討委員会で議論し、推進協議いについては検討委員会で議論し、推進協議いについては検討委員会で議論し、推進協議いについては検討委員会で議論し、推進協議

会で意思決定会で意思決定会で意思決定会で意思決定ををををする流れを想定しており、現する流れを想定しており、現する流れを想定しており、現する流れを想定しており、現

段階では具体的な委託内容については今後の段階では具体的な委託内容については今後の段階では具体的な委託内容については今後の段階では具体的な委託内容については今後の

検討課題である検討課題である検討課題である検討課題である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    
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    次に、新しい病院の実現に対する問題は次に、新しい病院の実現に対する問題は次に、新しい病院の実現に対する問題は次に、新しい病院の実現に対する問題は、、、、

の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    脊損医療、新しい病院の経営、医師確保の脊損医療、新しい病院の経営、医師確保の脊損医療、新しい病院の経営、医師確保の脊損医療、新しい病院の経営、医師確保の

３点の問題があるが、４３点の問題があるが、４３点の問題があるが、４３点の問題があるが、４月中に方針を決め、月中に方針を決め、月中に方針を決め、月中に方針を決め、

20202020 年４月の目標に向か年４月の目標に向か年４月の目標に向か年４月の目標に向かいいいい全力を尽くしたい全力を尽くしたい全力を尽くしたい全力を尽くしたい。。。。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、マスタープランに何を盛次に、マスタープランに何を盛次に、マスタープランに何を盛次に、マスタープランに何を盛るるるるのか。まのか。まのか。まのか。ま

た、今後の日程、スケジュールについてた、今後の日程、スケジュールについてた、今後の日程、スケジュールについてた、今後の日程、スケジュールについて、と、と、と、と

の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    マスタープランは新しい病院に必要な医療マスタープランは新しい病院に必要な医療マスタープランは新しい病院に必要な医療マスタープランは新しい病院に必要な医療

体制、収支計画、体制的なものを盛り込んだ体制、収支計画、体制的なものを盛り込んだ体制、収支計画、体制的なものを盛り込んだ体制、収支計画、体制的なものを盛り込んだ

形にして進めている。これまでの形にして進めている。これまでの形にして進めている。これまでの形にして進めている。これまでの市市市市としてのとしてのとしてのとしての

基本的な考え基本的な考え基本的な考え基本的な考え方方方方を整理し、機構を整理し、機構を整理し、機構を整理し、機構側側側側と協議を進と協議を進と協議を進と協議を進

めているところでめているところでめているところでめているところで策定にあ策定にあ策定にあ策定にあたっては最終的にたっては最終的にたっては最終的にたっては最終的に

３月末に完成すること３月末に完成すること３月末に完成すること３月末に完成することになるになるになるになるが、内容は現在が、内容は現在が、内容は現在が、内容は現在

進めている機構進めている機構進めている機構進めている機構側側側側との協議も踏まえとの協議も踏まえとの協議も踏まえとの協議も踏まえてててて詰めて詰めて詰めて詰めて

いいいいきたいきたいきたいきたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、労災病院と統合するに次に、労災病院と統合するに次に、労災病院と統合するに次に、労災病院と統合するにああああたって、赤たって、赤たって、赤たって、赤

字字字字が今後新病院にどう影響してくが今後新病院にどう影響してくが今後新病院にどう影響してくが今後新病院にどう影響してくるるるるのか。労のか。労のか。労のか。労

災病院の災病院の災病院の災病院の資産資産資産資産や負債の状況把握の必要性や政や負債の状況把握の必要性や政や負債の状況把握の必要性や政や負債の状況把握の必要性や政

策医療の担保について策医療の担保について策医療の担保について策医療の担保について、、、、また、職員の配置にまた、職員の配置にまた、職員の配置にまた、職員の配置に

ついてついてついてついて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    労災病院が赤字の場合、その労災病院が赤字の場合、その労災病院が赤字の場合、その労災病院が赤字の場合、その累積累積累積累積債務等は債務等は債務等は債務等は

一切どう一切どう一切どう一切どうこうこうこうこういう問題ではなく、不良債務をいう問題ではなく、不良債務をいう問題ではなく、不良債務をいう問題ではなく、不良債務を

新しい病院が引き継ぐ新しい病院が引き継ぐ新しい病院が引き継ぐ新しい病院が引き継ぐ事事事事はないはないはないはない。また、新し。また、新し。また、新し。また、新し

い病院い病院い病院い病院をををを 270270270270 床でこの体制でやればできると床でこの体制でやればできると床でこの体制でやればできると床でこの体制でやればできると

いう試算ができれば、労災病院の単年度収支いう試算ができれば、労災病院の単年度収支いう試算ができれば、労災病院の単年度収支いう試算ができれば、労災病院の単年度収支

を参考としつつもを参考としつつもを参考としつつもを参考としつつも、、、、なければできないというなければできないというなければできないというなければできないという

ことにならないと考えている。脊損医療は担ことにならないと考えている。脊損医療は担ことにならないと考えている。脊損医療は担ことにならないと考えている。脊損医療は担

保をもらい支援してもらう保をもらい支援してもらう保をもらい支援してもらう保をもらい支援してもらう事事事事が前提であるとが前提であるとが前提であるとが前提であると

いう考えであり、職員の問題いう考えであり、職員の問題いう考えであり、職員の問題いう考えであり、職員の問題はははは統合が決定に統合が決定に統合が決定に統合が決定に

なってなってなってなってから対応せざるを得ない。最終的にはから対応せざるを得ない。最終的にはから対応せざるを得ない。最終的にはから対応せざるを得ない。最終的には

課題が明らかになった課題が明らかになった課題が明らかになった課題が明らかになった時点時点時点時点で国の判断が下さで国の判断が下さで国の判断が下さで国の判断が下さ

れ、それが４月になると見込んでいるれ、それが４月になると見込んでいるれ、それが４月になると見込んでいるれ、それが４月になると見込んでいる。。。。とのとのとのとの

答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に、３月次に、３月次に、３月次に、３月末末末末にににに作作作作ろうとするマスタープラろうとするマスタープラろうとするマスタープラろうとするマスタープラ

ンの中ンの中ンの中ンの中でででで、経営状況を把握したもの、経営状況を把握したもの、経営状況を把握したもの、経営状況を把握したものははははできるできるできるできる

のか。アクションプランの作成時期についてのか。アクションプランの作成時期についてのか。アクションプランの作成時期についてのか。アクションプランの作成時期について、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    マスタープランはできるだけ早い時期に作マスタープランはできるだけ早い時期に作マスタープランはできるだけ早い時期に作マスタープランはできるだけ早い時期に作

成。アクションプランは成。アクションプランは成。アクションプランは成。アクションプランは相手方の合意形成し相手方の合意形成し相手方の合意形成し相手方の合意形成し

た中で走ることになるが、具体た中で走ることになるが、具体た中で走ることになるが、具体た中で走ることになるが、具体化化化化に向けた計に向けた計に向けた計に向けた計

画を考えながら走り、画を考えながら走り、画を考えながら走り、画を考えながら走り、20202020 年度に向けて作業を年度に向けて作業を年度に向けて作業を年度に向けて作業を

進めていかなければならないと考えている進めていかなければならないと考えている進めていかなければならないと考えている進めていかなければならないと考えている。。。。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、マスタープランは議会中にでき次に、マスタープランは議会中にでき次に、マスタープランは議会中にでき次に、マスタープランは議会中にできるか。るか。るか。るか。

実施計画はいつか実施計画はいつか実施計画はいつか実施計画はいつか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    時期はできるだけ早く努力していきたい。時期はできるだけ早く努力していきたい。時期はできるだけ早く努力していきたい。時期はできるだけ早く努力していきたい。

実施プランは４月段階で移れるような計画で実施プランは４月段階で移れるような計画で実施プランは４月段階で移れるような計画で実施プランは４月段階で移れるような計画で

執り進めたい。完成時期の大枠は執り進めたい。完成時期の大枠は執り進めたい。完成時期の大枠は執り進めたい。完成時期の大枠は年度の早い年度の早い年度の早い年度の早い

時期に細目時期に細目時期に細目時期に細目はははは肉付けしていく形で考えながら肉付けしていく形で考えながら肉付けしていく形で考えながら肉付けしていく形で考えながら

実施するが、法令等に定められた認可の実施するが、法令等に定められた認可の実施するが、法令等に定められた認可の実施するが、法令等に定められた認可の期限期限期限期限

もあり、一定の指導要件を求められる対応のもあり、一定の指導要件を求められる対応のもあり、一定の指導要件を求められる対応のもあり、一定の指導要件を求められる対応の

形で策定形で策定形で策定形で策定。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市立病院の不良債務の問題は次に、市立病院の不良債務の問題は次に、市立病院の不良債務の問題は次に、市立病院の不良債務の問題は、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    現状の現状の現状の現状の市立病院が抱えている不良債務は年市立病院が抱えている不良債務は年市立病院が抱えている不良債務は年市立病院が抱えている不良債務は年

度別収支計画を立てており、７年間程度で度別収支計画を立てており、７年間程度で度別収支計画を立てており、７年間程度で度別収支計画を立てており、７年間程度で解解解解

消消消消していく考えしていく考えしていく考えしていく考え方方方方であるであるであるである。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、脊損センターの政策医療の全面支次に、脊損センターの政策医療の全面支次に、脊損センターの政策医療の全面支次に、脊損センターの政策医療の全面支援援援援

と委託とと委託とと委託とと委託とははははニュアンスが違うニュアンスが違うニュアンスが違うニュアンスが違う。。。。基本的な構想基本的な構想基本的な構想基本的な構想

はははは、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    脊損は国の政策医療であることから、全面脊損は国の政策医療であることから、全面脊損は国の政策医療であることから、全面脊損は国の政策医療であることから、全面

的な支援をいただく。委託は提案として出て的な支援をいただく。委託は提案として出て的な支援をいただく。委託は提案として出て的な支援をいただく。委託は提案として出て

きた内容で、検討課題として出されている。きた内容で、検討課題として出されている。きた内容で、検討課題として出されている。きた内容で、検討課題として出されている。

どういった手法が美唄市にどういった手法が美唄市にどういった手法が美唄市にどういった手法が美唄市に合合合合ううううののののかこれからかこれからかこれからかこれから

の課題であるの課題であるの課題であるの課題である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、新しい病院が市立病院の不良債務次に、新しい病院が市立病院の不良債務次に、新しい病院が市立病院の不良債務次に、新しい病院が市立病院の不良債務のののの
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20202020 億円を抱え、単年度億円を抱え、単年度億円を抱え、単年度億円を抱え、単年度政策政策政策政策医療も抱え医療も抱え医療も抱え医療も抱え、再建、再建、再建、再建

の道に入っていくシミの道に入っていくシミの道に入っていくシミの道に入っていくシミュュュュレーションはどのよレーションはどのよレーションはどのよレーションはどのよ

うなものなのかうなものなのかうなものなのかうなものなのか。。。。との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    政策医療を市として担う場合、単に美唄市政策医療を市として担う場合、単に美唄市政策医療を市として担う場合、単に美唄市政策医療を市として担う場合、単に美唄市

の問題の問題の問題の問題ではなくではなくではなくではなく、全道を対象とした脊損医療、全道を対象とした脊損医療、全道を対象とした脊損医療、全道を対象とした脊損医療

をしっかりと担っていくことをしっかりと担っていくことをしっかりと担っていくことをしっかりと担っていくことからしても、持からしても、持からしても、持からしても、持

続可能な体制続可能な体制続可能な体制続可能な体制かかかからららら留意点を含めて国に申し上留意点を含めて国に申し上留意点を含めて国に申し上留意点を含めて国に申し上

げ、体制づくりに努めていきたい。収支計画げ、体制づくりに努めていきたい。収支計画げ、体制づくりに努めていきたい。収支計画げ、体制づくりに努めていきたい。収支計画

はマスタープランに含め明らかにしていきたはマスタープランに含め明らかにしていきたはマスタープランに含め明らかにしていきたはマスタープランに含め明らかにしていきた

いいいい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市民、議会、職員に対し次に、市民、議会、職員に対し次に、市民、議会、職員に対し次に、市民、議会、職員に対し、情報提供、情報提供、情報提供、情報提供

を積極的にを積極的にを積極的にを積極的にすべきではないかすべきではないかすべきではないかすべきではないか、、、、との質疑に対との質疑に対との質疑に対との質疑に対

し、し、し、し、    

    医療の再構築を１日も早くし、市民と医療の再構築を１日も早くし、市民と医療の再構築を１日も早くし、市民と医療の再構築を１日も早くし、市民との協の協の協の協

働働働働、情報共有をできるだけ早い、情報共有をできるだけ早い、情報共有をできるだけ早い、情報共有をできるだけ早い時点時点時点時点で内容をで内容をで内容をで内容を

示したいと考えており、示したいと考えており、示したいと考えており、示したいと考えており、今後今後今後今後、、、、機構との協議機構との協議機構との協議機構との協議

を進める中で内容を確定しを進める中で内容を確定しを進める中で内容を確定しを進める中で内容を確定し、、、、合意に至り、合意に至り、合意に至り、合意に至り、逐逐逐逐

次次次次職員、議会に示したいと考えている。現実職員、議会に示したいと考えている。現実職員、議会に示したいと考えている。現実職員、議会に示したいと考えている。現実

的に機構の立場、国との関係もあるので、一的に機構の立場、国との関係もあるので、一的に機構の立場、国との関係もあるので、一的に機構の立場、国との関係もあるので、一

定の制限のもとで行うが、実定の制限のもとで行うが、実定の制限のもとで行うが、実定の制限のもとで行うが、実態態態態である。である。である。である。とのとのとのとの

答弁がありました。答弁がありました。答弁がありました。答弁がありました。    

    なお、マスタープランができ次第、次の委なお、マスタープランができ次第、次の委なお、マスタープランができ次第、次の委なお、マスタープランができ次第、次の委

員会について員会について員会について員会について検討していくことが、理事会で検討していくことが、理事会で検討していくことが、理事会で検討していくことが、理事会で

確認されました。確認されました。確認されました。確認されました。    

    次に、３月次に、３月次に、３月次に、３月 23232323 日にマスタープランが提出さ日にマスタープランが提出さ日にマスタープランが提出さ日にマスタープランが提出さ

れ、その概要について理事者から説明を受けれ、その概要について理事者から説明を受けれ、その概要について理事者から説明を受けれ、その概要について理事者から説明を受け

ました。ました。ました。ました。    

    以上の経過から、本委員会としてマスター以上の経過から、本委員会としてマスター以上の経過から、本委員会としてマスター以上の経過から、本委員会としてマスター

プランに基づく新しい医療体制の整備プランに基づく新しい医療体制の整備プランに基づく新しい医療体制の整備プランに基づく新しい医療体制の整備・・・・充実充実充実充実

を図ることをを図ることをを図ることをを図ることを臨臨臨臨み地域医療問題等調査特別委み地域医療問題等調査特別委み地域医療問題等調査特別委み地域医療問題等調査特別委

員会報告といたします。員会報告といたします。員会報告といたします。員会報告といたします。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に、報告次に、報告次に、報告次に、報告第第第第 10101010 号につい号につい号につい号につい

て、内馬場美唄市契約問題等調査特別委員会て、内馬場美唄市契約問題等調査特別委員会て、内馬場美唄市契約問題等調査特別委員会て、内馬場美唄市契約問題等調査特別委員会

委員長。委員長。委員長。委員長。    

●美唄市契約問題等調査特別●美唄市契約問題等調査特別●美唄市契約問題等調査特別●美唄市契約問題等調査特別委員委員委員委員会委員会委員会委員会委員長長長長内内内内

馬場克康君（登壇）馬場克康君（登壇）馬場克康君（登壇）馬場克康君（登壇）    たたたただいま議題となりまだいま議題となりまだいま議題となりまだいま議題となりま

した、した、した、した、報告報告報告報告第第第第 10101010 号美唄市契約問題等調査特別号美唄市契約問題等調査特別号美唄市契約問題等調査特別号美唄市契約問題等調査特別

委員会報告について、ご報告申し上げます。委員会報告について、ご報告申し上げます。委員会報告について、ご報告申し上げます。委員会報告について、ご報告申し上げます。    

    美唄市契約問題等調査特別委員会報告。美唄市契約問題等調査特別委員会報告。美唄市契約問題等調査特別委員会報告。美唄市契約問題等調査特別委員会報告。    

    去る平成去る平成去る平成去る平成 17171717 年年年年 10101010 月月月月 31313131 日、地方自治法第日、地方自治法第日、地方自治法第日、地方自治法第

101101101101 条第１項の規定による条第１項の規定による条第１項の規定による条第１項の規定による「「「「臨時会招集請求臨時会招集請求臨時会招集請求臨時会招集請求」」」」

の第４回臨時会において、全議員が委員となの第４回臨時会において、全議員が委員となの第４回臨時会において、全議員が委員となの第４回臨時会において、全議員が委員とな

る美唄市契約問題等調査特別委員会が設置さる美唄市契約問題等調査特別委員会が設置さる美唄市契約問題等調査特別委員会が設置さる美唄市契約問題等調査特別委員会が設置さ

れ、美唄市契約問題等の調査事項について委れ、美唄市契約問題等の調査事項について委れ、美唄市契約問題等の調査事項について委れ、美唄市契約問題等の調査事項について委

員会を開催しました。員会を開催しました。員会を開催しました。員会を開催しました。    

    現在までの経過について、その概要をご報現在までの経過について、その概要をご報現在までの経過について、その概要をご報現在までの経過について、その概要をご報

告いたします。告いたします。告いたします。告いたします。    

    まず、まず、まず、まず、10101010 月月月月 31313131 日委員会を招集し、正副委日委員会を招集し、正副委日委員会を招集し、正副委日委員会を招集し、正副委

員長の互選を行い、その後これまでの契約に員長の互選を行い、その後これまでの契約に員長の互選を行い、その後これまでの契約に員長の互選を行い、その後これまでの契約に

関す関す関す関する経過について理事者より報告を受け、る経過について理事者より報告を受け、る経過について理事者より報告を受け、る経過について理事者より報告を受け、

さらに当委員会委員である広島議員から第３さらに当委員会委員である広島議員から第３さらに当委員会委員である広島議員から第３さらに当委員会委員である広島議員から第３

回定例会での報道関係に対する談合問題の一回定例会での報道関係に対する談合問題の一回定例会での報道関係に対する談合問題の一回定例会での報道関係に対する談合問題の一

連の発言について、広島議員を参考人とする連の発言について、広島議員を参考人とする連の発言について、広島議員を参考人とする連の発言について、広島議員を参考人とする

委員会を委員会を委員会を委員会を 11111111 月７日に月７日に月７日に月７日に開催することに決定し開催することに決定し開催することに決定し開催することに決定し

ました。ました。ました。ました。    

    次に、次に、次に、次に、11111111 月７日当初予定をしていた広島議月７日当初予定をしていた広島議月７日当初予定をしていた広島議月７日当初予定をしていた広島議

員の参考人員の参考人員の参考人員の参考人招致招致招致招致については、諸般の事情からについては、諸般の事情からについては、諸般の事情からについては、諸般の事情から

日を改めて行うことになりました。日を改めて行うことになりました。日を改めて行うことになりました。日を改めて行うことになりました。    

    次に、次に、次に、次に、「「「「契約締結に関する審査特別委員会記契約締結に関する審査特別委員会記契約締結に関する審査特別委員会記契約締結に関する審査特別委員会記

録録録録」」」」、、、、「「「「９月９月９月９月 30303030 日の契約締結に関する本会議日の契約締結に関する本会議日の契約締結に関する本会議日の契約締結に関する本会議録録録録

の抜粋の抜粋の抜粋の抜粋」」」」、、、、「「「「契約締結に関する新聞記事契約締結に関する新聞記事契約締結に関する新聞記事契約締結に関する新聞記事」」」」が資が資が資が資

料として配布されました。料として配布されました。料として配布されました。料として配布されました。    

    その後の質疑の主な内容として、改良その後の質疑の主な内容として、改良その後の質疑の主な内容として、改良その後の質疑の主な内容として、改良住宅住宅住宅住宅

建替事業工事にかかわる駐車場整備工事で、建替事業工事にかかわる駐車場整備工事で、建替事業工事にかかわる駐車場整備工事で、建替事業工事にかかわる駐車場整備工事で、

談合のファックスの存在について談合のファックスの存在について談合のファックスの存在について談合のファックスの存在について、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑

に対し、に対し、に対し、に対し、    

    事情事情事情事情聴取聴取聴取聴取、証言の根拠、証言の根拠、証言の根拠、証言の根拠となるとなるとなるとなる資料について資料について資料について資料について

信憑性があるとの判断から公正取引委員会に信憑性があるとの判断から公正取引委員会に信憑性があるとの判断から公正取引委員会に信憑性があるとの判断から公正取引委員会に
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通知した通知した通知した通知した、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、入札にかかわる次に、入札にかかわる次に、入札にかかわる次に、入札にかかわる指指指指名制度の再検討に名制度の再検討に名制度の再検討に名制度の再検討に

ついてついてついてついて、、、、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    国国国国はははは適化適化適化適化法の中で法の中で法の中で法の中で混合型指名（混合型指名（混合型指名（混合型指名（指名の１つ指名の１つ指名の１つ指名の１つ

の変形の変形の変形の変形））））、一般競争入札についても地域限定型、一般競争入札についても地域限定型、一般競争入札についても地域限定型、一般競争入札についても地域限定型

であるとか、いろんな組み合わせから指名のであるとか、いろんな組み合わせから指名のであるとか、いろんな組み合わせから指名のであるとか、いろんな組み合わせから指名の

あり方を進めるべきでないか、多様な入札のあり方を進めるべきでないか、多様な入札のあり方を進めるべきでないか、多様な入札のあり方を進めるべきでないか、多様な入札の

あり方を提示されていることから、今後市とあり方を提示されていることから、今後市とあり方を提示されていることから、今後市とあり方を提示されていることから、今後市と

してしてしてしてもももも指名のあり方について検討していきた指名のあり方について検討していきた指名のあり方について検討していきた指名のあり方について検討していきた

いいいい、、、、との答との答との答との答弁がありました。弁がありました。弁がありました。弁がありました。    

    次に、次に、次に、次に、11111111 月月月月 15151515 日日日日、、、、契約締結に関する審査契約締結に関する審査契約締結に関する審査契約締結に関する審査

特別委員会で広島議員の総括質疑特別委員会で広島議員の総括質疑特別委員会で広島議員の総括質疑特別委員会で広島議員の総括質疑（（（（談合談合談合談合））））にににに

関連して関連して関連して関連しての報道、理事の報道、理事の報道、理事の報道、理事者答弁等から者答弁等から者答弁等から者答弁等から、、、、広島議広島議広島議広島議

員を参考人として質疑を行いました。員を参考人として質疑を行いました。員を参考人として質疑を行いました。員を参考人として質疑を行いました。    

    質疑の主な内容として、平成質疑の主な内容として、平成質疑の主な内容として、平成質疑の主な内容として、平成 16161616 年６月まで年６月まで年６月まで年６月まで

建設業協会建設業協会建設業協会建設業協会（（（（正副会長正副会長正副会長正副会長）主）主）主）主導による談合の事導による談合の事導による談合の事導による談合の事

実があったのか実があったのか実があったのか実があったのか、、、、また、一般最終処分場施設また、一般最終処分場施設また、一般最終処分場施設また、一般最終処分場施設

建設工事建設工事建設工事建設工事、、、、及び改良住宅建替及び改良住宅建替及び改良住宅建替及び改良住宅建替建築建築建築建築主体工事の主体工事の主体工事の主体工事の

契約締結について、談合を契約締結について、談合を契約締結について、談合を契約締結について、談合を指示指示指示指示した業者が落した業者が落した業者が落した業者が落

札したとの発言があったが、その真意につい札したとの発言があったが、その真意につい札したとの発言があったが、その真意につい札したとの発言があったが、その真意につい

てててて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    正副会長の正副会長の正副会長の正副会長の指示指示指示指示でででで、、、、平成平成平成平成 16161616 年６月まで年６月まで年６月まで年６月まで談合談合談合談合

の事実があったことの事実があったことの事実があったことの事実があったこと。。。。また正副会また正副会また正副会また正副会長長長長、、、、事務局事務局事務局事務局

長が会社に来て長が会社に来て長が会社に来て長が会社に来て、、、、建設業協会に入って従来の建設業協会に入って従来の建設業協会に入って従来の建設業協会に入って従来の

指導内容で指導内容で指導内容で指導内容でというというというという要請であったが、それを拒要請であったが、それを拒要請であったが、それを拒要請であったが、それを拒

否したという経過からの談合発言である否したという経過からの談合発言である否したという経過からの談合発言である否したという経過からの談合発言である、、、、とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、参考人が経営する会社が美唄市が次に、参考人が経営する会社が美唄市が次に、参考人が経営する会社が美唄市が次に、参考人が経営する会社が美唄市が発発発発

注する建設工事を請け負う業者として格付け注する建設工事を請け負う業者として格付け注する建設工事を請け負う業者として格付け注する建設工事を請け負う業者として格付け

名簿に登載されている名簿に登載されている名簿に登載されている名簿に登載されているかかかか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    会社の受注率会社の受注率会社の受注率会社の受注率 50505050 パーセントパーセントパーセントパーセント以上を占め、議以上を占め、議以上を占め、議以上を占め、議

員の資格に抵触また規制上から員の資格に抵触また規制上から員の資格に抵触また規制上から員の資格に抵触また規制上から 17171717 年２月に年２月に年２月に年２月に

指名願を辞退しているので指名願を辞退しているので指名願を辞退しているので指名願を辞退しているので、、、、市からの発注は市からの発注は市からの発注は市からの発注は

一切ない一切ない一切ない一切ない、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、参考人は有限会社次に、参考人は有限会社次に、参考人は有限会社次に、参考人は有限会社ユウダイユウダイユウダイユウダイ建設建設建設建設の代の代の代の代

表権を有していたのか、また表権を有していたのか、また表権を有していたのか、また表権を有していたのか、また、、、、格付けＣラン格付けＣラン格付けＣラン格付けＣラン

クであるがクであるがクであるがクであるが、、、、16161616 年の受注実年の受注実年の受注実年の受注実績、工事の施工成績、工事の施工成績、工事の施工成績、工事の施工成

績、評点の表示があるが平均値は何点か績、評点の表示があるが平均値は何点か績、評点の表示があるが平均値は何点か績、評点の表示があるが平均値は何点か、、、、とととと

の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    会社の代表権はない会社の代表権はない会社の代表権はない会社の代表権はない、、、、また評点はまた評点はまた評点はまた評点は 80808080 点以上点以上点以上点以上

15151515、、、、16161616 年の受注実績は年の受注実績は年の受注実績は年の受注実績は 3,0003,0003,0003,000 万万万万前後である前後である前後である前後である、、、、

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に次に次に次に、、、、建設業協会に加盟する場合条件があ建設業協会に加盟する場合条件があ建設業協会に加盟する場合条件があ建設業協会に加盟する場合条件があ

るのかるのかるのかるのか、、、、またまたまたまた、加盟後、加盟後、加盟後、加盟後建設業建設業建設業建設業協会協会協会協会規約規約規約規約、事業、事業、事業、事業

目的の提示及び協力要請があったのか目的の提示及び協力要請があったのか目的の提示及び協力要請があったのか目的の提示及び協力要請があったのか、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    規約規約規約規約、、、、事業的なものは一切ないが、協会と事業的なものは一切ないが、協会と事業的なものは一切ないが、協会と事業的なものは一切ないが、協会と

して安全パトロール、安全大会を主体的に行して安全パトロール、安全大会を主体的に行して安全パトロール、安全大会を主体的に行して安全パトロール、安全大会を主体的に行

ってきたってきたってきたってきた、２、２、２、２業者の推薦がなければ協会加入業者の推薦がなければ協会加入業者の推薦がなければ協会加入業者の推薦がなければ協会加入

できない。また、加盟していないと市の指名できない。また、加盟していないと市の指名できない。また、加盟していないと市の指名できない。また、加盟していないと市の指名

には入れず、仕事もないのでには入れず、仕事もないのでには入れず、仕事もないのでには入れず、仕事もないので２２２２業者の推薦を業者の推薦を業者の推薦を業者の推薦を

受け受け受け受けるのが大変であるるのが大変であるるのが大変であるるのが大変である、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、公共事業の入札の公正性、透明性を次に、公共事業の入札の公正性、透明性を次に、公共事業の入札の公正性、透明性を次に、公共事業の入札の公正性、透明性を

期すため期すため期すため期すためににににどのような方法が望ましいかどのような方法が望ましいかどのような方法が望ましいかどのような方法が望ましいか、、、、まままま

た入札には指名競争入札等があるが、これにた入札には指名競争入札等があるが、これにた入札には指名競争入札等があるが、これにた入札には指名競争入札等があるが、これに

ついての考えがあるかついての考えがあるかついての考えがあるかついての考えがあるか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    公共事業の入札公共事業の入札公共事業の入札公共事業の入札、、、、公正、透明性の部分では公正、透明性の部分では公正、透明性の部分では公正、透明性の部分では、、、、

指名のあり方が第一番である指名のあり方が第一番である指名のあり方が第一番である指名のあり方が第一番である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、各社が公平に受注できる談合は必要次に、各社が公平に受注できる談合は必要次に、各社が公平に受注できる談合は必要次に、各社が公平に受注できる談合は必要

悪だと悪だと悪だと悪だと新聞記者に話新聞記者に話新聞記者に話新聞記者に話しされているがそれは事しされているがそれは事しされているがそれは事しされているがそれは事

実か、実か、実か、実か、また談合についての基本的な考え方にまた談合についての基本的な考え方にまた談合についての基本的な考え方にまた談合についての基本的な考え方に

ついてついてついてついて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    談合には政治的献金談合には政治的献金談合には政治的献金談合には政治的献金絡絡絡絡みの談合、末端で最みの談合、末端で最みの談合、末端で最みの談合、末端で最

低限の仕事をしている人たちの談合の低限の仕事をしている人たちの談合の低限の仕事をしている人たちの談合の低限の仕事をしている人たちの談合の二二二二通通通通りりりり

あると考えていあると考えていあると考えていあると考えている。る。る。る。    

    末端で仕事を受注している業者、末端で仕事を受注している業者、末端で仕事を受注している業者、末端で仕事を受注している業者、100100100100 万１万１万１万１

本で生きるか死ぬかという状況であれば本で生きるか死ぬかという状況であれば本で生きるか死ぬかという状況であれば本で生きるか死ぬかという状況であれば、、、、必必必必

要要要要悪悪悪悪であると考えるが、必要であると考えるが、必要であると考えるが、必要であると考えるが、必要悪悪悪悪であっても談であっても談であっても談であっても談
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合はやめるべきである合はやめるべきである合はやめるべきである合はやめるべきである、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、１年以上経過してから次に、１年以上経過してから次に、１年以上経過してから次に、１年以上経過してから、、、、契約締結に契約締結に契約締結に契約締結に

関する審査関する審査関する審査関する審査特別委員会で特別委員会で特別委員会で特別委員会で、、、、なぜ談合に関するなぜ談合に関するなぜ談合に関するなぜ談合に関する

告発になったのか告発になったのか告発になったのか告発になったのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    今回の埋立処分、改良住宅の契約４件の指今回の埋立処分、改良住宅の契約４件の指今回の埋立処分、改良住宅の契約４件の指今回の埋立処分、改良住宅の契約４件の指

名のあり方、また入札自体認められる入札で名のあり方、また入札自体認められる入札で名のあり方、また入札自体認められる入札で名のあり方、また入札自体認められる入札で

ないという判断から、平成ないという判断から、平成ないという判断から、平成ないという判断から、平成 16161616 年６月の談合と年６月の談合と年６月の談合と年６月の談合と

いう発言になったいう発言になったいう発言になったいう発言になった、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、公務員の告発の義務、刑事訴訟法第次に、公務員の告発の義務、刑事訴訟法第次に、公務員の告発の義務、刑事訴訟法第次に、公務員の告発の義務、刑事訴訟法第

239239239239 条の２項の規定があるが、この法律の認条の２項の規定があるが、この法律の認条の２項の規定があるが、この法律の認条の２項の規定があるが、この法律の認

識について識について識について識について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    この法律があるないでこの法律があるないでこの法律があるないでこの法律があるないで、、、、告発するしないと告発するしないと告発するしないと告発するしないと

いうことではない。協会のあり方、また美唄いうことではない。協会のあり方、また美唄いうことではない。協会のあり方、また美唄いうことではない。協会のあり方、また美唄

が自立するという選択から、落札が自立するという選択から、落札が自立するという選択から、落札が自立するという選択から、落札率率率率の問題かの問題かの問題かの問題か

ら告発したら告発したら告発したら告発した、、、、との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、次に、次に、次に、11111111 月月月月 30303030 日広島日広島日広島日広島    亨亨亨亨参考人から委員参考人から委員参考人から委員参考人から委員

会に対して契約問題に関する質問に対する回会に対して契約問題に関する質問に対する回会に対して契約問題に関する質問に対する回会に対して契約問題に関する質問に対する回

答書が次のとおり提出された。答書が次のとおり提出された。答書が次のとおり提出された。答書が次のとおり提出された。    

    回答書の主な内容としては、建設業協会の回答書の主な内容としては、建設業協会の回答書の主な内容としては、建設業協会の回答書の主な内容としては、建設業協会の

正副会長が直接来訪したのか正副会長が直接来訪したのか正副会長が直接来訪したのか正副会長が直接来訪したのか、、、、との質問に対との質問に対との質問に対との質問に対

し、し、し、し、    

    平成平成平成平成 16161616 年５月下旬年５月下旬年５月下旬年５月下旬、、、、美唄建設業協会副会長美唄建設業協会副会長美唄建設業協会副会長美唄建設業協会副会長

はははは、、、、仲介人を仲介人を仲介人を仲介人を立立立立て（有て（有て（有て（有))))ユウダイ建設事務所をユウダイ建設事務所をユウダイ建設事務所をユウダイ建設事務所を

訪れ、訪れ、訪れ、訪れ、協会から脱会しないようにとの要請が協会から脱会しないようにとの要請が協会から脱会しないようにとの要請が協会から脱会しないようにとの要請が

ありありありあり、専務に伝えると返答した、専務に伝えると返答した、専務に伝えると返答した、専務に伝えると返答した、、、、との回答。との回答。との回答。との回答。    

    次に、建設業協会事務局長が入札に次に、建設業協会事務局長が入札に次に、建設業協会事務局長が入札に次に、建設業協会事務局長が入札にああああたったったったっ

ての関与についてての関与についてての関与についてての関与について、、、、の質問に対し、の質問に対し、の質問に対し、の質問に対し、    

    続けて３回程度続けて３回程度続けて３回程度続けて３回程度（有（有（有（有))))ユウダイユウダイユウダイユウダイ建設事務所に建設事務所に建設事務所に建設事務所に

てててて、、、、建設業協会正副会長建設業協会正副会長建設業協会正副会長建設業協会正副会長、、、、事務局長、広島事務局長、広島事務局長、広島事務局長、広島    亨亨亨亨

参考人、専務で話し合いが持たれ、参考人、専務で話し合いが持たれ、参考人、専務で話し合いが持たれ、参考人、専務で話し合いが持たれ、協会協会協会協会をををを脱脱脱脱

会会会会しないよう重ねて要請があったが、広島しないよう重ねて要請があったが、広島しないよう重ねて要請があったが、広島しないよう重ねて要請があったが、広島    

亨亨亨亨参考人、専務参考人、専務参考人、専務参考人、専務は、は、は、は、意向に意向に意向に意向に添添添添いかねるいかねるいかねるいかねる、、、、要請要請要請要請

を拒否したを拒否したを拒否したを拒否した、、、、との回答。との回答。との回答。との回答。    

    次に、美唄建設業協会正副会長、事務局長次に、美唄建設業協会正副会長、事務局長次に、美唄建設業協会正副会長、事務局長次に、美唄建設業協会正副会長、事務局長

の５人の参考人について質疑を行いました。の５人の参考人について質疑を行いました。の５人の参考人について質疑を行いました。の５人の参考人について質疑を行いました。    

    質疑の主な内容として、協会の設立目的、質疑の主な内容として、協会の設立目的、質疑の主な内容として、協会の設立目的、質疑の主な内容として、協会の設立目的、

活動内容について活動内容について活動内容について活動内容について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    親睦が第親睦が第親睦が第親睦が第１１１１のののの目的、また業界の経営改善目的、また業界の経営改善目的、また業界の経営改善目的、また業界の経営改善、、、、

発展のために尽力発展のために尽力発展のために尽力発展のために尽力、、、、社会的地位、技術の向上社会的地位、技術の向上社会的地位、技術の向上社会的地位、技術の向上

を目的に設立。を目的に設立。を目的に設立。を目的に設立。    

    さらに労働安全施さらに労働安全施さらに労働安全施さらに労働安全施工工工工集会集会集会集会、公共事業の安全、公共事業の安全、公共事業の安全、公共事業の安全

パトロール、除排雪の業務安全講習会パトロール、除排雪の業務安全講習会パトロール、除排雪の業務安全講習会パトロール、除排雪の業務安全講習会、冬、冬、冬、冬期期期期

技能講習、経営改善等の講習会の開催、情報技能講習、経営改善等の講習会の開催、情報技能講習、経営改善等の講習会の開催、情報技能講習、経営改善等の講習会の開催、情報

交換、各交換、各交換、各交換、各官庁、官庁、官庁、官庁、各種団体との連絡調整が事業各種団体との連絡調整が事業各種団体との連絡調整が事業各種団体との連絡調整が事業

内容との答弁。内容との答弁。内容との答弁。内容との答弁。    

    次に、入札制度について意見次に、入札制度について意見次に、入札制度について意見次に、入札制度について意見、、、、要望があれ要望があれ要望があれ要望があれ

ばばばば、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    市で行われている入札は一般的で市で行われている入札は一般的で市で行われている入札は一般的で市で行われている入札は一般的で、、、、現行で現行で現行で現行で

いいのではないか。いいのではないか。いいのではないか。いいのではないか。    

    ただただただただ、、、、制度改革は発注者側が主体であるの制度改革は発注者側が主体であるの制度改革は発注者側が主体であるの制度改革は発注者側が主体であるの

で、建設業協会も参画できる形態をお願いしで、建設業協会も参画できる形態をお願いしで、建設業協会も参画できる形態をお願いしで、建設業協会も参画できる形態をお願いし

たいたいたいたい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市から建設業協会関係者への次に、市から建設業協会関係者への次に、市から建設業協会関係者への次に、市から建設業協会関係者への事情事情事情事情聴聴聴聴

取取取取で広島議員との面談はで広島議員との面談はで広島議員との面談はで広島議員との面談は未納会費納入の依頼未納会費納入の依頼未納会費納入の依頼未納会費納入の依頼

で談合ので談合ので談合ので談合の話話話話ししししではなく、建設業協会主導の談ではなく、建設業協会主導の談ではなく、建設業協会主導の談ではなく、建設業協会主導の談

合ではないのか合ではないのか合ではないのか合ではないのか。。。。    

    「「「「新聞報道によると新聞報道によると新聞報道によると新聞報道によると、、、、談合の指示は一切し談合の指示は一切し談合の指示は一切し談合の指示は一切し

ていないので、協会内に談合は存在しないとていないので、協会内に談合は存在しないとていないので、協会内に談合は存在しないとていないので、協会内に談合は存在しないと

信じている。また、ファックスの存在を聞く信じている。また、ファックスの存在を聞く信じている。また、ファックスの存在を聞く信じている。また、ファックスの存在を聞く

とととと断言断言断言断言ししししづらづらづらづらいといといといとのののの発言について、また発言について、また発言について、また発言について、また、、、、談談談談

合疑惑について協会としてどう対応するのか合疑惑について協会としてどう対応するのか合疑惑について協会としてどう対応するのか合疑惑について協会としてどう対応するのか、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    会費未納に対する会費徴収の依頼、協会か会費未納に対する会費徴収の依頼、協会か会費未納に対する会費徴収の依頼、協会か会費未納に対する会費徴収の依頼、協会か

ら脱会したいという意思表示があったのでら脱会したいという意思表示があったのでら脱会したいという意思表示があったのでら脱会したいという意思表示があったので慰慰慰慰

留留留留をした。をした。をした。をした。    

    また協会主導で談合ということについてはまた協会主導で談合ということについてはまた協会主導で談合ということについてはまた協会主導で談合ということについては、、、、

協会として協会として協会として協会として一切行っていないという新聞等へ一切行っていないという新聞等へ一切行っていないという新聞等へ一切行っていないという新聞等へ

の発言の発言の発言の発言。。。。    
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    フフフファックスについてはァックスについてはァックスについてはァックスについては、、、、資料の関係から資料の関係から資料の関係から資料の関係からＣＣＣＣ

クラスに事情クラスに事情クラスに事情クラスに事情聴取聴取聴取聴取したがしたがしたがしたが、分、分、分、分からない。からない。からない。からない。    

    談合疑惑等については談合疑惑等については談合疑惑等については談合疑惑等については、、、、市において関係機市において関係機市において関係機市において関係機

関に書類提出関に書類提出関に書類提出関に書類提出済み済み済み済みと報道されているので、協と報道されているので、協と報道されているので、協と報道されているので、協

会としては関係機関に会としては関係機関に会としては関係機関に会としては関係機関に委委委委ねたいねたいねたいねたい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、一般的に言われている談合の認識、次に、一般的に言われている談合の認識、次に、一般的に言われている談合の認識、次に、一般的に言われている談合の認識、

美唄の実態内容について美唄の実態内容について美唄の実態内容について美唄の実態内容について、と、と、と、との質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    談合についてはあってはならないことだと談合についてはあってはならないことだと談合についてはあってはならないことだと談合についてはあってはならないことだと

認識認識認識認識、、、、また、美唄の実態も談合はしていないまた、美唄の実態も談合はしていないまた、美唄の実態も談合はしていないまた、美唄の実態も談合はしていない

と確信していると確信していると確信していると確信している、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、落札率の推移から見て次に、落札率の推移から見て次に、落札率の推移から見て次に、落札率の推移から見て 95959595％を超える％を超える％を超える％を超える

高い落札率、また高い落札率、また高い落札率、また高い落札率、また 80808080％を切る低い落札率の背％を切る低い落札率の背％を切る低い落札率の背％を切る低い落札率の背

景から景から景から景から、、、、業界による割業界による割業界による割業界による割りつけりつけりつけりつけ談合談合談合談合、、、、関与につ関与につ関与につ関与につ

いいいいてててて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    入札については入札については入札については入札については、、、、自社自社自社自社技術技術技術技術者の状況、工事者の状況、工事者の状況、工事者の状況、工事

の種類、発注時期の全体を考慮して各社が応の種類、発注時期の全体を考慮して各社が応の種類、発注時期の全体を考慮して各社が応の種類、発注時期の全体を考慮して各社が応

札しているので、その結果の落札率と考える。札しているので、その結果の落札率と考える。札しているので、その結果の落札率と考える。札しているので、その結果の落札率と考える。    

    また、落札率の関係について協会は一切関また、落札率の関係について協会は一切関また、落札率の関係について協会は一切関また、落札率の関係について協会は一切関

与していない与していない与していない与していない、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、独占禁止法の法律改正次に、独占禁止法の法律改正次に、独占禁止法の法律改正次に、独占禁止法の法律改正（（（（課徴金等課徴金等課徴金等課徴金等））））

がスタートするががスタートするががスタートするががスタートするが、、、、業界としてどのような指業界としてどのような指業界としてどのような指業界としてどのような指

導をするのか導をするのか導をするのか導をするのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    建設業適正取引推進機構の指導の建設業適正取引推進機構の指導の建設業適正取引推進機構の指導の建設業適正取引推進機構の指導の下下下下でででで、、、、年年年年

度内に体制整備を図りたい度内に体制整備を図りたい度内に体制整備を図りたい度内に体制整備を図りたい、、、、との答弁がありとの答弁がありとの答弁がありとの答弁があり

ました。ました。ました。ました。    

    次に、２月次に、２月次に、２月次に、２月 17171717 日美唄市談合情報マニュアル日美唄市談合情報マニュアル日美唄市談合情報マニュアル日美唄市談合情報マニュアル、、、、

入札入札入札入札・・・・契約制度検討委員会の経過について、契約制度検討委員会の経過について、契約制度検討委員会の経過について、契約制度検討委員会の経過について、

理事者より報告理事者より報告理事者より報告理事者より報告を受けました。を受けました。を受けました。を受けました。    

    その後の質疑の主な内容として、今回の美その後の質疑の主な内容として、今回の美その後の質疑の主な内容として、今回の美その後の質疑の主な内容として、今回の美

唄市談合情報マニュアルの改正の主なものは唄市談合情報マニュアルの改正の主なものは唄市談合情報マニュアルの改正の主なものは唄市談合情報マニュアルの改正の主なものは

何か何か何か何か、、、、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    入札前入札前入札前入札前、入札後、契約前、、入札後、契約前、、入札後、契約前、、入札後、契約前、契約後に談合情契約後に談合情契約後に談合情契約後に談合情

報を把握した場合の具体的な取扱いを定めた。報を把握した場合の具体的な取扱いを定めた。報を把握した場合の具体的な取扱いを定めた。報を把握した場合の具体的な取扱いを定めた。    

    審査会として談合情報の審査会として談合情報の審査会として談合情報の審査会として談合情報の判断判断判断判断基準を具体的基準を具体的基準を具体的基準を具体的

に明記に明記に明記に明記。。。。談合情報を入手した場合はその談合情報を入手した場合はその談合情報を入手した場合はその談合情報を入手した場合はその都度都度都度都度

公取公取公取公取委委委委に通報することを明記したに通報することを明記したに通報することを明記したに通報することを明記した、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、議会議論や提言がこの談合マニュア次に、議会議論や提言がこの談合マニュア次に、議会議論や提言がこの談合マニュア次に、議会議論や提言がこの談合マニュア

ルにどのように反映されたのかルにどのように反映されたのかルにどのように反映されたのかルにどのように反映されたのか、、、、との質疑にとの質疑にとの質疑にとの質疑に

対し、対し、対し、対し、    

    議会議会議会議会議論を踏まえて議論を踏まえて議論を踏まえて議論を踏まえて、、、、現行の入札現行の入札現行の入札現行の入札・・・・契約制契約制契約制契約制

度のより一層の透明度のより一層の透明度のより一層の透明度のより一層の透明、、、、公平性の確保公平性の確保公平性の確保公平性の確保、、、、公正な公正な公正な公正な

競争の促進、適切な競争の促進、適切な競争の促進、適切な競争の促進、適切な施施施施工工工工の確保、不正の排除の確保、不正の排除の確保、不正の排除の確保、不正の排除

の徹底の観点から談合対応基準等、改善すべの徹底の観点から談合対応基準等、改善すべの徹底の観点から談合対応基準等、改善すべの徹底の観点から談合対応基準等、改善すべ

き事項について入札き事項について入札き事項について入札き事項について入札・・・・契約検討委員会で契約検討委員会で契約検討委員会で契約検討委員会で様々様々様々様々

な観点から検討する。な観点から検討する。な観点から検討する。な観点から検討する。    

    その結果、談合対応基準の改正についてはその結果、談合対応基準の改正についてはその結果、談合対応基準の改正についてはその結果、談合対応基準の改正については、、、、

今回提示した内容の改善となった今回提示した内容の改善となった今回提示した内容の改善となった今回提示した内容の改善となった、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、予定価格の事前公表等について次に、予定価格の事前公表等について次に、予定価格の事前公表等について次に、予定価格の事前公表等について、、、、のののの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    予定価格の事前公表については予定価格の事前公表については予定価格の事前公表については予定価格の事前公表については、、、、引き続き引き続き引き続き引き続き

継続する継続する継続する継続する、、、、工事契約等の点検方法については工事契約等の点検方法については工事契約等の点検方法については工事契約等の点検方法については、、、、

必要に応じ点検をする必要に応じ点検をする必要に応じ点検をする必要に応じ点検をする、、、、第第第第三者三者三者三者の委員会設置の委員会設置の委員会設置の委員会設置

についてはについてはについてはについては、、、、今後とも継続検討を加える今後とも継続検討を加える今後とも継続検討を加える今後とも継続検討を加える、、、、とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、公共発注のあり方について次に、公共発注のあり方について次に、公共発注のあり方について次に、公共発注のあり方について、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    限られた財源の中で行政限られた財源の中で行政限られた財源の中で行政限られた財源の中で行政運営することは競運営することは競運営することは競運営することは競

争原理が働くのは当然のことで、公平性争原理が働くのは当然のことで、公平性争原理が働くのは当然のことで、公平性争原理が働くのは当然のことで、公平性、、、、透透透透

明性を守らなければいけないが、一方で地域明性を守らなければいけないが、一方で地域明性を守らなければいけないが、一方で地域明性を守らなければいけないが、一方で地域

経済にも配慮しなければいけないという難し経済にも配慮しなければいけないという難し経済にも配慮しなければいけないという難し経済にも配慮しなければいけないという難し

い部分もある。い部分もある。い部分もある。い部分もある。    

    なお、地元で調達できるものは、地元に配なお、地元で調達できるものは、地元に配なお、地元で調達できるものは、地元に配なお、地元で調達できるものは、地元に配

慮した中で購入等をするが、そこには競争原慮した中で購入等をするが、そこには競争原慮した中で購入等をするが、そこには競争原慮した中で購入等をするが、そこには競争原

理も当然働かなければいけない理も当然働かなければいけない理も当然働かなければいけない理も当然働かなければいけない、、、、このことをこのことをこのことをこのことを

踏まえて、兼ね合いを十分考慮して行政運営踏まえて、兼ね合いを十分考慮して行政運営踏まえて、兼ね合いを十分考慮して行政運営踏まえて、兼ね合いを十分考慮して行政運営

にににに当当当当たってまいりたいたってまいりたいたってまいりたいたってまいりたい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、美唄市談合情報対応マニュアルが建次に、美唄市談合情報対応マニュアルが建次に、美唄市談合情報対応マニュアルが建次に、美唄市談合情報対応マニュアルが建

設工事、測量設計、地質調査という工事に限設工事、測量設計、地質調査という工事に限設工事、測量設計、地質調査という工事に限設工事、測量設計、地質調査という工事に限
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定されるのか定されるのか定されるのか定されるのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    美唄市談合情報対応マニュアルは美唄市談合情報対応マニュアルは美唄市談合情報対応マニュアルは美唄市談合情報対応マニュアルは、趣旨で、趣旨で、趣旨で、趣旨で

記載していると記載していると記載していると記載しているとおり限定列挙ということはおり限定列挙ということはおり限定列挙ということはおり限定列挙ということは、、、、

あくまでもこういったものに限定してとあくまでもこういったものに限定してとあくまでもこういったものに限定してとあくまでもこういったものに限定してといういういういう

趣旨のマニュアル。趣旨のマニュアル。趣旨のマニュアル。趣旨のマニュアル。    

    ただし、談合等を含め入札ただし、談合等を含め入札ただし、談合等を含め入札ただし、談合等を含め入札・・・・契約の問題は契約の問題は契約の問題は契約の問題は

工事に限らない問題であるので、それ以外の工事に限らない問題であるので、それ以外の工事に限らない問題であるので、それ以外の工事に限らない問題であるので、それ以外の

ものについてはものについてはものについてはものについては、、、、基本的な建設工事を主体と基本的な建設工事を主体と基本的な建設工事を主体と基本的な建設工事を主体と

した談合情報対応マニュアル、こういった考した談合情報対応マニュアル、こういった考した談合情報対応マニュアル、こういった考した談合情報対応マニュアル、こういった考

え方を基本としながらえ方を基本としながらえ方を基本としながらえ方を基本としながら、他、他、他、他の分野についてもの分野についてもの分野についてもの分野についても

基本的に検討、対応する基本的に検討、対応する基本的に検討、対応する基本的に検討、対応する、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、落札率次に、落札率次に、落札率次に、落札率、、、、工事の検定について工事の検定について工事の検定について工事の検定について、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    落札率落札率落札率落札率 95959595 が高い、が高い、が高い、が高い、80808080 は低いとは低いとは低いとは低いと言言言言われていわれていわれていわれてい

るが、結果として落札率は業者が入札の際にるが、結果として落札率は業者が入札の際にるが、結果として落札率は業者が入札の際にるが、結果として落札率は業者が入札の際に

入れた結果と判断。入れた結果と判断。入れた結果と判断。入れた結果と判断。    

    また、また、また、また、余り余り余り余り低い価格で入れると工事低い価格で入れると工事低い価格で入れると工事低い価格で入れると工事に対すに対すに対すに対す

る品質の低下を招く恐れは当然で、検定に際る品質の低下を招く恐れは当然で、検定に際る品質の低下を招く恐れは当然で、検定に際る品質の低下を招く恐れは当然で、検定に際

しては工事のできばえ、しては工事のできばえ、しては工事のできばえ、しては工事のできばえ、資材そのものが基準資材そのものが基準資材そのものが基準資材そのものが基準

を満たしているを満たしているを満たしているを満たしているか、そういったものの検定で、か、そういったものの検定で、か、そういったものの検定で、か、そういったものの検定で、

特に特に特に特に粗粗粗粗雑な工事についてはいまのところない雑な工事についてはいまのところない雑な工事についてはいまのところない雑な工事についてはいまのところない、、、、

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、落札率を見ることによって一定の判次に、落札率を見ることによって一定の判次に、落札率を見ることによって一定の判次に、落札率を見ることによって一定の判

断はできると思う。断はできると思う。断はできると思う。断はできると思う。例例例例えば防衛施設庁の問題えば防衛施設庁の問題えば防衛施設庁の問題えば防衛施設庁の問題

で言えば、で言えば、で言えば、で言えば、95959595、６というのは、６というのは、６というのは、６というのは 100100100100％談合あり％談合あり％談合あり％談合あり

きだという前提で報道されており、きだという前提で報道されており、きだという前提で報道されており、きだという前提で報道されており、いかいかいかいかに談に談に談に談

合を合を合を合をやれやれやれやれないないないない仕組仕組仕組仕組みをつくるかが重要だと思みをつくるかが重要だと思みをつくるかが重要だと思みをつくるかが重要だと思

うが、そういう方向での努力を今後されるかうが、そういう方向での努力を今後されるかうが、そういう方向での努力を今後されるかうが、そういう方向での努力を今後されるか

どうかどうかどうかどうか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    入札談合は入札談合は入札談合は入札談合は、最、最、最、最も悪質な独占禁止法違反行も悪質な独占禁止法違反行も悪質な独占禁止法違反行も悪質な独占禁止法違反行

為の１つと考えている為の１つと考えている為の１つと考えている為の１つと考えている。。。。    

    また、入札参加者間のまた、入札参加者間のまた、入札参加者間のまた、入札参加者間の公正公正公正公正でででで自由自由自由自由な競争をな競争をな競争をな競争を

通じて受注者や受注価格を決定しようとする通じて受注者や受注価格を決定しようとする通じて受注者や受注価格を決定しようとする通じて受注者や受注価格を決定しようとする

入札システムそのものを大きく否定するもの入札システムそのものを大きく否定するもの入札システムそのものを大きく否定するもの入札システムそのものを大きく否定するもの

で、予算の適正な執行を阻害するものからで、予算の適正な執行を阻害するものからで、予算の適正な執行を阻害するものからで、予算の適正な執行を阻害するものから、、、、

納税者である市民の利益を損ねる行為と基本納税者である市民の利益を損ねる行為と基本納税者である市民の利益を損ねる行為と基本納税者である市民の利益を損ねる行為と基本

的に考えており、結果として長期的に見れば的に考えており、結果として長期的に見れば的に考えており、結果として長期的に見れば的に考えており、結果として長期的に見れば

入札談合での業者自身にも入札談合での業者自身にも入札談合での業者自身にも入札談合での業者自身にも何何何何らメリットが生らメリットが生らメリットが生らメリットが生

じないものと考えている。そういう中でじないものと考えている。そういう中でじないものと考えている。そういう中でじないものと考えている。そういう中で、、、、市市市市

としても入札談合が行われないような環境づとしても入札談合が行われないような環境づとしても入札談合が行われないような環境づとしても入札談合が行われないような環境づ

くり、起こった場合の対応を含めくり、起こった場合の対応を含めくり、起こった場合の対応を含めくり、起こった場合の対応を含め、、、、これまでこれまでこれまでこれまで

種々種々種々種々さまざまな面から検討している。さまざまな面から検討している。さまざまな面から検討している。さまざまな面から検討している。    

    さらに現時点では行政機関、国、都道府県、さらに現時点では行政機関、国、都道府県、さらに現時点では行政機関、国、都道府県、さらに現時点では行政機関、国、都道府県、

他市を含めて入札他市を含めて入札他市を含めて入札他市を含めて入札率率率率をもって談合をもって談合をもって談合をもって談合対応するよ対応するよ対応するよ対応するよ

うな具体的な方策を持っているところはなく、うな具体的な方策を持っているところはなく、うな具体的な方策を持っているところはなく、うな具体的な方策を持っているところはなく、

あくまでも事実を確認した上で必要な対応をあくまでも事実を確認した上で必要な対応をあくまでも事実を確認した上で必要な対応をあくまでも事実を確認した上で必要な対応を

とるという形を今回のマニュアルにおいて明とるという形を今回のマニュアルにおいて明とるという形を今回のマニュアルにおいて明とるという形を今回のマニュアルにおいて明

確化している。今後とも必要な対応、対策は確化している。今後とも必要な対応、対策は確化している。今後とも必要な対応、対策は確化している。今後とも必要な対応、対策は

講じてまいりたい講じてまいりたい講じてまいりたい講じてまいりたい、、、、との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、３月次に、３月次に、３月次に、３月 10101010 日公共調達のあり方について日公共調達のあり方について日公共調達のあり方について日公共調達のあり方について

質疑質疑質疑質疑を行いを行いを行いを行いました。ました。ました。ました。    

    質疑の主な内容として、市に直接関係する質疑の主な内容として、市に直接関係する質疑の主な内容として、市に直接関係する質疑の主な内容として、市に直接関係する

契約ではないが、建設業協会役員が下請契約ではないが、建設業協会役員が下請契約ではないが、建設業協会役員が下請契約ではないが、建設業協会役員が下請業業業業者者者者

の労賃不払い問題について市は承知しているの労賃不払い問題について市は承知しているの労賃不払い問題について市は承知しているの労賃不払い問題について市は承知している

かかかか、、、、またまたまたまた、、、、市の指導の考え方について市の指導の考え方について市の指導の考え方について市の指導の考え方について、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    法令に照らした法令に照らした法令に照らした法令に照らした契約契約契約契約、対応がされているも、対応がされているも、対応がされているも、対応がされているも

のと考えるが、基本的にのと考えるが、基本的にのと考えるが、基本的にのと考えるが、基本的には契約の当事者がは契約の当事者がは契約の当事者がは契約の当事者が第第第第

一義的に対応すべきと考える。一義的に対応すべきと考える。一義的に対応すべきと考える。一義的に対応すべきと考える。    

    また指名登録業者ということからまた指名登録業者ということからまた指名登録業者ということからまた指名登録業者ということから、契約で、契約で、契約で、契約で

不適切な対応があれば不適切な対応があれば不適切な対応があれば不適切な対応があれば事実関係を明示して法事実関係を明示して法事実関係を明示して法事実関係を明示して法

令規則に令規則に令規則に令規則に則り則り則り則り適正な対応に努める適正な対応に努める適正な対応に努める適正な対応に努める、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、透明性の高い公平性で競争原理が働次に、透明性の高い公平性で競争原理が働次に、透明性の高い公平性で競争原理が働次に、透明性の高い公平性で競争原理が働

き、不公正な公正取引にならない、き、不公正な公正取引にならない、き、不公正な公正取引にならない、き、不公正な公正取引にならない、チェックチェックチェックチェック

体制が機能するということで契約体制が機能するということで契約体制が機能するということで契約体制が機能するということで契約課課課課ができたができたができたができた

が、現在サブ業務が中心となっており、契約が、現在サブ業務が中心となっており、契約が、現在サブ業務が中心となっており、契約が、現在サブ業務が中心となっており、契約

課の現状について課の現状について課の現状について課の現状について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    制度上のチェックが中心で問題が生じた制度上のチェックが中心で問題が生じた制度上のチェックが中心で問題が生じた制度上のチェックが中心で問題が生じた時時時時、、、、
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より透明性な制度がどうあるべきかというこより透明性な制度がどうあるべきかというこより透明性な制度がどうあるべきかというこより透明性な制度がどうあるべきかというこ

とを含めて中心的に契約管財課が事務的な立とを含めて中心的に契約管財課が事務的な立とを含めて中心的に契約管財課が事務的な立とを含めて中心的に契約管財課が事務的な立

場で各課と対応しながら場で各課と対応しながら場で各課と対応しながら場で各課と対応しながらまとめていくというまとめていくというまとめていくというまとめていくという

ことで、平成６年にスタートした。ことで、平成６年にスタートした。ことで、平成６年にスタートした。ことで、平成６年にスタートした。    

    また、契約管財課では現行制度上間違いはまた、契約管財課では現行制度上間違いはまた、契約管財課では現行制度上間違いはまた、契約管財課では現行制度上間違いは

ないかをチェックし、最終的に指名審査会のないかをチェックし、最終的に指名審査会のないかをチェックし、最終的に指名審査会のないかをチェックし、最終的に指名審査会の

事務を司るということで、契約管財課に集中事務を司るということで、契約管財課に集中事務を司るということで、契約管財課に集中事務を司るということで、契約管財課に集中

しているしているしているしている、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、賃金と人件費の自由について次に、賃金と人件費の自由について次に、賃金と人件費の自由について次に、賃金と人件費の自由について、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    賃金については単純労務作業等の業務委託賃金については単純労務作業等の業務委託賃金については単純労務作業等の業務委託賃金については単純労務作業等の業務委託

の場合に臨時の場合に臨時の場合に臨時の場合に臨時、、、、嘱託職員の単価を参考に積算。嘱託職員の単価を参考に積算。嘱託職員の単価を参考に積算。嘱託職員の単価を参考に積算。    

    人件費給人件費給人件費給人件費給料料料料についてはについてはについてはについては、、、、業務の内容がある業務の内容がある業務の内容がある業務の内容がある

程度専門の場合、程度専門の場合、程度専門の場合、程度専門の場合、市市市市職員の給与の等級等を参職員の給与の等級等を参職員の給与の等級等を参職員の給与の等級等を参

考として給考として給考として給考として給料料料料という形で積算したという形で積算したという形で積算したという形で積算した、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、諸経費が次に、諸経費が次に、諸経費が次に、諸経費が 10101010％％％％、これ、これ、これ、これはははは何を意味する何を意味する何を意味する何を意味する

のかのかのかのか、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑に対し、に対し、に対し、に対し、    

    諸経費の諸経費の諸経費の諸経費の 10101010％は電話代、コピー、連絡等％は電話代、コピー、連絡等％は電話代、コピー、連絡等％は電話代、コピー、連絡等々々々々

会社の経費として会社の経費として会社の経費として会社の経費として 10101010％以内を計上するとい％以内を計上するとい％以内を計上するとい％以内を計上するとい

うことで積算しており、工業団体の委託は省うことで積算しており、工業団体の委託は省うことで積算しており、工業団体の委託は省うことで積算しており、工業団体の委託は省

くことにしているとの答弁。くことにしているとの答弁。くことにしているとの答弁。くことにしているとの答弁。    

    次に、業務委託の最低限価格、低入札を次に、業務委託の最低限価格、低入札を次に、業務委託の最低限価格、低入札を次に、業務委託の最低限価格、低入札を排排排排

除するための制度があるが、この取扱いにつ除するための制度があるが、この取扱いにつ除するための制度があるが、この取扱いにつ除するための制度があるが、この取扱いにつ

いていていていて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    平成平成平成平成 16161616 年４月から業務委託の清掃、警備、年４月から業務委託の清掃、警備、年４月から業務委託の清掃、警備、年４月から業務委託の清掃、警備、

施設管理、草刈、除雪の業務分類の入札にお施設管理、草刈、除雪の業務分類の入札にお施設管理、草刈、除雪の業務分類の入札にお施設管理、草刈、除雪の業務分類の入札にお

いて最低制限を設定して、現在いて最低制限を設定して、現在いて最低制限を設定して、現在いて最低制限を設定して、現在試行試行試行試行入札にし入札にし入札にし入札にし

ているているているている、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、委託料を積算し契約をするが、契約次に、委託料を積算し契約をするが、契約次に、委託料を積算し契約をするが、契約次に、委託料を積算し契約をするが、契約

にににに当当当当たりたりたりたり公正公正公正公正労働について条件の提示をする、労働について条件の提示をする、労働について条件の提示をする、労働について条件の提示をする、

その中で例としてはその中で例としてはその中で例としてはその中で例としては公正公正公正公正労労労労働条例、契約条例働条例、契約条例働条例、契約条例働条例、契約条例

をををを市市市市としてルール化する考えはないかとしてルール化する考えはないかとしてルール化する考えはないかとしてルール化する考えはないか、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    ルール化することは大切と思っているが、ルール化することは大切と思っているが、ルール化することは大切と思っているが、ルール化することは大切と思っているが、

委託というのはその業務は適切にやれるかど委託というのはその業務は適切にやれるかど委託というのはその業務は適切にやれるかど委託というのはその業務は適切にやれるかど

うか、そこに働いている人うか、そこに働いている人うか、そこに働いている人うか、そこに働いている人方の方の方の方の公正労働等を公正労働等を公正労働等を公正労働等を

いかに守るかの兼ね合いが非常に難しいとこいかに守るかの兼ね合いが非常に難しいとこいかに守るかの兼ね合いが非常に難しいとこいかに守るかの兼ね合いが非常に難しいとこ

ろもあるので、ルール化に関しては前向きにろもあるので、ルール化に関しては前向きにろもあるので、ルール化に関しては前向きにろもあるので、ルール化に関しては前向きに

検討、条令化については調査研究したい検討、条令化については調査研究したい検討、条令化については調査研究したい検討、条令化については調査研究したい、、、、とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、審査会の次に、審査会の次に、審査会の次に、審査会の構成構成構成構成についてについてについてについて、、、、との質疑にとの質疑にとの質疑にとの質疑に

対し、対し、対し、対し、    

    美唄市業務委託業者審査会要綱に定めてい美唄市業務委託業者審査会要綱に定めてい美唄市業務委託業者審査会要綱に定めてい美唄市業務委託業者審査会要綱に定めてい

るるるる。。。。委員としては総務部長、市民部長、保健委員としては総務部長、市民部長、保健委員としては総務部長、市民部長、保健委員としては総務部長、市民部長、保健

福祉部長、経済部長、水道部長、市立美唄病福祉部長、経済部長、水道部長、市立美唄病福祉部長、経済部長、水道部長、市立美唄病福祉部長、経済部長、水道部長、市立美唄病

院事務局長、教育長、消防院事務局長、教育長、消防院事務局長、教育長、消防院事務局長、教育長、消防長の９名で構成。長の９名で構成。長の９名で構成。長の９名で構成。    

    また、業務また、業務また、業務また、業務が広範囲にわたっているためが広範囲にわたっているためが広範囲にわたっているためが広範囲にわたっているため必必必必

要に応じて関係者の出席要に応じて関係者の出席要に応じて関係者の出席要に応じて関係者の出席、、、、説明説明説明説明を聞くを聞くを聞くを聞くこととこととこととことと

なっているなっているなっているなっている、、、、との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、９月次に、９月次に、９月次に、９月 22222222 日日日日、「、「、「、「建設業協会から独占禁建設業協会から独占禁建設業協会から独占禁建設業協会から独占禁

止法の遵守マニュアル報告書止法の遵守マニュアル報告書止法の遵守マニュアル報告書止法の遵守マニュアル報告書」」」」がががが資料資料資料資料としてとしてとしてとして

配布され、入札制度検討委員会の経過及び９配布され、入札制度検討委員会の経過及び９配布され、入札制度検討委員会の経過及び９配布され、入札制度検討委員会の経過及び９

月月月月 19191919 日日日日、、、、20202020 日にわたる美唄市職員入札妨害日にわたる美唄市職員入札妨害日にわたる美唄市職員入札妨害日にわたる美唄市職員入札妨害

容疑経過について、理事者より報告を受けま容疑経過について、理事者より報告を受けま容疑経過について、理事者より報告を受けま容疑経過について、理事者より報告を受けま

した。した。した。した。    

    質疑の主な内容として、入札妨害は質疑の主な内容として、入札妨害は質疑の主な内容として、入札妨害は質疑の主な内容として、入札妨害は 17171717 年４年４年４年４

月の資材搬入道路実施設計と報道されている月の資材搬入道路実施設計と報道されている月の資材搬入道路実施設計と報道されている月の資材搬入道路実施設計と報道されている

が、これらの工事概要、工事入札が、これらの工事概要、工事入札が、これらの工事概要、工事入札が、これらの工事概要、工事入札結果につい結果につい結果につい結果につい

てててて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    委託名は美唄市一般廃委託名は美唄市一般廃委託名は美唄市一般廃委託名は美唄市一般廃棄物最終処分場棄物最終処分場棄物最終処分場棄物最終処分場搬入搬入搬入搬入

道路実施設計委託道路実施設計委託道路実施設計委託道路実施設計委託、、、、委託場所は委託場所は委託場所は委託場所は東東東東茶志内、入茶志内、入茶志内、入茶志内、入

札は平成札は平成札は平成札は平成17171717年４月年４月年４月年４月14141414日午前日午前日午前日午前10101010時大会議室で時大会議室で時大会議室で時大会議室で

執行執行執行執行、、、、指名業者５社の指名業者５社の指名業者５社の指名業者５社の内内内内、株式会社未来開発、株式会社未来開発、株式会社未来開発、株式会社未来開発

コンサルタントがコンサルタントがコンサルタントがコンサルタントが 399399399399 万円で万円で万円で万円で落札。落札率落札。落札率落札。落札率落札。落札率

89.0689.0689.0689.06％。％。％。％。    

    次に、逮捕された容疑者の指名審査会等次に、逮捕された容疑者の指名審査会等次に、逮捕された容疑者の指名審査会等次に、逮捕された容疑者の指名審査会等とととと

のかかわりと指名決定にあのかかわりと指名決定にあのかかわりと指名決定にあのかかわりと指名決定にあたっての意思決定たっての意思決定たっての意思決定たっての意思決定

のプロセスについてのプロセスについてのプロセスについてのプロセスについて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    
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    美唄市建設工事請負業者選定及び指名基準美唄市建設工事請負業者選定及び指名基準美唄市建設工事請負業者選定及び指名基準美唄市建設工事請負業者選定及び指名基準

に関する取に関する取に関する取に関する取扱扱扱扱要綱で、建設工事請負業者審査要綱で、建設工事請負業者審査要綱で、建設工事請負業者審査要綱で、建設工事請負業者審査

会で審査している会で審査している会で審査している会で審査している、、、、具体的には具体的には具体的には具体的には、、、、建設部で指建設部で指建設部で指建設部で指

名案を名案を名案を名案を工事工事工事工事、委託業務ごとに作成されたもの、委託業務ごとに作成されたもの、委託業務ごとに作成されたもの、委託業務ごとに作成されたもの

が契約管財課で議案のとりまとめをが契約管財課で議案のとりまとめをが契約管財課で議案のとりまとめをが契約管財課で議案のとりまとめを 10101010 日で日で日で日で

行い、その後指名審査委員６名で内容を審査行い、その後指名審査委員６名で内容を審査行い、その後指名審査委員６名で内容を審査行い、その後指名審査委員６名で内容を審査

しているしているしているしている、、、、審査会の構成は会長が助役、委員審査会の構成は会長が助役、委員審査会の構成は会長が助役、委員審査会の構成は会長が助役、委員

は総務部長、建設部長、水道部長、経済部長、は総務部長、建設部長、水道部長、経済部長、は総務部長、建設部長、水道部長、経済部長、は総務部長、建設部長、水道部長、経済部長、

契約管財課長契約管財課長契約管財課長契約管財課長。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、実施設計の委託の予算執行課は環境次に、実施設計の委託の予算執行課は環境次に、実施設計の委託の予算執行課は環境次に、実施設計の委託の予算執行課は環境

課であるが、監修課であるが、監修課であるが、監修課であるが、監修、、、、検収に関して建設部がか検収に関して建設部がか検収に関して建設部がか検収に関して建設部がか

かわったかわったかわったかわった。。。。また実質的な組み立て、予定価格また実質的な組み立て、予定価格また実質的な組み立て、予定価格また実質的な組み立て、予定価格

の設定作業も建設部でなされたのかの設定作業も建設部でなされたのかの設定作業も建設部でなされたのかの設定作業も建設部でなされたのか、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    基本的には予算担当部署が支出負担行為者基本的には予算担当部署が支出負担行為者基本的には予算担当部署が支出負担行為者基本的には予算担当部署が支出負担行為者

として最終決定権を持つ。ただし、今回の工として最終決定権を持つ。ただし、今回の工として最終決定権を持つ。ただし、今回の工として最終決定権を持つ。ただし、今回の工

事内容について事内容について事内容について事内容について、、、、他の部署へ工事内容を定め他の部署へ工事内容を定め他の部署へ工事内容を定め他の部署へ工事内容を定め

て依頼することになるが、その権限として部て依頼することになるが、その権限として部て依頼することになるが、その権限として部て依頼することになるが、その権限として部

長が依頼する形になる長が依頼する形になる長が依頼する形になる長が依頼する形になる。。。。との答との答との答との答弁。弁。弁。弁。    

    次に、職員の人事配置について何か思うと次に、職員の人事配置について何か思うと次に、職員の人事配置について何か思うと次に、職員の人事配置について何か思うと

ころがあるのか。部長職に対する仕事とのコころがあるのか。部長職に対する仕事とのコころがあるのか。部長職に対する仕事とのコころがあるのか。部長職に対する仕事とのコ

ミュニケーション指示が大切であると思うが、ミュニケーション指示が大切であると思うが、ミュニケーション指示が大切であると思うが、ミュニケーション指示が大切であると思うが、

その辺の認識についてその辺の認識についてその辺の認識についてその辺の認識について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    技術吏員として相当のキャリアと実績を持技術吏員として相当のキャリアと実績を持技術吏員として相当のキャリアと実績を持技術吏員として相当のキャリアと実績を持

つ職員と考え配置したところであるが、結果つ職員と考え配置したところであるが、結果つ職員と考え配置したところであるが、結果つ職員と考え配置したところであるが、結果

としてこのような容疑を起こしたことに対しとしてこのような容疑を起こしたことに対しとしてこのような容疑を起こしたことに対しとしてこのような容疑を起こしたことに対し

て任命権者として厳粛に受け止め、深く反省て任命権者として厳粛に受け止め、深く反省て任命権者として厳粛に受け止め、深く反省て任命権者として厳粛に受け止め、深く反省

している。している。している。している。    

    今後職員今後職員今後職員今後職員ともどもともどもともどもともども組織を挙げて再発防止、組織を挙げて再発防止、組織を挙げて再発防止、組織を挙げて再発防止、

信頼の回復に努めていく覚悟である信頼の回復に努めていく覚悟である信頼の回復に努めていく覚悟である信頼の回復に努めていく覚悟である、、、、との答との答との答との答

弁。弁。弁。弁。    

    次に、多くの市民に対する釈明、お詫びに次に、多くの市民に対する釈明、お詫びに次に、多くの市民に対する釈明、お詫びに次に、多くの市民に対する釈明、お詫びに

ついてどういう立場でついてどういう立場でついてどういう立場でついてどういう立場でののののアクションを考えてアクションを考えてアクションを考えてアクションを考えて

いるのいるのいるのいるのかかかか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    マスコミ等で会見をしたところでマスコミ等で会見をしたところでマスコミ等で会見をしたところでマスコミ等で会見をしたところでははははあるが、あるが、あるが、あるが、

今後は今後は今後は今後はまちまちまちまちづくり懇談会で各づくり懇談会で各づくり懇談会で各づくり懇談会で各地区地区地区地区をををを回回回回る際に、る際に、る際に、る際に、

直接市民へ説明とお詫びを申し上げたい。い直接市民へ説明とお詫びを申し上げたい。い直接市民へ説明とお詫びを申し上げたい。い直接市民へ説明とお詫びを申し上げたい。い

ろんな会合等のあいさつの中でもその点にろんな会合等のあいさつの中でもその点にろんな会合等のあいさつの中でもその点にろんな会合等のあいさつの中でもその点につつつつ

いて触れたいと考えているいて触れたいと考えているいて触れたいと考えているいて触れたいと考えている、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、未来開発コンサルタント、日本技術次に、未来開発コンサルタント、日本技術次に、未来開発コンサルタント、日本技術次に、未来開発コンサルタント、日本技術

開発株式会社の過去の実績について開発株式会社の過去の実績について開発株式会社の過去の実績について開発株式会社の過去の実績について、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    未来開発コンサルタントについては未来開発コンサルタントについては未来開発コンサルタントについては未来開発コンサルタントについては、、、、平成平成平成平成

14141414 年度にごみ処理基本計画策定業務、年度にごみ処理基本計画策定業務、年度にごみ処理基本計画策定業務、年度にごみ処理基本計画策定業務、15151515 年度年度年度年度

に最終処分場に最終処分場に最終処分場に最終処分場候補地選定業務の２候補地選定業務の２候補地選定業務の２候補地選定業務の２件。日本技件。日本技件。日本技件。日本技

術開発株式会社については術開発株式会社については術開発株式会社については術開発株式会社については、、、、平成平成平成平成 15151515 年度に一年度に一年度に一年度に一

般廃棄物最終処分場整備事業調査般廃棄物最終処分場整備事業調査般廃棄物最終処分場整備事業調査般廃棄物最終処分場整備事業調査計画策定業計画策定業計画策定業計画策定業

務委託、務委託、務委託、務委託、16161616 年度に一般廃棄物最終処分場整備年度に一般廃棄物最終処分場整備年度に一般廃棄物最終処分場整備年度に一般廃棄物最終処分場整備

計画書策定事業業務の２件の実績がある計画書策定事業業務の２件の実績がある計画書策定事業業務の２件の実績がある計画書策定事業業務の２件の実績がある。。。。とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、指名審査会における指名業者数につ次に、指名審査会における指名業者数につ次に、指名審査会における指名業者数につ次に、指名審査会における指名業者数につ

いていていていて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    予定価格の指名業者数という内規により、予定価格の指名業者数という内規により、予定価格の指名業者数という内規により、予定価格の指名業者数という内規により、

予定価格が予定価格が予定価格が予定価格が 200200200200 万円未満の場合は３社以上、万円未満の場合は３社以上、万円未満の場合は３社以上、万円未満の場合は３社以上、

200200200200 万円以上万円以上万円以上万円以上 5,0005,0005,0005,000 万円未満は５社以上、万円未満は５社以上、万円未満は５社以上、万円未満は５社以上、

5,0005,0005,0005,000 万円以上１億万円以上１億万円以上１億万円以上１億 5,0005,0005,0005,000 万円までは７社以万円までは７社以万円までは７社以万円までは７社以

上、１億上、１億上、１億上、１億 5,0005,0005,0005,000 万円以上については９社以上万円以上については９社以上万円以上については９社以上万円以上については９社以上

ということを内規で定めているということを内規で定めているということを内規で定めているということを内規で定めている、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、３社なり次に、３社なり次に、３社なり次に、３社なり、、、、５社なり、７社以上によ５社なり、７社以上によ５社なり、７社以上によ５社なり、７社以上によ

りふえた場合のりふえた場合のりふえた場合のりふえた場合の絞込みをどうやっているのか絞込みをどうやっているのか絞込みをどうやっているのか絞込みをどうやっているのか、、、、

とのとのとのとの質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    業者の指名登録に基づいて美唄市が指名を業者の指名登録に基づいて美唄市が指名を業者の指名登録に基づいて美唄市が指名を業者の指名登録に基づいて美唄市が指名を

している。事業している。事業している。事業している。事業、、、、工事ごとの希望というよう工事ごとの希望というよう工事ごとの希望というよう工事ごとの希望というよう

な受付はしていないな受付はしていないな受付はしていないな受付はしていない、との、との、との、との答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に、原課で決める指名業者の指名の仕方、次に、原課で決める指名業者の指名の仕方、次に、原課で決める指名業者の指名の仕方、次に、原課で決める指名業者の指名の仕方、

考え方について考え方について考え方について考え方について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    業者の選定については指名基準があり、業者の選定については指名基準があり、業者の選定については指名基準があり、業者の選定については指名基準があり、

5,0005,0005,0005,000 万円以上がＡランクの工事になる。Ａ万円以上がＡランクの工事になる。Ａ万円以上がＡランクの工事になる。Ａ万円以上がＡランクの工事になる。Ａ
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ランクの工事についてはＡランクの業者からランクの工事についてはＡランクの業者からランクの工事についてはＡランクの業者からランクの工事についてはＡランクの業者から

選定選定選定選定、、、、Ｂランクの工事についてはＢランクのＢランクの工事についてはＢランクのＢランクの工事についてはＢランクのＢランクの工事についてはＢランクの

業者から選定する。ただし、Ｂランクの工事業者から選定する。ただし、Ｂランクの工事業者から選定する。ただし、Ｂランクの工事業者から選定する。ただし、Ｂランクの工事

であってもＡランクの業者から指名することであってもＡランクの業者から指名することであってもＡランクの業者から指名することであってもＡランクの業者から指名すること

もできることになっている。実際にその業者もできることになっている。実際にその業者もできることになっている。実際にその業者もできることになっている。実際にその業者

が抱えている工事がたくさんあが抱えている工事がたくさんあが抱えている工事がたくさんあが抱えている工事がたくさんあるような場合るような場合るような場合るような場合

には、その業者を指名からには、その業者を指名からには、その業者を指名からには、その業者を指名から外外外外すという場合もすという場合もすという場合もすという場合も

あり、もろもろのことを判断したあり、もろもろのことを判断したあり、もろもろのことを判断したあり、もろもろのことを判断した上上上上で業者をで業者をで業者をで業者を

選定している。新規の場合には数としては多選定している。新規の場合には数としては多選定している。新規の場合には数としては多選定している。新規の場合には数としては多

くはないが、同様の仕事をやったことがあるくはないが、同様の仕事をやったことがあるくはないが、同様の仕事をやったことがあるくはないが、同様の仕事をやったことがある

のかどうかのかどうかのかどうかのかどうか等等等等他市での仕事の設計書や図面等他市での仕事の設計書や図面等他市での仕事の設計書や図面等他市での仕事の設計書や図面等

を見て判断するということもありを見て判断するということもありを見て判断するということもありを見て判断するということもあり得得得得るるるる。。。。とのとのとのとの

答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に、業者登録はされたものの、市役所の次に、業者登録はされたものの、市役所の次に、業者登録はされたものの、市役所の次に、業者登録はされたものの、市役所の

仕事の実績がないと仕事の実績がないと仕事の実績がないと仕事の実績がないと言っていたら、あ言っていたら、あ言っていたら、あ言っていたら、あててもててもててもてても

らわない限りいつまでたっても実績がないこらわない限りいつまでたっても実績がないこらわない限りいつまでたっても実績がないこらわない限りいつまでたっても実績がないこ

とになるとになるとになるとになる、、、、指名業者に指名する審査委員会の指名業者に指名する審査委員会の指名業者に指名する審査委員会の指名業者に指名する審査委員会の

運用規定をオープンなものにしてやっている運用規定をオープンなものにしてやっている運用規定をオープンなものにしてやっている運用規定をオープンなものにしてやっている

というものをつくるべきだと思うがその考えというものをつくるべきだと思うがその考えというものをつくるべきだと思うがその考えというものをつくるべきだと思うがその考え

についてについてについてについて、、、、ととととの質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    指名基準の運用のあり方については指名基準の運用のあり方については指名基準の運用のあり方については指名基準の運用のあり方については、、、、どこどこどこどこ

まで細かくまで細かくまで細かくまで細かく作作作作るのるのるのるのがががが可能なのかを含め制度検可能なのかを含め制度検可能なのかを含め制度検可能なのかを含め制度検

討委員会の中で検討したい討委員会の中で検討したい討委員会の中で検討したい討委員会の中で検討したい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、今回の入札に関して各社の聞き取り次に、今回の入札に関して各社の聞き取り次に、今回の入札に関して各社の聞き取り次に、今回の入札に関して各社の聞き取り

調査というものをやったのか調査というものをやったのか調査というものをやったのか調査というものをやったのか、、、、との質疑に対との質疑に対との質疑に対との質疑に対

し、し、し、し、    

    現時点で業者に対して聞き取り調査現時点で業者に対して聞き取り調査現時点で業者に対して聞き取り調査現時点で業者に対して聞き取り調査するするするするとととと

いうような規則等いうような規則等いうような規則等いうような規則等はははは持ち持ち持ち持ち得得得得ていないので、裁ていないので、裁ていないので、裁ていないので、裁

判の結果を待って指名停止基準に基づき厳正判の結果を待って指名停止基準に基づき厳正判の結果を待って指名停止基準に基づき厳正判の結果を待って指名停止基準に基づき厳正

に対処したいと考えているに対処したいと考えているに対処したいと考えているに対処したいと考えている、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、談合があった場合の市長の責任はど次に、談合があった場合の市長の責任はど次に、談合があった場合の市長の責任はど次に、談合があった場合の市長の責任はど

うなるのかうなるのかうなるのかうなるのか、と、と、と、との質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    明らかになった時点で責任を明確にしたい明らかになった時点で責任を明確にしたい明らかになった時点で責任を明確にしたい明らかになった時点で責任を明確にしたい、、、、

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、業次に、業次に、業次に、業者の指名に者の指名に者の指名に者の指名にああああたっては組織においたっては組織においたっては組織においたっては組織におい

て内部チェック、内部て内部チェック、内部て内部チェック、内部て内部チェック、内部牽牽牽牽制というものを制というものを制というものを制というものをおかおかおかおか

なければならない。そういうようなことを検なければならない。そういうようなことを検なければならない。そういうようなことを検なければならない。そういうようなことを検

討したことがあるのか、ないのか討したことがあるのか、ないのか討したことがあるのか、ないのか討したことがあるのか、ないのか、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑

に対し、に対し、に対し、に対し、    

    検討委員会で検討委員会で検討委員会で検討委員会ではははは２回、第三者機関による検２回、第三者機関による検２回、第三者機関による検２回、第三者機関による検

証証証証、、、、設置について検討している。各設置について検討している。各設置について検討している。各設置について検討している。各他他他他の状況の状況の状況の状況

等を把握しつつ、現在検討を続けている等を把握しつつ、現在検討を続けている等を把握しつつ、現在検討を続けている等を把握しつつ、現在検討を続けている、、、、とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、第三者機関次に、第三者機関次に、第三者機関次に、第三者機関という他市の事例があれという他市の事例があれという他市の事例があれという他市の事例があれ

ばどういうやり方をしているのかばどういうやり方をしているのかばどういうやり方をしているのかばどういうやり方をしているのか、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑

に対し、に対し、に対し、に対し、    

    事後事後事後事後検証ということで検証ということで検証ということで検証ということで、、、、入札方式がどうな入札方式がどうな入札方式がどうな入札方式がどうな

のか、指名選定委員会での議論がどうなのか、のか、指名選定委員会での議論がどうなのか、のか、指名選定委員会での議論がどうなのか、のか、指名選定委員会での議論がどうなのか、

多様な入札方式の改善というのはどうなのか多様な入札方式の改善というのはどうなのか多様な入札方式の改善というのはどうなのか多様な入札方式の改善というのはどうなのか。。。。

終わった終わった終わった終わった後の事後の検証とこれからの改善に後の事後の検証とこれからの改善に後の事後の検証とこれからの改善に後の事後の検証とこれからの改善に

ついて審査、検証するという内容であるついて審査、検証するという内容であるついて審査、検証するという内容であるついて審査、検証するという内容である、、、、とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、発注機関、発注者責任に対する基本次に、発注機関、発注者責任に対する基本次に、発注機関、発注者責任に対する基本次に、発注機関、発注者責任に対する基本

的な認識と対処法について的な認識と対処法について的な認識と対処法について的な認識と対処法について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    職員職員職員職員自自自自ら発注者としての法令遵守意識の向ら発注者としての法令遵守意識の向ら発注者としての法令遵守意識の向ら発注者としての法令遵守意識の向

上、情報の管理の徹底が基本になる。今後シ上、情報の管理の徹底が基本になる。今後シ上、情報の管理の徹底が基本になる。今後シ上、情報の管理の徹底が基本になる。今後シ

ステムそのものを変えるのとあわせてステムそのものを変えるのとあわせてステムそのものを変えるのとあわせてステムそのものを変えるのとあわせて、、、、法令法令法令法令

遵守意識を高めるためのマニュアル遵守意識を高めるためのマニュアル遵守意識を高めるためのマニュアル遵守意識を高めるためのマニュアル作作作作り、入り、入り、入り、入

札契約にまつわる機密情報の徹底の管理とい札契約にまつわる機密情報の徹底の管理とい札契約にまつわる機密情報の徹底の管理とい札契約にまつわる機密情報の徹底の管理とい

うものを今後検討委員会でさらに考えていかうものを今後検討委員会でさらに考えていかうものを今後検討委員会でさらに考えていかうものを今後検討委員会でさらに考えていか

なければならない。今後ともそういうことがなければならない。今後ともそういうことがなければならない。今後ともそういうことがなければならない。今後ともそういうことが

発生しないようにあらゆる面から最大限の努発生しないようにあらゆる面から最大限の努発生しないようにあらゆる面から最大限の努発生しないようにあらゆる面から最大限の努

力をしていく力をしていく力をしていく力をしていく、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、官の側からはあり次に、官の側からはあり次に、官の側からはあり次に、官の側からはあり得得得得ないというシスないというシスないというシスないというシス

テムづくりが必要であると考えるが、その認テムづくりが必要であると考えるが、その認テムづくりが必要であると考えるが、その認テムづくりが必要であると考えるが、その認

識について識について識について識について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    官からの働きかけがあったということにつ官からの働きかけがあったということにつ官からの働きかけがあったということにつ官からの働きかけがあったということにつ

いても発注者の責任はいても発注者の責任はいても発注者の責任はいても発注者の責任は重重重重いいいい、、、、今後今後今後今後、、、、官からの官からの官からの官からの
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働きかけや官がかかわるようなことは絶対に働きかけや官がかかわるようなことは絶対に働きかけや官がかかわるようなことは絶対に働きかけや官がかかわるようなことは絶対に

ないようなシステムないようなシステムないようなシステムないようなシステム作作作作りに努力をしていきたりに努力をしていきたりに努力をしていきたりに努力をしていきた

いいいい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、任意捜査における証拠物件の提出に次に、任意捜査における証拠物件の提出に次に、任意捜査における証拠物件の提出に次に、任意捜査における証拠物件の提出に

至った判断、根拠について至った判断、根拠について至った判断、根拠について至った判断、根拠について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    刑事訴訟法第刑事訴訟法第刑事訴訟法第刑事訴訟法第 197197197197 条に基づく任意捜査につ条に基づく任意捜査につ条に基づく任意捜査につ条に基づく任意捜査につ

いて、この場合の資料提出については任意提いて、この場合の資料提出については任意提いて、この場合の資料提出については任意提いて、この場合の資料提出については任意提

出ということになっている。市役所側も行政出ということになっている。市役所側も行政出ということになっている。市役所側も行政出ということになっている。市役所側も行政

執行しているので執行しているので執行しているので執行しているので、、、、支支支支障のない範囲内で捜査障のない範囲内で捜査障のない範囲内で捜査障のない範囲内で捜査

に協力するということで提出しているものでに協力するということで提出しているものでに協力するということで提出しているものでに協力するということで提出しているもので

ある。件数としある。件数としある。件数としある。件数としてはてはてはては 55555555 点ほど任意で提出して点ほど任意で提出して点ほど任意で提出して点ほど任意で提出して

いるいるいるいる、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、未来開発コンサルタント、日本技術次に、未来開発コンサルタント、日本技術次に、未来開発コンサルタント、日本技術次に、未来開発コンサルタント、日本技術

開発株式会社２社の落札工事の落札結果につ開発株式会社２社の落札工事の落札結果につ開発株式会社２社の落札工事の落札結果につ開発株式会社２社の落札工事の落札結果につ

いていていていて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    未来開発コンサルタントの２件については未来開発コンサルタントの２件については未来開発コンサルタントの２件については未来開発コンサルタントの２件については、、、、

最終処分場の候補地選定委託業務で委託金額最終処分場の候補地選定委託業務で委託金額最終処分場の候補地選定委託業務で委託金額最終処分場の候補地選定委託業務で委託金額

がががが 21212121 万円、もう１件がごみ処理基本計画策定万円、もう１件がごみ処理基本計画策定万円、もう１件がごみ処理基本計画策定万円、もう１件がごみ処理基本計画策定

業務委託で業務委託で業務委託で業務委託で 189189189189 万円万円万円万円、、、、との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、次に、次に、次に、12121212 月月月月 18181818 日日日日「「「「公共事業発注に公共事業発注に公共事業発注に公共事業発注に関関関関わるわるわるわる

地検地検地検地検及び職員の不祥事に対する市長の考え方及び職員の不祥事に対する市長の考え方及び職員の不祥事に対する市長の考え方及び職員の不祥事に対する市長の考え方

及び今後の対応について及び今後の対応について及び今後の対応について及び今後の対応について」」」」、、、、「「「「談合事件談合事件談合事件談合事件に関すに関すに関すに関す

る経過についてる経過についてる経過についてる経過について」」」」、、、、「「「「業者の処分等について業者の処分等について業者の処分等について業者の処分等について」」」」

理事者から説明がありました。理事者から説明がありました。理事者から説明がありました。理事者から説明がありました。    

    市として三鉱造園についての市として三鉱造園についての市として三鉱造園についての市として三鉱造園についての関関関関わりがどうわりがどうわりがどうわりがどう

あったのかを調べる気持ちはあるのかないのあったのかを調べる気持ちはあるのかないのあったのかを調べる気持ちはあるのかないのあったのかを調べる気持ちはあるのかないの

か、との質疑に対し、か、との質疑に対し、か、との質疑に対し、か、との質疑に対し、    

    関係者の聞き取りによると関係者の聞き取りによると関係者の聞き取りによると関係者の聞き取りによると、、、、    

    公共工事発注の事件については特定されて公共工事発注の事件については特定されて公共工事発注の事件については特定されて公共工事発注の事件については特定されて

いないということで、ことしの２月、３月にいないということで、ことしの２月、３月にいないということで、ことしの２月、３月にいないということで、ことしの２月、３月に

それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ 15151515 万円ずつ受け取って業者に便宜万円ずつ受け取って業者に便宜万円ずつ受け取って業者に便宜万円ずつ受け取って業者に便宜

を図られたのではないかという内容を承知しを図られたのではないかという内容を承知しを図られたのではないかという内容を承知しを図られたのではないかという内容を承知し

ている。起訴事実が特定されていないというている。起訴事実が特定されていないというている。起訴事実が特定されていないというている。起訴事実が特定されていないという

内容で聞いているが、今後可能であればさら内容で聞いているが、今後可能であればさら内容で聞いているが、今後可能であればさら内容で聞いているが、今後可能であればさら

に事実確認等にも努めてまいりたいに事実確認等にも努めてまいりたいに事実確認等にも努めてまいりたいに事実確認等にも努めてまいりたい、、、、との答との答との答との答

弁。弁。弁。弁。    

    次に、今後の指次に、今後の指次に、今後の指次に、今後の指名競争入札のあり方、指名名競争入札のあり方、指名名競争入札のあり方、指名名競争入札のあり方、指名

競争入札をやめるのか、一般競争入札を競争入札をやめるのか、一般競争入札を競争入札をやめるのか、一般競争入札を競争入札をやめるのか、一般競争入札をすすすするるるる

のか、市として談合防止に対してどう取り組のか、市として談合防止に対してどう取り組のか、市として談合防止に対してどう取り組のか、市として談合防止に対してどう取り組

んでいくのか、罰則強化だけでいいのかんでいくのか、罰則強化だけでいいのかんでいくのか、罰則強化だけでいいのかんでいくのか、罰則強化だけでいいのか、、、、とととと

の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    今後入札契約に関する不正行為の排除の徹今後入札契約に関する不正行為の排除の徹今後入札契約に関する不正行為の排除の徹今後入札契約に関する不正行為の排除の徹

底、入札契約事務に底、入札契約事務に底、入札契約事務に底、入札契約事務に係係係係る問題点の分析調査をる問題点の分析調査をる問題点の分析調査をる問題点の分析調査を

行うとともに、そういったことが行うとともに、そういったことが行うとともに、そういったことが行うとともに、そういったことがおおおおこらないこらないこらないこらない

職場職場職場職場作作作作り、職員倫理の向上、業者への指導のり、職員倫理の向上、業者への指導のり、職員倫理の向上、業者への指導のり、職員倫理の向上、業者への指導の

あり方あり方あり方あり方等等等等、早急に検討して、早急に検討して、早急に検討して、早急に検討して、、、、具体的な再発防具体的な再発防具体的な再発防具体的な再発防

止策をできるだけ早い時期に明らかにしてま止策をできるだけ早い時期に明らかにしてま止策をできるだけ早い時期に明らかにしてま止策をできるだけ早い時期に明らかにしてま

いりたいいりたいいりたいいりたい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、指名停止の処分の問題、１年と２年次に、指名停止の処分の問題、１年と２年次に、指名停止の処分の問題、１年と２年次に、指名停止の処分の問題、１年と２年

の基準の内容についての基準の内容についての基準の内容についての基準の内容について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    本市の指本市の指本市の指本市の指名停止基準の第名停止基準の第名停止基準の第名停止基準の第 11111111、贈賄不正行為、贈賄不正行為、贈賄不正行為、贈賄不正行為

に基づく措置基準の中の贈賄に基づく措置基準の中の贈賄に基づく措置基準の中の贈賄に基づく措置基準の中の贈賄、、、、この中で代表この中で代表この中で代表この中で代表

者が逮捕された場合には者が逮捕された場合には者が逮捕された場合には者が逮捕された場合には 12121212 カ月以上カ月以上カ月以上カ月以上、、、、24242424 カカカカ

月以内ということで、未来開発については最月以内ということで、未来開発については最月以内ということで、未来開発については最月以内ということで、未来開発については最

長の長の長の長の 24242424 カ月、三鉱造園についてはカ月、三鉱造園についてはカ月、三鉱造園についてはカ月、三鉱造園については、、、、同じ基準同じ基準同じ基準同じ基準

で使用人が逮捕されたということでで使用人が逮捕されたということでで使用人が逮捕されたということでで使用人が逮捕されたということで、、、、６カ月６カ月６カ月６カ月

以上以上以上以上 12121212 カ月以内ということで最長のカ月以内ということで最長のカ月以内ということで最長のカ月以内ということで最長の 12121212 カ月カ月カ月カ月

をそれぞれ指名停止としたをそれぞれ指名停止としたをそれぞれ指名停止としたをそれぞれ指名停止とした、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、逮捕されたのは贈賄で代表者ではな次に、逮捕されたのは贈賄で代表者ではな次に、逮捕されたのは贈賄で代表者ではな次に、逮捕されたのは贈賄で代表者ではな

い、だから半分になるということだが、代表い、だから半分になるということだが、代表い、だから半分になるということだが、代表い、だから半分になるということだが、代表

者でなくても美唄事業所の代表者であること者でなくても美唄事業所の代表者であること者でなくても美唄事業所の代表者であること者でなくても美唄事業所の代表者であること

ににににはははは変わりない。変わりない。変わりない。変わりない。美唄市の代表美唄市の代表美唄市の代表美唄市の代表、、、、責任者とい責任者とい責任者とい責任者とい

う立場で議論の重きをそこに置かなくてう立場で議論の重きをそこに置かなくてう立場で議論の重きをそこに置かなくてう立場で議論の重きをそこに置かなくてはなはなはなはな

らないのではないからないのではないからないのではないからないのではないか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    指名停止基準というのは北海道に指名停止基準というのは北海道に指名停止基準というのは北海道に指名停止基準というのは北海道に準じ準じ準じ準じた形た形た形た形

でででで 12121212 カ月をカ月をカ月をカ月を 24242424 カ月ということで指名停止基カ月ということで指名停止基カ月ということで指名停止基カ月ということで指名停止基

準の強化を図ったところである。本市の登録準の強化を図ったところである。本市の登録準の強化を図ったところである。本市の登録準の強化を図ったところである。本市の登録

については支店、営業所ということで登録はについては支店、営業所ということで登録はについては支店、営業所ということで登録はについては支店、営業所ということで登録は
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されていない。三鉱造園土木は札幌本社といされていない。三鉱造園土木は札幌本社といされていない。三鉱造園土木は札幌本社といされていない。三鉱造園土木は札幌本社とい

う位置づけがされているので、会社の方ではう位置づけがされているので、会社の方ではう位置づけがされているので、会社の方ではう位置づけがされているので、会社の方では

使用人ということなので、代表者と使用使用人ということなので、代表者と使用使用人ということなので、代表者と使用使用人ということなので、代表者と使用者者者者とととと

いう違いが基準でそういうことになるいう違いが基準でそういうことになるいう違いが基準でそういうことになるいう違いが基準でそういうことになる、、、、とのとのとのとの

答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に、談合を次に、談合を次に、談合を次に、談合を無無無無くすためにこうすればよくくすためにこうすればよくくすためにこうすればよくくすためにこうすればよく

なるという市長自身の考えはあるのかなるという市長自身の考えはあるのかなるという市長自身の考えはあるのかなるという市長自身の考えはあるのか、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    指名審査会等について詳細に検討している指名審査会等について詳細に検討している指名審査会等について詳細に検討している指名審査会等について詳細に検討している

が、電が、電が、電が、電子入札制度や一子入札制度や一子入札制度や一子入札制度や一般競争入札制度の導入般競争入札制度の導入般競争入札制度の導入般競争入札制度の導入

等等等等先進地の事例を参考に十分検討するよう指先進地の事例を参考に十分検討するよう指先進地の事例を参考に十分検討するよう指先進地の事例を参考に十分検討するよう指

示しているところである示しているところである示しているところである示しているところである、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、指名競争入札を次に、指名競争入札を次に、指名競争入札を次に、指名競争入札を外外外外すという考えはなすという考えはなすという考えはなすという考えはな

いのかいのかいのかいのか。。。。そういう議論をしたことはないのかそういう議論をしたことはないのかそういう議論をしたことはないのかそういう議論をしたことはないのか、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    どの制度をとってもプラス面とマイナス面どの制度をとってもプラス面とマイナス面どの制度をとってもプラス面とマイナス面どの制度をとってもプラス面とマイナス面

があるがあるがあるがある、、、、検討委員会の中で検討委員会の中で検討委員会の中で検討委員会の中でも、も、も、も、どういう方法どういう方法どういう方法どういう方法

があるがあるがあるがあるののののか検討しているか検討しているか検討しているか検討している、、、、その中では指名競その中では指名競その中では指名競その中では指名競

争入札よりも一般競争入札の方がより争入札よりも一般競争入札の方がより争入札よりも一般競争入札の方がより争入札よりも一般競争入札の方がより精精精精度が度が度が度が

高いだろうという議論は何度もあった高いだろうという議論は何度もあった高いだろうという議論は何度もあった高いだろうという議論は何度もあった、、、、ただ、ただ、ただ、ただ、

一般競争入札になれば基本的には全国一区と一般競争入札になれば基本的には全国一区と一般競争入札になれば基本的には全国一区と一般競争入札になれば基本的には全国一区と

いうことになり、いうことになり、いうことになり、いうことになり、パイパイパイパイが少なくなったときにが少なくなったときにが少なくなったときにが少なくなったときに

はなりふり構わずはなりふり構わずはなりふり構わずはなりふり構わず来来来来るるるるということ、地元経済ということ、地元経済ということ、地元経済ということ、地元経済

がパンクし弱肉強食が確実にがパンクし弱肉強食が確実にがパンクし弱肉強食が確実にがパンクし弱肉強食が確実に進む進む進む進むという部分という部分という部分という部分

もあるもあるもあるもある、これらを考えて検討委員会内部で議、これらを考えて検討委員会内部で議、これらを考えて検討委員会内部で議、これらを考えて検討委員会内部で議

論論論論検討している検討している検討している検討している。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、元次に、元次に、元次に、元商工交流部長は平成商工交流部長は平成商工交流部長は平成商工交流部長は平成 13131313 年からどこ年からどこ年からどこ年からどこ

の部署にいたのかの部署にいたのかの部署にいたのかの部署にいたのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    平成平成平成平成 11111111 年４月１日年４月１日年４月１日年４月１日付けで建設部管理用地付けで建設部管理用地付けで建設部管理用地付けで建設部管理用地

課長、平成課長、平成課長、平成課長、平成 15151515 年４月１日付けで区画整理担当年４月１日付けで区画整理担当年４月１日付けで区画整理担当年４月１日付けで区画整理担当

の建設部参事官、平成の建設部参事官、平成の建設部参事官、平成の建設部参事官、平成 17171717 年４月１日で建設部年４月１日で建設部年４月１日で建設部年４月１日で建設部

長長長長、、、、平成平成平成平成 18181818 年４月１日で商工交流部長年４月１日で商工交流部長年４月１日で商工交流部長年４月１日で商工交流部長、、、、とのとのとのとの

答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に、９月の元部長の逮捕以降、落札はし次に、９月の元部長の逮捕以降、落札はし次に、９月の元部長の逮捕以降、落札はし次に、９月の元部長の逮捕以降、落札はし

たけれども契約していいものなのかどうなのたけれども契約していいものなのかどうなのたけれども契約していいものなのかどうなのたけれども契約していいものなのかどうなの

かというようなかというようなかというようなかというような躊躇躊躇躊躇躊躇なななな危惧が危惧が危惧が危惧があってもよかっあってもよかっあってもよかっあってもよかっ

たのではないたのではないたのではないたのではないか。もっと慎重であるべきではか。もっと慎重であるべきではか。もっと慎重であるべきではか。もっと慎重であるべきでは

なかったのか、との質疑に対し、なかったのか、との質疑に対し、なかったのか、との質疑に対し、なかったのか、との質疑に対し、    

    三鉱造園土木がこのような事件に関与して三鉱造園土木がこのような事件に関与して三鉱造園土木がこのような事件に関与して三鉱造園土木がこのような事件に関与して

いるということはいるということはいるということはいるということは 11111111 月月月月 17171717 日の逮捕という事日の逮捕という事日の逮捕という事日の逮捕という事

実を実を実を実をももももって確認したところであり、元部長がって確認したところであり、元部長がって確認したところであり、元部長がって確認したところであり、元部長が

逮捕された段階で逮捕された段階で逮捕された段階で逮捕された段階で、、、、業者を特定するようなこ業者を特定するようなこ業者を特定するようなこ業者を特定するようなこ

とはできなかったとはできなかったとはできなかったとはできなかった、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、今回の事件に関して任命権者である次に、今回の事件に関して任命権者である次に、今回の事件に関して任命権者である次に、今回の事件に関して任命権者である

市長の責任はきわめて重い市長の責任はきわめて重い市長の責任はきわめて重い市長の責任はきわめて重い、、、、信頼回復のため信頼回復のため信頼回復のため信頼回復のため

の手の手の手の手だだだだてが示されなければならないし、入札てが示されなければならないし、入札てが示されなければならないし、入札てが示されなければならないし、入札

にににに関関関関わる改善策を急ぐということについてはわる改善策を急ぐということについてはわる改善策を急ぐということについてはわる改善策を急ぐということについては

時期を明示した方がいいのではないか時期を明示した方がいいのではないか時期を明示した方がいいのではないか時期を明示した方がいいのではないか、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    今回の事件は職員の一部の問題としてでは今回の事件は職員の一部の問題としてでは今回の事件は職員の一部の問題としてでは今回の事件は職員の一部の問題としてでは

なく、なく、なく、なく、組織全体の問題として受け止め、不祥組織全体の問題として受け止め、不祥組織全体の問題として受け止め、不祥組織全体の問題として受け止め、不祥

事の防止と市民の信頼回復に不退転の決意で事の防止と市民の信頼回復に不退転の決意で事の防止と市民の信頼回復に不退転の決意で事の防止と市民の信頼回復に不退転の決意で

取り組むとともに、入札に関する不正行為の取り組むとともに、入札に関する不正行為の取り組むとともに、入札に関する不正行為の取り組むとともに、入札に関する不正行為の

排除の徹底を図るため、発注者としての責任排除の徹底を図るため、発注者としての責任排除の徹底を図るため、発注者としての責任排除の徹底を図るため、発注者としての責任

を再自覚して早急な時期に見直しを図れるよを再自覚して早急な時期に見直しを図れるよを再自覚して早急な時期に見直しを図れるよを再自覚して早急な時期に見直しを図れるよ

う努めてまいりたいう努めてまいりたいう努めてまいりたいう努めてまいりたい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、三鉱造園という会社の実態について次に、三鉱造園という会社の実態について次に、三鉱造園という会社の実態について次に、三鉱造園という会社の実態について、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    登録については本社登録になっているので、登録については本社登録になっているので、登録については本社登録になっているので、登録については本社登録になっているので、

工事に関しては美唄営業所との契約にはなっ工事に関しては美唄営業所との契約にはなっ工事に関しては美唄営業所との契約にはなっ工事に関しては美唄営業所との契約にはなっ

ていないていないていないていない、、、、登録に関しては土木・造園・とび登録に関しては土木・造園・とび登録に関しては土木・造園・とび登録に関しては土木・造園・とび

土工の３土工の３土工の３土工の３業種で建設工事の登録がされている業種で建設工事の登録がされている業種で建設工事の登録がされている業種で建設工事の登録がされている、、、、

土木はＢ登録、造園は格付けを行っていない土木はＢ登録、造園は格付けを行っていない土木はＢ登録、造園は格付けを行っていない土木はＢ登録、造園は格付けを行っていない、、、、

とび土工についてはＢとび土工についてはＢとび土工についてはＢとび土工についてはＢの格付けになっているの格付けになっているの格付けになっているの格付けになっている、、、、

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、今回の事件に対する今後の見通しに次に、今回の事件に対する今後の見通しに次に、今回の事件に対する今後の見通しに次に、今回の事件に対する今後の見通しに

ついてついてついてついて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    今回の事件に関しては３つの今回の事件に関しては３つの今回の事件に関しては３つの今回の事件に関しては３つの起訴起訴起訴起訴があり、があり、があり、があり、
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裁判が始まっている。基本的には検察側から裁判が始まっている。基本的には検察側から裁判が始まっている。基本的には検察側から裁判が始まっている。基本的には検察側から

は事件に関する経過、起訴事実、今後の見通は事件に関する経過、起訴事実、今後の見通は事件に関する経過、起訴事実、今後の見通は事件に関する経過、起訴事実、今後の見通

し等の説明はない。一方的に説明を求められし等の説明はない。一方的に説明を求められし等の説明はない。一方的に説明を求められし等の説明はない。一方的に説明を求められ

て、それに対応するというのが現実。今後公て、それに対応するというのが現実。今後公て、それに対応するというのが現実。今後公て、それに対応するというのが現実。今後公

判等の推移を見ながら事実経過の確認をして判等の推移を見ながら事実経過の確認をして判等の推移を見ながら事実経過の確認をして判等の推移を見ながら事実経過の確認をして

いきたい。基本的には向こうの流れを受けていきたい。基本的には向こうの流れを受けていきたい。基本的には向こうの流れを受けていきたい。基本的には向こうの流れを受けて

いくという形で、今回の３回目の逮捕で一連いくという形で、今回の３回目の逮捕で一連いくという形で、今回の３回目の逮捕で一連いくという形で、今回の３回目の逮捕で一連

の事件がの事件がの事件がの事件が終息終息終息終息したという認識は持っていないしたという認識は持っていないしたという認識は持っていないしたという認識は持っていない、、、、

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、入札制度改革に関し市長自身の強次に、入札制度改革に関し市長自身の強次に、入札制度改革に関し市長自身の強次に、入札制度改革に関し市長自身の強いいいい

意思意思意思意思と方向を示す責任があると思う。美唄建と方向を示す責任があると思う。美唄建と方向を示す責任があると思う。美唄建と方向を示す責任があると思う。美唄建

設業協会に設業協会に設業協会に設業協会に関関関関わる事務局長のわる事務局長のわる事務局長のわる事務局長の配置配置配置配置についてはについてはについてはについては

断ち切るべきだ。手持ち工事を勘案するとい断ち切るべきだ。手持ち工事を勘案するとい断ち切るべきだ。手持ち工事を勘案するとい断ち切るべきだ。手持ち工事を勘案するとい

うことは官側の割うことは官側の割うことは官側の割うことは官側の割り付けにり付けにり付けにり付けにつながる。談合情つながる。談合情つながる。談合情つながる。談合情

報が寄せられた場合で報が寄せられた場合で報が寄せられた場合で報が寄せられた場合で、、、、談合の事実が確認さ談合の事実が確認さ談合の事実が確認さ談合の事実が確認さ

れない場合であっても、業者の差し替え、入れない場合であっても、業者の差し替え、入れない場合であっても、業者の差し替え、入れない場合であっても、業者の差し替え、入

札のし札のし札のし札のし直直直直しという姿勢を談合マニュアルの中しという姿勢を談合マニュアルの中しという姿勢を談合マニュアルの中しという姿勢を談合マニュアルの中

につけるべきである。につけるべきである。につけるべきである。につけるべきである。総合総合総合総合評価型入札の導入評価型入札の導入評価型入札の導入評価型入札の導入。。。。

公契約条例の制定について公契約条例の制定について公契約条例の制定について公契約条例の制定について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    指名の関係については自分の考え方も取り指名の関係については自分の考え方も取り指名の関係については自分の考え方も取り指名の関係については自分の考え方も取り

入れて改善策を講じていきたい。建設業協会入れて改善策を講じていきたい。建設業協会入れて改善策を講じていきたい。建設業協会入れて改善策を講じていきたい。建設業協会

のＯＢの配置については消極的に考えており、のＯＢの配置については消極的に考えており、のＯＢの配置については消極的に考えており、のＯＢの配置については消極的に考えており、

消極的な立場で話し合い消極的な立場で話し合い消極的な立場で話し合い消極的な立場で話し合いを続けていきたい。を続けていきたい。を続けていきたい。を続けていきたい。

手持ち工事等の判断については、今後の指名手持ち工事等の判断については、今後の指名手持ち工事等の判断については、今後の指名手持ち工事等の判断については、今後の指名

の基準の見直しをする中で、公平性、公正性の基準の見直しをする中で、公平性、公正性の基準の見直しをする中で、公平性、公正性の基準の見直しをする中で、公平性、公正性

が保てるようが保てるようが保てるようが保てるようにににに検討したい。談合防止マニュ検討したい。談合防止マニュ検討したい。談合防止マニュ検討したい。談合防止マニュ

アルの談合の事実が確認されなかった場合、アルの談合の事実が確認されなかった場合、アルの談合の事実が確認されなかった場合、アルの談合の事実が確認されなかった場合、

入札のやり直し等については今後さらに研究、入札のやり直し等については今後さらに研究、入札のやり直し等については今後さらに研究、入札のやり直し等については今後さらに研究、

検討したい。総合評価型入札については評価検討したい。総合評価型入札については評価検討したい。総合評価型入札については評価検討したい。総合評価型入札については評価

する人間が市内外にいるのか、指名よりも難する人間が市内外にいるのか、指名よりも難する人間が市内外にいるのか、指名よりも難する人間が市内外にいるのか、指名よりも難

しい部分もあるので、慎重に対応してまいりしい部分もあるので、慎重に対応してまいりしい部分もあるので、慎重に対応してまいりしい部分もあるので、慎重に対応してまいり

たい。公契約条例については、この条例の内たい。公契約条例については、この条例の内たい。公契約条例については、この条例の内たい。公契約条例については、この条例の内

容について調査、今後検討させていただきた容について調査、今後検討させていただきた容について調査、今後検討させていただきた容について調査、今後検討させていただきた

いいいい、、、、との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    以上の経過から以上の経過から以上の経過から以上の経過から、、、、本委員会として本委員会として本委員会として本委員会として、、、、入札制入札制入札制入札制

度や服務規律のあり方等を度や服務規律のあり方等を度や服務規律のあり方等を度や服務規律のあり方等を厳しく見直すこと、厳しく見直すこと、厳しく見直すこと、厳しく見直すこと、

法令の遵守や公務員法令の遵守や公務員法令の遵守や公務員法令の遵守や公務員倫理の徹底等職員の意識倫理の徹底等職員の意識倫理の徹底等職員の意識倫理の徹底等職員の意識

改革を一層進め、事件の再発防止と市民への改革を一層進め、事件の再発防止と市民への改革を一層進め、事件の再発防止と市民への改革を一層進め、事件の再発防止と市民への

市政市政市政市政に対する信頼回復に努められるよう要望に対する信頼回復に努められるよう要望に対する信頼回復に努められるよう要望に対する信頼回復に努められるよう要望

し、契約問題等調査特別委員会の中間報告とし、契約問題等調査特別委員会の中間報告とし、契約問題等調査特別委員会の中間報告とし、契約問題等調査特別委員会の中間報告と

いたします。いたします。いたします。いたします。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 14141414 号ないし号ないし号ないし号ないし

議案第議案第議案第議案第 27272727 号の以上号の以上号の以上号の以上 14141414 件について、谷村総務件について、谷村総務件について、谷村総務件について、谷村総務

委員長。委員長。委員長。委員長。    

●総務委員●総務委員●総務委員●総務委員会委員会委員会委員会委員長谷村孝一議員（登壇）長谷村孝一議員（登壇）長谷村孝一議員（登壇）長谷村孝一議員（登壇）    たたたた

だいま議題となりました議案第だいま議題となりました議案第だいま議題となりました議案第だいま議題となりました議案第 14141414 号号号号地方自地方自地方自地方自

治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整理に関する条例制定の件条例の整理に関する条例制定の件条例の整理に関する条例制定の件条例の整理に関する条例制定の件、、、、議案第議案第議案第議案第 15151515

号美唄市副市長定数条例制定の件号美唄市副市長定数条例制定の件号美唄市副市長定数条例制定の件号美唄市副市長定数条例制定の件、、、、議案第議案第議案第議案第 16161616

号美唄市特別職の職員号美唄市特別職の職員号美唄市特別職の職員号美唄市特別職の職員の給与に関する条例及の給与に関する条例及の給与に関する条例及の給与に関する条例及

び美唄市教育委員会の教育長の給与、勤務時び美唄市教育委員会の教育長の給与、勤務時び美唄市教育委員会の教育長の給与、勤務時び美唄市教育委員会の教育長の給与、勤務時

間その他勤務条件に関する条例の一部改正の間その他勤務条件に関する条例の一部改正の間その他勤務条件に関する条例の一部改正の間その他勤務条件に関する条例の一部改正の

件件件件、、、、議案第議案第議案第議案第 17171717 号美唄市給与条例の一部改正の号美唄市給与条例の一部改正の号美唄市給与条例の一部改正の号美唄市給与条例の一部改正の

件件件件、、、、議案第議案第議案第議案第 18181818 号美唄市職員の特殊勤務手当に号美唄市職員の特殊勤務手当に号美唄市職員の特殊勤務手当に号美唄市職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部改正の件関する条例の一部改正の件関する条例の一部改正の件関する条例の一部改正の件、、、、議案第議案第議案第議案第 19191919 号美唄号美唄号美唄号美唄

市収入役事務兼掌条例廃止の件市収入役事務兼掌条例廃止の件市収入役事務兼掌条例廃止の件市収入役事務兼掌条例廃止の件、、、、議案第議案第議案第議案第 20202020

号美唄市公共施設整備基金条例廃止の件号美唄市公共施設整備基金条例廃止の件号美唄市公共施設整備基金条例廃止の件号美唄市公共施設整備基金条例廃止の件、、、、議議議議

案第案第案第案第 21212121 号美唄市土地開発基金条例廃止の件号美唄市土地開発基金条例廃止の件号美唄市土地開発基金条例廃止の件号美唄市土地開発基金条例廃止の件、、、、

議案第議案第議案第議案第 22222222 号美唄市ふるさと創生基金条例廃号美唄市ふるさと創生基金条例廃号美唄市ふるさと創生基金条例廃号美唄市ふるさと創生基金条例廃

止の件止の件止の件止の件、、、、議案第議案第議案第議案第 23232323 号アルテ号アルテ号アルテ号アルテ    ピアッツァピアッツァピアッツァピアッツァ    美唄美唄美唄美唄

条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件、、、、議案第議案第議案第議案第 24242424 号特殊学校就号特殊学校就号特殊学校就号特殊学校就

学援助に関する条例廃止の件学援助に関する条例廃止の件学援助に関する条例廃止の件学援助に関する条例廃止の件、、、、議案第議案第議案第議案第 25252525 号美号美号美号美

唄市消防賞じゆつ金条例の一部改正の件唄市消防賞じゆつ金条例の一部改正の件唄市消防賞じゆつ金条例の一部改正の件唄市消防賞じゆつ金条例の一部改正の件、、、、議議議議

案第案第案第案第 26262626 号美唄市火災予防条例の一部改正の号美唄市火災予防条例の一部改正の号美唄市火災予防条例の一部改正の号美唄市火災予防条例の一部改正の

件件件件及び及び及び及び議案第議案第議案第議案第 27272727 号美唄市消防手数料徴収条号美唄市消防手数料徴収条号美唄市消防手数料徴収条号美唄市消防手数料徴収条

例の一部改正の件例の一部改正の件例の一部改正の件例の一部改正の件の以上の以上の以上の以上 14141414 件について、総務件について、総務件について、総務件について、総務

委員会の審査の経過並びに結果を一括ご報告委員会の審査の経過並びに結果を一括ご報告委員会の審査の経過並びに結果を一括ご報告委員会の審査の経過並びに結果を一括ご報告

申し上げます。申し上げます。申し上げます。申し上げます。    
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    経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月 12121212 日に委員会を日に委員会を日に委員会を日に委員会を

招集して審査いたしました。招集して審査いたしました。招集して審査いたしました。招集して審査いたしました。    

    各議案審査各議案審査各議案審査各議案審査における質疑答弁の主なものをにおける質疑答弁の主なものをにおける質疑答弁の主なものをにおける質疑答弁の主なものを

申し上げます。申し上げます。申し上げます。申し上げます。    

    初めに、議案第初めに、議案第初めに、議案第初めに、議案第 14141414 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

地方自治法の一部を改正する法律が地方自治法の一部を改正する法律が地方自治法の一部を改正する法律が地方自治法の一部を改正する法律が施行施行施行施行、原、原、原、原

則として則として則として則として 19191919 年の４月１日と、年の４月１日と、年の４月１日と、年の４月１日と、「「「「原則原則原則原則」」」」というというというという

表現をされたが、原則でないものもあるの表現をされたが、原則でないものもあるの表現をされたが、原則でないものもあるの表現をされたが、原則でないものもあるのか。か。か。か。

また、これは助役から副市長と名前が変わっまた、これは助役から副市長と名前が変わっまた、これは助役から副市長と名前が変わっまた、これは助役から副市長と名前が変わっ

たということで中身は変わらないのか。なぜたということで中身は変わらないのか。なぜたということで中身は変わらないのか。なぜたということで中身は変わらないのか。なぜ

副市長となったのか副市長となったのか副市長となったのか副市長となったのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    原則という言葉の意味合いは監査員の規定原則という言葉の意味合いは監査員の規定原則という言葉の意味合いは監査員の規定原則という言葉の意味合いは監査員の規定

についてはについてはについてはについては「公布「公布「公布「公布の日の日の日の日」」」」からということになからということになからということになからということにな

っているため、っているため、っているため、っているため、「「「「副市長副市長副市長副市長」」」」となった経過についとなった経過についとなった経過についとなった経過につい

ては平成ては平成ては平成ては平成 18181818 年６月７日地方自治法の一部改年６月７日地方自治法の一部改年６月７日地方自治法の一部改年６月７日地方自治法の一部改

正する法律が公布され、原則として正する法律が公布され、原則として正する法律が公布され、原則として正する法律が公布され、原則として 19191919 年４月年４月年４月年４月

１日から施行されることとなったもの。１日から施行されることとなったもの。１日から施行されることとなったもの。１日から施行されることとなったもの。    

    とりわけ助役制度、収入役制度、とりわけ助役制度、収入役制度、とりわけ助役制度、収入役制度、とりわけ助役制度、収入役制度、吏員制度吏員制度吏員制度吏員制度

に関する改正についてはすべての地方自治体に関する改正についてはすべての地方自治体に関する改正についてはすべての地方自治体に関する改正についてはすべての地方自治体

に対しトップマネジメント体制の見直しを求に対しトップマネジメント体制の見直しを求に対しトップマネジメント体制の見直しを求に対しトップマネジメント体制の見直しを求

める内容となっている。このこめる内容となっている。このこめる内容となっている。このこめる内容となっている。このことから地方自とから地方自とから地方自とから地方自

治制度の弾力化ということで治制度の弾力化ということで治制度の弾力化ということで治制度の弾力化ということで、、、、特にトップマ特にトップマ特にトップマ特にトップマ

ネジメントを強化するという観点から、そうネジメントを強化するという観点から、そうネジメントを強化するという観点から、そうネジメントを強化するという観点から、そう

いう趣旨をもって助役から副市長に名称が変いう趣旨をもって助役から副市長に名称が変いう趣旨をもって助役から副市長に名称が変いう趣旨をもって助役から副市長に名称が変

わったものと理解しているわったものと理解しているわったものと理解しているわったものと理解している、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    監査委員については公布の日から施行、こ監査委員については公布の日から施行、こ監査委員については公布の日から施行、こ監査委員については公布の日から施行、こ

れは内容が変わらないから正しくは早めの段れは内容が変わらないから正しくは早めの段れは内容が変わらないから正しくは早めの段れは内容が変わらないから正しくは早めの段

階で手直しをしなければならないものだった階で手直しをしなければならないものだった階で手直しをしなければならないものだった階で手直しをしなければならないものだった

ののののかかかか、美唄市として条例を手直しする時期が、美唄市として条例を手直しする時期が、美唄市として条例を手直しする時期が、美唄市として条例を手直しする時期が

これでよかったのかこれでよかったのかこれでよかったのかこれでよかったのか。。。。また、トップマネジメまた、トップマネジメまた、トップマネジメまた、トップマネジメ

ント体制について具体的なものはどのようなント体制について具体的なものはどのようなント体制について具体的なものはどのようなント体制について具体的なものはどのような

ものが予測されるのかものが予測されるのかものが予測されるのかものが予測されるのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    本来であれば直近の議会で提案しなければ本来であれば直近の議会で提案しなければ本来であれば直近の議会で提案しなければ本来であれば直近の議会で提案しなければ

ならなかったが、監査委ならなかったが、監査委ならなかったが、監査委ならなかったが、監査委員の条例については員の条例については員の条例については員の条例については

現状で問題はないということで今回一括して現状で問題はないということで今回一括して現状で問題はないということで今回一括して現状で問題はないということで今回一括して

提案するも。副市長については副市長の職務提案するも。副市長については副市長の職務提案するも。副市長については副市長の職務提案するも。副市長については副市長の職務

として長の命を受けとして長の命を受けとして長の命を受けとして長の命を受け政策、政策、政策、政策、企画を企画を企画を企画を司司司司ること。ること。ること。ること。

並びに並びに並びに並びに長の権限の一部について委任を受け、長の権限の一部について委任を受け、長の権限の一部について委任を受け、長の権限の一部について委任を受け、

その事務を執行することとする規定が今回改その事務を執行することとする規定が今回改その事務を執行することとする規定が今回改その事務を執行することとする規定が今回改

正となっている。正となっている。正となっている。正となっている。    

    従来助役は長の補佐役として原則従来助役は長の補佐役として原則従来助役は長の補佐役として原則従来助役は長の補佐役として原則１人置１人置１人置１人置くくくく

こととされていたが、市町村における自立性こととされていたが、市町村における自立性こととされていたが、市町村における自立性こととされていたが、市町村における自立性

の観点から、長のトップマネジメント体制はの観点から、長のトップマネジメント体制はの観点から、長のトップマネジメント体制はの観点から、長のトップマネジメント体制は

市町村の実情にあわせてみずから構築するこ市町村の実情にあわせてみずから構築するこ市町村の実情にあわせてみずから構築するこ市町村の実情にあわせてみずから構築するこ

とが望ましいものであるため、改正がなされとが望ましいものであるため、改正がなされとが望ましいものであるため、改正がなされとが望ましいものであるため、改正がなされ

たものたものたものたもの。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 15151515 について質疑はありませんについて質疑はありませんについて質疑はありませんについて質疑はありません

でした。でした。でした。でした。    

    次次次次に、議案第に、議案第に、議案第に、議案第 16161616 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

期末手当の扱いについては、普通会計期末手当の扱いについては、普通会計期末手当の扱いについては、普通会計期末手当の扱いについては、普通会計 31313131 億円億円億円億円

余りの人件費をどうしていくかということの余りの人件費をどうしていくかということの余りの人件費をどうしていくかということの余りの人件費をどうしていくかということの

一部として捉えた場合、自立推進計画では平一部として捉えた場合、自立推進計画では平一部として捉えた場合、自立推進計画では平一部として捉えた場合、自立推進計画では平

成成成成 22222222 年までに３億円落とそうとする計画が年までに３億円落とそうとする計画が年までに３億円落とそうとする計画が年までに３億円落とそうとする計画が

総体の人件費をどうしていくのかという見通総体の人件費をどうしていくのかという見通総体の人件費をどうしていくのかという見通総体の人件費をどうしていくのかという見通

しを持ったものでなければならない。どのよしを持ったものでなければならない。どのよしを持ったものでなければならない。どのよしを持ったものでなければならない。どのよ

うにうにうにうに押え押え押え押えられて、今後どのようにされていくられて、今後どのようにされていくられて、今後どのようにされていくられて、今後どのようにされていく

のか。実際問題として特別職全体に影響してのか。実際問題として特別職全体に影響してのか。実際問題として特別職全体に影響してのか。実際問題として特別職全体に影響して

くるものなのかくるものなのかくるものなのかくるものなのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    一般職については地方公務員法に基づいて一般職については地方公務員法に基づいて一般職については地方公務員法に基づいて一般職については地方公務員法に基づいて

情勢の適情勢の適情勢の適情勢の適用用用用の原則、国の人事院勧告等に基づの原則、国の人事院勧告等に基づの原則、国の人事院勧告等に基づの原則、国の人事院勧告等に基づ

いて必要に応じて見直しをするという考えいて必要に応じて見直しをするという考えいて必要に応じて見直しをするという考えいて必要に応じて見直しをするという考え方、方、方、方、

特別職の報酬については報酬審議会等もあり、特別職の報酬については報酬審議会等もあり、特別職の報酬については報酬審議会等もあり、特別職の報酬については報酬審議会等もあり、

市長市長市長市長自自自自らということもあるし、一般職と特別らということもあるし、一般職と特別らということもあるし、一般職と特別らということもあるし、一般職と特別

職の報酬職の報酬職の報酬職の報酬審審審審は関連はあるものの、対応しないは関連はあるものの、対応しないは関連はあるものの、対応しないは関連はあるものの、対応しない

という考え方。という考え方。という考え方。という考え方。    

    説明者責任という観点から、月額の基本給説明者責任という観点から、月額の基本給説明者責任という観点から、月額の基本給説明者責任という観点から、月額の基本給

なり、報酬が括弧付きでなくて基本的に明確なり、報酬が括弧付きでなくて基本的に明確なり、報酬が括弧付きでなくて基本的に明確なり、報酬が括弧付きでなくて基本的に明確

にすべきであるという趣旨から、基本給の月にすべきであるという趣旨から、基本給の月にすべきであるという趣旨から、基本給の月にすべきであるという趣旨から、基本給の月
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額給与の改正、特別職の報酬も括弧付きで改額給与の改正、特別職の報酬も括弧付きで改額給与の改正、特別職の報酬も括弧付きで改額給与の改正、特別職の報酬も括弧付きで改

正すべきでないということから必要な改正を正すべきでないということから必要な改正を正すべきでないということから必要な改正を正すべきでないということから必要な改正を

行ったもの。基本給、月額報酬を変えること行ったもの。基本給、月額報酬を変えること行ったもの。基本給、月額報酬を変えること行ったもの。基本給、月額報酬を変えること

によって、退職金に影響するということも含によって、退職金に影響するということも含によって、退職金に影響するということも含によって、退職金に影響するということも含

めてそういう前提で市民にわかりやすくといめてそういう前提で市民にわかりやすくといめてそういう前提で市民にわかりやすくといめてそういう前提で市民にわかりやすくとい

うことでやってきたうことでやってきたうことでやってきたうことでやってきた。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 17171717 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

全会計で３億全会計で３億全会計で３億全会計で３億 5,0005,0005,0005,000 万円超の影響ということ万円超の影響ということ万円超の影響ということ万円超の影響ということ

が出ている。今回の削減というものは１つはが出ている。今回の削減というものは１つはが出ている。今回の削減というものは１つはが出ている。今回の削減というものは１つは

国の制度改正、１つは独自要素とい国の制度改正、１つは独自要素とい国の制度改正、１つは独自要素とい国の制度改正、１つは独自要素といううううことことことことだだだだ

がががが、、、、給与改定に伴う部分の影響というのは、給与改定に伴う部分の影響というのは、給与改定に伴う部分の影響というのは、給与改定に伴う部分の影響というのは、

国は激減緩和の措置というものを設けている国は激減緩和の措置というものを設けている国は激減緩和の措置というものを設けている国は激減緩和の措置というものを設けている

が、国にが、国にが、国にが、国に準じ準じ準じ準じた給与改定を行えば、会計別のた給与改定を行えば、会計別のた給与改定を行えば、会計別のた給与改定を行えば、会計別の

影響額は影響額は影響額は影響額は幾ら幾ら幾ら幾らになるのか。３億になるのか。３億になるのか。３億になるのか。３億 5,0005,0005,0005,000 万円か万円か万円か万円か

らの大幅な減額というものが過去にあったのらの大幅な減額というものが過去にあったのらの大幅な減額というものが過去にあったのらの大幅な減額というものが過去にあったの

かかかか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    国においては国においては国においては国においては 18181818 年度から今回の給年度から今回の給年度から今回の給年度から今回の給料料料料表の表の表の表の

改訂になっており、改訂になっており、改訂になっており、改訂になっており、17171717 年年年年末時点での給与を現末時点での給与を現末時点での給与を現末時点での給与を現

給保障するということで進めているが、市に給保障するということで進めているが、市に給保障するということで進めているが、市に給保障するということで進めているが、市に

おいては厳しい財おいては厳しい財おいては厳しい財おいては厳しい財政状況から現給保障できな政状況から現給保障できな政状況から現給保障できな政状況から現給保障できな

いということで、今回の給与改いということで、今回の給与改いということで、今回の給与改いということで、今回の給与改定定定定になっていになっていになっていになってい

る部分で進めていきたいと考えている。給与る部分で進めていきたいと考えている。給与る部分で進めていきたいと考えている。給与る部分で進めていきたいと考えている。給与

保障した場合は削減効果というものは出ない。保障した場合は削減効果というものは出ない。保障した場合は削減効果というものは出ない。保障した場合は削減効果というものは出ない。

過去における独自削減の状況については、昨過去における独自削減の状況については、昨過去における独自削減の状況については、昨過去における独自削減の状況については、昨

年においては期末手当、管理職においては一年においては期末手当、管理職においては一年においては期末手当、管理職においては一年においては期末手当、管理職においては一

カ月削減、それ以外の職員についてはカ月削減、それ以外の職員についてはカ月削減、それ以外の職員についてはカ月削減、それ以外の職員については 0.80.80.80.8 カカカカ

月の削減、それ以前においては２年間続けて月の削減、それ以前においては２年間続けて月の削減、それ以前においては２年間続けて月の削減、それ以前においては２年間続けて

15151515 年年年年、、、、16161616 年給与月額１％から３％の改定、期年給与月額１％から３％の改定、期年給与月額１％から３％の改定、期年給与月額１％から３％の改定、期

末手当末手当末手当末手当 0.450.450.450.45 カ月分の削減で全会計で１億円カ月分の削減で全会計で１億円カ月分の削減で全会計で１億円カ月分の削減で全会計で１億円

程度の削減となっている。４年連続での独自程度の削減となっている。４年連続での独自程度の削減となっている。４年連続での独自程度の削減となっている。４年連続での独自

削減となる削減となる削減となる削減となる、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    一時金の削減は来年も続くのか。こ一時金の削減は来年も続くのか。こ一時金の削減は来年も続くのか。こ一時金の削減は来年も続くのか。ことしのとしのとしのとしの

予算を考えても予算を考えても予算を考えても予算を考えても交付税が大幅に落ち込んだわ交付税が大幅に落ち込んだわ交付税が大幅に落ち込んだわ交付税が大幅に落ち込んだわ

けではない。今回けではない。今回けではない。今回けではない。今回減減減減ずずずずる部分は降ってる部分は降ってる部分は降ってる部分は降ってわわわわいたいたいたいた

ような災害だ。だからこれは戻すという基本ような災害だ。だからこれは戻すという基本ような災害だ。だからこれは戻すという基本ような災害だ。だからこれは戻すという基本

でででですすすすむと思うむと思うむと思うむと思うががががどう考えているのかどう考えているのかどう考えているのかどう考えているのか、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    国国国国公公公公にににに準拠準拠準拠準拠することすることすることすることをををを基本としながら、地基本としながら、地基本としながら、地基本としながら、地

域住民の理解を得ながら進めていきたい。病域住民の理解を得ながら進めていきたい。病域住民の理解を得ながら進めていきたい。病域住民の理解を得ながら進めていきたい。病

院問題という大きな問題院問題という大きな問題院問題という大きな問題院問題という大きな問題はははは抱えている。財政抱えている。財政抱えている。財政抱えている。財政

状況については過去の蓄積で市民サービスの状況については過去の蓄積で市民サービスの状況については過去の蓄積で市民サービスの状況については過去の蓄積で市民サービスの

低下を招かない一定のサービスの確保を図っ低下を招かない一定のサービスの確保を図っ低下を招かない一定のサービスの確保を図っ低下を招かない一定のサービスの確保を図っ

てきた。限られた財源の中でやってきた長いてきた。限られた財源の中でやってきた長いてきた。限られた財源の中でやってきた長いてきた。限られた財源の中でやってきた長い

歴史の中で、厳しい財政状況に陥っていると歴史の中で、厳しい財政状況に陥っていると歴史の中で、厳しい財政状況に陥っていると歴史の中で、厳しい財政状況に陥っていると

認識している。認識している。認識している。認識している。    

    いまの時点で是正する、いまの時点で是正する、いまの時点で是正する、いまの時点で是正する、確約確約確約確約するというこするというこするというこするというこ

とは非常に難しいのとは非常に難しいのとは非常に難しいのとは非常に難しいのではないかと考えている。ではないかと考えている。ではないかと考えている。ではないかと考えている。

大きな問題大きな問題大きな問題大きな問題はははは抱えているけれども、そういう抱えているけれども、そういう抱えているけれども、そういう抱えているけれども、そういう

方向に向かって努力はしていきたい方向に向かって努力はしていきたい方向に向かって努力はしていきたい方向に向かって努力はしていきたい、、、、との答との答との答との答

弁。弁。弁。弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 18181818 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

存続した勤務手当ての中には存続した勤務手当ての中には存続した勤務手当ての中には存続した勤務手当ての中には待機性待機性待機性待機性のあるのあるのあるのある救救救救

急急急急手当は類似する業務がある。手当は類似する業務がある。手当は類似する業務がある。手当は類似する業務がある。ここここの業務につの業務につの業務につの業務につ

いては直ちにそれをいては直ちにそれをいては直ちにそれをいては直ちにそれを適用適用適用適用すべきだ。実態を把すべきだ。実態を把すべきだ。実態を把すべきだ。実態を把

握して職員間の格差がないように対象と握して職員間の格差がないように対象と握して職員間の格差がないように対象と握して職員間の格差がないように対象とすべすべすべすべ

きものは対象とする、そうすべきと思うがきものは対象とする、そうすべきと思うがきものは対象とする、そうすべきと思うがきものは対象とする、そうすべきと思うが、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    今回提案した以外のものは今回提案した以外のものは今回提案した以外のものは今回提案した以外のものは、、、、今後とも労使今後とも労使今後とも労使今後とも労使

間の継続協議ということになっている。指摘間の継続協議ということになっている。指摘間の継続協議ということになっている。指摘間の継続協議ということになっている。指摘

の部分は看護師の待機のことと思うが、そうの部分は看護師の待機のことと思うが、そうの部分は看護師の待機のことと思うが、そうの部分は看護師の待機のことと思うが、そう

いった問題含めていま病いった問題含めていま病いった問題含めていま病いった問題含めていま病院問題が統合という院問題が統合という院問題が統合という院問題が統合という

形でさまざまな制度等の改変が予定されてい形でさまざまな制度等の改変が予定されてい形でさまざまな制度等の改変が予定されてい形でさまざまな制度等の改変が予定されてい

る。そういった中で早急に勤務実態を踏まえる。そういった中で早急に勤務実態を踏まえる。そういった中で早急に勤務実態を踏まえる。そういった中で早急に勤務実態を踏まえ

ながら適切に対応したいながら適切に対応したいながら適切に対応したいながら適切に対応したい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    車両車両車両車両整備整備整備整備業務手当てについて業務手当てについて業務手当てについて業務手当てについて、、、、との質疑にとの質疑にとの質疑にとの質疑に

対し、対し、対し、対し、    

    車両整備については臨時職員で対応してい車両整備については臨時職員で対応してい車両整備については臨時職員で対応してい車両整備については臨時職員で対応してい

る。新年度から車両整備を行うる。新年度から車両整備を行うる。新年度から車両整備を行うる。新年度から車両整備を行う職員について職員について職員について職員について



- 221 - 

は、嘱託職員を募集している。新年度においは、嘱託職員を募集している。新年度においは、嘱託職員を募集している。新年度においは、嘱託職員を募集している。新年度におい

ては、車両ては、車両ては、車両ては、車両整備業務本来の業務ということで整備業務本来の業務ということで整備業務本来の業務ということで整備業務本来の業務ということで

見合った給料の設定ということで考えており、見合った給料の設定ということで考えており、見合った給料の設定ということで考えており、見合った給料の設定ということで考えており、

今後車両整備業務手当を支給する考えはない今後車両整備業務手当を支給する考えはない今後車両整備業務手当を支給する考えはない今後車両整備業務手当を支給する考えはない、、、、

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 19191919 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

助役が業務の助役が業務の助役が業務の助役が業務の兼掌兼掌兼掌兼掌をやっていたが、をやっていたが、をやっていたが、をやっていたが、４月以降４月以降４月以降４月以降

どんなふうになるのか。どんな立場の方が会どんなふうになるのか。どんな立場の方が会どんなふうになるのか。どんな立場の方が会どんなふうになるのか。どんな立場の方が会

計管理者となるのか。計管理者となるのか。計管理者となるのか。計管理者となるのか。元々元々元々元々収入役がいたころ収入役がいたころ収入役がいたころ収入役がいたころ

はそれなりの身分保障、特別職という扱い、はそれなりの身分保障、特別職という扱い、はそれなりの身分保障、特別職という扱い、はそれなりの身分保障、特別職という扱い、

どんな認識でどう対応されようとしているのどんな認識でどう対応されようとしているのどんな認識でどう対応されようとしているのどんな認識でどう対応されようとしているの

かかかか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    会計管理者ということで一般行政職から会計管理者ということで一般行政職から会計管理者ということで一般行政職から会計管理者ということで一般行政職から置置置置

くという法律改正、各市とも一般行政職からくという法律改正、各市とも一般行政職からくという法律改正、各市とも一般行政職からくという法律改正、各市とも一般行政職から

もってくるというところもあるし、特別職待もってくるというところもあるし、特別職待もってくるというところもあるし、特別職待もってくるというところもあるし、特別職待

遇でもってくるところもある。本市の場合は遇でもってくるところもある。本市の場合は遇でもってくるところもある。本市の場合は遇でもってくるところもある。本市の場合は

現在会計課長がいて、補佐がいてという縦ラ現在会計課長がいて、補佐がいてという縦ラ現在会計課長がいて、補佐がいてという縦ラ現在会計課長がいて、補佐がいてという縦ラ

インをもっているが、会計管理者がインをもっているが、会計管理者がインをもっているが、会計管理者がインをもっているが、会計管理者が会計課長会計課長会計課長会計課長

で取り扱いをするというところもある。内部で取り扱いをするというところもある。内部で取り扱いをするというところもある。内部で取り扱いをするというところもある。内部

では課長レベルで行っていくのか、次長レベでは課長レベルで行っていくのか、次長レベでは課長レベルで行っていくのか、次長レベでは課長レベルで行っていくのか、次長レベ

ルルルルにもっていくのか、取り扱いが兼務かといにもっていくのか、取り扱いが兼務かといにもっていくのか、取り扱いが兼務かといにもっていくのか、取り扱いが兼務かとい

うことでうことでうことでうことで、、、、あとは身分的にどうもって行くのあとは身分的にどうもって行くのあとは身分的にどうもって行くのあとは身分的にどうもって行くの

かかかか、、、、現段階では検討中である現段階では検討中である現段階では検討中である現段階では検討中である、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 20202020 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

火葬場の整備資金ということで、目的が達せ火葬場の整備資金ということで、目的が達せ火葬場の整備資金ということで、目的が達せ火葬場の整備資金ということで、目的が達せ

られたということだが、今日までこの基金がられたということだが、今日までこの基金がられたということだが、今日までこの基金がられたということだが、今日までこの基金が

引き続き積み立てられてきたという理由はど引き続き積み立てられてきたという理由はど引き続き積み立てられてきたという理由はど引き続き積み立てられてきたという理由はど

ういうことだったのかういうことだったのかういうことだったのかういうことだったのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    公共施設整備基金という名称で公共施設整備基金という名称で公共施設整備基金という名称で公共施設整備基金という名称で、、、、第１条の第１条の第１条の第１条の

設置目的設置目的設置目的設置目的、、、、美唄市火葬場ということで使途を美唄市火葬場ということで使途を美唄市火葬場ということで使途を美唄市火葬場ということで使途を

限定した基金限定した基金限定した基金限定した基金。。。。議会議論を踏まえて設置をし議会議論を踏まえて設置をし議会議論を踏まえて設置をし議会議論を踏まえて設置をし

てきた。平成てきた。平成てきた。平成てきた。平成 14141414 年度に整備事業が終了してい年度に整備事業が終了してい年度に整備事業が終了してい年度に整備事業が終了してい

るのでるのでるのでるので、、、、15151515 年度直ちに基金の廃年度直ちに基金の廃年度直ちに基金の廃年度直ちに基金の廃止をしなけれ止をしなけれ止をしなけれ止をしなけれ

ばならないということであったが、その後こばならないということであったが、その後こばならないということであったが、その後こばならないということであったが、その後こ

の基金を火葬場という括弧書きを取って残すの基金を火葬場という括弧書きを取って残すの基金を火葬場という括弧書きを取って残すの基金を火葬場という括弧書きを取って残す

べきなのか、廃止すべきなのかということでべきなのか、廃止すべきなのかということでべきなのか、廃止すべきなのかということでべきなのか、廃止すべきなのかということで

時間はかかったが、今回他の基金とあわせて時間はかかったが、今回他の基金とあわせて時間はかかったが、今回他の基金とあわせて時間はかかったが、今回他の基金とあわせて

廃止するとの結論に至ったもの廃止するとの結論に至ったもの廃止するとの結論に至ったもの廃止するとの結論に至ったもの。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    これからの公の施設の維持これからの公の施設の維持これからの公の施設の維持これからの公の施設の維持補修補修補修補修をどのようをどのようをどのようをどのよう

にしていくのかということはにしていくのかということはにしていくのかということはにしていくのかということは、、、、課題として引課題として引課題として引課題として引

き続き残る。今後の建物の維持・補修にどうき続き残る。今後の建物の維持・補修にどうき続き残る。今後の建物の維持・補修にどうき続き残る。今後の建物の維持・補修にどう

いう考えでいう考えでいう考えでいう考えで臨臨臨臨むのかむのかむのかむのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    交流拠点施設の基金あるいはアルテピアッ交流拠点施設の基金あるいはアルテピアッ交流拠点施設の基金あるいはアルテピアッ交流拠点施設の基金あるいはアルテピアッ

ツァ整備基金等の特定の基金等もあるが、今ツァ整備基金等の特定の基金等もあるが、今ツァ整備基金等の特定の基金等もあるが、今ツァ整備基金等の特定の基金等もあるが、今

後その他の施設の適切な維持後その他の施設の適切な維持後その他の施設の適切な維持後その他の施設の適切な維持管理管理管理管理にににに、、、、これかこれかこれかこれか

ら基金をつくるかどうら基金をつくるかどうら基金をつくるかどうら基金をつくるかどうかもあるが、交付税かもあるが、交付税かもあるが、交付税かもあるが、交付税算算算算

入のある有利な起債等もあるので入のある有利な起債等もあるので入のある有利な起債等もあるので入のある有利な起債等もあるので、、、、そのいうそのいうそのいうそのいう

ものものものものもももも含めて含めて含めて含めて、、、、一定程度の施設の整備、維持一定程度の施設の整備、維持一定程度の施設の整備、維持一定程度の施設の整備、維持

補修補修補修補修費費費費を適正に確保していきたいを適正に確保していきたいを適正に確保していきたいを適正に確保していきたい、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 21212121 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

貸付金の名目として４億貸付金の名目として４億貸付金の名目として４億貸付金の名目として４億 7,0007,0007,0007,000 万円、万円、万円、万円、17171717 年度年度年度年度

末にあるが末にあるが末にあるが末にあるが、、、、これは一般会計がこれは一般会計がこれは一般会計がこれは一般会計が先行取得先行取得先行取得先行取得のたのたのたのた

めにその資金を土地開発基金から借りるといめにその資金を土地開発基金から借りるといめにその資金を土地開発基金から借りるといめにその資金を土地開発基金から借りるとい

う理屈で借りている。現在現金なり土地で持う理屈で借りている。現在現金なり土地で持う理屈で借りている。現在現金なり土地で持う理屈で借りている。現在現金なり土地で持

っている貸付にっている貸付にっている貸付にっている貸付に関関関関わってわってわってわって、、、、土地の取得という土地の取得という土地の取得という土地の取得という

のはすべて行政財産のはすべて行政財産のはすべて行政財産のはすべて行政財産。。。。名目は名目は名目は名目は先行取得先行取得先行取得先行取得のためのためのためのため

に借りているということだが、それぞれ行政に借りているということだが、それぞれ行政に借りているということだが、それぞれ行政に借りているということだが、それぞれ行政

財産に財産に財産に財産におきかおきかおきかおきかえて管理しているということなえて管理しているということなえて管理しているということなえて管理しているということな

のかのかのかのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    貸付金４億貸付金４億貸付金４億貸付金４億 7,0007,0007,0007,000 万円、過去に一般会計で万円、過去に一般会計で万円、過去に一般会計で万円、過去に一般会計で

借り入れを借り入れを借り入れを借り入れをおおおおこしている。その年こしている。その年こしている。その年こしている。その年その年その年その年その年毎に毎に毎に毎に

借り入れをしているが、主に債務負担などで借り入れをしているが、主に債務負担などで借り入れをしているが、主に債務負担などで借り入れをしているが、主に債務負担などで

年次年次年次年次償還償還償還償還をしているそういう財源などに借りをしているそういう財源などに借りをしているそういう財源などに借りをしているそういう財源などに借り

入れる目的で入れる目的で入れる目的で入れる目的で、、、、最終的に予算の段階で当初予最終的に予算の段階で当初予最終的に予算の段階で当初予最終的に予算の段階で当初予

算措置をしている算措置をしている算措置をしている算措置をしている、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    今後今後今後今後のののの先行取得というものはあり先行取得というものはあり先行取得というものはあり先行取得というものはあり得得得得るとるとるとると思思思思

う。う。う。う。いくいくいくいくららららこういう状況でも、その場合はどこういう状況でも、その場合はどこういう状況でも、その場合はどこういう状況でも、その場合はど

う対応するのかう対応するのかう対応するのかう対応するのか、と、と、と、との質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    
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    今後の公共用地の今後の公共用地の今後の公共用地の今後の公共用地の先行先行先行先行取得用地の取得用地の取得用地の取得用地の先行先行先行先行取得取得取得取得

等、これまで活用してきた経過がある。今後等、これまで活用してきた経過がある。今後等、これまで活用してきた経過がある。今後等、これまで活用してきた経過がある。今後

先行先行先行先行用地取得は用地取得は用地取得は用地取得は整備整備整備整備が進んだという意味合いが進んだという意味合いが進んだという意味合いが進んだという意味合い

で、将来的には減ってで、将来的には減ってで、将来的には減ってで、将来的には減ってくるだろうと考えていくるだろうと考えていくるだろうと考えていくるだろうと考えてい

る。もし必要な場合は土地開発公社で対応しる。もし必要な場合は土地開発公社で対応しる。もし必要な場合は土地開発公社で対応しる。もし必要な場合は土地開発公社で対応し

ていきたいていきたいていきたいていきたい。。。。の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 22222222 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

目的の趣旨に目的の趣旨に目的の趣旨に目的の趣旨に添添添添った寄付ということった寄付ということった寄付ということった寄付ということなのなのなのなのか、か、か、か、

それらはどれぐらいあるのか、文化基金へ積それらはどれぐらいあるのか、文化基金へ積それらはどれぐらいあるのか、文化基金へ積それらはどれぐらいあるのか、文化基金へ積

み替えるということで寄付者の寄付の目的なみ替えるということで寄付者の寄付の目的なみ替えるということで寄付者の寄付の目的なみ替えるということで寄付者の寄付の目的な

り、り、り、り、浄財浄財浄財浄財の矛盾はこないのかの矛盾はこないのかの矛盾はこないのかの矛盾はこないのか、、、、との質疑に対との質疑に対との質疑に対との質疑に対

し、し、し、し、    

    平成２年度の活用事業で払い出した以降、平成２年度の活用事業で払い出した以降、平成２年度の活用事業で払い出した以降、平成２年度の活用事業で払い出した以降、

合計で利息を加え合計で利息を加え合計で利息を加え合計で利息を加え32323232万万万万7,0007,0007,0007,000円程度の現在高円程度の現在高円程度の現在高円程度の現在高

となっている。寄付の趣旨については地域のとなっている。寄付の趣旨については地域のとなっている。寄付の趣旨については地域のとなっている。寄付の趣旨については地域の

活性化、地域振興ということでいただいてい活性化、地域振興ということでいただいてい活性化、地域振興ということでいただいてい活性化、地域振興ということでいただいてい

たもの。今回条例を廃止することによってふたもの。今回条例を廃止することによってふたもの。今回条例を廃止することによってふたもの。今回条例を廃止することによってふ

るさと創生基金のるさと創生基金のるさと創生基金のるさと創生基金の目的として積み立て目的として積み立て目的として積み立て目的として積み立ててててていたいたいたいた

寄付については人材育成、地域文化振興に寄付については人材育成、地域文化振興に寄付については人材育成、地域文化振興に寄付については人材育成、地域文化振興に充充充充

てていたところもあるので、その趣旨に損なてていたところもあるので、その趣旨に損なてていたところもあるので、その趣旨に損なてていたところもあるので、その趣旨に損な

わないわないわないわないように類似した基金への積み替えといように類似した基金への積み替えといように類似した基金への積み替えといように類似した基金への積み替えとい

うことで、文化基金へと積み替えするものでうことで、文化基金へと積み替えするものでうことで、文化基金へと積み替えするものでうことで、文化基金へと積み替えするもので

ありますありますありますあります。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    主旨が損なわれないというのが前提だと思主旨が損なわれないというのが前提だと思主旨が損なわれないというのが前提だと思主旨が損なわれないというのが前提だと思

うが、寄付者に対しては扱いについてしっかうが、寄付者に対しては扱いについてしっかうが、寄付者に対しては扱いについてしっかうが、寄付者に対しては扱いについてしっか

り伝えてフォローをしっかりしてほしいり伝えてフォローをしっかりしてほしいり伝えてフォローをしっかりしてほしいり伝えてフォローをしっかりしてほしい、と、と、と、と

の質疑に対しの質疑に対しの質疑に対しの質疑に対し、、、、    

    寄付者に対して十分説明をして寄付者に対して十分説明をして寄付者に対して十分説明をして寄付者に対して十分説明をして趣趣趣趣旨の目的旨の目的旨の目的旨の目的

にににに違わない違わない違わない違わないような活動にしていきたいような活動にしていきたいような活動にしていきたいような活動にしていきたい、、、、とのとのとのとの

答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 23232323 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

新たにできた体験工房は指定管理者で新たにできた体験工房は指定管理者で新たにできた体験工房は指定管理者で新たにできた体験工房は指定管理者で、、、、料金料金料金料金

収入で維持管理ができるように収入で維持管理ができるように収入で維持管理ができるように収入で維持管理ができるように押え押え押え押えているのているのているのているの

か、料金設定に当たっての根拠、考え方、料か、料金設定に当たっての根拠、考え方、料か、料金設定に当たっての根拠、考え方、料か、料金設定に当たっての根拠、考え方、料

金設定の基本的な考え方は金設定の基本的な考え方は金設定の基本的な考え方は金設定の基本的な考え方は、、、、との質疑に対しとの質疑に対しとの質疑に対しとの質疑に対し

て、て、て、て、    

    体験工房と併設した喫茶コーナーは体験工房と併設した喫茶コーナーは体験工房と併設した喫茶コーナーは体験工房と併設した喫茶コーナーは、アル、アル、アル、アル

テピアッツァ全体の付帯施設として、従前のテピアッツァ全体の付帯施設として、従前のテピアッツァ全体の付帯施設として、従前のテピアッツァ全体の付帯施設として、従前の

ＮＰＯ法人へ委託ＮＰＯ法人へ委託ＮＰＯ法人へ委託ＮＰＯ法人へ委託、、、、指定管理をしていただく指定管理をしていただく指定管理をしていただく指定管理をしていただく

ことことことことととととしている。基本的にはしている。基本的にはしている。基本的にはしている。基本的には工房工房工房工房の利用料はの利用料はの利用料はの利用料は

設定しているので、その収入と喫茶コーナー設定しているので、その収入と喫茶コーナー設定しているので、その収入と喫茶コーナー設定しているので、その収入と喫茶コーナー

での収入を合わせてでの収入を合わせてでの収入を合わせてでの収入を合わせて、、、、施設全体の維持管理を施設全体の維持管理を施設全体の維持管理を施設全体の維持管理を

行いたいと考えている行いたいと考えている行いたいと考えている行いたいと考えている、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    個人使用というのは入館料みたいな位置づ個人使用というのは入館料みたいな位置づ個人使用というのは入館料みたいな位置づ個人使用というのは入館料みたいな位置づ

けなのか。従来個人で行ったときは自由に見けなのか。従来個人で行ったときは自由に見けなのか。従来個人で行ったときは自由に見けなのか。従来個人で行ったときは自由に見

物できてお金がかからなかった。今物できてお金がかからなかった。今物できてお金がかからなかった。今物できてお金がかからなかった。今度できた度できた度できた度できた

体験工房は何らかの形でお金を払うというこ体験工房は何らかの形でお金を払うというこ体験工房は何らかの形でお金を払うというこ体験工房は何らかの形でお金を払うというこ

とになるのかとになるのかとになるのかとになるのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    体験工房は専用使用と個人使用に分けてい体験工房は専用使用と個人使用に分けてい体験工房は専用使用と個人使用に分けてい体験工房は専用使用と個人使用に分けてい

て、て、て、て、個人使用については個人使用については個人使用については個人使用については、、、、施設を見る限りに施設を見る限りに施設を見る限りに施設を見る限りに

おいてはいままでどおり無料おいてはいままでどおり無料おいてはいままでどおり無料おいてはいままでどおり無料、、、、工房の中に入工房の中に入工房の中に入工房の中に入

ってってってって創作活動をしたり創作活動をしたり創作活動をしたり創作活動をしたり、、、、個人で使用する場合個人で使用する場合個人で使用する場合個人で使用する場合

は１時間あたりの使用料は今回設定しているは１時間あたりの使用料は今回設定しているは１時間あたりの使用料は今回設定しているは１時間あたりの使用料は今回設定している、、、、

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 24242424 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

月額月額月額月額 1,0001,0001,0001,000 円でここ数年利用がないというこ円でここ数年利用がないというこ円でここ数年利用がないというこ円でここ数年利用がないというこ

とだったが、月額とだったが、月額とだったが、月額とだったが、月額 1,0001,0001,0001,000 円という金額だった円という金額だった円という金額だった円という金額だった

から利用がなかったのではないか。周知から利用がなかったのではないか。周知から利用がなかったのではないか。周知から利用がなかったのではないか。周知ははははしししし

ているのか。こういう制度があるということているのか。こういう制度があるということているのか。こういう制度があるということているのか。こういう制度があるということ

がわからがわからがわからがわからなかったのではないかなかったのではないかなかったのではないかなかったのではないか、、、、との質疑にとの質疑にとの質疑にとの質疑に

対し、対し、対し、対し、    

    月額月額月額月額1,0001,0001,0001,000円については昭和円については昭和円については昭和円については昭和27272727年制定当時年制定当時年制定当時年制定当時

から変わっていないという経過があり、周知から変わっていないという経過があり、周知から変わっていないという経過があり、周知から変わっていないという経過があり、周知

等については十分でない部分も事実としてあ等については十分でない部分も事実としてあ等については十分でない部分も事実としてあ等については十分でない部分も事実としてあ

ったのかもしれない。全道的に見ても極めてったのかもしれない。全道的に見ても極めてったのかもしれない。全道的に見ても極めてったのかもしれない。全道的に見ても極めて

少ない状況との答弁。少ない状況との答弁。少ない状況との答弁。少ない状況との答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 25252525 号について質疑はありませ号について質疑はありませ号について質疑はありませ号について質疑はありませ

んでした。んでした。んでした。んでした。    
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    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 26262626 号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。号について申し上げます。

設置免除に関する事項が規定されるというこ設置免除に関する事項が規定されるというこ設置免除に関する事項が規定されるというこ設置免除に関する事項が規定されるというこ

とだが、従来は免除規定がなかったものを免とだが、従来は免除規定がなかったものを免とだが、従来は免除規定がなかったものを免とだが、従来は免除規定がなかったものを免

除規定ができたということなのか除規定ができたということなのか除規定ができたということなのか除規定ができたということなのか、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑

に対し、に対し、に対し、に対し、    

    従来従来従来従来から免除規定はあった。通常用いられから免除規定はあった。通常用いられから免除規定はあった。通常用いられから免除規定はあった。通常用いられ

る消防設備にる消防設備にる消防設備にる消防設備に代代代代えてえてえてえて、新たに共同住宅用スプ、新たに共同住宅用スプ、新たに共同住宅用スプ、新たに共同住宅用スプ

リンクラー設備、共同住宅用自動火災報知設リンクラー設備、共同住宅用自動火災報知設リンクラー設備、共同住宅用自動火災報知設リンクラー設備、共同住宅用自動火災報知設

備及び備及び備及び備及び住戸住戸住戸住戸用自動火災報知設備を付けること用自動火災報知設備を付けること用自動火災報知設備を付けること用自動火災報知設備を付けること

によって免除となるによって免除となるによって免除となるによって免除となる、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    防災警報防災警報防災警報防災警報器器器器に関しては家主なのか店子なのに関しては家主なのか店子なのに関しては家主なのか店子なのに関しては家主なのか店子なの

かどちらでもいいようなことだったが、相談かどちらでもいいようなことだったが、相談かどちらでもいいようなことだったが、相談かどちらでもいいようなことだったが、相談

があった場合の行政指導をどうするのか。あがあった場合の行政指導をどうするのか。あがあった場合の行政指導をどうするのか。あがあった場合の行政指導をどうするのか。あ

いまいにしておくことによるトラブルが出ていまいにしておくことによるトラブルが出ていまいにしておくことによるトラブルが出ていまいにしておくことによるトラブルが出て

くる気がするくる気がするくる気がするくる気がする、、、、そういうことを指導すべきとそういうことを指導すべきとそういうことを指導すべきとそういうことを指導すべきと

思うが思うが思うが思うが、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    まだ４年間近くの猶予期間がある。アパーまだ４年間近くの猶予期間がある。アパーまだ４年間近くの猶予期間がある。アパーまだ４年間近くの猶予期間がある。アパー

ト等についても設置の指導はしているが、どト等についても設置の指導はしているが、どト等についても設置の指導はしているが、どト等についても設置の指導はしているが、ど

ちらという指導はまだしていないのが現状でちらという指導はまだしていないのが現状でちらという指導はまだしていないのが現状でちらという指導はまだしていないのが現状で

ある。所有者が設置するのは当然だある。所有者が設置するのは当然だある。所有者が設置するのは当然だある。所有者が設置するのは当然だと考えてと考えてと考えてと考えて

いるので、今後は所有者の方に防災警報いるので、今後は所有者の方に防災警報いるので、今後は所有者の方に防災警報いるので、今後は所有者の方に防災警報器器器器、、、、

住宅用火災警報器の設置について指導してい住宅用火災警報器の設置について指導してい住宅用火災警報器の設置について指導してい住宅用火災警報器の設置について指導してい

くくくく、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 27272727 号については号については号については号については、、、、質疑はあり質疑はあり質疑はあり質疑はあり

ませんでした。ませんでした。ませんでした。ませんでした。    

    結果といたしまして、議案第結果といたしまして、議案第結果といたしまして、議案第結果といたしまして、議案第 14141414 号ないし議号ないし議号ないし議号ないし議

案第案第案第案第 16161616 号号号号、議案第、議案第、議案第、議案第 19191919 号ないし号ないし号ないし号ないし 27272727 号以上号以上号以上号以上 12121212

件については、原案のとおり可決すべきもの件については、原案のとおり可決すべきもの件については、原案のとおり可決すべきもの件については、原案のとおり可決すべきもの

と決定いたしました。と決定いたしました。と決定いたしました。と決定いたしました。    

    また、議案第また、議案第また、議案第また、議案第 17171717 号及び議案第号及び議案第号及び議案第号及び議案第 18181818 号の以上号の以上号の以上号の以上

２件については異議がありましたので起立採２件については異議がありましたので起立採２件については異議がありましたので起立採２件については異議がありましたので起立採

決の結果、原案のとおり可決すべきものと決決の結果、原案のとおり可決すべきものと決決の結果、原案のとおり可決すべきものと決決の結果、原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。定いたしました。定いたしました。定いたしました。    

    本委員会の決定どおり、ご承認いただきま本委員会の決定どおり、ご承認いただきま本委員会の決定どおり、ご承認いただきま本委員会の決定どおり、ご承認いただきま

すようお願い申し上げますようお願い申し上げますようお願い申し上げますようお願い申し上げまして、報告を終わりして、報告を終わりして、報告を終わりして、報告を終わり

ます。ます。ます。ます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 28282828 号及び議号及び議号及び議号及び議

案第案第案第案第 29292929 号の以上２件について、矢部民生委員号の以上２件について、矢部民生委員号の以上２件について、矢部民生委員号の以上２件について、矢部民生委員

長。長。長。長。    

●民生委員●民生委員●民生委員●民生委員会委員長会委員長会委員長会委員長矢部正義議員（登壇）矢部正義議員（登壇）矢部正義議員（登壇）矢部正義議員（登壇）    たたたた

だいま議題となりました、だいま議題となりました、だいま議題となりました、だいま議題となりました、議案第議案第議案第議案第 28282828 号美唄市号美唄市号美唄市号美唄市

医療費助成条例の一部改正の件医療費助成条例の一部改正の件医療費助成条例の一部改正の件医療費助成条例の一部改正の件及び及び及び及び議案第議案第議案第議案第

29292929 号美唄市間口除雪事業条例の一部改正の号美唄市間口除雪事業条例の一部改正の号美唄市間口除雪事業条例の一部改正の号美唄市間口除雪事業条例の一部改正の

件件件件の以上２件について、民生員会の審査の経の以上２件について、民生員会の審査の経の以上２件について、民生員会の審査の経の以上２件について、民生員会の審査の経

過並びに結果をご報告申し上げます。過並びに結果をご報告申し上げます。過並びに結果をご報告申し上げます。過並びに結果をご報告申し上げます。    

    経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月 12121212 日委員会を招日委員会を招日委員会を招日委員会を招

集して審査をいたしました。集して審査をいたしました。集して審査をいたしました。集して審査をいたしました。    

    初めに、議案第初めに、議案第初めに、議案第初めに、議案第 28282828 号の審査における質疑答号の審査における質疑答号の審査における質疑答号の審査における質疑答

弁のうち、主なものを申し上げます。弁のうち、主なものを申し上げます。弁のうち、主なものを申し上げます。弁のうち、主なものを申し上げます。    

    これは特これは特これは特これは特別支援学校という文言整理で別支援学校という文言整理で別支援学校という文言整理で別支援学校という文言整理で、、、、ここここ

れによって今後予定される改正はいろんなもれによって今後予定される改正はいろんなもれによって今後予定される改正はいろんなもれによって今後予定される改正はいろんなも

のが出てくると思うが、順次そういったもののが出てくると思うが、順次そういったもののが出てくると思うが、順次そういったもののが出てくると思うが、順次そういったもの

を直すと考えているのかを直すと考えているのかを直すと考えているのかを直すと考えているのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    関係するものが出てきた場合、その関係するものが出てきた場合、その関係するものが出てきた場合、その関係するものが出てきた場合、その都度都度都度都度やややや

っていく考え方とっていく考え方とっていく考え方とっていく考え方と、、、、ある程度まとめてやる、ある程度まとめてやる、ある程度まとめてやる、ある程度まとめてやる、

どちらがいいか調べながら一括して検討してどちらがいいか調べながら一括して検討してどちらがいいか調べながら一括して検討してどちらがいいか調べながら一括して検討して

いきたいいきたいいきたいいきたい。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 29292929 号の審査における質疑答弁号の審査における質疑答弁号の審査における質疑答弁号の審査における質疑答弁

のうち、主なものを申し上げます。のうち、主なものを申し上げます。のうち、主なものを申し上げます。のうち、主なものを申し上げます。    

    初めに、新しい条例で４つに区分されるこ初めに、新しい条例で４つに区分されるこ初めに、新しい条例で４つに区分されるこ初めに、新しい条例で４つに区分されるこ

とになるが、それぞれの分野に入る世帯数はとになるが、それぞれの分野に入る世帯数はとになるが、それぞれの分野に入る世帯数はとになるが、それぞれの分野に入る世帯数は

どの程度かどの程度かどの程度かどの程度か、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    平成平成平成平成 19191919 年度の利用年度の利用年度の利用年度の利用世帯数の見込みは世帯数の見込みは世帯数の見込みは世帯数の見込みは 260260260260

世帯、このうち生活保護世帯は世帯、このうち生活保護世帯は世帯、このうち生活保護世帯は世帯、このうち生活保護世帯は 10101010 世帯、収入世帯、収入世帯、収入世帯、収入

80808080 万円以下の市民税非課税世帯は万円以下の市民税非課税世帯は万円以下の市民税非課税世帯は万円以下の市民税非課税世帯は 157157157157 世帯、世帯、世帯、世帯、

市民税非課税で収入が市民税非課税で収入が市民税非課税で収入が市民税非課税で収入が 80808080 万円以上の世帯は万円以上の世帯は万円以上の世帯は万円以上の世帯は

28282828 世帯。上記以外の世帯は世帯。上記以外の世帯は世帯。上記以外の世帯は世帯。上記以外の世帯は 65656565 世帯を見込ん世帯を見込ん世帯を見込ん世帯を見込ん

だところであるだところであるだところであるだところである。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    
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    次に、いままでの区分より１段階ふえるこ次に、いままでの区分より１段階ふえるこ次に、いままでの区分より１段階ふえるこ次に、いままでの区分より１段階ふえるこ

とで負担がふえてくることになると思うが、とで負担がふえてくることになると思うが、とで負担がふえてくることになると思うが、とで負担がふえてくることになると思うが、

今回の区分けに今回の区分けに今回の区分けに今回の区分けに至った経過は至った経過は至った経過は至った経過は、、、、との質疑に対との質疑に対との質疑に対との質疑に対

し、し、し、し、    

    平成平成平成平成 13131313 年に事業を開始してからことしで年に事業を開始してからことしで年に事業を開始してからことしで年に事業を開始してからことしで

６シーズン目になるが６シーズン目になるが６シーズン目になるが６シーズン目になるが、、、、生活保護世帯と市民生活保護世帯と市民生活保護世帯と市民生活保護世帯と市民

非課税世帯、市民税課税世帯の３つに分けて非課税世帯、市民税課税世帯の３つに分けて非課税世帯、市民税課税世帯の３つに分けて非課税世帯、市民税課税世帯の３つに分けて

実施してきた。市民税非課税世帯については実施してきた。市民税非課税世帯については実施してきた。市民税非課税世帯については実施してきた。市民税非課税世帯については

税制改正税制改正税制改正税制改正でも０円からでも０円からでも０円からでも０円から 149149149149 万円まで広い範囲万円まで広い範囲万円まで広い範囲万円まで広い範囲

で含まれ、また、介護保険制度改正がで含まれ、また、介護保険制度改正がで含まれ、また、介護保険制度改正がで含まれ、また、介護保険制度改正が 18181818 年４年４年４年４

月から低所得者区分について細分化する見直月から低所得者区分について細分化する見直月から低所得者区分について細分化する見直月から低所得者区分について細分化する見直

しがされ、これと同じ考え方で低所得者の部しがされ、これと同じ考え方で低所得者の部しがされ、これと同じ考え方で低所得者の部しがされ、これと同じ考え方で低所得者の部

分を２区分にしようとする考え方である分を２区分にしようとする考え方である分を２区分にしようとする考え方である分を２区分にしようとする考え方である、、、、とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、据え置きの部分が約９割、引き上げ次に、据え置きの部分が約９割、引き上げ次に、据え置きの部分が約９割、引き上げ次に、据え置きの部分が約９割、引き上げ

になる部分がになる部分がになる部分がになる部分が 36363636％ということで３分の１程％ということで３分の１程％ということで３分の１程％ということで３分の１程

度については引き上げとなる。料金設定の部度については引き上げとなる。料金設定の部度については引き上げとなる。料金設定の部度については引き上げとなる。料金設定の部

分とあわせて利用者の声はどのようなものが分とあわせて利用者の声はどのようなものが分とあわせて利用者の声はどのようなものが分とあわせて利用者の声はどのようなものが

あったのかあったのかあったのかあったのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    利用者の声については利用者の声については利用者の声については利用者の声については 17171717 年度の間口除雪年度の間口除雪年度の間口除雪年度の間口除雪

の申請とあわせてアンケートをとった。回答の申請とあわせてアンケートをとった。回答の申請とあわせてアンケートをとった。回答の申請とあわせてアンケートをとった。回答

者は者は者は者は 111111111111 名、アンケートの結果として名、アンケートの結果として名、アンケートの結果として名、アンケートの結果として現在の現在の現在の現在の

金額については普通だと思われる方が金額については普通だと思われる方が金額については普通だと思われる方が金額については普通だと思われる方が 84848484 人人人人

でででで 75757575％、高いと思われる方が約％、高いと思われる方が約％、高いと思われる方が約％、高いと思われる方が約 10101010％、安いと％、安いと％、安いと％、安いと

思われる方も思われる方も思われる方も思われる方も 10101010％という状況であ％という状況であ％という状況であ％という状況であったったったった。この。この。この。この

時点の単価設定としては理解をいただけてい時点の単価設定としては理解をいただけてい時点の単価設定としては理解をいただけてい時点の単価設定としては理解をいただけてい

るものと思っている。一方、利用者数についるものと思っている。一方、利用者数についるものと思っている。一方、利用者数についるものと思っている。一方、利用者数につい

ては当初ては当初ては当初ては当初 108108108108 世帯で世帯で世帯で世帯で始始始始めたが、平成めたが、平成めたが、平成めたが、平成 17171717 年度は年度は年度は年度は

226226226226 世帯、平成世帯、平成世帯、平成世帯、平成 18181818 年度は年度は年度は年度は 230230230230 世帯と増加傾向世帯と増加傾向世帯と増加傾向世帯と増加傾向

にあるにあるにあるにあるということ、ということ、ということ、ということ、19191919 年度については年度については年度については年度については、、、、周辺周辺周辺周辺

部分についてもサービスを届ける必要があり部分についてもサービスを届ける必要があり部分についてもサービスを届ける必要があり部分についてもサービスを届ける必要があり

拡大する考え方を拡大する考え方を拡大する考え方を拡大する考え方を持持持持っている。負担額についっている。負担額についっている。負担額についっている。負担額につい

ては発注額の２分の１ないし４分の１のうちては発注額の２分の１ないし４分の１のうちては発注額の２分の１ないし４分の１のうちては発注額の２分の１ないし４分の１のうち

だったが、当初だったが、当初だったが、当初だったが、当初 13131313 年度の発注額と比較して年度の発注額と比較して年度の発注額と比較して年度の発注額と比較して

18181818 年度年度年度年度でででで 15151515％ほど上がっている状況であり、％ほど上がっている状況であり、％ほど上がっている状況であり、％ほど上がっている状況であり、

事業の継続のために一定の見直しとして相応事業の継続のために一定の見直しとして相応事業の継続のために一定の見直しとして相応事業の継続のために一定の見直しとして相応

の負担をいただき、低所得者に配慮しつつ２の負担をいただき、低所得者に配慮しつつ２の負担をいただき、低所得者に配慮しつつ２の負担をいただき、低所得者に配慮しつつ２

割増加させていただく見直しをしようとする割増加させていただく見直しをしようとする割増加させていただく見直しをしようとする割増加させていただく見直しをしようとする

考え方考え方考え方考え方にたったものである、にたったものである、にたったものである、にたったものである、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、平成次に、平成次に、平成次に、平成 13131313 年度から５年間の各年度の対年度から５年間の各年度の対年度から５年間の各年度の対年度から５年間の各年度の対

象世帯数、平成象世帯数、平成象世帯数、平成象世帯数、平成 19191919 年度から農村地年度から農村地年度から農村地年度から農村地域等域等域等域等をををを拡大拡大拡大拡大

する考え方が示されたが、拡大世帯数とそのする考え方が示されたが、拡大世帯数とそのする考え方が示されたが、拡大世帯数とそのする考え方が示されたが、拡大世帯数とその

考え方考え方考え方考え方について、について、について、について、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    平成平成平成平成 13131313 年度は年度は年度は年度は 108108108108 世帯、平成世帯、平成世帯、平成世帯、平成 14141414 年度は年度は年度は年度は 131131131131

世帯、世帯、世帯、世帯、平成平成平成平成 15151515 年度は年度は年度は年度は 162162162162 世帯、平成世帯、平成世帯、平成世帯、平成 16161616 年度年度年度年度

はははは 195195195195 世帯、平成世帯、平成世帯、平成世帯、平成 17171717 年度は年度は年度は年度は 226226226226 世帯、平成世帯、平成世帯、平成世帯、平成

18181818 年度は年度は年度は年度は 230230230230 世帯であ世帯であ世帯であ世帯である。また、拡大を予定る。また、拡大を予定る。また、拡大を予定る。また、拡大を予定

している世帯数としてはしている世帯数としてはしている世帯数としてはしている世帯数としては 20202020 件、これまでは農件、これまでは農件、これまでは農件、これまでは農

村地区を中心にサービスが届かない部分があ村地区を中心にサービスが届かない部分があ村地区を中心にサービスが届かない部分があ村地区を中心にサービスが届かない部分があ

り、り、り、り、17171717 年度から道路愛護組合などの取り組み年度から道路愛護組合などの取り組み年度から道路愛護組合などの取り組み年度から道路愛護組合などの取り組み

を参考にしたり、高齢者台帳の中から気になを参考にしたり、高齢者台帳の中から気になを参考にしたり、高齢者台帳の中から気になを参考にしたり、高齢者台帳の中から気にな

ると思われるお年寄りで抽出した方についてると思われるお年寄りで抽出した方についてると思われるお年寄りで抽出した方についてると思われるお年寄りで抽出した方について、、、、

新たに当初予算として計上したとの答弁。新たに当初予算として計上したとの答弁。新たに当初予算として計上したとの答弁。新たに当初予算として計上したとの答弁。    

    次に、利用申込を次に、利用申込を次に、利用申込を次に、利用申込をしししし実施後に滞納する世帯実施後に滞納する世帯実施後に滞納する世帯実施後に滞納する世帯

の実情、またシーズン後に除雪が必要になっの実情、またシーズン後に除雪が必要になっの実情、またシーズン後に除雪が必要になっの実情、またシーズン後に除雪が必要になっ

た場合の対応についてた場合の対応についてた場合の対応についてた場合の対応について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    間口除雪の申請は約間口除雪の申請は約間口除雪の申請は約間口除雪の申請は約 40404040 日の受付期間を設日の受付期間を設日の受付期間を設日の受付期間を設

け、その後約け、その後約け、その後約け、その後約 20202020 日利用者の決定と利用者負担日利用者の決定と利用者負担日利用者の決定と利用者負担日利用者の決定と利用者負担

を納めていただく期間を設定し、基本的にはを納めていただく期間を設定し、基本的にはを納めていただく期間を設定し、基本的にはを納めていただく期間を設定し、基本的には

納付納付納付納付を確認して実施する。予約契約型の事業を確認して実施する。予約契約型の事業を確認して実施する。予約契約型の事業を確認して実施する。予約契約型の事業

という形で実施している。期間外についてはという形で実施している。期間外についてはという形で実施している。期間外についてはという形で実施している。期間外については

制度的な対応についてある程度限定的な部分制度的な対応についてある程度限定的な部分制度的な対応についてある程度限定的な部分制度的な対応についてある程度限定的な部分

ででででご理解をいただき、状況によってはご理解をいただき、状況によってはご理解をいただき、状況によってはご理解をいただき、状況によっては自己自己自己自己発発発発

注ということで対応してきたところである注ということで対応してきたところである注ということで対応してきたところである注ということで対応してきたところである。。。。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、負担金の徴収について地域別の対象次に、負担金の徴収について地域別の対象次に、負担金の徴収について地域別の対象次に、負担金の徴収について地域別の対象

世帯について世帯について世帯について世帯について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    18181818 年度の例で市内を４工区に分けており、年度の例で市内を４工区に分けており、年度の例で市内を４工区に分けており、年度の例で市内を４工区に分けており、
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１工区は東５条通１工区は東５条通１工区は東５条通１工区は東５条通あたりあたりあたりあたりから東８条ぐらいまから東８条ぐらいまから東８条ぐらいまから東８条ぐらいま

でと我路でと我路でと我路でと我路・・・・盤の沢盤の沢盤の沢盤の沢等等等等東側については東側については東側については東側については 47474747 件、２件、２件、２件、２

工区はまちの中の東の部分と西の部分で工区はまちの中の東の部分と西の部分で工区はまちの中の東の部分と西の部分で工区はまちの中の東の部分と西の部分で 52525252

件、３工区はまちの東南と西南の部分で件、３工区はまちの東南と西南の部分で件、３工区はまちの東南と西南の部分で件、３工区はまちの東南と西南の部分で 44444444

件、４工区は南美唄全域で件、４工区は南美唄全域で件、４工区は南美唄全域で件、４工区は南美唄全域で 87878787 件、このほか峰件、このほか峰件、このほか峰件、このほか峰

延延延延、、、、茶志内茶志内茶志内茶志内等等等等も一部加えており、全体でも一部加えており、全体でも一部加えており、全体でも一部加えており、全体で 280280280280

件である。これに件である。これに件である。これに件である。これにかかかかかかかかる総額費用がる総額費用がる総額費用がる総額費用が 954954954954 万円、万円、万円、万円、

利用者負担が利用者負担が利用者負担が利用者負担が 287287287287 万円でその差額が市費であ万円でその差額が市費であ万円でその差額が市費であ万円でその差額が市費であ

るるるる。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、新たに次に、新たに次に、新たに次に、新たに 20202020 世帯程度を拡大し、それを世帯程度を拡大し、それを世帯程度を拡大し、それを世帯程度を拡大し、それを

農事組合なりにとの考えを持っているという農事組合なりにとの考えを持っているという農事組合なりにとの考えを持っているという農事組合なりにとの考えを持っているという

ことだことだことだことだが、このが、このが、このが、この 20202020 世帯はどういう形で分かれ世帯はどういう形で分かれ世帯はどういう形で分かれ世帯はどういう形で分かれ

ているているているているののののかかかか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    峰峰峰峰樺樺樺樺あるいは峰延の公園、光珠内、あるいは峰延の公園、光珠内、あるいは峰延の公園、光珠内、あるいは峰延の公園、光珠内、豊葦豊葦豊葦豊葦、、、、

進徳、西美唄進徳、西美唄進徳、西美唄進徳、西美唄、一心、沼の内、茶志内、中村、、一心、沼の内、茶志内、中村、、一心、沼の内、茶志内、中村、、一心、沼の内、茶志内、中村、

北美唄北美唄北美唄北美唄等々等々等々等々各地域的には偏らずに各地域的には偏らずに各地域的には偏らずに各地域的には偏らずに散在散在散在散在されてされてされてされて

いる状況であるいる状況であるいる状況であるいる状況である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、この事業は次に、この事業は次に、この事業は次に、この事業は美唄独自の施策であり、美唄独自の施策であり、美唄独自の施策であり、美唄独自の施策であり、

料金設定も料金設定も料金設定も料金設定も独自のものが出せると思うが、新独自のものが出せると思うが、新独自のものが出せると思うが、新独自のものが出せると思うが、新

しい農村地域のしい農村地域のしい農村地域のしい農村地域の 20202020 世帯の間口については除世帯の間口については除世帯の間口については除世帯の間口については除

雪の道路からかなり中に入ると思うが、住宅雪の道路からかなり中に入ると思うが、住宅雪の道路からかなり中に入ると思うが、住宅雪の道路からかなり中に入ると思うが、住宅

の前まで除雪する考えでいるの前まで除雪する考えでいるの前まで除雪する考えでいるの前まで除雪する考えでいるののののか、従来どおか、従来どおか、従来どおか、従来どお

り間口で除雪された部分だけ除く考えなのかり間口で除雪された部分だけ除く考えなのかり間口で除雪された部分だけ除く考えなのかり間口で除雪された部分だけ除く考えなのか、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    間口除雪の考え方についてはこれまでと同間口除雪の考え方についてはこれまでと同間口除雪の考え方についてはこれまでと同間口除雪の考え方についてはこれまでと同

様様様様の形の形の形の形でででで、、、、間口に残された部分の間口に残された部分の間口に残された部分の間口に残された部分の 2.72.72.72.7 メートメートメートメート

ルの部分について実施ルの部分について実施ルの部分について実施ルの部分について実施しようしようしようしようと思っていると思っていると思っていると思っている。。。。

との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    結果といたしまして、議案第結果といたしまして、議案第結果といたしまして、議案第結果といたしまして、議案第 28282828 号及び議案号及び議案号及び議案号及び議案

第第第第 29292929 号の以上２件につきましては、いずれも号の以上２件につきましては、いずれも号の以上２件につきましては、いずれも号の以上２件につきましては、いずれも

原案のとおり可決すべきものと決定いたしま原案のとおり可決すべきものと決定いたしま原案のとおり可決すべきものと決定いたしま原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。した。した。した。    

    本委員会の決定どおりご本委員会の決定どおりご本委員会の決定どおりご本委員会の決定どおりご承認いただきます承認いただきます承認いただきます承認いただきます

ようお願いを申し上げ、報告を終わります。ようお願いを申し上げ、報告を終わります。ようお願いを申し上げ、報告を終わります。ようお願いを申し上げ、報告を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    委員長報告の途中であり委員長報告の途中であり委員長報告の途中であり委員長報告の途中であり

ますが、ここで３時ますが、ここで３時ますが、ここで３時ますが、ここで３時 10101010 分まで休憩いたします。分まで休憩いたします。分まで休憩いたします。分まで休憩いたします。    

    

午後２午後２午後２午後２時時時時５８５８５８５８分分分分    休憩休憩休憩休憩    

午後午後午後午後３３３３時時時時１１１１１１１１分分分分    開議開議開議開議    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を

開きます。開きます。開きます。開きます。    

    お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。    

    本日の会議時間は議事の都合により、あら本日の会議時間は議事の都合により、あら本日の会議時間は議事の都合により、あら本日の会議時間は議事の都合により、あら

かじめこれを延長いたしたいと思います。かじめこれを延長いたしたいと思います。かじめこれを延長いたしたいと思います。かじめこれを延長いたしたいと思います。    

    これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって本日の会議時間は延長することに決よって本日の会議時間は延長することに決よって本日の会議時間は延長することに決よって本日の会議時間は延長することに決

定いたしました。定いたしました。定いたしました。定いたしました。    

    委員長報告を続け委員長報告を続け委員長報告を続け委員長報告を続けます。ます。ます。ます。    

    議案第議案第議案第議案第 30303030 号について号について号について号について、、、、内馬場美唄市まちづ内馬場美唄市まちづ内馬場美唄市まちづ内馬場美唄市まちづ

くり基本条例審査特別委員長。くり基本条例審査特別委員長。くり基本条例審査特別委員長。くり基本条例審査特別委員長。    

●美唄市まちづくり基本条例審査特別委員●美唄市まちづくり基本条例審査特別委員●美唄市まちづくり基本条例審査特別委員●美唄市まちづくり基本条例審査特別委員会会会会

委員長委員長委員長委員長内馬場克康議員（登壇）内馬場克康議員（登壇）内馬場克康議員（登壇）内馬場克康議員（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

題となりました議案第題となりました議案第題となりました議案第題となりました議案第 30303030 号号号号美唄市まちづく美唄市まちづく美唄市まちづく美唄市まちづく

り基本条例制定の件り基本条例制定の件り基本条例制定の件り基本条例制定の件について、美唄市まちづについて、美唄市まちづについて、美唄市まちづについて、美唄市まちづ

くり基本条例審査特別委員会の審査の経過並くり基本条例審査特別委員会の審査の経過並くり基本条例審査特別委員会の審査の経過並くり基本条例審査特別委員会の審査の経過並

びに結果をご報告申し上げます。びに結果をご報告申し上げます。びに結果をご報告申し上げます。びに結果をご報告申し上げます。    

    経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月経過といたしまして、３月 13131313 日及び３月日及び３月日及び３月日及び３月

23232323 日の２日間委員会を招集して日の２日間委員会を招集して日の２日間委員会を招集して日の２日間委員会を招集して審査いたし審査いたし審査いたし審査いたし

ました。ました。ました。ました。    

    審査における質疑答弁のうち主なものを申審査における質疑答弁のうち主なものを申審査における質疑答弁のうち主なものを申審査における質疑答弁のうち主なものを申

し上げます。し上げます。し上げます。し上げます。    

    まず初めに、他市と条例と比較して、美唄まず初めに、他市と条例と比較して、美唄まず初めに、他市と条例と比較して、美唄まず初めに、他市と条例と比較して、美唄

市の特市の特市の特市の特徴徴徴徴についてについてについてについて私たちの自治検討委員会の私たちの自治検討委員会の私たちの自治検討委員会の私たちの自治検討委員会の

最終報告書から条例最終報告書から条例最終報告書から条例最終報告書から条例（（（（案案案案））））までの変更ポインまでの変更ポインまでの変更ポインまでの変更ポイン

ト及びこの条例の制定により、事業や計画をト及びこの条例の制定により、事業や計画をト及びこの条例の制定により、事業や計画をト及びこの条例の制定により、事業や計画を



- 226 - 

決める場合、いままでとどう変わるか決める場合、いままでとどう変わるか決める場合、いままでとどう変わるか決める場合、いままでとどう変わるか、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    私たちの自治検討委員会の中で美唄市の課私たちの自治検討委員会の中で美唄市の課私たちの自治検討委員会の中で美唄市の課私たちの自治検討委員会の中で美唄市の課

題を整理した題を整理した題を整理した題を整理した上上上上で協議してきており、特徴とで協議してきており、特徴とで協議してきており、特徴とで協議してきており、特徴と

しては市民憲章や都市宣言を条例に取り込むしては市民憲章や都市宣言を条例に取り込むしては市民憲章や都市宣言を条例に取り込むしては市民憲章や都市宣言を条例に取り込む

べきとの意見があり、これを踏まえてべきとの意見があり、これを踏まえてべきとの意見があり、これを踏まえてべきとの意見があり、これを踏まえて「「「「市民市民市民市民

憲章憲章憲章憲章」「」「」「」「青少年健全育成都市宣言青少年健全育成都市宣言青少年健全育成都市宣言青少年健全育成都市宣言」「」「」「」「核兵器廃核兵器廃核兵器廃核兵器廃

絶平和都市宣言絶平和都市宣言絶平和都市宣言絶平和都市宣言」」」」の精神を取り込んでいる。の精神を取り込んでいる。の精神を取り込んでいる。の精神を取り込んでいる。

特に子どもたちに関する規定については、ま特に子どもたちに関する規定については、ま特に子どもたちに関する規定については、ま特に子どもたちに関する規定については、ま

ちづくりに参加する権利だけでなく、昨今のちづくりに参加する権利だけでなく、昨今のちづくりに参加する権利だけでなく、昨今のちづくりに参加する権利だけでなく、昨今の

子どもたちを取り巻く事件子どもたちを取り巻く事件子どもたちを取り巻く事件子どもたちを取り巻く事件、事故、事故、事故、事故をををを鑑み、安鑑み、安鑑み、安鑑み、安

全で健やかに育つ権利について触れた。全で健やかに育つ権利について触れた。全で健やかに育つ権利について触れた。全で健やかに育つ権利について触れた。    

    変更ポイントとしては市長の宣誓について、変更ポイントとしては市長の宣誓について、変更ポイントとしては市長の宣誓について、変更ポイントとしては市長の宣誓について、

検討委員会では市長のみだったが、条例案で検討委員会では市長のみだったが、条例案で検討委員会では市長のみだったが、条例案で検討委員会では市長のみだったが、条例案で

は副市長、教育長など常勤の特別職にもは副市長、教育長など常勤の特別職にもは副市長、教育長など常勤の特別職にもは副市長、教育長など常勤の特別職にも準用準用準用準用

することとした。また、することとした。また、することとした。また、することとした。また、参画・協働参画・協働参画・協働参画・協働について、について、について、について、

参画の形態として参画の形態として参画の形態として参画の形態として、、、、第第第第 31313131 条第２項を追加して条第２項を追加して条第２項を追加して条第２項を追加して

いる。いる。いる。いる。    

    情報公開や市民情報公開や市民情報公開や市民情報公開や市民参加参加参加参加についてはこれまですについてはこれまですについてはこれまですについてはこれまです

でに取り組んできており、でに取り組んできており、でに取り組んできており、でに取り組んできており、実践に基づくもの実践に基づくもの実践に基づくもの実践に基づくもの

と考える。今後は系統立ててさらに充実すると考える。今後は系統立ててさらに充実すると考える。今後は系統立ててさらに充実すると考える。今後は系統立ててさらに充実する

必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。    

    条例を制定してどう変わるかについては、条例を制定してどう変わるかについては、条例を制定してどう変わるかについては、条例を制定してどう変わるかについては、

第第第第 30303030 条、第条、第条、第条、第 31313131 条で重要な計画や条例の条で重要な計画や条例の条で重要な計画や条例の条で重要な計画や条例の改廃改廃改廃改廃

についてはについてはについてはについては、、、、パブリックコメントをパブリックコメントをパブリックコメントをパブリックコメントを必必必必ずずずずはさはさはさはさ

むことで、市民の意見を聞いたむことで、市民の意見を聞いたむことで、市民の意見を聞いたむことで、市民の意見を聞いた上上上上でつくるこでつくるこでつくるこでつくるこ

ととととととととなるなるなるなる。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、基本条例の中で条例次に、基本条例の中で条例次に、基本条例の中で条例次に、基本条例の中で条例・・・・規則の体系化規則の体系化規則の体系化規則の体系化

を図ることとなっを図ることとなっを図ることとなっを図ることとなっているが、定めているが、定めているが、定めているが、定めているもの、ているもの、ているもの、ているもの、

これから定めるものなど整理したものがあるこれから定めるものなど整理したものがあるこれから定めるものなど整理したものがあるこれから定めるものなど整理したものがある

かかかか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    情報公開条例や個人情報保護条例、行政手情報公開条例や個人情報保護条例、行政手情報公開条例や個人情報保護条例、行政手情報公開条例や個人情報保護条例、行政手

続条例についてはすでに制定済みであり、北続条例についてはすでに制定済みであり、北続条例についてはすでに制定済みであり、北続条例についてはすでに制定済みであり、北

海道では行政基本条例に基づき分野別の基本海道では行政基本条例に基づき分野別の基本海道では行政基本条例に基づき分野別の基本海道では行政基本条例に基づき分野別の基本

条例を制定しており、本市においても個別条条例を制定しており、本市においても個別条条例を制定しており、本市においても個別条条例を制定しており、本市においても個別条

例と基本条例の間をつなぐ条例が理想と考え、例と基本条例の間をつなぐ条例が理想と考え、例と基本条例の間をつなぐ条例が理想と考え、例と基本条例の間をつなぐ条例が理想と考え、

順次整備していきたい。順次整備していきたい。順次整備していきたい。順次整備していきたい。    

    また、パブリックコメントについては早急また、パブリックコメントについては早急また、パブリックコメントについては早急また、パブリックコメントについては早急

に整備が必要と考えている。将来の課題に整備が必要と考えている。将来の課題に整備が必要と考えている。将来の課題に整備が必要と考えている。将来の課題としとしとしとし

て男女共同参画、て男女共同参画、て男女共同参画、て男女共同参画、子ども子ども子ども子どもの権利、行政評価なの権利、行政評価なの権利、行政評価なの権利、行政評価な

どに関する条例が想定されるどに関する条例が想定されるどに関する条例が想定されるどに関する条例が想定される。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、住民投票については常設型の住民投次に、住民投票については常設型の住民投次に、住民投票については常設型の住民投次に、住民投票については常設型の住民投

票条例制定の考えはあるか、また公益通報に票条例制定の考えはあるか、また公益通報に票条例制定の考えはあるか、また公益通報に票条例制定の考えはあるか、また公益通報に

ついて条例をつくらないのかついて条例をつくらないのかついて条例をつくらないのかついて条例をつくらないのか、、、、との質疑に対との質疑に対との質疑に対との質疑に対

し、し、し、し、    

    住民投票条例は事案に応じて個別条例とす住民投票条例は事案に応じて個別条例とす住民投票条例は事案に応じて個別条例とす住民投票条例は事案に応じて個別条例とす

ることとし、常設型は考えていない。公益通ることとし、常設型は考えていない。公益通ることとし、常設型は考えていない。公益通ることとし、常設型は考えていない。公益通

報について、国のガイドラインでは報について、国のガイドラインでは報について、国のガイドラインでは報について、国のガイドラインでは「「「「内部内部内部内部規規規規

程程程程をををを作作作作り公表することり公表することり公表することり公表すること」」」」とされている。条例とされている。条例とされている。条例とされている。条例

か規則になるかは決まっていないが検討中でか規則になるかは決まっていないが検討中でか規則になるかは決まっていないが検討中でか規則になるかは決まっていないが検討中で

あり、どのような条例が必要か検討したあり、どのような条例が必要か検討したあり、どのような条例が必要か検討したあり、どのような条例が必要か検討した上上上上でででで

整理していきたいとの答弁。整理していきたいとの答弁。整理していきたいとの答弁。整理していきたいとの答弁。    

    次に、住民投票条例次に、住民投票条例次に、住民投票条例次に、住民投票条例ひとつひとつひとつひとつとってもとってもとってもとっても、制度、制度、制度、制度

ができても先が見えない。市民もができても先が見えない。市民もができても先が見えない。市民もができても先が見えない。市民も 50505050 分の１以分の１以分の１以分の１以

上の署名で直接請求できる。基本条例が上の署名で直接請求できる。基本条例が上の署名で直接請求できる。基本条例が上の署名で直接請求できる。基本条例が市民市民市民市民

参加などを進めていくためにどうかかわるの参加などを進めていくためにどうかかわるの参加などを進めていくためにどうかかわるの参加などを進めていくためにどうかかわるの

か。基本条例ができることで何かか。基本条例ができることで何かか。基本条例ができることで何かか。基本条例ができることで何かかかかかかかかかわるのわるのわるのわるの

か。総合計画や評価など市民、議会がどうかか。総合計画や評価など市民、議会がどうかか。総合計画や評価など市民、議会がどうかか。総合計画や評価など市民、議会がどうか

かわるのかかわるのかかわるのかかわるのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    市に義務市に義務市に義務市に義務づづづづけられたけられたけられたけられた市政市政市政市政情報の提供や財政情報の提供や財政情報の提供や財政情報の提供や財政

情報の充実などにより、市民参加が促進され、情報の充実などにより、市民参加が促進され、情報の充実などにより、市民参加が促進され、情報の充実などにより、市民参加が促進され、

市民の声がより反映されることとなると考え市民の声がより反映されることとなると考え市民の声がより反映されることとなると考え市民の声がより反映されることとなると考え

ている。ている。ている。ている。    

    住民投票の発議については、地方自治法の住民投票の発議については、地方自治法の住民投票の発議については、地方自治法の住民投票の発議については、地方自治法の

中で規定されていることから、重複しないよ中で規定されていることから、重複しないよ中で規定されていることから、重複しないよ中で規定されていることから、重複しないよ

う規定の整理を行った。う規定の整理を行った。う規定の整理を行った。う規定の整理を行った。    

    総合計画についてはこれまでの作成の考総合計画についてはこれまでの作成の考総合計画についてはこれまでの作成の考総合計画についてはこれまでの作成の考ええええ

方は基本条例の考え方と同じであり、大きく方は基本条例の考え方と同じであり、大きく方は基本条例の考え方と同じであり、大きく方は基本条例の考え方と同じであり、大きく
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変わるものではないと考え、基本条例におけ変わるものではないと考え、基本条例におけ変わるものではないと考え、基本条例におけ変わるものではないと考え、基本条例におけ

る参画の促進の規定により、制度的に保障さる参画の促進の規定により、制度的に保障さる参画の促進の規定により、制度的に保障さる参画の促進の規定により、制度的に保障さ

れたものと考えているれたものと考えているれたものと考えているれたものと考えている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市民の意識をどのように変えていく次に、市民の意識をどのように変えていく次に、市民の意識をどのように変えていく次に、市民の意識をどのように変えていく

のか、何をどう変えないと仕事ができないののか、何をどう変えないと仕事ができないののか、何をどう変えないと仕事ができないののか、何をどう変えないと仕事ができないの

かなど目に見える形にする必要がある。まずかなど目に見える形にする必要がある。まずかなど目に見える形にする必要がある。まずかなど目に見える形にする必要がある。まず

市職員が変わる市職員が変わる市職員が変わる市職員が変わることがことがことがことが必要であり、多くの市必要であり、多くの市必要であり、多くの市必要であり、多くの市

民はそれを見て動くという流れになるのでは民はそれを見て動くという流れになるのでは民はそれを見て動くという流れになるのでは民はそれを見て動くという流れになるのでは

ないかないかないかないか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    市では市では市では市では「「「「自立と協働のまちづくり自立と協働のまちづくり自立と協働のまちづくり自立と協働のまちづくり」」」」を進めを進めを進めを進め

ている。協働には情報公開と市民参加が必要ている。協働には情報公開と市民参加が必要ている。協働には情報公開と市民参加が必要ている。協働には情報公開と市民参加が必要

である。市民の権利を保障するために行政がである。市民の権利を保障するために行政がである。市民の権利を保障するために行政がである。市民の権利を保障するために行政が

行わなけれ行わなけれ行わなけれ行わなければならないことを明文化した。制ばならないことを明文化した。制ばならないことを明文化した。制ばならないことを明文化した。制

度をつくっても意識が変わらなければ意味が度をつくっても意識が変わらなければ意味が度をつくっても意識が変わらなければ意味が度をつくっても意識が変わらなければ意味が

なく、特に職員の意識を変える必要があり、なく、特に職員の意識を変える必要があり、なく、特に職員の意識を変える必要があり、なく、特に職員の意識を変える必要があり、

この条例の策定過程でも職員と市民がともにこの条例の策定過程でも職員と市民がともにこの条例の策定過程でも職員と市民がともにこの条例の策定過程でも職員と市民がともに

つくり上げてきた。今後とも市民とのつくり上げてきた。今後とも市民とのつくり上げてきた。今後とも市民とのつくり上げてきた。今後とも市民との協働協働協働協働作作作作

業を通じて積み上げていく必要がある業を通じて積み上げていく必要がある業を通じて積み上げていく必要がある業を通じて積み上げていく必要がある。。。。とのとのとのとの

答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に、具体的な例示がなければ条例をつく次に、具体的な例示がなければ条例をつく次に、具体的な例示がなければ条例をつく次に、具体的な例示がなければ条例をつく

っても魂が入らないのではっても魂が入らないのではっても魂が入らないのではっても魂が入らないのでは、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    基礎的自治体は市民と密着した中ですべて基礎的自治体は市民と密着した中ですべて基礎的自治体は市民と密着した中ですべて基礎的自治体は市民と密着した中ですべて

の政策をの政策をの政策をの政策を作作作作っている。地方分権により自己決っている。地方分権により自己決っている。地方分権により自己決っている。地方分権により自己決

定定定定・・・・自己責任の流れがあり、第自己責任の流れがあり、第自己責任の流れがあり、第自己責任の流れがあり、第 28282828 条の政策条の政策条の政策条の政策法法法法

務務務務についても条例の解釈を道や国に聞くのでについても条例の解釈を道や国に聞くのでについても条例の解釈を道や国に聞くのでについても条例の解釈を道や国に聞くので

はなく、住民のはなく、住民のはなく、住民のはなく、住民の視点視点視点視点に立って行に立って行に立って行に立って行政の運用政の運用政の運用政の運用、、、、執執執執

行をしていかなくてはならない。行をしていかなくてはならない。行をしていかなくてはならない。行をしていかなくてはならない。    

    今回の今回の今回の今回の条例条例条例条例の策定過程がまさに協働の形での策定過程がまさに協働の形での策定過程がまさに協働の形での策定過程がまさに協働の形で

でき上がったものであり、具体的な取り組みでき上がったものであり、具体的な取り組みでき上がったものであり、具体的な取り組みでき上がったものであり、具体的な取り組み

を記載した協働の指針をつくり、昨年のまちを記載した協働の指針をつくり、昨年のまちを記載した協働の指針をつくり、昨年のまちを記載した協働の指針をつくり、昨年のまち

づくり懇談会の中で基本条例の説明とあわせづくり懇談会の中で基本条例の説明とあわせづくり懇談会の中で基本条例の説明とあわせづくり懇談会の中で基本条例の説明とあわせ

て行っている。また、て行っている。また、て行っている。また、て行っている。また、19191919 年度より職員の地域年度より職員の地域年度より職員の地域年度より職員の地域

応援チームを導入し、地域の課題解決に取り応援チームを導入し、地域の課題解決に取り応援チームを導入し、地域の課題解決に取り応援チームを導入し、地域の課題解決に取り

組むことにしている組むことにしている組むことにしている組むことにしている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、美唄をつくり変えるつもりで市民参次に、美唄をつくり変えるつもりで市民参次に、美唄をつくり変えるつもりで市民参次に、美唄をつくり変えるつもりで市民参

加や協働に取り組む必要がある。職員や市民加や協働に取り組む必要がある。職員や市民加や協働に取り組む必要がある。職員や市民加や協働に取り組む必要がある。職員や市民

が立ち上がる思想が必要ではないかが立ち上がる思想が必要ではないかが立ち上がる思想が必要ではないかが立ち上がる思想が必要ではないか、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    これからの美唄、歴史これからの美唄、歴史これからの美唄、歴史これからの美唄、歴史・・・・文化を継承し、自文化を継承し、自文化を継承し、自文化を継承し、自

立と協働のまちづくりを立と協働のまちづくりを立と協働のまちづくりを立と協働のまちづくりをしたいしたいしたいしたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、第３条の最高次に、第３条の最高次に、第３条の最高次に、第３条の最高規範性規範性規範性規範性についてどうやについてどうやについてどうやについてどうや

って職員って職員って職員って職員・・・・市民に伝えていくのか市民に伝えていくのか市民に伝えていくのか市民に伝えていくのか、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑

に対し、に対し、に対し、に対し、    

    最高最高最高最高規範性規範性規範性規範性は形式的に条例を区別し、自立は形式的に条例を区別し、自立は形式的に条例を区別し、自立は形式的に条例を区別し、自立

したまちの憲法と位置づけるため、財政運営したまちの憲法と位置づけるため、財政運営したまちの憲法と位置づけるため、財政運営したまちの憲法と位置づけるため、財政運営

やまちづくりの基本を規定している。条例制やまちづくりの基本を規定している。条例制やまちづくりの基本を規定している。条例制やまちづくりの基本を規定している。条例制

定後は周知機関を設け、市民や職員に対して定後は周知機関を設け、市民や職員に対して定後は周知機関を設け、市民や職員に対して定後は周知機関を設け、市民や職員に対して

周知に努めたい周知に努めたい周知に努めたい周知に努めたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、解説しても文書だけでは市民に伝わ次に、解説しても文書だけでは市民に伝わ次に、解説しても文書だけでは市民に伝わ次に、解説しても文書だけでは市民に伝わ

らない。実際に行動、体験してもらいながららない。実際に行動、体験してもらいながららない。実際に行動、体験してもらいながららない。実際に行動、体験してもらいながら

伝わっていくもの。だから運動伝わっていくもの。だから運動伝わっていくもの。だから運動伝わっていくもの。だから運動論論論論が大切。まが大切。まが大切。まが大切。ま

ちづくりの道ちづくりの道ちづくりの道ちづくりの道標標標標をつくるべきと質問したときをつくるべきと質問したときをつくるべきと質問したときをつくるべきと質問したとき

に、市長はそれがまちづくりの基本条例であに、市長はそれがまちづくりの基本条例であに、市長はそれがまちづくりの基本条例であに、市長はそれがまちづくりの基本条例であ

ると答弁した。ると答弁した。ると答弁した。ると答弁した。職員が基本条例の意味をつか職員が基本条例の意味をつか職員が基本条例の意味をつか職員が基本条例の意味をつか

んでこそ道んでこそ道んでこそ道んでこそ道標標標標と言える。それぐらい熟知してと言える。それぐらい熟知してと言える。それぐらい熟知してと言える。それぐらい熟知して

仕事の基本とすべき。実践することをもっと仕事の基本とすべき。実践することをもっと仕事の基本とすべき。実践することをもっと仕事の基本とすべき。実践することをもっと

考えてもらいたい考えてもらいたい考えてもらいたい考えてもらいたい、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    職員、市民を含めて職員、市民を含めて職員、市民を含めて職員、市民を含めていいいいきた条例とするためきた条例とするためきた条例とするためきた条例とするため

に、条例の内容だけではなく、実践を通じてに、条例の内容だけではなく、実践を通じてに、条例の内容だけではなく、実践を通じてに、条例の内容だけではなく、実践を通じて

条例がいかに重要化を考え、地域応援のため条例がいかに重要化を考え、地域応援のため条例がいかに重要化を考え、地域応援のため条例がいかに重要化を考え、地域応援のため

により地域に入り、市民とともにまちづくりにより地域に入り、市民とともにまちづくりにより地域に入り、市民とともにまちづくりにより地域に入り、市民とともにまちづくり

を進めていく、市から情報提供を行うだけでを進めていく、市から情報提供を行うだけでを進めていく、市から情報提供を行うだけでを進めていく、市から情報提供を行うだけで

はなく、市民から情報提供してもらえるようはなく、市民から情報提供してもらえるようはなく、市民から情報提供してもらえるようはなく、市民から情報提供してもらえるよう

取り組んでいく取り組んでいく取り組んでいく取り組んでいく、、、、ととととのののの答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に、環境について基本条例では余り取り次に、環境について基本条例では余り取り次に、環境について基本条例では余り取り次に、環境について基本条例では余り取り

上げられていない。ごみ問題、減量化や有料上げられていない。ごみ問題、減量化や有料上げられていない。ごみ問題、減量化や有料上げられていない。ごみ問題、減量化や有料

化、不法投棄なども重要化、不法投棄なども重要化、不法投棄なども重要化、不法投棄なども重要な問題ではないかな問題ではないかな問題ではないかな問題ではないか、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    
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    環境については第６条に環境については第６条に環境については第６条に環境については第６条に「「「「自然との共生自然との共生自然との共生自然との共生」」」」

という形で盛り込んでおり、循環型社会の実という形で盛り込んでおり、循環型社会の実という形で盛り込んでおり、循環型社会の実という形で盛り込んでおり、循環型社会の実

現など現など現など現など、、、、市民憲章の主旨を入れた。また第市民憲章の主旨を入れた。また第市民憲章の主旨を入れた。また第市民憲章の主旨を入れた。また第 11111111

条の市民の義務中応分の負担とあるが、ごみ条の市民の義務中応分の負担とあるが、ごみ条の市民の義務中応分の負担とあるが、ごみ条の市民の義務中応分の負担とあるが、ごみ

問題、分別、不法投棄をしないという考え方問題、分別、不法投棄をしないという考え方問題、分別、不法投棄をしないという考え方問題、分別、不法投棄をしないという考え方

が含まれている。これに関連する条例としてが含まれている。これに関連する条例としてが含まれている。これに関連する条例としてが含まれている。これに関連する条例として

「「「「美しいまちづくりの環境条例（仮称）美しいまちづくりの環境条例（仮称）美しいまちづくりの環境条例（仮称）美しいまちづくりの環境条例（仮称）」」」」を策を策を策を策

定することとしており、その中でポイ捨て禁定することとしており、その中でポイ捨て禁定することとしており、その中でポイ捨て禁定することとしており、その中でポイ捨て禁

止などを規定する予定である止などを規定する予定である止などを規定する予定である止などを規定する予定である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市民意識がついてこないと憲法が次に、市民意識がついてこないと憲法が次に、市民意識がついてこないと憲法が次に、市民意識がついてこないと憲法がいいいい

きてこない。市民参加が強調されないと制定きてこない。市民参加が強調されないと制定きてこない。市民参加が強調されないと制定きてこない。市民参加が強調されないと制定

しても条例どおりにならないと思うしても条例どおりにならないと思うしても条例どおりにならないと思うしても条例どおりにならないと思うが、将来が、将来が、将来が、将来

の美唄を考えたときに必要な条例、の美唄を考えたときに必要な条例、の美唄を考えたときに必要な条例、の美唄を考えたときに必要な条例、いいいいきたもきたもきたもきたも

のにするための考え方についてのにするための考え方についてのにするための考え方についてのにするための考え方について、、、、との質疑にとの質疑にとの質疑にとの質疑に

対し、対し、対し、対し、    

    生生生生きた条例として運用するため、市民説明きた条例として運用するため、市民説明きた条例として運用するため、市民説明きた条例として運用するため、市民説明

会はもちろんごみの問題を含め会はもちろんごみの問題を含め会はもちろんごみの問題を含め会はもちろんごみの問題を含め、、、、職員が率先職員が率先職員が率先職員が率先

して実践していくことが大切であると考えるして実践していくことが大切であると考えるして実践していくことが大切であると考えるして実践していくことが大切であると考える。。。。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、最高規範性次に、最高規範性次に、最高規範性次に、最高規範性について法的な拘束力がについて法的な拘束力がについて法的な拘束力がについて法的な拘束力が

あるのかあるのかあるのかあるのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    基本条例は総合条例としてほかの条例を体基本条例は総合条例としてほかの条例を体基本条例は総合条例としてほかの条例を体基本条例は総合条例としてほかの条例を体

系化するもの、既存の条例をどう位置づけて系化するもの、既存の条例をどう位置づけて系化するもの、既存の条例をどう位置づけて系化するもの、既存の条例をどう位置づけて

運用していくかは今後整理していくものも出運用していくかは今後整理していくものも出運用していくかは今後整理していくものも出運用していくかは今後整理していくものも出

てくるので、体系化に努めたいてくるので、体系化に努めたいてくるので、体系化に努めたいてくるので、体系化に努めたい。。。。    

    第３条でこの条例は市の条例の最第３条でこの条例は市の条例の最第３条でこの条例は市の条例の最第３条でこの条例は市の条例の最上上上上位に位位に位位に位位に位

置づけられるもので、法置づけられるもので、法置づけられるもので、法置づけられるもので、法的拘束力ということ的拘束力ということ的拘束力ということ的拘束力ということ

でないと考えるが、でないと考えるが、でないと考えるが、でないと考えるが、理念理念理念理念的に明記したもので的に明記したもので的に明記したもので的に明記したもので

あるあるあるある。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市民の義務について次に、市民の義務について次に、市民の義務について次に、市民の義務について、「、「、「、「応分の負担応分の負担応分の負担応分の負担」」」」

という文言は問題があると思う。税や使用料という文言は問題があると思う。税や使用料という文言は問題があると思う。税や使用料という文言は問題があると思う。税や使用料

などの負担は条例に基づいているものであり、などの負担は条例に基づいているものであり、などの負担は条例に基づいているものであり、などの負担は条例に基づいているものであり、

「「「「応分の負担応分の負担応分の負担応分の負担」」」」の文言は必要ないと考える。の文言は必要ないと考える。の文言は必要ないと考える。の文言は必要ないと考える。

また、解説の中で防災活動の参加についてもまた、解説の中で防災活動の参加についてもまた、解説の中で防災活動の参加についてもまた、解説の中で防災活動の参加についても

記述がありこれも市民の義務となると問題が記述がありこれも市民の義務となると問題が記述がありこれも市民の義務となると問題が記述がありこれも市民の義務となると問題が

あるのではないかあるのではないかあるのではないかあるのではないか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    権利に対しての義務規定であり、他者から権利に対しての義務規定であり、他者から権利に対しての義務規定であり、他者から権利に対しての義務規定であり、他者から

強制されるものではなく市民の心構えとして強制されるものではなく市民の心構えとして強制されるものではなく市民の心構えとして強制されるものではなく市民の心構えとして

規定している。検討委員会の中で標記につい規定している。検討委員会の中で標記につい規定している。検討委員会の中で標記につい規定している。検討委員会の中で標記につい

ては時間をかけて議論してきた。委員かては時間をかけて議論してきた。委員かては時間をかけて議論してきた。委員かては時間をかけて議論してきた。委員からもらもらもらも

「「「「役割役割役割役割」」」」やややや「「「「責務責務責務責務」」」」では弱いのででは弱いのででは弱いのででは弱いので「「「「義務義務義務義務」」」」とととと

すべきであるという意見があった。市民すべきであるという意見があった。市民すべきであるという意見があった。市民すべきであるという意見があった。市民自自自自らららら

がやるべきことをやるということを宣言するがやるべきことをやるということを宣言するがやるべきことをやるということを宣言するがやるべきことをやるということを宣言する

意味合いがあり、この検討結果を尊重し意味合いがあり、この検討結果を尊重し意味合いがあり、この検討結果を尊重し意味合いがあり、この検討結果を尊重し「「「「義義義義

務務務務」」」」としたとしたとしたとした。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、市民懇談会の参加者は次に、市民懇談会の参加者は次に、市民懇談会の参加者は次に、市民懇談会の参加者は 14141414 カ所カ所カ所カ所 127127127127

名とのことであったが、余り多い人数だとは名とのことであったが、余り多い人数だとは名とのことであったが、余り多い人数だとは名とのことであったが、余り多い人数だとは

思わない。条例の内容について時間をかけて思わない。条例の内容について時間をかけて思わない。条例の内容について時間をかけて思わない。条例の内容について時間をかけて

説明することが大事だと思うが、その考え方説明することが大事だと思うが、その考え方説明することが大事だと思うが、その考え方説明することが大事だと思うが、その考え方

についてについてについてについて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    条例制定後周知期間を設けており、この間条例制定後周知期間を設けており、この間条例制定後周知期間を設けており、この間条例制定後周知期間を設けており、この間

に市の広報紙、ホームページはもとより、市に市の広報紙、ホームページはもとより、市に市の広報紙、ホームページはもとより、市に市の広報紙、ホームページはもとより、市

民向けパンフレットを作成して配布するほか、民向けパンフレットを作成して配布するほか、民向けパンフレットを作成して配布するほか、民向けパンフレットを作成して配布するほか、

将来のまちづ将来のまちづ将来のまちづ将来のまちづくりを担う小中学生向けくりを担う小中学生向けくりを担う小中学生向けくりを担う小中学生向けに平易に平易に平易に平易

な資料を作成する。また、出前講座についてな資料を作成する。また、出前講座についてな資料を作成する。また、出前講座についてな資料を作成する。また、出前講座について

も実施し、条例制定後もこのような取り組みも実施し、条例制定後もこのような取り組みも実施し、条例制定後もこのような取り組みも実施し、条例制定後もこのような取り組み

を継続していきたいを継続していきたいを継続していきたいを継続していきたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、第次に、第次に、第次に、第 11111111 条の市民の義務の標記について条の市民の義務の標記について条の市民の義務の標記について条の市民の義務の標記について

違和感がある。心構えと説明を受けたが、条違和感がある。心構えと説明を受けたが、条違和感がある。心構えと説明を受けたが、条違和感がある。心構えと説明を受けたが、条

文として義務となっているのでそう解釈でき文として義務となっているのでそう解釈でき文として義務となっているのでそう解釈でき文として義務となっているのでそう解釈でき

ないのではないか。また、この中でないのではないか。また、この中でないのではないか。また、この中でないのではないか。また、この中で「公共の「公共の「公共の「公共の

利益を念頭においてみずからの発言と行動に利益を念頭においてみずからの発言と行動に利益を念頭においてみずからの発言と行動に利益を念頭においてみずからの発言と行動に

責任をも責任をも責任をも責任をもつつつつ」」」」というのは、自由な議論ができというのは、自由な議論ができというのは、自由な議論ができというのは、自由な議論ができ

なくなるような気がするので表現を直す必要なくなるような気がするので表現を直す必要なくなるような気がするので表現を直す必要なくなるような気がするので表現を直す必要

があるのではないか。があるのではないか。があるのではないか。があるのではないか。    

    「「「「市民の義務市民の義務市民の義務市民の義務」」」」についてはについてはについてはについては「「「「市民の心構え市民の心構え市民の心構え市民の心構え」」」」

などとした方がよいと思う。などとした方がよいと思う。などとした方がよいと思う。などとした方がよいと思う。同様に、同様に、同様に、同様に、「「「「公共の公共の公共の公共の

利益を念頭において利益を念頭において利益を念頭において利益を念頭において」」」」も削除した方がよいのも削除した方がよいのも削除した方がよいのも削除した方がよいの
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ではないか。行政サービスの応分の負担につではないか。行政サービスの応分の負担につではないか。行政サービスの応分の負担につではないか。行政サービスの応分の負担につ

いては市民の心構えとして認識するのが必要いては市民の心構えとして認識するのが必要いては市民の心構えとして認識するのが必要いては市民の心構えとして認識するのが必要

だと思うが、考え方についてだと思うが、考え方についてだと思うが、考え方についてだと思うが、考え方について、、、、との質疑に対との質疑に対との質疑に対との質疑に対

し、し、し、し、    

    第第第第 11111111 条の表現については自治検討委員会条の表現については自治検討委員会条の表現については自治検討委員会条の表現については自治検討委員会

の中で議論してきた。議論の中で市民の中で議論してきた。議論の中で市民の中で議論してきた。議論の中で市民の中で議論してきた。議論の中で市民自自自自らやらやらやらや

るべきことはやるという意味でるべきことはやるという意味でるべきことはやるという意味でるべきことはやるという意味で「「「「義務義務義務義務」」」」としとしとしとし

た。最終報告書でもた。最終報告書でもた。最終報告書でもた。最終報告書でも「「「「義務義務義務義務」」」」となっており、となっており、となっており、となっており、

その議論を尊重した。第２項、第３項についその議論を尊重した。第２項、第３項についその議論を尊重した。第２項、第３項についその議論を尊重した。第２項、第３項につい

ては憲法での国民の権利と義務の規定を意識ては憲法での国民の権利と義務の規定を意識ては憲法での国民の権利と義務の規定を意識ては憲法での国民の権利と義務の規定を意識

して条文を整理した。して条文を整理した。して条文を整理した。して条文を整理した。    

    次に、次に、次に、次に、「「「「協働協働協働協働」」」」という言葉も行政から役割をという言葉も行政から役割をという言葉も行政から役割をという言葉も行政から役割を

押し付けられるという市民の押し付けられるという市民の押し付けられるという市民の押し付けられるという市民の意見もあったと意見もあったと意見もあったと意見もあったと

いう説明があった。受け止める市民側がいう説明があった。受け止める市民側がいう説明があった。受け止める市民側がいう説明があった。受け止める市民側が「「「「やややや

らなければならないらなければならないらなければならないらなければならない」」」」ということでは、条例ということでは、条例ということでは、条例ということでは、条例

の考え方がいきてこないのではないか。多くの考え方がいきてこないのではないか。多くの考え方がいきてこないのではないか。多くの考え方がいきてこないのではないか。多く

の市民はいい条例ができたと思わないといけの市民はいい条例ができたと思わないといけの市民はいい条例ができたと思わないといけの市民はいい条例ができたと思わないといけ

ないのではないか。検討委員会の委員も議論ないのではないか。検討委員会の委員も議論ないのではないか。検討委員会の委員も議論ないのではないか。検討委員会の委員も議論

を重ねていくうちに、市の立場に立った意見を重ねていくうちに、市の立場に立った意見を重ねていくうちに、市の立場に立った意見を重ねていくうちに、市の立場に立った意見

になったのではないかと思うが、１人の市民になったのではないかと思うが、１人の市民になったのではないかと思うが、１人の市民になったのではないかと思うが、１人の市民

として参加して考えを出したのではいいが、として参加して考えを出したのではいいが、として参加して考えを出したのではいいが、として参加して考えを出したのではいいが、

考え直すことはできないのか考え直すことはできないのか考え直すことはできないのか考え直すことはできないのか、、、、ととととのののの質疑に対質疑に対質疑に対質疑に対

し、し、し、し、    

    第第第第 11111111 条第２項の条第２項の条第２項の条第２項の「「「「公共の利益公共の利益公共の利益公共の利益」」」」も含めて検も含めて検も含めて検も含めて検

討委員会討委員会討委員会討委員会、、、、地区懇談会地区懇談会地区懇談会地区懇談会、、、、パブリックコメントパブリックコメントパブリックコメントパブリックコメント

を受けて整理し、この内容で提案しており、を受けて整理し、この内容で提案しており、を受けて整理し、この内容で提案しており、を受けて整理し、この内容で提案しており、

審議をお願審議をお願審議をお願審議をお願いしているいしているいしているいしている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、前文について美唄の歴史は明治から次に、前文について美唄の歴史は明治から次に、前文について美唄の歴史は明治から次に、前文について美唄の歴史は明治から

となっているが、先住民族がいたのではないとなっているが、先住民族がいたのではないとなっているが、先住民族がいたのではないとなっているが、先住民族がいたのではない

かと思うが、その部分の記載はどうなのか。かと思うが、その部分の記載はどうなのか。かと思うが、その部分の記載はどうなのか。かと思うが、その部分の記載はどうなのか。

総則について政策方針を２年とするのはいか総則について政策方針を２年とするのはいか総則について政策方針を２年とするのはいか総則について政策方針を２年とするのはいか

がなものか。これらは前文で整理すべきではがなものか。これらは前文で整理すべきではがなものか。これらは前文で整理すべきではがなものか。これらは前文で整理すべきでは

ないか。また、理念は市政運営ないか。また、理念は市政運営ないか。また、理念は市政運営ないか。また、理念は市政運営に当たってのに当たってのに当たってのに当たっての

ものと考え、平和の希求や人権の尊重は前文ものと考え、平和の希求や人権の尊重は前文ものと考え、平和の希求や人権の尊重は前文ものと考え、平和の希求や人権の尊重は前文

で記載すべきと考える。協働のまちづくりにで記載すべきと考える。協働のまちづくりにで記載すべきと考える。協働のまちづくりにで記載すべきと考える。協働のまちづくりに

ついて、主権者である市民が市民の付託を受ついて、主権者である市民が市民の付託を受ついて、主権者である市民が市民の付託を受ついて、主権者である市民が市民の付託を受

けた市長、市議会と対等になれるのか、本来けた市長、市議会と対等になれるのか、本来けた市長、市議会と対等になれるのか、本来けた市長、市議会と対等になれるのか、本来

まちづくりとしてまちづくりとしてまちづくりとしてまちづくりとしてあいいあいいあいいあいいれないのでは、表現れないのでは、表現れないのでは、表現れないのでは、表現

としては連携協力ではないかと考える。市民としては連携協力ではないかと考える。市民としては連携協力ではないかと考える。市民としては連携協力ではないかと考える。市民

の義務での義務での義務での義務で「「「「公共の利益を念頭において、発言公共の利益を念頭において、発言公共の利益を念頭において、発言公共の利益を念頭において、発言

とととと行動に責任を持つ行動に責任を持つ行動に責任を持つ行動に責任を持つ」」」」とあるが、行動や発言とあるが、行動や発言とあるが、行動や発言とあるが、行動や発言

が公共の利益により制限されるとすればおかが公共の利益により制限されるとすればおかが公共の利益により制限されるとすればおかが公共の利益により制限されるとすればおか

しいと思う。しいと思う。しいと思う。しいと思う。    

    コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティは自主的な活動であって、そは自主的な活動であって、そは自主的な活動であって、そは自主的な活動であって、そ

の延長線上に市政とのかかわりが出てくるのの延長線上に市政とのかかわりが出てくるのの延長線上に市政とのかかわりが出てくるのの延長線上に市政とのかかわりが出てくるの

ではないかと思うが、その考え方についてではないかと思うが、その考え方についてではないかと思うが、その考え方についてではないかと思うが、その考え方について、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    前文で市の歴史に触れており、過去の開拓前文で市の歴史に触れており、過去の開拓前文で市の歴史に触れており、過去の開拓前文で市の歴史に触れており、過去の開拓

やややや相互相互相互相互扶助の考え方を記載している。先住民扶助の考え方を記載している。先住民扶助の考え方を記載している。先住民扶助の考え方を記載している。先住民

の方たちについてはの方たちについてはの方たちについてはの方たちについては「「「「美唄美唄美唄美唄」」」」という名称も、という名称も、という名称も、という名称も、

先住民の方たちの言葉からきており、市内に先住民の方たちの言葉からきており、市内に先住民の方たちの言葉からきており、市内に先住民の方たちの言葉からきており、市内に

地名としても残っている。私たちはそのよう地名としても残っている。私たちはそのよう地名としても残っている。私たちはそのよう地名としても残っている。私たちはそのよう

な中で暮らしており、それを含めて先人の労な中で暮らしており、それを含めて先人の労な中で暮らしており、それを含めて先人の労な中で暮らしており、それを含めて先人の労

苦をたた苦をたた苦をたた苦をたたえるべきと考える。えるべきと考える。えるべきと考える。えるべきと考える。    

    まちづくりの理念については将来にわたりまちづくりの理念については将来にわたりまちづくりの理念については将来にわたりまちづくりの理念については将来にわたり

変わることはない変わることはない変わることはない変わることはない、、、、まちづくりに関する基本まちづくりに関する基本まちづくりに関する基本まちづくりに関する基本

的、根本的な考え方であり、基本的、根本的な考え方であり、基本的、根本的な考え方であり、基本的、根本的な考え方であり、基本的、根本的的、根本的的、根本的的、根本的

な考え方であり、基本な考え方であり、基本な考え方であり、基本な考え方であり、基本原則ではそれをさらに原則ではそれをさらに原則ではそれをさらに原則ではそれをさらに

具体化するものとなっており、これらをもと具体化するものとなっており、これらをもと具体化するものとなっており、これらをもと具体化するものとなっており、これらをもと

にまちづくりのルールの柱とすることに意味にまちづくりのルールの柱とすることに意味にまちづくりのルールの柱とすることに意味にまちづくりのルールの柱とすることに意味

があると考える。があると考える。があると考える。があると考える。    

    協働のまちづくりについては第２条の協働のまちづくりについては第２条の協働のまちづくりについては第２条の協働のまちづくりについては第２条の各々各々各々各々

の役割を踏まえたの役割を踏まえたの役割を踏まえたの役割を踏まえた上上上上で相互に補完し、協力すで相互に補完し、協力すで相互に補完し、協力すで相互に補完し、協力す

ることが大切と考え規定した。ることが大切と考え規定した。ることが大切と考え規定した。ることが大切と考え規定した。    

    第第第第 11111111 条第２項で条第２項で条第２項で条第２項で、「、「、「、「まちづくりに当たってまちづくりに当たってまちづくりに当たってまちづくりに当たって」」」」

として限定的に規定している。まちづくりにとして限定的に規定している。まちづくりにとして限定的に規定している。まちづくりにとして限定的に規定している。まちづくりに

当たっては個人的な利益ではなく、当たっては個人的な利益ではなく、当たっては個人的な利益ではなく、当たっては個人的な利益ではなく、全体の利全体の利全体の利全体の利

益を考えて行うものと考える。日常のプライ益を考えて行うものと考える。日常のプライ益を考えて行うものと考える。日常のプライ益を考えて行うものと考える。日常のプライ
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ベートライフを規制するものではない。ベートライフを規制するものではない。ベートライフを規制するものではない。ベートライフを規制するものではない。    

    コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティについては強制するものではについては強制するものではについては強制するものではについては強制するものでは

なく、地域社会の担い手としてなく、地域社会の担い手としてなく、地域社会の担い手としてなく、地域社会の担い手として、、、、自主的な活自主的な活自主的な活自主的な活

動を尊重するものとしている動を尊重するものとしている動を尊重するものとしている動を尊重するものとしている。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、公共の利益を前提として考えると自次に、公共の利益を前提として考えると自次に、公共の利益を前提として考えると自次に、公共の利益を前提として考えると自

由な意見が出ない。自由な意見の中から施策由な意見が出ない。自由な意見の中から施策由な意見が出ない。自由な意見の中から施策由な意見が出ない。自由な意見の中から施策

が生まれるのではないかと思う。が生まれるのではないかと思う。が生まれるのではないかと思う。が生まれるのではないかと思う。    

    第第第第 24242424 条について総合計画は実施計画まで条について総合計画は実施計画まで条について総合計画は実施計画まで条について総合計画は実施計画まで

含めるべきと思う。製作や事業は含めるべきと思う。製作や事業は含めるべきと思う。製作や事業は含めるべきと思う。製作や事業は「「「「総合計画総合計画総合計画総合計画

に基づき行うに基づき行うに基づき行うに基づき行う」」」」という文言を挿入という文言を挿入という文言を挿入という文言を挿入すすすすべきと思べきと思べきと思べきと思

う。評価に基づく進行管理を行うう。評価に基づく進行管理を行うう。評価に基づく進行管理を行うう。評価に基づく進行管理を行うのであれば、のであれば、のであれば、のであれば、

事業まで含めた実施計画が必要と考える。事業まで含めた実施計画が必要と考える。事業まで含めた実施計画が必要と考える。事業まで含めた実施計画が必要と考える。    

    第第第第 30303030 条について市民が参加するのは条について市民が参加するのは条について市民が参加するのは条について市民が参加するのは「「「「策定策定策定策定、、、、

実施実施実施実施、、、、評価評価評価評価」」」」となっているが、となっているが、となっているが、となっているが、「「「「策定策定策定策定、、、、実施実施実施実施、、、、

評価評価評価評価、、、、見直し見直し見直し見直し」」」」にすべきではないか。また第にすべきではないか。また第にすべきではないか。また第にすべきではないか。また第

34343434 条の条の条の条の「「「「住民投票住民投票住民投票住民投票」」」」はははは「「「「市民投票市民投票市民投票市民投票」」」」にすべき。にすべき。にすべき。にすべき。

またまたまたまた「「「「投票結果を尊重する投票結果を尊重する投票結果を尊重する投票結果を尊重する」」」」と加えるべき。と加えるべき。と加えるべき。と加えるべき。

発議の規定について自治法との重複を避けた発議の規定について自治法との重複を避けた発議の規定について自治法との重複を避けた発議の規定について自治法との重複を避けた

との答弁であり、条例を見ると市長の発議がとの答弁であり、条例を見ると市長の発議がとの答弁であり、条例を見ると市長の発議がとの答弁であり、条例を見ると市長の発議が

強調されている。議会や市民もできることで強調されている。議会や市民もできることで強調されている。議会や市民もできることで強調されている。議会や市民もできることで

あり、重複してもよいのではないか。遠軽町あり、重複してもよいのではないか。遠軽町あり、重複してもよいのではないか。遠軽町あり、重複してもよいのではないか。遠軽町

のように常設のように常設のように常設のように常設型型型型の条例が必要ではないかの条例が必要ではないかの条例が必要ではないかの条例が必要ではないか、、、、とととと

の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    「「「「公共の利益を念頭に公共の利益を念頭に公共の利益を念頭に公共の利益を念頭に」という部分」という部分」という部分」という部分を含めを含めを含めを含め

てててて、、、、検討委員会で整理し、それを尊重したも検討委員会で整理し、それを尊重したも検討委員会で整理し、それを尊重したも検討委員会で整理し、それを尊重したも

のであのであのであのである。る。る。る。    

    市の事業は市の事業は市の事業は市の事業は、、、、総合計画に基づき行われるべ総合計画に基づき行われるべ総合計画に基づき行われるべ総合計画に基づき行われるべ

きものという考え方はきものという考え方はきものという考え方はきものという考え方は、市も同様。しかし、、市も同様。しかし、、市も同様。しかし、、市も同様。しかし、

総合計画にすべて書き込めるかは技術的総合計画にすべて書き込めるかは技術的総合計画にすべて書き込めるかは技術的総合計画にすべて書き込めるかは技術的な問な問な問な問

題もあり、個別計画や事業方針などで定め、題もあり、個別計画や事業方針などで定め、題もあり、個別計画や事業方針などで定め、題もあり、個別計画や事業方針などで定め、

また実施計画についてはまた実施計画についてはまた実施計画についてはまた実施計画については、、、、本市では実施計画本市では実施計画本市では実施計画本市では実施計画

を策定せず、事務事業評価で進行管理をしてを策定せず、事務事業評価で進行管理をしてを策定せず、事務事業評価で進行管理をしてを策定せず、事務事業評価で進行管理をして

おり、条例では基本構想、基本計画にとどめおり、条例では基本構想、基本計画にとどめおり、条例では基本構想、基本計画にとどめおり、条例では基本構想、基本計画にとどめ

ている。評価についてはている。評価についてはている。評価についてはている。評価については 26262626 条に規定しており、条に規定しており、条に規定しており、条に規定しており、

政策、施策、事務事業の各段階で評価し、公政策、施策、事務事業の各段階で評価し、公政策、施策、事務事業の各段階で評価し、公政策、施策、事務事業の各段階で評価し、公

表することとしている。表することとしている。表することとしている。表することとしている。    

    第第第第 30303030 条での条での条での条での「「「「見直し見直し見直し見直し」」」」に関しては、評価にに関しては、評価にに関しては、評価にに関しては、評価に

含まれるものと考え、第含まれるものと考え、第含まれるものと考え、第含まれるものと考え、第 34343434 条の住民投票につ条の住民投票につ条の住民投票につ条の住民投票につ

いては検討委員会の論議に基づきいては検討委員会の論議に基づきいては検討委員会の論議に基づきいては検討委員会の論議に基づき「「「「住住住住民投票民投票民投票民投票」」」」

とした。とした。とした。とした。    

    発議権については、他市の例では自治法の発議権については、他市の例では自治法の発議権については、他市の例では自治法の発議権については、他市の例では自治法の

規定をそのまま入れている例もあるが、現在規定をそのまま入れている例もあるが、現在規定をそのまま入れている例もあるが、現在規定をそのまま入れている例もあるが、現在

住民投票の事案がないことや住民投票の事案がないことや住民投票の事案がないことや住民投票の事案がないことや、過去に経験が、過去に経験が、過去に経験が、過去に経験が

ないことから、常設型ないことから、常設型ないことから、常設型ないことから、常設型の条例をつくるのではの条例をつくるのではの条例をつくるのではの条例をつくるのでは

なく、事案に応じて条例をつくり投票を行うなく、事案に応じて条例をつくり投票を行うなく、事案に応じて条例をつくり投票を行うなく、事案に応じて条例をつくり投票を行う

べきものとの検討結果を尊重した。べきものとの検討結果を尊重した。べきものとの検討結果を尊重した。べきものとの検討結果を尊重した。    

    また、当然住民投票を行うに当たっては、また、当然住民投票を行うに当たっては、また、当然住民投票を行うに当たっては、また、当然住民投票を行うに当たっては、

その結果を尊重すその結果を尊重すその結果を尊重すその結果を尊重すべきものであり、個別条例べきものであり、個別条例べきものであり、個別条例べきものであり、個別条例

を制定する中にを制定する中にを制定する中にを制定する中に入ることになると考える入ることになると考える入ることになると考える入ることになると考える。。。。とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、常設型の条例の必要性についてどう次に、常設型の条例の必要性についてどう次に、常設型の条例の必要性についてどう次に、常設型の条例の必要性についてどう

考えているのか、市民が直接参加できる上か考えているのか、市民が直接参加できる上か考えているのか、市民が直接参加できる上か考えているのか、市民が直接参加できる上か

らも条例をつくるべきではないからも条例をつくるべきではないからも条例をつくるべきではないからも条例をつくるべきではないか。。。。    

    総合計画につい総合計画につい総合計画につい総合計画について当初の内容が大幅に変更て当初の内容が大幅に変更て当初の内容が大幅に変更て当初の内容が大幅に変更

になった場合、そのままどうするかについてになった場合、そのままどうするかについてになった場合、そのままどうするかについてになった場合、そのままどうするかについて

は市民参加が必要なのではないかは市民参加が必要なのではないかは市民参加が必要なのではないかは市民参加が必要なのではないか、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑

に対し、に対し、に対し、に対し、    

    「「「「住民投票住民投票住民投票住民投票」」」」やややや「「「「市民投票市民投票市民投票市民投票」」」」の名称は自治の名称は自治の名称は自治の名称は自治

体により異なる。言葉として一般的な体により異なる。言葉として一般的な体により異なる。言葉として一般的な体により異なる。言葉として一般的な「「「「住民住民住民住民

投票投票投票投票」」」」とした。意思決定機関は議会であり、とした。意思決定機関は議会であり、とした。意思決定機関は議会であり、とした。意思決定機関は議会であり、

住民投票は大事だが、執行側の原案を補完す住民投票は大事だが、執行側の原案を補完す住民投票は大事だが、執行側の原案を補完す住民投票は大事だが、執行側の原案を補完す

るという考えで位置づけをしていることから、るという考えで位置づけをしていることから、るという考えで位置づけをしていることから、るという考えで位置づけをしていることから、

市長のみとしている。市長のみとしている。市長のみとしている。市長のみとしている。    

    総合計画についてつくる段階、執行、評価総合計画についてつくる段階、執行、評価総合計画についてつくる段階、執行、評価総合計画についてつくる段階、執行、評価

の各段階に市民が入ることが大事であり、基の各段階に市民が入ることが大事であり、基の各段階に市民が入ることが大事であり、基の各段階に市民が入ることが大事であり、基

本構想をいかに位置づけるか、後期計画では本構想をいかに位置づけるか、後期計画では本構想をいかに位置づけるか、後期計画では本構想をいかに位置づけるか、後期計画では

数値目標をつくり、事務事業評価の中で進行数値目標をつくり、事務事業評価の中で進行数値目標をつくり、事務事業評価の中で進行数値目標をつくり、事務事業評価の中で進行

管理をしていき管理をしていき管理をしていき管理をしていきたいたいたいたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    
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    次に、市民主体の市政次に、市民主体の市政次に、市民主体の市政次に、市民主体の市政、、、、協働について市民協働について市民協働について市民協働について市民

も考えているが、市長、議会も本気だと伝わも考えているが、市長、議会も本気だと伝わも考えているが、市長、議会も本気だと伝わも考えているが、市長、議会も本気だと伝わ

らない。らない。らない。らない。    

    第第第第 33333333 条条条条「「「「安全安全安全安全・・・・安心の確保安心の確保安心の確保安心の確保」」」」の中での中での中での中で「「「「防衛防衛防衛防衛

策策策策」」」」という文言は、これまでにもないものでという文言は、これまでにもないものでという文言は、これまでにもないものでという文言は、これまでにもないもので

あり、条文の構成として行政の役割が先に来あり、条文の構成として行政の役割が先に来あり、条文の構成として行政の役割が先に来あり、条文の構成として行政の役割が先に来

るべきではないかるべきではないかるべきではないかるべきではないか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    この条例は市民の力を借り、この条例は市民の力を借り、この条例は市民の力を借り、この条例は市民の力を借り、ゼロゼロゼロゼロベースかベースかベースかベースか

らつくり上げた。用語や趣旨などにいろいろらつくり上げた。用語や趣旨などにいろいろらつくり上げた。用語や趣旨などにいろいろらつくり上げた。用語や趣旨などにいろいろ

な意見があると思うが、今後ともいきた条例、な意見があると思うが、今後ともいきた条例、な意見があると思うが、今後ともいきた条例、な意見があると思うが、今後ともいきた条例、

成長させる条例として周知に努め、運用面に成長させる条例として周知に努め、運用面に成長させる条例として周知に努め、運用面に成長させる条例として周知に努め、運用面に

十分留意し、見直すところは見直していきた十分留意し、見直すところは見直していきた十分留意し、見直すところは見直していきた十分留意し、見直すところは見直していきた

いいいい。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    なお、質疑終了後なお、質疑終了後なお、質疑終了後なお、質疑終了後、、、、議案第議案第議案第議案第 30303030 号について号について号について号について修修修修

正の正の正の正の動動動動議が提出されました。議が提出されました。議が提出されました。議が提出されました。    

    結果といたしまして原案及び修正案に対す結果といたしまして原案及び修正案に対す結果といたしまして原案及び修正案に対す結果といたしまして原案及び修正案に対す

る討論を行い、起立採決の結果原案のとおりる討論を行い、起立採決の結果原案のとおりる討論を行い、起立採決の結果原案のとおりる討論を行い、起立採決の結果原案のとおり

可決すべきものと決定いたしました。可決すべきものと決定いたしました。可決すべきものと決定いたしました。可決すべきものと決定いたしました。    

    本委員会の決定どおり、ご承認をいただき本委員会の決定どおり、ご承認をいただき本委員会の決定どおり、ご承認をいただき本委員会の決定どおり、ご承認をいただき

ますようお願いを申し上げまして、ご報告をますようお願いを申し上げまして、ご報告をますようお願いを申し上げまして、ご報告をますようお願いを申し上げまして、ご報告を

終わります。終わります。終わります。終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 31313131 号ないし号ないし号ないし号ないし

議案第議案第議案第議案第 13131313 号の以上号の以上号の以上号の以上 12121212 件について矢部予算審件について矢部予算審件について矢部予算審件について矢部予算審

査特別委員長。査特別委員長。査特別委員長。査特別委員長。    

●予算審査特別委員●予算審査特別委員●予算審査特別委員●予算審査特別委員会委員長会委員長会委員長会委員長矢部正義議員矢部正義議員矢部正義議員矢部正義議員

（登壇）（登壇）（登壇）（登壇）    ただいま議題となりました予算審ただいま議題となりました予算審ただいま議題となりました予算審ただいま議題となりました予算審

査特別委員会の審査の経過並びに結果をご報査特別委員会の審査の経過並びに結果をご報査特別委員会の審査の経過並びに結果をご報査特別委員会の審査の経過並びに結果をご報

告申し上げます告申し上げます告申し上げます告申し上げます。。。。    

    経過といたしまして３月経過といたしまして３月経過といたしまして３月経過といたしまして３月14141414日ないし日ないし日ないし日ないし16161616日、日、日、日、

３月３月３月３月 19191919 日日日日及び３月及び３月及び３月及び３月 20202020 日、日、日、日、３月３月３月３月 22222222 日の６日間日の６日間日の６日間日の６日間

委員会を招集して審査をいたしました。委員会を招集して審査をいたしました。委員会を招集して審査をいたしました。委員会を招集して審査をいたしました。    

    まず初めに、まず初めに、まず初めに、まず初めに、議案第議案第議案第議案第 31313131 号平成号平成号平成号平成 18181818 年年年年度度度度美唄美唄美唄美唄

市介護保険会計補正予算（第２号）市介護保険会計補正予算（第２号）市介護保険会計補正予算（第２号）市介護保険会計補正予算（第２号）についてについてについてについて、、、、

２人の委員から質疑がありました。そのうち２人の委員から質疑がありました。そのうち２人の委員から質疑がありました。そのうち２人の委員から質疑がありました。そのうち

主なものを２項目について申し上げます。主なものを２項目について申し上げます。主なものを２項目について申し上げます。主なものを２項目について申し上げます。    

    居宅サービス及び施設サービス並びに一般居宅サービス及び施設サービス並びに一般居宅サービス及び施設サービス並びに一般居宅サービス及び施設サービス並びに一般

管理費の増減理由について管理費の増減理由について管理費の増減理由について管理費の増減理由について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    新予防サービスの導入に伴う給付費の減、新予防サービスの導入に伴う給付費の減、新予防サービスの導入に伴う給付費の減、新予防サービスの導入に伴う給付費の減、

市内の療養型医療病床が市内の療養型医療病床が市内の療養型医療病床が市内の療養型医療病床が 16161616 床増床になった床増床になった床増床になった床増床になった

ことによる給付費の増、医療制度改正に伴うことによる給付費の増、医療制度改正に伴うことによる給付費の増、医療制度改正に伴うことによる給付費の増、医療制度改正に伴う

事務処理システ事務処理システ事務処理システ事務処理システム改修による事務費の増、職ム改修による事務費の増、職ム改修による事務費の増、職ム改修による事務費の増、職

員人件費の減員人件費の減員人件費の減員人件費の減、、、、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、安定化基金次に、安定化基金次に、安定化基金次に、安定化基金・・・・介護給付費準備基金介護給付費準備基金介護給付費準備基金介護給付費準備基金・・・・

支払基金の内容とその運用について支払基金の内容とその運用について支払基金の内容とその運用について支払基金の内容とその運用について、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    安定化基金は北海道が設置しており、介護安定化基金は北海道が設置しており、介護安定化基金は北海道が設置しており、介護安定化基金は北海道が設置しており、介護

保険が赤字の場合に保険が赤字の場合に保険が赤字の場合に保険が赤字の場合に貸付貸付貸付貸付されるが、本市はこされるが、本市はこされるが、本市はこされるが、本市はこ

れまで申請したことがない。れまで申請したことがない。れまで申請したことがない。れまで申請したことがない。    

    準備基金は市が保険給付及び介護予防事業準備基金は市が保険給付及び介護予防事業準備基金は市が保険給付及び介護予防事業準備基金は市が保険給付及び介護予防事業

に充てるために設置しているもので、現在のに充てるために設置しているもので、現在のに充てるために設置しているもので、現在のに充てるために設置しているもので、現在の

残高は約１億残高は約１億残高は約１億残高は約１億 5,0005,0005,0005,000 万円となっており、万円となっており、万円となっており、万円となっており、目的目的目的目的

外での運用はこれまで外での運用はこれまで外での運用はこれまで外での運用はこれまでははははなかった。なかった。なかった。なかった。    

    支払基金は支払基金は支払基金は支払基金は、、、、社会保険庁が設置しており、社会保険庁が設置しており、社会保険庁が設置しており、社会保険庁が設置しており、

保険給付の実績に応じて保険給付の実績に応じて保険給付の実績に応じて保険給付の実績に応じて 40404040 歳から歳から歳から歳から 64646464 歳まで歳まで歳まで歳まで

の第２号被保険者負担の第２号被保険者負担の第２号被保険者負担の第２号被保険者負担分である分である分である分である 31313131％の費用％の費用％の費用％の費用

がこの基金から支払われているとの答弁があがこの基金から支払われているとの答弁があがこの基金から支払われているとの答弁があがこの基金から支払われているとの答弁があ

りました。りました。りました。りました。    

    次に、次に、次に、次に、議案第３号平成議案第３号平成議案第３号平成議案第３号平成 19191919 年度美唄市一般会年度美唄市一般会年度美唄市一般会年度美唄市一般会

計予算計予算計予算計予算に対する質疑に入りました。に対する質疑に入りました。に対する質疑に入りました。に対する質疑に入りました。    

    以下以下以下以下、、、、その主なものについて申し上げます。その主なものについて申し上げます。その主なものについて申し上げます。その主なものについて申し上げます。    

    第１款議会費、第２款総務費に関しては５第１款議会費、第２款総務費に関しては５第１款議会費、第２款総務費に関しては５第１款議会費、第２款総務費に関しては５

人の委員から質疑がありました。そのうち３人の委員から質疑がありました。そのうち３人の委員から質疑がありました。そのうち３人の委員から質疑がありました。そのうち３

項目について申し上げます。項目について申し上げます。項目について申し上げます。項目について申し上げます。    

    初めに、地域応援チームの内容と実施時期初めに、地域応援チームの内容と実施時期初めに、地域応援チームの内容と実施時期初めに、地域応援チームの内容と実施時期

についてについてについてについて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    地域応援チームについては地域応援チームについては地域応援チームについては地域応援チームについては、、、、これまで検討これまで検討これまで検討これまで検討

してきた職員の地域担当制を実現するもの、してきた職員の地域担当制を実現するもの、してきた職員の地域担当制を実現するもの、してきた職員の地域担当制を実現するもの、

５５５５つつつつの生活圏を基本にさらにの生活圏を基本にさらにの生活圏を基本にさらにの生活圏を基本にさらに 12121212 ブロックにブロックにブロックにブロックに
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地域を細分化し、管理職が地域を細分化し、管理職が地域を細分化し、管理職が地域を細分化し、管理職が４名から５名でチ４名から５名でチ４名から５名でチ４名から５名でチ

ームを編成し、地域によって地域の方々と一ームを編成し、地域によって地域の方々と一ームを編成し、地域によって地域の方々と一ームを編成し、地域によって地域の方々と一

緒に課題解決緒に課題解決緒に課題解決緒に課題解決等等等等に当たる。導入の背景としてに当たる。導入の背景としてに当たる。導入の背景としてに当たる。導入の背景として

は地域においてさまざまな課題があり、地域は地域においてさまざまな課題があり、地域は地域においてさまざまな課題があり、地域は地域においてさまざまな課題があり、地域

だけでは解決できないものである。地域の活だけでは解決できないものである。地域の活だけでは解決できないものである。地域の活だけでは解決できないものである。地域の活

性化を図る上で職員と一緒に考え、解決する性化を図る上で職員と一緒に考え、解決する性化を図る上で職員と一緒に考え、解決する性化を図る上で職員と一緒に考え、解決する

ことが必要であるから導入しようとするものことが必要であるから導入しようとするものことが必要であるから導入しようとするものことが必要であるから導入しようとするもの。。。。

このチームでは地域の実態を把握し、防災、このチームでは地域の実態を把握し、防災、このチームでは地域の実態を把握し、防災、このチームでは地域の実態を把握し、防災、

健康づくり、環境美化などの自主的活動に対健康づくり、環境美化などの自主的活動に対健康づくり、環境美化などの自主的活動に対健康づくり、環境美化などの自主的活動に対

して助言、情報提供し、また地域の要望、意して助言、情報提供し、また地域の要望、意して助言、情報提供し、また地域の要望、意して助言、情報提供し、また地域の要望、意

向向向向等等等等を担当課に連絡する。導入に当たってはを担当課に連絡する。導入に当たってはを担当課に連絡する。導入に当たってはを担当課に連絡する。導入に当たっては

住民自治の視点で行うとともに、職員住民に住民自治の視点で行うとともに、職員住民に住民自治の視点で行うとともに、職員住民に住民自治の視点で行うとともに、職員住民に

も周知したうえで夏以降実施していくも周知したうえで夏以降実施していくも周知したうえで夏以降実施していくも周知したうえで夏以降実施していく。。。。とのとのとのとの

答弁。答弁。答弁。答弁。    

    次に次に次に次に、職員研修として新たな特徴的な取り、職員研修として新たな特徴的な取り、職員研修として新たな特徴的な取り、職員研修として新たな特徴的な取り

組みについて組みについて組みについて組みについて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    昨年の不祥事から公務に対する信頼回復が昨年の不祥事から公務に対する信頼回復が昨年の不祥事から公務に対する信頼回復が昨年の不祥事から公務に対する信頼回復が

課題となっており、公正取引委員会に講師派課題となっており、公正取引委員会に講師派課題となっており、公正取引委員会に講師派課題となっており、公正取引委員会に講師派

遣を依頼し、入札契約制度に関する研修を実遣を依頼し、入札契約制度に関する研修を実遣を依頼し、入札契約制度に関する研修を実遣を依頼し、入札契約制度に関する研修を実

施する予定。また、職員倫理規定や地方公務施する予定。また、職員倫理規定や地方公務施する予定。また、職員倫理規定や地方公務施する予定。また、職員倫理規定や地方公務

員法で定める職員の諸基準などの再認識につ員法で定める職員の諸基準などの再認識につ員法で定める職員の諸基準などの再認識につ員法で定める職員の諸基準などの再認識につ

いて周知徹底することを考えているいて周知徹底することを考えているいて周知徹底することを考えているいて周知徹底することを考えている。。。。との答との答との答との答

弁。弁。弁。弁。    

    次に、税の管理職徴収の実態と滞納整理手次に、税の管理職徴収の実態と滞納整理手次に、税の管理職徴収の実態と滞納整理手次に、税の管理職徴収の実態と滞納整理手

法について法について法について法について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    平成平成平成平成 18181818 年年年年 12121212 月月月月 21212121 日から日から日から日から 29292929 日まで実施し日まで実施し日まで実施し日まで実施し

た管理職徴収については、連絡た管理職徴収については、連絡た管理職徴収については、連絡た管理職徴収については、連絡等等等等の取れないの取れないの取れないの取れない

現年度分現年度分現年度分現年度分未納者未納者未納者未納者 98989898 世帯世帯世帯世帯 122122122122 件件件件、、、、額で額で額で額で 407407407407 万万万万

5555,000,000,000,000 円を対象としたもので、その収納結果円を対象としたもので、その収納結果円を対象としたもので、その収納結果円を対象としたもので、その収納結果

はははは 21212121 世帯世帯世帯世帯、、、、26262626 件件件件、、、、収納額で収納額で収納額で収納額で 40404040 万万万万 3,0003,0003,0003,000 円、円、円、円、

収納割合で収納割合で収納割合で収納割合で 10101010％となっている。％となっている。％となっている。％となっている。    

    また、滞納整理については市内を４地区にまた、滞納整理については市内を４地区にまた、滞納整理については市内を４地区にまた、滞納整理については市内を４地区に

分けているほか、市外、大口に区分をし、そ分けているほか、市外、大口に区分をし、そ分けているほか、市外、大口に区分をし、そ分けているほか、市外、大口に区分をし、そ

れぞれ対応している。れぞれ対応している。れぞれ対応している。れぞれ対応している。    

    滞納者の増加は滞納者の増加は滞納者の増加は滞納者の増加は、、、、税負担の公平性という点税負担の公平性という点税負担の公平性という点税負担の公平性という点

で大きな課題であり、対策としてで大きな課題であり、対策としてで大きな課題であり、対策としてで大きな課題であり、対策として、、、、制限制限制限制限措置措置措置措置

条例の設置、職員フレックスタイムの導入条例の設置、職員フレックスタイムの導入条例の設置、職員フレックスタイムの導入条例の設置、職員フレックスタイムの導入なななな

どどどどによによによによりりりり滞納整理に滞納整理に滞納整理に滞納整理にああああたっているが、新たなたっているが、新たなたっているが、新たなたっているが、新たな

取り組みとして本年２月から給与などの差し取り組みとして本年２月から給与などの差し取り組みとして本年２月から給与などの差し取り組みとして本年２月から給与などの差し

押え押え押え押えに向け勤務先調査を実施している。に向け勤務先調査を実施している。に向け勤務先調査を実施している。に向け勤務先調査を実施している。    

    いずれにしても納税相談を通じ適切に対応いずれにしても納税相談を通じ適切に対応いずれにしても納税相談を通じ適切に対応いずれにしても納税相談を通じ適切に対応

しながら、しながら、しながら、しながら、収納率の向上に努めていかなけれ収納率の向上に努めていかなけれ収納率の向上に努めていかなけれ収納率の向上に努めていかなけれ

ばならないと考えているばならないと考えているばならないと考えているばならないと考えている。。。。との答弁がありまとの答弁がありまとの答弁がありまとの答弁がありま

した。した。した。した。    

    次に、第３款民生費、第４款衛生費に関し次に、第３款民生費、第４款衛生費に関し次に、第３款民生費、第４款衛生費に関し次に、第３款民生費、第４款衛生費に関し

ては７人の委員から質疑がありました。そのては７人の委員から質疑がありました。そのては７人の委員から質疑がありました。そのては７人の委員から質疑がありました。その

うち４項目について申し上げます。うち４項目について申し上げます。うち４項目について申し上げます。うち４項目について申し上げます。    

    初めに、後期高齢者医療制度の概要につい初めに、後期高齢者医療制度の概要につい初めに、後期高齢者医療制度の概要につい初めに、後期高齢者医療制度の概要につい

てててて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    この制度はこの制度はこの制度はこの制度は 75757575 歳以上の後期高齢者及び歳以上の後期高齢者及び歳以上の後期高齢者及び歳以上の後期高齢者及び 65656565

歳から歳から歳から歳から 74747474 歳までの障害認定を受けた方を対歳までの障害認定を受けた方を対歳までの障害認定を受けた方を対歳までの障害認定を受けた方を対

象とし、平成象とし、平成象とし、平成象とし、平成 20202020 年４月１日から創設される独年４月１日から創設される独年４月１日から創設される独年４月１日から創設される独

立した医療制度である。保険料の財源構成は立した医療制度である。保険料の財源構成は立した医療制度である。保険料の財源構成は立した医療制度である。保険料の財源構成は

公費が約５割、現役世代からの支援金が約４公費が約５割、現役世代からの支援金が約４公費が約５割、現役世代からの支援金が約４公費が約５割、現役世代からの支援金が約４

割、後期高齢者割、後期高齢者割、後期高齢者割、後期高齢者自自自自らの保険料が１割となり、らの保険料が１割となり、らの保険料が１割となり、らの保険料が１割となり、

世帯の所得水準世帯の所得水準世帯の所得水準世帯の所得水準に応じて７割、５割、２割のに応じて７割、５割、２割のに応じて７割、５割、２割のに応じて７割、５割、２割の

軽減措置がある軽減措置がある軽減措置がある軽減措置がある。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、次に、次に、次に、子ども子ども子ども子どもの総合的子育て支援に対するの総合的子育て支援に対するの総合的子育て支援に対するの総合的子育て支援に対する

考え方について考え方について考え方について考え方について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    少子化が進行する中、次世代育成支援美唄少子化が進行する中、次世代育成支援美唄少子化が進行する中、次世代育成支援美唄少子化が進行する中、次世代育成支援美唄

市行動計画に基づき市行動計画に基づき市行動計画に基づき市行動計画に基づき各種事業の推進を各種事業の推進を各種事業の推進を各種事業の推進を図図図図りなりなりなりな

がらがらがらがら、、、、地域の皆さんの参加協力による「せわ地域の皆さんの参加協力による「せわ地域の皆さんの参加協力による「せわ地域の皆さんの参加協力による「せわ

ずき・せわやき隊」活動を支援するとともに、ずき・せわやき隊」活動を支援するとともに、ずき・せわやき隊」活動を支援するとともに、ずき・せわやき隊」活動を支援するとともに、

主任児童委員などの協力をいただき、主任児童委員などの協力をいただき、主任児童委員などの協力をいただき、主任児童委員などの協力をいただき、「「「「新生児新生児新生児新生児

家庭の全戸訪問家庭の全戸訪問家庭の全戸訪問家庭の全戸訪問」」」」を進めるなど、地域の方々を進めるなど、地域の方々を進めるなど、地域の方々を進めるなど、地域の方々

ととととのののの協働により子育て支援を進めていきたい協働により子育て支援を進めていきたい協働により子育て支援を進めていきたい協働により子育て支援を進めていきたい。。。。

との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、宮島沼水鳥・湿地センターの概要に次に、宮島沼水鳥・湿地センターの概要に次に、宮島沼水鳥・湿地センターの概要に次に、宮島沼水鳥・湿地センターの概要に
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ついてついてついてついて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    センターは木造平屋センターは木造平屋センターは木造平屋センターは木造平屋建て、建て、建て、建て、総事業費約２億総事業費約２億総事業費約２億総事業費約２億

円、３月円、３月円、３月円、３月 30303030 日オープンで日オープンで日オープンで日オープンで、、、、開館時間は午前９開館時間は午前９開館時間は午前９開館時間は午前９

時から午後５時までだがマガンの飛来期には時から午後５時までだがマガンの飛来期には時から午後５時までだがマガンの飛来期には時から午後５時までだがマガンの飛来期には

開館時間を延長する。休館日は毎週月曜日と開館時間を延長する。休館日は毎週月曜日と開館時間を延長する。休館日は毎週月曜日と開館時間を延長する。休館日は毎週月曜日と

年末年始である。年末年始である。年末年始である。年末年始である。    

    施設の特徴として施設の特徴として施設の特徴として施設の特徴として、宮島沼と周辺に生息す、宮島沼と周辺に生息す、宮島沼と周辺に生息す、宮島沼と周辺に生息す

る動植物についての展示パネルる動植物についての展示パネルる動植物についての展示パネルる動植物についての展示パネル映像映像映像映像を見るこを見るこを見るこを見るこ

とができる。館内とができる。館内とができる。館内とができる。館内設置のフィールドスコープ設置のフィールドスコープ設置のフィールドスコープ設置のフィールドスコープ

を利用して鳥を間近に観察できたり、館内にを利用して鳥を間近に観察できたり、館内にを利用して鳥を間近に観察できたり、館内にを利用して鳥を間近に観察できたり、館内に

あるあるあるある定点カメラ定点カメラ定点カメラ定点カメラを遠隔操作して沼全体を観察を遠隔操作して沼全体を観察を遠隔操作して沼全体を観察を遠隔操作して沼全体を観察

できる。自然環境に関する図書も閲覧でき、できる。自然環境に関する図書も閲覧でき、できる。自然環境に関する図書も閲覧でき、できる。自然環境に関する図書も閲覧でき、

調査調査調査調査・・・・研究室では地元農産物を活用した加工研究室では地元農産物を活用した加工研究室では地元農産物を活用した加工研究室では地元農産物を活用した加工

試験も可能試験も可能試験も可能試験も可能。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、ごみの有料化に向けたタイムスケジ次に、ごみの有料化に向けたタイムスケジ次に、ごみの有料化に向けたタイムスケジ次に、ごみの有料化に向けたタイムスケジ

ュールにュールにュールにュールについてついてついてついて、と、と、と、との質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    現在市民説明会での意見などを参考にしな現在市民説明会での意見などを参考にしな現在市民説明会での意見などを参考にしな現在市民説明会での意見などを参考にしな

がら、家庭ごみ減量化がら、家庭ごみ減量化がら、家庭ごみ減量化がら、家庭ごみ減量化・・・・有料化実施計画の詰有料化実施計画の詰有料化実施計画の詰有料化実施計画の詰

を行っている。を行っている。を行っている。を行っている。    

    内容が固まれば条例の改正や予算について内容が固まれば条例の改正や予算について内容が固まれば条例の改正や予算について内容が固まれば条例の改正や予算について

議会提案する予定である。なお、有料化を秋議会提案する予定である。なお、有料化を秋議会提案する予定である。なお、有料化を秋議会提案する予定である。なお、有料化を秋

に実施する場合、改めて市民説明会を開催し、に実施する場合、改めて市民説明会を開催し、に実施する場合、改めて市民説明会を開催し、に実施する場合、改めて市民説明会を開催し、

周知期間も必要なことから、議会提案は担当周知期間も必要なことから、議会提案は担当周知期間も必要なことから、議会提案は担当周知期間も必要なことから、議会提案は担当

課の考え方としては課の考え方としては課の考え方としては課の考え方としては、、、、６月定例会になるもの６月定例会になるもの６月定例会になるもの６月定例会になるもの

と考えていると考えていると考えていると考えている。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、第５款労働費、第６款農林費に関し次に、第５款労働費、第６款農林費に関し次に、第５款労働費、第６款農林費に関し次に、第５款労働費、第６款農林費に関し

てはてはてはては、、、、３人の委員から質疑がありました。そ３人の委員から質疑がありました。そ３人の委員から質疑がありました。そ３人の委員から質疑がありました。そ

のうち４項目について申し上げます。のうち４項目について申し上げます。のうち４項目について申し上げます。のうち４項目について申し上げます。    

    初めに、初めに、初めに、初めに、季節季節季節季節労働者援護事業がなく労働者援護事業がなく労働者援護事業がなく労働者援護事業がなくなってなってなってなって

いるが、その理由についてとの質疑に対し、いるが、その理由についてとの質疑に対し、いるが、その理由についてとの質疑に対し、いるが、その理由についてとの質疑に対し、    

    本事業は道の本事業は道の本事業は道の本事業は道の概ね概ね概ね概ね 100100100100％の補助を受け実施％の補助を受け実施％の補助を受け実施％の補助を受け実施

していたが、していたが、していたが、していたが、19191919 年度には補助がなくなったこ年度には補助がなくなったこ年度には補助がなくなったこ年度には補助がなくなったこ

とから財源手当てがなく、事業を廃止した。とから財源手当てがなく、事業を廃止した。とから財源手当てがなく、事業を廃止した。とから財源手当てがなく、事業を廃止した。    

    今後健康診断については保健センターで実今後健康診断については保健センターで実今後健康診断については保健センターで実今後健康診断については保健センターで実

施している検診施している検診施している検診施している検診等等等等を受けていただきたいを受けていただきたいを受けていただきたいを受けていただきたい。。。。とととと

の答弁。の答弁。の答弁。の答弁。    

    次に、労働相談事業の内容について次に、労働相談事業の内容について次に、労働相談事業の内容について次に、労働相談事業の内容について、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    労働者の不当解雇労働者の不当解雇労働者の不当解雇労働者の不当解雇・・・・賃金未払い賃金未払い賃金未払い賃金未払い等等等等の労働時の労働時の労働時の労働時

間に関するトラブルの相談や指導助言を行い、間に関するトラブルの相談や指導助言を行い、間に関するトラブルの相談や指導助言を行い、間に関するトラブルの相談や指導助言を行い、

労働福祉労働福祉労働福祉労働福祉・・・・労働教育の発展、向上を目的に労働教育の発展、向上を目的に労働教育の発展、向上を目的に労働教育の発展、向上を目的に 18181818

年度から労働組合のノウハウを活用し、労働年度から労働組合のノウハウを活用し、労働年度から労働組合のノウハウを活用し、労働年度から労働組合のノウハウを活用し、労働

相談事業や個別紛争の解決支援事相談事業や個別紛争の解決支援事相談事業や個別紛争の解決支援事相談事業や個別紛争の解決支援事業をしてい業をしてい業をしてい業をしてい

るるるる。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、クリーン農業推進事業に関し、次に、クリーン農業推進事業に関し、次に、クリーン農業推進事業に関し、次に、クリーン農業推進事業に関し、18181818 年年年年

度の取り組みと度の取り組みと度の取り組みと度の取り組みと 19191919 年度の取り組みの考え方年度の取り組みの考え方年度の取り組みの考え方年度の取り組みの考え方

についてについてについてについて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    平成平成平成平成 18181818 年度のクリーン農業推進事業では、年度のクリーン農業推進事業では、年度のクリーン農業推進事業では、年度のクリーン農業推進事業では、

簡易堆肥盤による簡易堆肥盤による簡易堆肥盤による簡易堆肥盤による稲稲稲稲わら等わら等わら等わら等を堆肥化するモデを堆肥化するモデを堆肥化するモデを堆肥化するモデ

ル事業を実施し、できた堆肥を分析中でそのル事業を実施し、できた堆肥を分析中でそのル事業を実施し、できた堆肥を分析中でそのル事業を実施し、できた堆肥を分析中でその

結果をもとに普及できればと考えている。ま結果をもとに普及できればと考えている。ま結果をもとに普及できればと考えている。ま結果をもとに普及できればと考えている。ま

た、イエス・クリーン農産物の拡大に取り組た、イエス・クリーン農産物の拡大に取り組た、イエス・クリーン農産物の拡大に取り組た、イエス・クリーン農産物の拡大に取り組

んでいる。んでいる。んでいる。んでいる。    

    平成平成平成平成 19191919 年度は年度は年度は年度は緑肥緑肥緑肥緑肥等等等等を導入した土づくり、を導入した土づくり、を導入した土づくり、を導入した土づくり、

輪作の推進、イエス・クリーン農産物の拡大、輪作の推進、イエス・クリーン農産物の拡大、輪作の推進、イエス・クリーン農産物の拡大、輪作の推進、イエス・クリーン農産物の拡大、

エコファーマエコファーマエコファーマエコファーマーーーーの推進に取り組んでいきたい。の推進に取り組んでいきたい。の推進に取り組んでいきたい。の推進に取り組んでいきたい。    

    現在現在現在現在、、、、市内で環境保全型農業に取り市内で環境保全型農業に取り市内で環境保全型農業に取り市内で環境保全型農業に取り組んで組んで組んで組んで

いる生産者は約いる生産者は約いる生産者は約いる生産者は約 50505050％で、半数は取り組んでい％で、半数は取り組んでい％で、半数は取り組んでい％で、半数は取り組んでい

ないことからないことからないことからないことから、、、、今後情報などを伝え取り組む今後情報などを伝え取り組む今後情報などを伝え取り組む今後情報などを伝え取り組む

方法をふやしていきたい方法をふやしていきたい方法をふやしていきたい方法をふやしていきたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、食の駅調査検討事業のこれまでの経次に、食の駅調査検討事業のこれまでの経次に、食の駅調査検討事業のこれまでの経次に、食の駅調査検討事業のこれまでの経

過と今後について過と今後について過と今後について過と今後について、と、と、と、との質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    平成平成平成平成 18181818 年度の食の駅調査検討事業では施年度の食の駅調査検討事業では施年度の食の駅調査検討事業では施年度の食の駅調査検討事業では施

設の概要の検討、候補地の選定作業などを行設の概要の検討、候補地の選定作業などを行設の概要の検討、候補地の選定作業などを行設の概要の検討、候補地の選定作業などを行

ったほか、先進地視察としては３施設の道のったほか、先進地視察としては３施設の道のったほか、先進地視察としては３施設の道のったほか、先進地視察としては３施設の道の

駅調査を実施した。また、関係機関からの意駅調査を実施した。また、関係機関からの意駅調査を実施した。また、関係機関からの意駅調査を実施した。また、関係機関からの意

見見見見聴取聴取聴取聴取や道路管理者との協議を行ったほか、や道路管理者との協議を行ったほか、や道路管理者との協議を行ったほか、や道路管理者との協議を行ったほか、

食のフリーマーケットを開催した。食のフリーマーケットを開催した。食のフリーマーケットを開催した。食のフリーマーケットを開催した。    
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    平成平成平成平成 19191919 年年年年はははは、、、、施設内容、施設場所などにつ施設内容、施設場所などにつ施設内容、施設場所などにつ施設内容、施設場所などにつ

いて内部検討し、市民による委員会などいて内部検討し、市民による委員会などいて内部検討し、市民による委員会などいて内部検討し、市民による委員会などを設を設を設を設

置し、意見置し、意見置し、意見置し、意見聴取聴取聴取聴取等等等等を行い、基本構想を策定すを行い、基本構想を策定すを行い、基本構想を策定すを行い、基本構想を策定す

るほか、活動グループのるほか、活動グループのるほか、活動グループのるほか、活動グループの農農農農業者を対象に地域業者を対象に地域業者を対象に地域業者を対象に地域

づくりアドバイザーの講師を招いた講習会のづくりアドバイザーの講師を招いた講習会のづくりアドバイザーの講師を招いた講習会のづくりアドバイザーの講師を招いた講習会の

開催や食のフリーマーケットを開催する開催や食のフリーマーケットを開催する開催や食のフリーマーケットを開催する開催や食のフリーマーケットを開催する。。。。とととと

の答弁がありました。の答弁がありました。の答弁がありました。の答弁がありました。    

    次に、第７款商工費、第８款土木費に関し次に、第７款商工費、第８款土木費に関し次に、第７款商工費、第８款土木費に関し次に、第７款商工費、第８款土木費に関し

ては６人の委員から質疑がありました。そのては６人の委員から質疑がありました。そのては６人の委員から質疑がありました。そのては６人の委員から質疑がありました。その

うち３項目について申し上げます。うち３項目について申し上げます。うち３項目について申し上げます。うち３項目について申し上げます。    

    商工会議所に対する行政のかかわり方及び商工会議所に対する行政のかかわり方及び商工会議所に対する行政のかかわり方及び商工会議所に対する行政のかかわり方及び

負担金支出の取り扱いについて負担金支出の取り扱いについて負担金支出の取り扱いについて負担金支出の取り扱いについて、、、、との質疑にとの質疑にとの質疑にとの質疑に

対し、対し、対し、対し、    

    市と商工会議所とのあり方については厳し市と商工会議所とのあり方については厳し市と商工会議所とのあり方については厳し市と商工会議所とのあり方については厳し

い環境を再確認し、今後とも一層の透明性とい環境を再確認し、今後とも一層の透明性とい環境を再確認し、今後とも一層の透明性とい環境を再確認し、今後とも一層の透明性と

自主性を高めるよう協議する。自主性を高めるよう協議する。自主性を高めるよう協議する。自主性を高めるよう協議する。    

    なお、市からなお、市からなお、市からなお、市からの負担金としての支出のありの負担金としての支出のありの負担金としての支出のありの負担金としての支出のあり

方は、改めて会議所と協議し、適正なあり方方は、改めて会議所と協議し、適正なあり方方は、改めて会議所と協議し、適正なあり方方は、改めて会議所と協議し、適正なあり方

について検討するについて検討するについて検討するについて検討する。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、路面凍結防止装置整備事業の実施場次に、路面凍結防止装置整備事業の実施場次に、路面凍結防止装置整備事業の実施場次に、路面凍結防止装置整備事業の実施場

所と設置時期について所と設置時期について所と設置時期について所と設置時期について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    路面凍結防止装置は路面凍結防止装置は路面凍結防止装置は路面凍結防止装置は、、、、交流拠点施設線の温交流拠点施設線の温交流拠点施設線の温交流拠点施設線の温

泉施設駐車場からの下りカーブ付近に設置を泉施設駐車場からの下りカーブ付近に設置を泉施設駐車場からの下りカーブ付近に設置を泉施設駐車場からの下りカーブ付近に設置を

予定しており、設置の時期については降雪期予定しており、設置の時期については降雪期予定しており、設置の時期については降雪期予定しており、設置の時期については降雪期

を迎えるを迎えるを迎えるを迎える 11111111 月までに設置したい月までに設置したい月までに設置したい月までに設置したい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、次に、次に、次に、東東東東明公園の管理方法について明公園の管理方法について明公園の管理方法について明公園の管理方法について、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    東明東明東明東明公園公園公園公園の桜についてはの桜についてはの桜についてはの桜については 15151515 年年年年ほど前からほど前からほど前からほど前から

樹木医の中内先生の指導のもと、剪定により樹木医の中内先生の指導のもと、剪定により樹木医の中内先生の指導のもと、剪定により樹木医の中内先生の指導のもと、剪定により

防除に努めてきたが、本年度においても１防除に努めてきたが、本年度においても１防除に努めてきたが、本年度においても１防除に努めてきたが、本年度においても１月月月月

から３月の木の休眠期に剪定を実施している。から３月の木の休眠期に剪定を実施している。から３月の木の休眠期に剪定を実施している。から３月の木の休眠期に剪定を実施している。

この剪定によりこの剪定によりこの剪定によりこの剪定により天狗巣天狗巣天狗巣天狗巣病にかかったすべての病にかかったすべての病にかかったすべての病にかかったすべての

枝を除去していることから、今年度の感染は枝を除去していることから、今年度の感染は枝を除去していることから、今年度の感染は枝を除去していることから、今年度の感染は

３割程度と考えている。３割程度と考えている。３割程度と考えている。３割程度と考えている。    

    天狗巣天狗巣天狗巣天狗巣病については剪定による防除方法し病については剪定による防除方法し病については剪定による防除方法し病については剪定による防除方法し

かないことから、今後も継続して剪定を行い、かないことから、今後も継続して剪定を行い、かないことから、今後も継続して剪定を行い、かないことから、今後も継続して剪定を行い、

桜の木の管理を努めたい桜の木の管理を努めたい桜の木の管理を努めたい桜の木の管理を努めたい。。。。との答弁がありまとの答弁がありまとの答弁がありまとの答弁がありま

した。した。した。した。    

    次に、第９款消防費、第次に、第９款消防費、第次に、第９款消防費、第次に、第９款消防費、第 10101010 款教育費に関し款教育費に関し款教育費に関し款教育費に関し

ては７人の委員から質疑がありました。そのては７人の委員から質疑がありました。そのては７人の委員から質疑がありました。そのては７人の委員から質疑がありました。その

うち４項目について申し上げます。うち４項目について申し上げます。うち４項目について申し上げます。うち４項目について申し上げます。    

    初めに、放課後児童対策事業において、高初めに、放課後児童対策事業において、高初めに、放課後児童対策事業において、高初めに、放課後児童対策事業において、高

学年を対象にできない理由について学年を対象にできない理由について学年を対象にできない理由について学年を対象にできない理由について、、、、との質との質との質との質

疑に対し、疑に対し、疑に対し、疑に対し、    

    現在市では小学校１年生か現在市では小学校１年生か現在市では小学校１年生か現在市では小学校１年生から４年生までとら４年生までとら４年生までとら４年生までと、、、、

障障障障害害害害者については６年生まで受け入れている者については６年生まで受け入れている者については６年生まで受け入れている者については６年生まで受け入れている

が、が、が、が、入所希望者もふえていることから入所希望者もふえていることから入所希望者もふえていることから入所希望者もふえていることから、、、、施設施設施設施設

の受け入れスペースの問題や指導者の確保のの受け入れスペースの問題や指導者の確保のの受け入れスペースの問題や指導者の確保のの受け入れスペースの問題や指導者の確保の

面からも高学年の受け入れは難しい面からも高学年の受け入れは難しい面からも高学年の受け入れは難しい面からも高学年の受け入れは難しい。。。。との答との答との答との答

弁。弁。弁。弁。    

    次に、予算面から次に、予算面から次に、予算面から次に、予算面から子ども子ども子ども子どもをめぐる環境が厳をめぐる環境が厳をめぐる環境が厳をめぐる環境が厳

しくなっていると思うが、どのように考えてしくなっていると思うが、どのように考えてしくなっていると思うが、どのように考えてしくなっていると思うが、どのように考えて

いるかいるかいるかいるか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    市の財政状況を踏まえながら、就学援助事市の財政状況を踏まえながら、就学援助事市の財政状況を踏まえながら、就学援助事市の財政状況を踏まえながら、就学援助事

業の今後の安定した継続を考え、収入認定基業の今後の安定した継続を考え、収入認定基業の今後の安定した継続を考え、収入認定基業の今後の安定した継続を考え、収入認定基

準の見直しなどを行った各学校においても準の見直しなどを行った各学校においても準の見直しなどを行った各学校においても準の見直しなどを行った各学校においても、、、、

保護者負担の軽減を意識しながら予算執行に保護者負担の軽減を意識しながら予算執行に保護者負担の軽減を意識しながら予算執行に保護者負担の軽減を意識しながら予算執行に

当たっての工夫と努力を努めていく当たっての工夫と努力を努めていく当たっての工夫と努力を努めていく当たっての工夫と努力を努めていく。。。。との答との答との答との答

弁。弁。弁。弁。    

    次に、全国学力テ次に、全国学力テ次に、全国学力テ次に、全国学力テストの実施目的についてストの実施目的についてストの実施目的についてストの実施目的について、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    平成平成平成平成 19191919 年度４月年度４月年度４月年度４月 24242424 日に実施される全国学日に実施される全国学日に実施される全国学日に実施される全国学

力学習状況調査については、全国的な義務教力学習状況調査については、全国的な義務教力学習状況調査については、全国的な義務教力学習状況調査については、全国的な義務教

育の機会均等とその水準維持向上の観点から、育の機会均等とその水準維持向上の観点から、育の機会均等とその水準維持向上の観点から、育の機会均等とその水準維持向上の観点から、

児童生徒の学力児童生徒の学力児童生徒の学力児童生徒の学力・・・・学習状況を把握学習状況を把握学習状況を把握学習状況を把握・・・・分析する分析する分析する分析する

ことにより教育及び教育ことにより教育及び教育ことにより教育及び教育ことにより教育及び教育施策施策施策施策の成果と課題をの成果と課題をの成果と課題をの成果と課題を

検証し、その改善を図るものとの考え検証し、その改善を図るものとの考え検証し、その改善を図るものとの考え検証し、その改善を図るものとの考え、、、、美唄美唄美唄美唄

市市市市においてにおいてにおいてにおいてももももこれをこれをこれをこれを実施するものである。実施するものである。実施するものである。実施するものである。    
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    この調査による客観的なデータで指導方法この調査による客観的なデータで指導方法この調査による客観的なデータで指導方法この調査による客観的なデータで指導方法

の改善に向けた手がかりを得るなど、の改善に向けた手がかりを得るなど、の改善に向けた手がかりを得るなど、の改善に向けた手がかりを得るなど、子ども子ども子ども子ども

たちの学習に還元できると考えている。調査たちの学習に還元できると考えている。調査たちの学習に還元できると考えている。調査たちの学習に還元できると考えている。調査

結果の公表については十分な配慮が必要と考結果の公表については十分な配慮が必要と考結果の公表については十分な配慮が必要と考結果の公表については十分な配慮が必要と考

え、市内各学校別の調査結果え、市内各学校別の調査結果え、市内各学校別の調査結果え、市内各学校別の調査結果の公表は行わなの公表は行わなの公表は行わなの公表は行わな

いいいい。。。。とのとのとのとの答弁答弁答弁答弁。。。。    

    次に、救急業務の次に、救急業務の次に、救急業務の次に、救急業務の管外管外管外管外搬送に対する昨今の搬送に対する昨今の搬送に対する昨今の搬送に対する昨今の

傾向と対応について傾向と対応について傾向と対応について傾向と対応について、と、と、と、との質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    労災病院の週１回の外来以外、脳神経外科労災病院の週１回の外来以外、脳神経外科労災病院の週１回の外来以外、脳神経外科労災病院の週１回の外来以外、脳神経外科

は医師不在の状態が続いているが、救急出動は医師不在の状態が続いているが、救急出動は医師不在の状態が続いているが、救急出動は医師不在の状態が続いているが、救急出動

時において脳疾患の恐れ、兆候を示す患者に時において脳疾患の恐れ、兆候を示す患者に時において脳疾患の恐れ、兆候を示す患者に時において脳疾患の恐れ、兆候を示す患者に

ついては美唄市内の病院ではついては美唄市内の病院ではついては美唄市内の病院ではついては美唄市内の病院では診ていただ診ていただ診ていただ診ていただけなけなけなけな

い状況であり、岩見沢市立病院や砂川市立病い状況であり、岩見沢市立病院や砂川市立病い状況であり、岩見沢市立病院や砂川市立病い状況であり、岩見沢市立病院や砂川市立病

院の医師と連絡を取ってその状況を説明し、院の医師と連絡を取ってその状況を説明し、院の医師と連絡を取ってその状況を説明し、院の医師と連絡を取ってその状況を説明し、

指示指示指示指示を得て搬送している。を得て搬送している。を得て搬送している。を得て搬送している。    

    脳疾患の兆候を示していない患者について脳疾患の兆候を示していない患者について脳疾患の兆候を示していない患者について脳疾患の兆候を示していない患者について

は、かかりつけの病院に搬送せざるを得ない。は、かかりつけの病院に搬送せざるを得ない。は、かかりつけの病院に搬送せざるを得ない。は、かかりつけの病院に搬送せざるを得ない。    

    病院と私どもの間にある問題点については病院と私どもの間にある問題点については病院と私どもの間にある問題点については病院と私どもの間にある問題点については、、、、

病院側と病院側と病院側と病院側と会合会合会合会合を持つなどを持つなどを持つなどを持つなど、、、、連携を密にして解連携を密にして解連携を密にして解連携を密にして解

決していきたい決していきたい決していきたい決していきたい。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、第次に、第次に、第次に、第 11111111 款災害復旧費から第款災害復旧費から第款災害復旧費から第款災害復旧費から第 15151515 款予備款予備款予備款予備

費までにつきましては１人の委員から質疑が費までにつきましては１人の委員から質疑が費までにつきましては１人の委員から質疑が費までにつきましては１人の委員から質疑が

ありました。そのうち２項目について申し上ありました。そのうち２項目について申し上ありました。そのうち２項目について申し上ありました。そのうち２項目について申し上

げます。げます。げます。げます。    

    公債費負担適正化計画の推進状況と道との公債費負担適正化計画の推進状況と道との公債費負担適正化計画の推進状況と道との公債費負担適正化計画の推進状況と道との

協議内容について協議内容について協議内容について協議内容について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    計画については計画期間を計画については計画期間を計画については計画期間を計画については計画期間を 10101010 年間とし、平年間とし、平年間とし、平年間とし、平

成成成成 27272727 年度までに年度までに年度までに年度までに 18181818％以下とする内容である％以下とする内容である％以下とする内容である％以下とする内容である

が、今年３月末中に確定の予定である。が、今年３月末中に確定の予定である。が、今年３月末中に確定の予定である。が、今年３月末中に確定の予定である。    

    また、道との主な協議内容については今後また、道との主な協議内容については今後また、道との主な協議内容については今後また、道との主な協議内容については今後

の起債発行の必要性や繰上償還の見通しにつの起債発行の必要性や繰上償還の見通しにつの起債発行の必要性や繰上償還の見通しにつの起債発行の必要性や繰上償還の見通しにつ

いてであるいてであるいてであるいてである。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、団次に、団次に、団次に、団塊の世代における退職者の動向と塊の世代における退職者の動向と塊の世代における退職者の動向と塊の世代における退職者の動向と

退職金の対応について退職金の対応について退職金の対応について退職金の対応について、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    本市においては本市においては本市においては本市においては団塊団塊団塊団塊の世代といわれる大量の世代といわれる大量の世代といわれる大量の世代といわれる大量

退職者などの世代構成とはないっていない。退職者などの世代構成とはないっていない。退職者などの世代構成とはないっていない。退職者などの世代構成とはないっていない。    

    退職金については北海道市町村職員退職手退職金については北海道市町村職員退職手退職金については北海道市町村職員退職手退職金については北海道市町村職員退職手

当組合に加入し、毎月当組合に加入し、毎月当組合に加入し、毎月当組合に加入し、毎月負担金を支払っており、負担金を支払っており、負担金を支払っており、負担金を支払っており、

退職増により一時的な歳出増はない。退職増により一時的な歳出増はない。退職増により一時的な歳出増はない。退職増により一時的な歳出増はない。    

    ただし、退職時に上積みした部分についてただし、退職時に上積みした部分についてただし、退職時に上積みした部分についてただし、退職時に上積みした部分について

はははは、、、、特別負担金として３年に１度特別負担金として３年に１度特別負担金として３年に１度特別負担金として３年に１度精算精算精算精算されるされるされるされる

ことになっていることになっていることになっていることになっている。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、歳入全般については１人の委員から次に、歳入全般については１人の委員から次に、歳入全般については１人の委員から次に、歳入全般については１人の委員から

質疑がありました。そのうち２項目について質疑がありました。そのうち２項目について質疑がありました。そのうち２項目について質疑がありました。そのうち２項目について

申し上げます。申し上げます。申し上げます。申し上げます。    

    初めに、交付税の積算内初めに、交付税の積算内初めに、交付税の積算内初めに、交付税の積算内容について容について容について容について、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    市税や公債費の伸び市税や公債費の伸び市税や公債費の伸び市税や公債費の伸び、、、、並びに特殊並びに特殊並びに特殊並びに特殊事情事情事情事情を換を換を換を換

算し算し算し算し積算、積算、積算、積算、との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、地方債や一時借入金の金利の次に、地方債や一時借入金の金利の次に、地方債や一時借入金の金利の次に、地方債や一時借入金の金利の見見見見方に方に方に方に

ついてついてついてついて、と、と、と、との質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    地方債については２％程度、一時借入金に地方債については２％程度、一時借入金に地方債については２％程度、一時借入金に地方債については２％程度、一時借入金に

ついては１％で積算ついては１％で積算ついては１％で積算ついては１％で積算、、、、との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    以上が一般会計の質疑であります。以上が一般会計の質疑であります。以上が一般会計の質疑であります。以上が一般会計の質疑であります。    

    次に、議案第４号平成次に、議案第４号平成次に、議案第４号平成次に、議案第４号平成 19191919 年度美唄市民バス年度美唄市民バス年度美唄市民バス年度美唄市民バス

会計予算に対する主な質疑について申し上げ会計予算に対する主な質疑について申し上げ会計予算に対する主な質疑について申し上げ会計予算に対する主な質疑について申し上げ

ます。ます。ます。ます。    

    １人の委員から質疑がありました。そのう１人の委員から質疑がありました。そのう１人の委員から質疑がありました。そのう１人の委員から質疑がありました。そのう

ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。    

    市長の市政執行方針の中で、予約運行と路市長の市政執行方針の中で、予約運行と路市長の市政執行方針の中で、予約運行と路市長の市政執行方針の中で、予約運行と路

線の一部見直しとあるが、その具体線の一部見直しとあるが、その具体線の一部見直しとあるが、その具体線の一部見直しとあるが、その具体的な内容的な内容的な内容的な内容

についてについてについてについて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    予約運行についてはバスが運行する前に予約運行についてはバスが運行する前に予約運行についてはバスが運行する前に予約運行についてはバスが運行する前に、、、、

利用者から事前に乗車する場所を運行事業者利用者から事前に乗車する場所を運行事業者利用者から事前に乗車する場所を運行事業者利用者から事前に乗車する場所を運行事業者

へ連絡していただき、その利用区間を運行すへ連絡していただき、その利用区間を運行すへ連絡していただき、その利用区間を運行すへ連絡していただき、その利用区間を運行す

るものである。るものである。るものである。るものである。    

    西線ではそれぞれ最終便で、東線ではアル西線ではそれぞれ最終便で、東線ではアル西線ではそれぞれ最終便で、東線ではアル西線ではそれぞれ最終便で、東線ではアル

テピアッツァからスキー場までの間の冬季間テピアッツァからスキー場までの間の冬季間テピアッツァからスキー場までの間の冬季間テピアッツァからスキー場までの間の冬季間
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を省く期間を行うものである。を省く期間を行うものである。を省く期間を行うものである。を省く期間を行うものである。    

    路線の一部廃止については乗車数の少ない路線の一部廃止については乗車数の少ない路線の一部廃止については乗車数の少ない路線の一部廃止については乗車数の少ない

路線、アルテピアッツァから路線、アルテピアッツァから路線、アルテピアッツァから路線、アルテピアッツァから入初入初入初入初橋間を廃止橋間を廃止橋間を廃止橋間を廃止

するもので、これについては事前に地域とのするもので、これについては事前に地域とのするもので、これについては事前に地域とのするもので、これについては事前に地域との

協議を済ませている協議を済ませている協議を済ませている協議を済ませている。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、次に、次に、次に、議案第５号平成議案第５号平成議案第５号平成議案第５号平成 19191919 年度美唄市国民健年度美唄市国民健年度美唄市国民健年度美唄市国民健

康保険会計予算康保険会計予算康保険会計予算康保険会計予算に対する主に対する主に対する主に対する主な質疑について申な質疑について申な質疑について申な質疑について申

し上げます。２人の委員から質疑がありましし上げます。２人の委員から質疑がありましし上げます。２人の委員から質疑がありましし上げます。２人の委員から質疑がありまし

た。そのうち２項目について申し上げます。た。そのうち２項目について申し上げます。た。そのうち２項目について申し上げます。た。そのうち２項目について申し上げます。    

    初めに、国保税が増額となった理由につい初めに、国保税が増額となった理由につい初めに、国保税が増額となった理由につい初めに、国保税が増額となった理由につい

てててて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    平成平成平成平成 19191919 年度予算において営業関係の所得年度予算において営業関係の所得年度予算において営業関係の所得年度予算において営業関係の所得

が伸びている状況をみたこと。被保険者数がが伸びている状況をみたこと。被保険者数がが伸びている状況をみたこと。被保険者数がが伸びている状況をみたこと。被保険者数が

若干ふえてくること、今年度の収納の状況か若干ふえてくること、今年度の収納の状況か若干ふえてくること、今年度の収納の状況か若干ふえてくること、今年度の収納の状況か

ら収納率をら収納率をら収納率をら収納率を 91919191％としたことにより税の増収％としたことにより税の増収％としたことにより税の増収％としたことにより税の増収

が図られると見込んだものであるが図られると見込んだものであるが図られると見込んだものであるが図られると見込んだものである。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、国保財政の課題について次に、国保財政の課題について次に、国保財政の課題について次に、国保財政の課題について、、、、との質疑との質疑との質疑との質疑

に対し、に対し、に対し、に対し、    

    国保の加入者は国保の加入者は国保の加入者は国保の加入者は、、、、小規模自営業者や低所得小規模自営業者や低所得小規模自営業者や低所得小規模自営業者や低所得

者者者者等等等等を対象にを対象にを対象にを対象に相互相互相互相互扶助として制度運営をして扶助として制度運営をして扶助として制度運営をして扶助として制度運営をして

いることから国保そいることから国保そいることから国保そいることから国保そのものが厳しくなっていのものが厳しくなっていのものが厳しくなっていのものが厳しくなってい

る状況であり、今後も団塊の世代の退職る状況であり、今後も団塊の世代の退職る状況であり、今後も団塊の世代の退職る状況であり、今後も団塊の世代の退職等等等等にににに

伴い、加入者の割合もふえていくと予想され、伴い、加入者の割合もふえていくと予想され、伴い、加入者の割合もふえていくと予想され、伴い、加入者の割合もふえていくと予想され、

まだまだ制度運営は厳しい状況が続くまだまだ制度運営は厳しい状況が続くまだまだ制度運営は厳しい状況が続くまだまだ制度運営は厳しい状況が続くなか、なか、なか、なか、

国においても診療報酬の見直しや制度の改正国においても診療報酬の見直しや制度の改正国においても診療報酬の見直しや制度の改正国においても診療報酬の見直しや制度の改正

など、改善をしてきており市町村としてもそなど、改善をしてきており市町村としてもそなど、改善をしてきており市町村としてもそなど、改善をしてきており市町村としてもそ

うした見直しを希望し、加入者構成からも財うした見直しを希望し、加入者構成からも財うした見直しを希望し、加入者構成からも財うした見直しを希望し、加入者構成からも財

政運営が厳しいことから政運営が厳しいことから政運営が厳しいことから政運営が厳しいことから、、、、財政支援にももっ財政支援にももっ財政支援にももっ財政支援にももっ

と力を入れてもらうよう運動してと力を入れてもらうよう運動してと力を入れてもらうよう運動してと力を入れてもらうよう運動しており、おり、おり、おり、将来将来将来将来

的には国保事業を市町村が運営していくこと的には国保事業を市町村が運営していくこと的には国保事業を市町村が運営していくこと的には国保事業を市町村が運営していくこと

の是非を含め、一本化についても検討してもの是非を含め、一本化についても検討してもの是非を含め、一本化についても検討してもの是非を含め、一本化についても検討しても

らわなければならない課題として認識していらわなければならない課題として認識していらわなければならない課題として認識していらわなければならない課題として認識してい

るるるる。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、議案第７号次に、議案第７号次に、議案第７号次に、議案第７号平平平平成成成成 19191919 年度美唄市下水道年度美唄市下水道年度美唄市下水道年度美唄市下水道

会計予算会計予算会計予算会計予算に対する主な質疑について申し上げに対する主な質疑について申し上げに対する主な質疑について申し上げに対する主な質疑について申し上げ

ます。ます。ます。ます。    

    ４人の委員から質疑がありました。そのう４人の委員から質疑がありました。そのう４人の委員から質疑がありました。そのう４人の委員から質疑がありました。そのう

ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。    

    初めに、個別廃止処理施設の今後の対応に初めに、個別廃止処理施設の今後の対応に初めに、個別廃止処理施設の今後の対応に初めに、個別廃止処理施設の今後の対応に

ついてついてついてついて、と、と、と、との質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    庁内・庁内・庁内・庁内・道との道との道との道との環境づくりを進め、平成環境づくりを進め、平成環境づくりを進め、平成環境づくりを進め、平成 20202020

年度以降も個別廃止事業を進めたい年度以降も個別廃止事業を進めたい年度以降も個別廃止事業を進めたい年度以降も個別廃止事業を進めたい。。。。との答との答との答との答

弁。弁。弁。弁。    

    次に、財政の健全化に伴う下水道事業の見次に、財政の健全化に伴う下水道事業の見次に、財政の健全化に伴う下水道事業の見次に、財政の健全化に伴う下水道事業の見

直しについて直しについて直しについて直しについて、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    いままでは年間８億円ベースで事業を進めいままでは年間８億円ベースで事業を進めいままでは年間８億円ベースで事業を進めいままでは年間８億円ベースで事業を進め

てきたが、財政状況を踏まえ来年度以降は４てきたが、財政状況を踏まえ来年度以降は４てきたが、財政状況を踏まえ来年度以降は４てきたが、財政状況を踏まえ来年度以降は４

億円ベースで事業を実施する億円ベースで事業を実施する億円ベースで事業を実施する億円ベースで事業を実施するとのとのとのとの大枠での見大枠での見大枠での見大枠での見

直しを行っている直しを行っている直しを行っている直しを行っている。。。。との答弁との答弁との答弁との答弁がありました。がありました。がありました。がありました。    

    次に、次に、次に、次に、議案第９号平成議案第９号平成議案第９号平成議案第９号平成 19191919 年度美唄市介護保年度美唄市介護保年度美唄市介護保年度美唄市介護保

険会計予算険会計予算険会計予算険会計予算に対する主な質疑について申し上に対する主な質疑について申し上に対する主な質疑について申し上に対する主な質疑について申し上

げます。げます。げます。げます。    

    ２人の委員から質疑がありました。そのう２人の委員から質疑がありました。そのう２人の委員から質疑がありました。そのう２人の委員から質疑がありました。そのう

ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。    

    本市の高齢者の元気度と予防対策について本市の高齢者の元気度と予防対策について本市の高齢者の元気度と予防対策について本市の高齢者の元気度と予防対策について、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    本市の高齢者の要介護認定率は本市の高齢者の要介護認定率は本市の高齢者の要介護認定率は本市の高齢者の要介護認定率は 17.517.517.517.5％で％で％で％で

全国や全道の平均よりやや高く、そのうち要全国や全道の平均よりやや高く、そのうち要全国や全道の平均よりやや高く、そのうち要全国や全道の平均よりやや高く、そのうち要

介護１までの方が介護１までの方が介護１までの方が介護１までの方が 778778778778 人となっており、軽度人となっており、軽度人となっており、軽度人となっており、軽度

者の割合が高いのが管内他市に比べて特徴的者の割合が高いのが管内他市に比べて特徴的者の割合が高いのが管内他市に比べて特徴的者の割合が高いのが管内他市に比べて特徴的

である。である。である。である。    

    予防対策については３年前からの介護予防予防対策については３年前からの介護予防予防対策については３年前からの介護予防予防対策については３年前からの介護予防

事業の推進により、地域での取り組みが広が事業の推進により、地域での取り組みが広が事業の推進により、地域での取り組みが広が事業の推進により、地域での取り組みが広が

りをみせている。りをみせている。りをみせている。りをみせている。    

    今後も高齢期を元気で暮らしていけるよう今後も高齢期を元気で暮らしていけるよう今後も高齢期を元気で暮らしていけるよう今後も高齢期を元気で暮らしていけるよう

に、予防対策の充実に努めたいに、予防対策の充実に努めたいに、予防対策の充実に努めたいに、予防対策の充実に努めたい。。。。との答弁がとの答弁がとの答弁がとの答弁が

ありました。ありました。ありました。ありました。    

    次に、次に、次に、次に、議案第議案第議案第議案第 11111111 号平成号平成号平成号平成 19191919 年度市立美唄病年度市立美唄病年度市立美唄病年度市立美唄病
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院事業会計予算院事業会計予算院事業会計予算院事業会計予算に対する主な質疑について申に対する主な質疑について申に対する主な質疑について申に対する主な質疑について申

し上げます。し上げます。し上げます。し上げます。    

    ２人の委員から質疑がありました。そのう２人の委員から質疑がありました。そのう２人の委員から質疑がありました。そのう２人の委員から質疑がありました。そのう

ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。    

    初めに、昭和初めに、昭和初めに、昭和初めに、昭和 18181818 年に設立された美唄最古の年に設立された美唄最古の年に設立された美唄最古の年に設立された美唄最古の

伝統ある市立病院の灯伝統ある市立病院の灯伝統ある市立病院の灯伝統ある市立病院の灯をことし１年で消すこをことし１年で消すこをことし１年で消すこをことし１年で消すこ

とになるが、その中で働いている職員やこのとになるが、その中で働いている職員やこのとになるが、その中で働いている職員やこのとになるが、その中で働いている職員やこの

病院を利用している患者病院を利用している患者病院を利用している患者病院を利用している患者、、、、またはまたはまたはまたは市民に対し市民に対し市民に対し市民に対し

て市長はどのように説明を行っていくかて市長はどのように説明を行っていくかて市長はどのように説明を行っていくかて市長はどのように説明を行っていくか、、、、とととと

の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、の質疑に対し、    

    平成平成平成平成 16161616 年には累積赤字が年には累積赤字が年には累積赤字が年には累積赤字が 16161616 億億億億円もありこ円もありこ円もありこ円もありこ

れを解消するのは簡単なことではないとの思れを解消するのは簡単なことではないとの思れを解消するのは簡単なことではないとの思れを解消するのは簡単なことではないとの思

いから抜本的な方策として美唄労災病院とのいから抜本的な方策として美唄労災病院とのいから抜本的な方策として美唄労災病院とのいから抜本的な方策として美唄労災病院との

統合を考えた。統合を考えた。統合を考えた。統合を考えた。    

    平成平成平成平成 20202020 年４月を新病院の開院目標とした年４月を新病院の開院目標とした年４月を新病院の開院目標とした年４月を新病院の開院目標とした

場合、残された期間の中でさまざまな方策を場合、残された期間の中でさまざまな方策を場合、残された期間の中でさまざまな方策を場合、残された期間の中でさまざまな方策を

考えないといけないと思っている。その中で考えないといけないと思っている。その中で考えないといけないと思っている。その中で考えないといけないと思っている。その中で

職員、患者、市民の方々に説明をしなければ職員、患者、市民の方々に説明をしなければ職員、患者、市民の方々に説明をしなければ職員、患者、市民の方々に説明をしなければ

ならないが、最終的な結論が出ていないのでならないが、最終的な結論が出ていないのでならないが、最終的な結論が出ていないのでならないが、最終的な結論が出ていないので、、、、

ある程度の方向性が見えてから説明を行ってある程度の方向性が見えてから説明を行ってある程度の方向性が見えてから説明を行ってある程度の方向性が見えてから説明を行って

理解を求めることとしたい理解を求めることとしたい理解を求めることとしたい理解を求めることとしたい。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、医療器次に、医療器次に、医療器次に、医療器機機機機の予算が計上されているがの予算が計上されているがの予算が計上されているがの予算が計上されているが

どのようなものなのか。また残り１年間といどのようなものなのか。また残り１年間といどのようなものなのか。また残り１年間といどのようなものなのか。また残り１年間とい

う中でどうしても必要なものなのかう中でどうしても必要なものなのかう中でどうしても必要なものなのかう中でどうしても必要なものなのか、、、、との質との質との質との質

疑に対疑に対疑に対疑に対し、し、し、し、    

    ２台ある内視鏡カメラのうち１台が耐用年２台ある内視鏡カメラのうち１台が耐用年２台ある内視鏡カメラのうち１台が耐用年２台ある内視鏡カメラのうち１台が耐用年

数を越えており、故障も多く何度も修理をし数を越えており、故障も多く何度も修理をし数を越えており、故障も多く何度も修理をし数を越えており、故障も多く何度も修理をし

ていたが部品も手に入りにくくなったため、ていたが部品も手に入りにくくなったため、ていたが部品も手に入りにくくなったため、ていたが部品も手に入りにくくなったため、

医師からの要望もあり新たに１台新規購入す医師からの要望もあり新たに１台新規購入す医師からの要望もあり新たに１台新規購入す医師からの要望もあり新たに１台新規購入す

るものである。そのるものである。そのるものである。そのるものである。その他他他他にも器にも器にも器にも器機機機機購入の要望が購入の要望が購入の要望が購入の要望が

あったが、経営状況が厳しいことから新規購あったが、経営状況が厳しいことから新規購あったが、経営状況が厳しいことから新規購あったが、経営状況が厳しいことから新規購

入は行わず、修繕入は行わず、修繕入は行わず、修繕入は行わず、修繕等等等等による対応することとしによる対応することとしによる対応することとしによる対応することとし

たたたた。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    次に、次に、次に、次に、議案第議案第議案第議案第 12121212 号平成号平成号平成号平成 19191919 年度美唄市水道年度美唄市水道年度美唄市水道年度美唄市水道

事業会計予算事業会計予算事業会計予算事業会計予算に対する主な質疑について申しに対する主な質疑について申しに対する主な質疑について申しに対する主な質疑について申し

上げます。上げます。上げます。上げます。    

    １人の委員から質疑がありました。そのう１人の委員から質疑がありました。そのう１人の委員から質疑がありました。そのう１人の委員から質疑がありました。そのう

ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。ち２項目について申し上げます。    

    初めに、自立推進計画において初めに、自立推進計画において初めに、自立推進計画において初めに、自立推進計画において料料料料金金金金値上げ値上げ値上げ値上げ

を予定しているが、最大の理由は何かを予定しているが、最大の理由は何かを予定しているが、最大の理由は何かを予定しているが、最大の理由は何か、、、、とのとのとのとの

質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、質疑に対し、    

    炭鉱閉山に伴う南美唄地区にあった浄水場炭鉱閉山に伴う南美唄地区にあった浄水場炭鉱閉山に伴う南美唄地区にあった浄水場炭鉱閉山に伴う南美唄地区にあった浄水場

の廃止を受けて光珠内に排水の廃止を受けて光珠内に排水の廃止を受けて光珠内に排水の廃止を受けて光珠内に排水池池池池を設置し、南を設置し、南を設置し、南を設置し、南

美唄地区美唄地区美唄地区美唄地区等等等等桂沢水系の整備を進めたのが最大桂沢水系の整備を進めたのが最大桂沢水系の整備を進めたのが最大桂沢水系の整備を進めたのが最大

の理由であるの理由であるの理由であるの理由である。。。。との答弁。との答弁。との答弁。との答弁。    

    次に、次に、次に、次に、19191919 年度の増俸改良の内容について年度の増俸改良の内容について年度の増俸改良の内容について年度の増俸改良の内容について、、、、

との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    増俸改良工事として国道増俸改良工事として国道増俸改良工事として国道増俸改良工事として国道 12121212 号線拡幅工事号線拡幅工事号線拡幅工事号線拡幅工事

に伴う配水管の移設並びに新設、稲穂地区、に伴う配水管の移設並びに新設、稲穂地区、に伴う配水管の移設並びに新設、稲穂地区、に伴う配水管の移設並びに新設、稲穂地区、

農村地区の工事の実施を予定しているとの答農村地区の工事の実施を予定しているとの答農村地区の工事の実施を予定しているとの答農村地区の工事の実施を予定しているとの答

弁がありました。弁がありました。弁がありました。弁がありました。    

    次に、議案第３号から議案第次に、議案第３号から議案第次に、議案第３号から議案第次に、議案第３号から議案第 13131313 号に号に号に号に係る係る係る係る総総総総

括質疑に対する主な質疑について申し上げま括質疑に対する主な質疑について申し上げま括質疑に対する主な質疑について申し上げま括質疑に対する主な質疑について申し上げま

す。す。す。す。    

    １人の委員から質１人の委員から質１人の委員から質１人の委員から質疑がありました。そのう疑がありました。そのう疑がありました。そのう疑がありました。そのう

ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。ち１項目について申し上げます。    

    まちづくり基本条例制定に伴い、計画行政まちづくり基本条例制定に伴い、計画行政まちづくり基本条例制定に伴い、計画行政まちづくり基本条例制定に伴い、計画行政

は充実するのかは充実するのかは充実するのかは充実するのか、、、、また計画外の新規事業採択また計画外の新規事業採択また計画外の新規事業採択また計画外の新規事業採択

ルール化と市民への説明責任をどのようにすルール化と市民への説明責任をどのようにすルール化と市民への説明責任をどのようにすルール化と市民への説明責任をどのようにす

るのかるのかるのかるのか、、、、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、との質疑に対し、    

    まちづくり基本条例と計画行政の関連につまちづくり基本条例と計画行政の関連につまちづくり基本条例と計画行政の関連につまちづくり基本条例と計画行政の関連につ

いていていていて、、、、まちづくり基本条例においてはまちづまちづくり基本条例においてはまちづまちづくり基本条例においてはまちづまちづくり基本条例においてはまちづ

くりの理念とこれまで基づく基本的なルールくりの理念とこれまで基づく基本的なルールくりの理念とこれまで基づく基本的なルールくりの理念とこれまで基づく基本的なルール

を定めており、その中で総合計画はこの条例を定めており、その中で総合計画はこの条例を定めており、その中で総合計画はこの条例を定めており、その中で総合計画はこの条例

の目的及び趣旨に即して策定することの目的及び趣旨に即して策定することの目的及び趣旨に即して策定することの目的及び趣旨に即して策定すること、、、、評価評価評価評価

に基づいた進行管理を行い、結果を公表するに基づいた進行管理を行い、結果を公表するに基づいた進行管理を行い、結果を公表するに基づいた進行管理を行い、結果を公表する

ことしている。このことにより一層明確なルことしている。このことにより一層明確なルことしている。このことにより一層明確なルことしている。このことにより一層明確なル

ールに基づき総合計画の策定、進行ールに基づき総合計画の策定、進行ールに基づき総合計画の策定、進行ールに基づき総合計画の策定、進行管理を行管理を行管理を行管理を行
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われることになると考えている。われることになると考えている。われることになると考えている。われることになると考えている。    

    計画に搭載されていない新規事業について計画に搭載されていない新規事業について計画に搭載されていない新規事業について計画に搭載されていない新規事業について

はははは、、、、総合計画の策定の方向に基づき、検討し総合計画の策定の方向に基づき、検討し総合計画の策定の方向に基づき、検討し総合計画の策定の方向に基づき、検討し

たたたた上上上上で必ず事前評価を行うこととしており、で必ず事前評価を行うこととしており、で必ず事前評価を行うこととしており、で必ず事前評価を行うこととしており、

透明性を確保し説明責任を果たしていく観点透明性を確保し説明責任を果たしていく観点透明性を確保し説明責任を果たしていく観点透明性を確保し説明責任を果たしていく観点

から、予算公表と同時に事前評価表を公表すから、予算公表と同時に事前評価表を公表すから、予算公表と同時に事前評価表を公表すから、予算公表と同時に事前評価表を公表す

るとともに計画の見直し内容についても公表るとともに計画の見直し内容についても公表るとともに計画の見直し内容についても公表るとともに計画の見直し内容についても公表

していきたいしていきたいしていきたいしていきたい。。。。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。との答弁がありました。    

    なお、議案第６号なお、議案第６号なお、議案第６号なお、議案第６号平成平成平成平成 19191919 年度美唄市老人保年度美唄市老人保年度美唄市老人保年度美唄市老人保

健会計予算健会計予算健会計予算健会計予算、、、、議案第８号平成議案第８号平成議案第８号平成議案第８号平成 19191919 年度美唄市土年度美唄市土年度美唄市土年度美唄市土

地区画整理事業会計予算地区画整理事業会計予算地区画整理事業会計予算地区画整理事業会計予算、、、、議案第９号平成議案第９号平成議案第９号平成議案第９号平成 19191919

年度美唄市介護保険会計予算年度美唄市介護保険会計予算年度美唄市介護保険会計予算年度美唄市介護保険会計予算及び及び及び及び議案第議案第議案第議案第 13131313

号平成号平成号平成号平成 19191919 年度美唄市工業用水年度美唄市工業用水年度美唄市工業用水年度美唄市工業用水道事業会計予道事業会計予道事業会計予道事業会計予

算算算算の以上４件については質疑がありませんでの以上４件については質疑がありませんでの以上４件については質疑がありませんでの以上４件については質疑がありませんで

した。した。した。した。    

    また、質疑終了後、また、質疑終了後、また、質疑終了後、また、質疑終了後、議案第３号平成議案第３号平成議案第３号平成議案第３号平成 19191919 年度年度年度年度

美唄市一般会計予算美唄市一般会計予算美唄市一般会計予算美唄市一般会計予算第６款農林費の農業振興第６款農林費の農業振興第６款農林費の農業振興第６款農林費の農業振興

費中、食の駅調査検討事業費費中、食の駅調査検討事業費費中、食の駅調査検討事業費費中、食の駅調査検討事業費 100100100100 万円につい万円につい万円につい万円につい

て減額て減額て減額て減額修正修正修正修正の動議が出されました。の動議が出されました。の動議が出されました。の動議が出されました。    

    結果といたしまして、原案及び修正案に対結果といたしまして、原案及び修正案に対結果といたしまして、原案及び修正案に対結果といたしまして、原案及び修正案に対

する討論を行い、する討論を行い、する討論を行い、する討論を行い、起立採決の結果原案どおり起立採決の結果原案どおり起立採決の結果原案どおり起立採決の結果原案どおり

可決すべきものと決定いたしました。可決すべきものと決定いたしました。可決すべきものと決定いたしました。可決すべきものと決定いたしました。    

    次に、議案第次に、議案第次に、議案第次に、議案第 31313131 号、議案第４号、議案第７号、議案第４号、議案第７号、議案第４号、議案第７号、議案第４号、議案第７

号ないし議案第号ないし議案第号ないし議案第号ないし議案第 13131313 号の以上９件については号の以上９件については号の以上９件については号の以上９件については

原案のとおり可決すべきものと決定いたしま原案のとおり可決すべきものと決定いたしま原案のとおり可決すべきものと決定いたしま原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。した。した。した。    

    また、議案第５号及び議案第６号についてまた、議案第５号及び議案第６号についてまた、議案第５号及び議案第６号についてまた、議案第５号及び議案第６号について

は異議がは異議がは異議がは異議がありましたので起立採決の結果、原ありましたので起立採決の結果、原ありましたので起立採決の結果、原ありましたので起立採決の結果、原

案のとおり可決すべきものと決定いたしまし案のとおり可決すべきものと決定いたしまし案のとおり可決すべきものと決定いたしまし案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。た。た。た。    

    本委員会の決定どおりご承認いただきます本委員会の決定どおりご承認いただきます本委員会の決定どおりご承認いただきます本委員会の決定どおりご承認いただきます

ようお願いを申し上げ、報告を終わります。ようお願いを申し上げ、報告を終わります。ようお願いを申し上げ、報告を終わります。ようお願いを申し上げ、報告を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これより報告第９号につこれより報告第９号につこれより報告第９号につこれより報告第９号につ

いて質疑を行います。いて質疑を行います。いて質疑を行います。いて質疑を行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしとご異議なしとご異議なしとご異議なしと認めます。認めます。認めます。認めます。    

    よって、よって、よって、よって、報告第９号美唄市地域医療問題等報告第９号美唄市地域医療問題等報告第９号美唄市地域医療問題等報告第９号美唄市地域医療問題等

調査特別委員会報告調査特別委員会報告調査特別委員会報告調査特別委員会報告は、委員長報告のとおりは、委員長報告のとおりは、委員長報告のとおりは、委員長報告のとおり

決定されました。決定されました。決定されました。決定されました。    

    これより報告第これより報告第これより報告第これより報告第 10101010 号について質疑を行い号について質疑を行い号について質疑を行い号について質疑を行い

ます。ます。ます。ます。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、報告報告報告報告第第第第 10101010 号号号号美唄市契約問題等調査美唄市契約問題等調査美唄市契約問題等調査美唄市契約問題等調査

特別委員会特別委員会特別委員会特別委員会報告報告報告報告は、委員長報告のとおり決定は、委員長報告のとおり決定は、委員長報告のとおり決定は、委員長報告のとおり決定

されました。されました。されました。されました。    

    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 14141414 号ないし議案第号ないし議案第号ないし議案第号ないし議案第 16161616 号の号の号の号の

以上３件について一括質疑を行います。以上３件について一括質疑を行います。以上３件について一括質疑を行います。以上３件について一括質疑を行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。    

    これより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    
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    これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。    

    これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 14141414 号地方自治法の一部を改号地方自治法の一部を改号地方自治法の一部を改号地方自治法の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条正する法律の施行に伴う関係条正する法律の施行に伴う関係条正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関例の整理に関例の整理に関例の整理に関

する条例制定の件する条例制定の件する条例制定の件する条例制定の件ないしないしないしないし議案第議案第議案第議案第 16161616 号美唄市号美唄市号美唄市号美唄市

特別職の職員の給与に関する条例及び美唄市特別職の職員の給与に関する条例及び美唄市特別職の職員の給与に関する条例及び美唄市特別職の職員の給与に関する条例及び美唄市

教育委員会の教育長の給与、勤務時間その他教育委員会の教育長の給与、勤務時間その他教育委員会の教育長の給与、勤務時間その他教育委員会の教育長の給与、勤務時間その他

勤務条件に関する条例の一部改正の件勤務条件に関する条例の一部改正の件勤務条件に関する条例の一部改正の件勤務条件に関する条例の一部改正の件の以上の以上の以上の以上

３件については、委員長報告のとおり決定さ３件については、委員長報告のとおり決定さ３件については、委員長報告のとおり決定さ３件については、委員長報告のとおり決定さ

れました。れました。れました。れました。    

    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 17171717 号について質疑を行い号について質疑を行い号について質疑を行い号について質疑を行い

ます。ます。ます。ます。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

    ９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。    

●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

題となりました題となりました題となりました題となりました議案第議案第議案第議案第 17171717 号美唄市給与条例号美唄市給与条例号美唄市給与条例号美唄市給与条例

の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件につきまして、討論に参加いにつきまして、討論に参加いにつきまして、討論に参加いにつきまして、討論に参加い

たしたしたしたします。ます。ます。ます。    

    結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原

案に反対の立場であります。案に反対の立場であります。案に反対の立場であります。案に反対の立場であります。    

    以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま

す。す。す。す。    

    この条例改定は平成この条例改定は平成この条例改定は平成この条例改定は平成 19191919 年度の予算の編成年度の予算の編成年度の予算の編成年度の予算の編成

をするに当たり、財源不足が生じそのしわ寄をするに当たり、財源不足が生じそのしわ寄をするに当たり、財源不足が生じそのしわ寄をするに当たり、財源不足が生じそのしわ寄

せを市職員の給与の削減に求めたものでありせを市職員の給与の削減に求めたものでありせを市職員の給与の削減に求めたものでありせを市職員の給与の削減に求めたものであり

ます。ます。ます。ます。    

    この財源不足の原因は市職員の責任によるこの財源不足の原因は市職員の責任によるこの財源不足の原因は市職員の責任によるこの財源不足の原因は市職員の責任による

ものではなく、国による地方財政の締め付けものではなく、国による地方財政の締め付けものではなく、国による地方財政の締め付けものではなく、国による地方財政の締め付け

によるものです。この条例改正と独自削減をによるものです。この条例改正と独自削減をによるものです。この条例改正と独自削減をによるものです。この条例改正と独自削減を

あわせると３億あわせると３億あわせると３億あわせると３億 5,4395,4395,4395,439 万万万万 5,0005,0005,0005,000 円になり、職円になり、職円になり、職円になり、職

員にとっては行政職関係では員にとっては行政職関係では員にとっては行政職関係では員にとっては行政職関係では 4.44.44.44.4％、医療職％、医療職％、医療職％、医療職

関係では４％の収入減になります。関係では４％の収入減になります。関係では４％の収入減になります。関係では４％の収入減になります。    

    こうした給与の削こうした給与の削こうした給与の削こうした給与の削減が恒常的になれば、職減が恒常的になれば、職減が恒常的になれば、職減が恒常的になれば、職

員にすれば日常生活に大きな影響を及ぼすば員にすれば日常生活に大きな影響を及ぼすば員にすれば日常生活に大きな影響を及ぼすば員にすれば日常生活に大きな影響を及ぼすば

かりではなく、将来設計の見通しももてなくかりではなく、将来設計の見通しももてなくかりではなく、将来設計の見通しももてなくかりではなく、将来設計の見通しももてなく

なります。なります。なります。なります。地域職員の勤労意欲をそぐような地域職員の勤労意欲をそぐような地域職員の勤労意欲をそぐような地域職員の勤労意欲をそぐような

給与の削減はあってはならないことです。給与の削減はあってはならないことです。給与の削減はあってはならないことです。給与の削減はあってはならないことです。    

    今日の財政的困難は地方分権の名による地今日の財政的困難は地方分権の名による地今日の財政的困難は地方分権の名による地今日の財政的困難は地方分権の名による地

方財政の削減にあります。行財政の健全化に方財政の削減にあります。行財政の健全化に方財政の削減にあります。行財政の健全化に方財政の削減にあります。行財政の健全化に

は次のような取り組みをしなければ基本的なは次のような取り組みをしなければ基本的なは次のような取り組みをしなければ基本的なは次のような取り組みをしなければ基本的な

解決にならないものと考えます。解決にならないものと考えます。解決にならないものと考えます。解決にならないものと考えます。１つには地１つには地１つには地１つには地

方交付税を元に戻すことや国の赤字を理由に方交付税を元に戻すことや国の赤字を理由に方交付税を元に戻すことや国の赤字を理由に方交付税を元に戻すことや国の赤字を理由に

地方に押し付けた事業費の償還の猶予や低利地方に押し付けた事業費の償還の猶予や低利地方に押し付けた事業費の償還の猶予や低利地方に押し付けた事業費の償還の猶予や低利

の融資等の具体化で財政のたて直しを国に要の融資等の具体化で財政のたて直しを国に要の融資等の具体化で財政のたて直しを国に要の融資等の具体化で財政のたて直しを国に要

求すること。２つには市の財政たて直しは住求すること。２つには市の財政たて直しは住求すること。２つには市の財政たて直しは住求すること。２つには市の財政たて直しは住

民負担や市民負担や市民負担や市民負担や市職員に負担を押し付けるのではな職員に負担を押し付けるのではな職員に負担を押し付けるのではな職員に負担を押し付けるのではな

く、その前に市民の立場、市職員の立場に立く、その前に市民の立場、市職員の立場に立く、その前に市民の立場、市職員の立場に立く、その前に市民の立場、市職員の立場に立

った予算配分の見直し、統廃合の大胆な実施った予算配分の見直し、統廃合の大胆な実施った予算配分の見直し、統廃合の大胆な実施った予算配分の見直し、統廃合の大胆な実施

や建物の整理統合、売却も考慮に入れることや建物の整理統合、売却も考慮に入れることや建物の整理統合、売却も考慮に入れることや建物の整理統合、売却も考慮に入れること

であります。であります。であります。であります。    

    以上申し上げまして討論を終わります。以上申し上げまして討論を終わります。以上申し上げまして討論を終わります。以上申し上げまして討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これをもって討論を終結これをもって討論を終結これをもって討論を終結これをもって討論を終結

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    ご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いた

します。します。します。します。    

    この場合、広島議員の採決については挙手この場合、広島議員の採決については挙手この場合、広島議員の採決については挙手この場合、広島議員の採決については挙手

をもって起立にかえることにいたします。をもって起立にかえることにいたします。をもって起立にかえることにいたします。をもって起立にかえることにいたします。    

    本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり

ます。ます。ます。ます。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

賛成の議賛成の議賛成の議賛成の議員の起立を求めます。員の起立を求めます。員の起立を求めます。員の起立を求めます。    
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（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）    

    起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 17171717 号美唄市給与条例の一部号美唄市給与条例の一部号美唄市給与条例の一部号美唄市給与条例の一部

改正の件改正の件改正の件改正の件は、委員長報告のとおり決定されまは、委員長報告のとおり決定されまは、委員長報告のとおり決定されまは、委員長報告のとおり決定されま

した。した。した。した。    

    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 18181818 号について質疑を行い号について質疑を行い号について質疑を行い号について質疑を行い

ます。ます。ます。ます。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

    ９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。    

●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

題となりました題となりました題となりました題となりました議案第議案第議案第議案第 18181818 号美唄市職員の特号美唄市職員の特号美唄市職員の特号美唄市職員の特

殊勤務手当に関する条例の一部改正の件殊勤務手当に関する条例の一部改正の件殊勤務手当に関する条例の一部改正の件殊勤務手当に関する条例の一部改正の件につにつにつにつ

きまして討論に参加いたします。きまして討論に参加いたします。きまして討論に参加いたします。きまして討論に参加いたします。    

    結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原

案に案に案に案に反対であります。反対であります。反対であります。反対であります。    

    以下以下以下以下、、、、その理由につきましてはその理由につきましてはその理由につきましてはその理由につきましては、、、、議案第議案第議案第議案第 17171717

号美唄市給与条例の一部改正の件号美唄市給与条例の一部改正の件号美唄市給与条例の一部改正の件号美唄市給与条例の一部改正の件で申し述べで申し述べで申し述べで申し述べ

たたたたものと同じであります。ものと同じであります。ものと同じであります。ものと同じであります。    

    以上、申し上げまして討論を終わります。以上、申し上げまして討論を終わります。以上、申し上げまして討論を終わります。以上、申し上げまして討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これをもって討論を終結これをもって討論を終結これをもって討論を終結これをもって討論を終結

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    ご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いた

します。します。します。します。    

    本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり

ます。ます。ます。ます。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

賛成の議員の起立を求めます。賛成の議員の起立を求めます。賛成の議員の起立を求めます。賛成の議員の起立を求めます。    

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）    

    起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 18181818 号美唄市職員の特殊勤務号美唄市職員の特殊勤務号美唄市職員の特殊勤務号美唄市職員の特殊勤務

手当に関する手当に関する手当に関する手当に関する条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件は、委員長は、委員長は、委員長は、委員長

報告のとおり決定されました。報告のとおり決定されました。報告のとおり決定されました。報告のとおり決定されました。    

    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 19191919 号ないし議案第号ないし議案第号ないし議案第号ないし議案第 27272727 号号号号のののの

以上９件以上９件以上９件以上９件について一括質疑を行います。について一括質疑を行います。について一括質疑を行います。について一括質疑を行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。    

    これより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。    

    これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 19191919 号美唄市収入役事務兼掌号美唄市収入役事務兼掌号美唄市収入役事務兼掌号美唄市収入役事務兼掌

条例廃止の件条例廃止の件条例廃止の件条例廃止の件なななないしいしいしいし議案第議案第議案第議案第 27272727 号美唄市消防号美唄市消防号美唄市消防号美唄市消防

手数料徴収条例の一部改正の件手数料徴収条例の一部改正の件手数料徴収条例の一部改正の件手数料徴収条例の一部改正の件の以上９件にの以上９件にの以上９件にの以上９件に

ついては、委員長報告のとおり決定されましついては、委員長報告のとおり決定されましついては、委員長報告のとおり決定されましついては、委員長報告のとおり決定されまし

た。た。た。た。    

    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 28282828 号ないし議案第号ないし議案第号ないし議案第号ないし議案第 29292929 号の号の号の号の

以上２件について一括質疑を行います。以上２件について一括質疑を行います。以上２件について一括質疑を行います。以上２件について一括質疑を行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。    

    これより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。    

    これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 28282828 号美唄市医療費助成条例号美唄市医療費助成条例号美唄市医療費助成条例号美唄市医療費助成条例

の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件の一部改正の件及び及び及び及び議案第議案第議案第議案第 29292929 号美唄市間口号美唄市間口号美唄市間口号美唄市間口

除雪事業条例の一部改正の件除雪事業条例の一部改正の件除雪事業条例の一部改正の件除雪事業条例の一部改正の件の以上２件につの以上２件につの以上２件につの以上２件につ

いては、委員長報告のとおり決定されました。いては、委員長報告のとおり決定されました。いては、委員長報告のとおり決定されました。いては、委員長報告のとおり決定されました。    
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    この場合、議案第この場合、議案第この場合、議案第この場合、議案第 30303030 号について紫藤政則議号について紫藤政則議号について紫藤政則議号について紫藤政則議

員ほか２名から員ほか２名から員ほか２名から員ほか２名から、、、、修正の動議が提出されまし修正の動議が提出されまし修正の動議が提出されまし修正の動議が提出されまし

た。た。た。た。    

    この際この際この際この際、、、、提案者の説明を求めます。提案者の説明を求めます。提案者の説明を求めます。提案者の説明を求めます。    

    18181818 番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。    

●●●●18181818 番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）    議案第議案第議案第議案第 30303030 号号号号

美唄市まちづくり基本条例制定の件美唄市まちづくり基本条例制定の件美唄市まちづくり基本条例制定の件美唄市まちづくり基本条例制定の件に対するに対するに対するに対する

修正案について、その提案理由をご説明いた修正案について、その提案理由をご説明いた修正案について、その提案理由をご説明いた修正案について、その提案理由をご説明いた

します。します。します。します。    

    まず最初に、原案提案に対する評価と修正まず最初に、原案提案に対する評価と修正まず最初に、原案提案に対する評価と修正まず最初に、原案提案に対する評価と修正

案提出に案提出に案提出に案提出に至る至る至る至る動機並びに経過に動機並びに経過に動機並びに経過に動機並びに経過について考え方ついて考え方ついて考え方ついて考え方

を申し上げたいと思います。を申し上げたいと思います。を申し上げたいと思います。を申し上げたいと思います。    

    原案は平成原案は平成原案は平成原案は平成 16161616 年４月８日から平成年４月８日から平成年４月８日から平成年４月８日から平成 19191919 年１年１年１年１

月月月月 17171717 日の庁議において条例原案が決定する日の庁議において条例原案が決定する日の庁議において条例原案が決定する日の庁議において条例原案が決定する

まで２年９カ月を有まで２年９カ月を有まで２年９カ月を有まで２年９カ月を有しました。この間、庁内しました。この間、庁内しました。この間、庁内しました。この間、庁内

若手職員による検討委員会、そして市民、委若手職員による検討委員会、そして市民、委若手職員による検討委員会、そして市民、委若手職員による検討委員会、そして市民、委

員会による検討、員会による検討、員会による検討、員会による検討、23232323 回に及ぶ検討委員会回に及ぶ検討委員会回に及ぶ検討委員会回に及ぶ検討委員会、、、、ささささ

らに庁内組織機関としての協議とらに庁内組織機関としての協議とらに庁内組織機関としての協議とらに庁内組織機関としての協議と、、、、時間とそ時間とそ時間とそ時間とそ

して十分な中身議論を踏まえてこの原案がでして十分な中身議論を踏まえてこの原案がでして十分な中身議論を踏まえてこの原案がでして十分な中身議論を踏まえてこの原案がで

きたものと思います。きたものと思います。きたものと思います。きたものと思います。    

    特に、論点整理をしてこのまちづくり基本特に、論点整理をしてこのまちづくり基本特に、論点整理をしてこのまちづくり基本特に、論点整理をしてこのまちづくり基本

条例の議論方向を決められた若手庁内職員の条例の議論方向を決められた若手庁内職員の条例の議論方向を決められた若手庁内職員の条例の議論方向を決められた若手庁内職員の

皆さん、そして市民委員会のみずからの意思皆さん、そして市民委員会のみずからの意思皆さん、そして市民委員会のみずからの意思皆さん、そして市民委員会のみずからの意思

で議論をされたまちづくりに関わる市民の皆で議論をされたまちづくりに関わる市民の皆で議論をされたまちづくりに関わる市民の皆で議論をされたまちづくりに関わる市民の皆

さん、さん、さん、さん、関係者の皆さんに深く感謝と敬意を申関係者の皆さんに深く感謝と敬意を申関係者の皆さんに深く感謝と敬意を申関係者の皆さんに深く感謝と敬意を申

し上げたいと思います。本当にご苦労さまでし上げたいと思います。本当にご苦労さまでし上げたいと思います。本当にご苦労さまでし上げたいと思います。本当にご苦労さまで

ございました。ございました。ございました。ございました。    

    原案提出までの唯一残念なことを申し上げ原案提出までの唯一残念なことを申し上げ原案提出までの唯一残念なことを申し上げ原案提出までの唯一残念なことを申し上げ

たいと思いますが、これは議会側の問題もあたいと思いますが、これは議会側の問題もあたいと思いますが、これは議会側の問題もあたいと思いますが、これは議会側の問題もあ

りまして、議会に関する条項、そしてあわせりまして、議会に関する条項、そしてあわせりまして、議会に関する条項、そしてあわせりまして、議会に関する条項、そしてあわせ

まして市民、議会、執行機関、これらの並立まして市民、議会、執行機関、これらの並立まして市民、議会、執行機関、これらの並立まして市民、議会、執行機関、これらの並立

をした扱いに関わる条項、これらに係る市民をした扱いに関わる条項、これらに係る市民をした扱いに関わる条項、これらに係る市民をした扱いに関わる条項、これらに係る市民

参加については参加については参加については参加については 11111111 月から約一月に月から約一月に月から約一月に月から約一月にかけて行かけて行かけて行かけて行

われた市民意見募集、すなわちこの市民意見われた市民意見募集、すなわちこの市民意見われた市民意見募集、すなわちこの市民意見われた市民意見募集、すなわちこの市民意見

募集の直前に出されたものでありまして、条募集の直前に出されたものでありまして、条募集の直前に出されたものでありまして、条募集の直前に出されたものでありまして、条

例原案作成プロセスに影響を及ぼさなかった例原案作成プロセスに影響を及ぼさなかった例原案作成プロセスに影響を及ぼさなかった例原案作成プロセスに影響を及ぼさなかった

ことであります。いわゆる間に合わせのやっことであります。いわゆる間に合わせのやっことであります。いわゆる間に合わせのやっことであります。いわゆる間に合わせのやっ

つけ仕事の扱いを受けたつけ仕事の扱いを受けたつけ仕事の扱いを受けたつけ仕事の扱いを受けた。結果として受けた。結果として受けた。結果として受けた。結果として受けた

ことになります。このことが唯一残念なことことになります。このことが唯一残念なことことになります。このことが唯一残念なことことになります。このことが唯一残念なこと

でありました。でありました。でありました。でありました。    

    一方、市議会内部での議論でありますが、一方、市議会内部での議論でありますが、一方、市議会内部での議論でありますが、一方、市議会内部での議論でありますが、

原案原案原案原案 13131313 条市議会の権限、同条市議会の権限、同条市議会の権限、同条市議会の権限、同 14141414 条責務、同条責務、同条責務、同条責務、同 15151515

条市議会議員の責務で構成する第５章市議会条市議会議員の責務で構成する第５章市議会条市議会議員の責務で構成する第５章市議会条市議会議員の責務で構成する第５章市議会

条項の合意形成については、議会運営委員会条項の合意形成については、議会運営委員会条項の合意形成については、議会運営委員会条項の合意形成については、議会運営委員会

の議論の議論の議論の議論等踏まえ会派での議論をして合意形成等踏まえ会派での議論をして合意形成等踏まえ会派での議論をして合意形成等踏まえ会派での議論をして合意形成

に向けた一定の議論集約はあったものの、第に向けた一定の議論集約はあったものの、第に向けた一定の議論集約はあったものの、第に向けた一定の議論集約はあったものの、第

１条目的、第２条定義、第４条人権の尊重、１条目的、第２条定義、第４条人権の尊重、１条目的、第２条定義、第４条人権の尊重、１条目的、第２条定義、第４条人権の尊重、

第第第第 8888 条情報の共有、第条情報の共有、第条情報の共有、第条情報の共有、第 12121212 条条条条コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ、第、第、第、第

30303030 条参画条参画条参画条参画・・・・協働、第協働、第協働、第協働、第 36363636 条さまざまな人たち条さまざまな人たち条さまざまな人たち条さまざまな人たち

ととととの交流にある市議会の位置づけはもとより、の交流にある市議会の位置づけはもとより、の交流にある市議会の位置づけはもとより、の交流にある市議会の位置づけはもとより、

前文を含めた条例原案各前文を含めた条例原案各前文を含めた条例原案各前文を含めた条例原案各条につ条につ条につ条についての詰めたいての詰めたいての詰めたいての詰めた

内部協議が行われることなく今定例会を向か内部協議が行われることなく今定例会を向か内部協議が行われることなく今定例会を向か内部協議が行われることなく今定例会を向か

えたえたえたえた事実があります。事実があります。事実があります。事実があります。    

    ３月３月３月３月 13131313 日の特別委員会において、私はこの日の特別委員会において、私はこの日の特別委員会において、私はこの日の特別委員会において、私はこの

条例原案の問題点について指摘をいたしまし条例原案の問題点について指摘をいたしまし条例原案の問題点について指摘をいたしまし条例原案の問題点について指摘をいたしまし

た。先ほどの委員長報告にもその質疑の内容た。先ほどの委員長報告にもその質疑の内容た。先ほどの委員長報告にもその質疑の内容た。先ほどの委員長報告にもその質疑の内容

が示されました。が示されました。が示されました。が示されました。    

    結果として入れられず、理事会の場で美唄結果として入れられず、理事会の場で美唄結果として入れられず、理事会の場で美唄結果として入れられず、理事会の場で美唄

市の憲法を定めるに当たりまして、市議会み市の憲法を定めるに当たりまして、市議会み市の憲法を定めるに当たりまして、市議会み市の憲法を定めるに当たりまして、市議会み

ずから市民の意見を聞き、その前提として市ずから市民の意見を聞き、その前提として市ずから市民の意見を聞き、その前提として市ずから市民の意見を聞き、その前提として市

民から問われたらしっかり説明責任を果たせ民から問われたらしっかり説明責任を果たせ民から問われたらしっかり説明責任を果たせ民から問われたらしっかり説明責任を果たせ

るよう、条文をそらんじるぐらいの思いでみるよう、条文をそらんじるぐらいの思いでみるよう、条文をそらんじるぐらいの思いでみるよう、条文をそらんじるぐらいの思いでみ

ずからのものとなる、そのための自由討議をずからのものとなる、そのための自由討議をずからのものとなる、そのための自由討議をずからのものとなる、そのための自由討議を

行うべきである。あわせて、この条例制定が行うべきである。あわせて、この条例制定が行うべきである。あわせて、この条例制定が行うべきである。あわせて、この条例制定が

４月１日、この３月４月１日、この３月４月１日、この３月４月１日、この３月の議会での議会での議会での議会で条例を上げる、条例を上げる、条例を上げる、条例を上げる、

あわせてそのことによって具体的に市民生活あわせてそのことによって具体的に市民生活あわせてそのことによって具体的に市民生活あわせてそのことによって具体的に市民生活

に影響が及ぶ、このような状況がない、すなに影響が及ぶ、このような状況がない、すなに影響が及ぶ、このような状況がない、すなに影響が及ぶ、このような状況がない、すな

わち急ぐ必要性がない、この３つの要素を理わち急ぐ必要性がない、この３つの要素を理わち急ぐ必要性がない、この３つの要素を理わち急ぐ必要性がない、この３つの要素を理
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由にして、継続審査とすべきと主張いたしま由にして、継続審査とすべきと主張いたしま由にして、継続審査とすべきと主張いたしま由にして、継続審査とすべきと主張いたしま

した。した。した。した。    

    しかし、理事会ではこれが入れられず、やしかし、理事会ではこれが入れられず、やしかし、理事会ではこれが入れられず、やしかし、理事会ではこれが入れられず、や

むなく修正案を提出せざるを得なかった経過むなく修正案を提出せざるを得なかった経過むなく修正案を提出せざるを得なかった経過むなく修正案を提出せざるを得なかった経過

があります。があります。があります。があります。    

    原案第原案第原案第原案第 14141414 条第４項に規定している市議会条第４項に規定している市議会条第４項に規定している市議会条第４項に規定している市議会

の会議は討論を基本とし、議決に当たってはの会議は討論を基本とし、議決に当たってはの会議は討論を基本とし、議決に当たってはの会議は討論を基本とし、議決に当たっては

意思決定の過程とその妥当性を市民に明らか意思決定の過程とその妥当性を市民に明らか意思決定の過程とその妥当性を市民に明らか意思決定の過程とその妥当性を市民に明らか

にしなければなりませんという表現は、議員にしなければなりませんという表現は、議員にしなければなりませんという表現は、議員にしなければなりませんという表現は、議員

間の自由討論を重視することをうたっていま間の自由討論を重視することをうたっていま間の自由討論を重視することをうたっていま間の自由討論を重視することをうたっていま

す。す。す。す。    

    私たち議員が、そして私たち議員が、そして私たち議員が、そして私たち議員が、そして市議会がみずから策市議会がみずから策市議会がみずから策市議会がみずから策

定しようとする議会条項を遵守し得ない集団定しようとする議会条項を遵守し得ない集団定しようとする議会条項を遵守し得ない集団定しようとする議会条項を遵守し得ない集団

であることを露呈してしまいました。であることを露呈してしまいました。であることを露呈してしまいました。であることを露呈してしまいました。    

    以上が、この提案に以上が、この提案に以上が、この提案に以上が、この提案に至る至る至る至る経過、動機であり経過、動機であり経過、動機であり経過、動機であり

ます。ます。ます。ます。    

    次に、修正案にある基本的な考え方につい次に、修正案にある基本的な考え方につい次に、修正案にある基本的な考え方につい次に、修正案にある基本的な考え方につい

て申し上げます。て申し上げます。て申し上げます。て申し上げます。    

    その１つは、このまちづくり基本条例が美その１つは、このまちづくり基本条例が美その１つは、このまちづくり基本条例が美その１つは、このまちづくり基本条例が美

唄市の憲法、最高規範として位置づけられて唄市の憲法、最高規範として位置づけられて唄市の憲法、最高規範として位置づけられて唄市の憲法、最高規範として位置づけられて

おります。この憲法と市民主権、基本的人権、おります。この憲法と市民主権、基本的人権、おります。この憲法と市民主権、基本的人権、おります。この憲法と市民主権、基本的人権、

これらについての考え方の根っこであります。これらについての考え方の根っこであります。これらについての考え方の根っこであります。これらについての考え方の根っこであります。

このことについての整理がまず１つ必要だとこのことについての整理がまず１つ必要だとこのことについての整理がまず１つ必要だとこのことについての整理がまず１つ必要だと

いうことであります。いうことであります。いうことであります。いうことであります。    

    ご案内のとおり憲法は立憲主義を基本にしご案内のとおり憲法は立憲主義を基本にしご案内のとおり憲法は立憲主義を基本にしご案内のとおり憲法は立憲主義を基本にし

ています。国民の自由と権利を保障するためています。国民の自由と権利を保障するためています。国民の自由と権利を保障するためています。国民の自由と権利を保障するため

の法だの法だの法だの法だと考えられています。憲法は国民を縛と考えられています。憲法は国民を縛と考えられています。憲法は国民を縛と考えられています。憲法は国民を縛

るものではなく、国家権力の行使に歯止めをるものではなく、国家権力の行使に歯止めをるものではなく、国家権力の行使に歯止めをるものではなく、国家権力の行使に歯止めを

かけるものである。このことを基本にしたかけるものである。このことを基本にしたかけるものである。このことを基本にしたかけるものである。このことを基本にした、、、、

まちづくり基本条例であるべきだということまちづくり基本条例であるべきだということまちづくり基本条例であるべきだということまちづくり基本条例であるべきだということ

が１つであります。が１つであります。が１つであります。が１つであります。    

    一方、国民の義務にかかわる市民の義務の一方、国民の義務にかかわる市民の義務の一方、国民の義務にかかわる市民の義務の一方、国民の義務にかかわる市民の義務の

規定についてでありますが、国民の義務の規規定についてでありますが、国民の義務の規規定についてでありますが、国民の義務の規規定についてでありますが、国民の義務の規

定、３つの義務があります。教育・勤労・納定、３つの義務があります。教育・勤労・納定、３つの義務があります。教育・勤労・納定、３つの義務があります。教育・勤労・納

税。これらの義務については納税の義務を除税。これらの義務については納税の義務を除税。これらの義務については納税の義務を除税。これらの義務については納税の義務を除

き権利を守るための義務であり、義務の表現き権利を守るための義務であり、義務の表現き権利を守るための義務であり、義務の表現き権利を守るための義務であり、義務の表現

とととと、、、、求める法律の内容、憲法の内容というの求める法律の内容、憲法の内容というの求める法律の内容、憲法の内容というの求める法律の内容、憲法の内容というの

は、それはそのとおりではないことを私たちは、それはそのとおりではないことを私たちは、それはそのとおりではないことを私たちは、それはそのとおりではないことを私たち

は承知をしなければならないということであは承知をしなければならないということであは承知をしなければならないということであは承知をしなければならないということであ

ります。ります。ります。ります。    

    市民が市民が市民が市民が応分の負担をしていく、このことは応分の負担をしていく、このことは応分の負担をしていく、このことは応分の負担をしていく、このことは

市民主権を支える唯一の主権を持つ市民とし市民主権を支える唯一の主権を持つ市民とし市民主権を支える唯一の主権を持つ市民とし市民主権を支える唯一の主権を持つ市民とし

ての義務、このような整理は必要だというふての義務、このような整理は必要だというふての義務、このような整理は必要だというふての義務、このような整理は必要だというふ

うに考えておりますが、その他の義務の表現うに考えておりますが、その他の義務の表現うに考えておりますが、その他の義務の表現うに考えておりますが、その他の義務の表現

については以上申し上げた基本的な考え方のについては以上申し上げた基本的な考え方のについては以上申し上げた基本的な考え方のについては以上申し上げた基本的な考え方の

もとにもとにもとにもとに相入れない相入れない相入れない相入れないものであります。ものであります。ものであります。ものであります。    

    あわせて、公共の利益のところであります。あわせて、公共の利益のところであります。あわせて、公共の利益のところであります。あわせて、公共の利益のところであります。

先ほどの委員長報告にもこの議論が委員会で先ほどの委員長報告にもこの議論が委員会で先ほどの委員長報告にもこの議論が委員会で先ほどの委員長報告にもこの議論が委員会で

行われたことが報告をされておりました。発行われたことが報告をされておりました。発行われたことが報告をされておりました。発行われたことが報告をされておりました。発

言・言・言・言・行動行動行動行動の自由をそぐものではないし、もちの自由をそぐものではないし、もちの自由をそぐものではないし、もちの自由をそぐものではないし、もち

ろんプライベートなところに介入するものでろんプライベートなところに介入するものでろんプライベートなところに介入するものでろんプライベートなところに介入するもので

はないということであります。はないということであります。はないということであります。はないということであります。    

    私は、まちづくりにあたっても自由な市民私は、まちづくりにあたっても自由な市民私は、まちづくりにあたっても自由な市民私は、まちづくりにあたっても自由な市民

の意思、これがの意思、これがの意思、これがの意思、これがベースになければならないとベースになければならないとベースになければならないとベースになければならないと

思います。すなわち、基本的人権の最たるも思います。すなわち、基本的人権の最たるも思います。すなわち、基本的人権の最たるも思います。すなわち、基本的人権の最たるも

のであります。のであります。のであります。のであります。この公共の福祉、もしくは公この公共の福祉、もしくは公この公共の福祉、もしくは公この公共の福祉、もしくは公

共の利益が前提にあるのは、社会的弱者の救共の利益が前提にあるのは、社会的弱者の救共の利益が前提にあるのは、社会的弱者の救共の利益が前提にあるのは、社会的弱者の救

済の視点や、個人が個人の立場でのぶつかり済の視点や、個人が個人の立場でのぶつかり済の視点や、個人が個人の立場でのぶつかり済の視点や、個人が個人の立場でのぶつかり

合いを調整をするという原理というふうに言合いを調整をするという原理というふうに言合いを調整をするという原理というふうに言合いを調整をするという原理というふうに言

われています。われています。われています。われています。    

    自由な議論、自由な行動、これらがそれぞ自由な議論、自由な行動、これらがそれぞ自由な議論、自由な行動、これらがそれぞ自由な議論、自由な行動、これらがそれぞ

れぶつかり合って、修練をされて結果としてれぶつかり合って、修練をされて結果としてれぶつかり合って、修練をされて結果としてれぶつかり合って、修練をされて結果として

公共の利益、公共の福祉につながっていくも公共の利益、公共の福祉につながっていくも公共の利益、公共の福祉につながっていくも公共の利益、公共の福祉につながっていくも

のであるというふうに考えるわけでありましのであるというふうに考えるわけでありましのであるというふうに考えるわけでありましのであるというふうに考えるわけでありまし

て、このことについてもこの表現についてはて、このことについてもこの表現についてはて、このことについてもこの表現についてはて、このことについてもこの表現については

相入れない相入れない相入れない相入れない考え方でございます。考え方でございます。考え方でございます。考え方でございます。    

    次に、協働についての考え方であります次に、協働についての考え方であります次に、協働についての考え方であります次に、協働についての考え方であります。。。。

すでにこの協働という表現につきましては、すでにこの協働という表現につきましては、すでにこの協働という表現につきましては、すでにこの協働という表現につきましては、
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後期基本計画、そのもとになります後期基本計画、そのもとになります後期基本計画、そのもとになります後期基本計画、そのもとになります 21212121 世紀ま世紀ま世紀ま世紀ま

ちづくりプラン、あわせて自立推進計画、各ちづくりプラン、あわせて自立推進計画、各ちづくりプラン、あわせて自立推進計画、各ちづくりプラン、あわせて自立推進計画、各

種行政目的ごとの計画の中に協働の文字があ種行政目的ごとの計画の中に協働の文字があ種行政目的ごとの計画の中に協働の文字があ種行政目的ごとの計画の中に協働の文字があ

ふれております。ふれております。ふれております。ふれております。    

    私は、この協働という言葉の定義の中にあ私は、この協働という言葉の定義の中にあ私は、この協働という言葉の定義の中にあ私は、この協働という言葉の定義の中にあ

ります、対等・平等、この対等という表現にります、対等・平等、この対等という表現にります、対等・平等、この対等という表現にります、対等・平等、この対等という表現に

ついて違和感を覚えています。市民、そしてついて違和感を覚えています。市民、そしてついて違和感を覚えています。市民、そしてついて違和感を覚えています。市民、そして

議会、執行機関、市長を含めた執行機関、こ議会、執行機関、市長を含めた執行機関、こ議会、執行機関、市長を含めた執行機関、こ議会、執行機関、市長を含めた執行機関、こ

れらが対等であるわけはないわけであります。れらが対等であるわけはないわけであります。れらが対等であるわけはないわけであります。れらが対等であるわけはないわけであります。

市民は主権者として、人間代表者と呼ばれる市民は主権者として、人間代表者と呼ばれる市民は主権者として、人間代表者と呼ばれる市民は主権者として、人間代表者と呼ばれる

市長、そして議員へその権限を信託して、信市長、そして議員へその権限を信託して、信市長、そして議員へその権限を信託して、信市長、そして議員へその権限を信託して、信

託を受けた代表者は主権者である市民に対し託を受けた代表者は主権者である市民に対し託を受けた代表者は主権者である市民に対し託を受けた代表者は主権者である市民に対し

て責任をて責任をて責任をて責任を追っております。それぞれが対等と追っております。それぞれが対等と追っております。それぞれが対等と追っております。それぞれが対等と

はなりえないわけであります。逆に責任転嫁はなりえないわけであります。逆に責任転嫁はなりえないわけであります。逆に責任転嫁はなりえないわけであります。逆に責任転嫁

につながり、あいまいなことになる恐れがあにつながり、あいまいなことになる恐れがあにつながり、あいまいなことになる恐れがあにつながり、あいまいなことになる恐れがあ

ります。ります。ります。ります。    

    あわせてあわせてあわせてあわせてコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティについても同様であについても同様であについても同様であについても同様であ

ります。みんなで仲良くそして協力し合ってります。みんなで仲良くそして協力し合ってります。みんなで仲良くそして協力し合ってります。みんなで仲良くそして協力し合って

よいまちをつくっていこう、こういうことによいまちをつくっていこう、こういうことによいまちをつくっていこう、こういうことによいまちをつくっていこう、こういうことに

ついては当然でありますが、少なくとも連携ついては当然でありますが、少なくとも連携ついては当然でありますが、少なくとも連携ついては当然でありますが、少なくとも連携

し、協力をする、こういう考え方にし、協力をする、こういう考え方にし、協力をする、こういう考え方にし、協力をする、こういう考え方に立立立立つべきつべきつべきつべき

だろう。役割、そして権限、これらをあいまだろう。役割、そして権限、これらをあいまだろう。役割、そして権限、これらをあいまだろう。役割、そして権限、これらをあいま

いにしたまま、言葉だけが踊るこのようなこいにしたまま、言葉だけが踊るこのようなこいにしたまま、言葉だけが踊るこのようなこいにしたまま、言葉だけが踊るこのようなこ

とであっては禍根を残すと私は思うわけであとであっては禍根を残すと私は思うわけであとであっては禍根を残すと私は思うわけであとであっては禍根を残すと私は思うわけであ

ります。ります。ります。ります。    

    これらが１つとして憲法を意識したもののこれらが１つとして憲法を意識したもののこれらが１つとして憲法を意識したもののこれらが１つとして憲法を意識したものの

考えの基本であります考えの基本であります考えの基本であります考えの基本であります。。。。    

    ２つ目は、市政運営の制度についてであり２つ目は、市政運営の制度についてであり２つ目は、市政運営の制度についてであり２つ目は、市政運営の制度についてであり

ます。ます。ます。ます。    

    ご案内のとおり、まちづくり基本条例はこご案内のとおり、まちづくり基本条例はこご案内のとおり、まちづくり基本条例はこご案内のとおり、まちづくり基本条例はこ

の自治体の運営の理念を具現化する制度、制の自治体の運営の理念を具現化する制度、制の自治体の運営の理念を具現化する制度、制の自治体の運営の理念を具現化する制度、制

度を動かす原則を定めた最高条例と度を動かす原則を定めた最高条例と度を動かす原則を定めた最高条例と度を動かす原則を定めた最高条例と定義定義定義定義付け付け付け付け

られています。られています。られています。られています。    

    この制度は、具体的にどのようなものであこの制度は、具体的にどのようなものであこの制度は、具体的にどのようなものであこの制度は、具体的にどのようなものであ

るか、すなわち解釈の幅がある抽象的なものるか、すなわち解釈の幅がある抽象的なものるか、すなわち解釈の幅がある抽象的なものるか、すなわち解釈の幅がある抽象的なもの

ではなく、踏み込んだ内容にすべきだというではなく、踏み込んだ内容にすべきだというではなく、踏み込んだ内容にすべきだというではなく、踏み込んだ内容にすべきだという

ふうに考えております。ふうに考えております。ふうに考えております。ふうに考えております。    

    私はこの市政運営の私はこの市政運営の私はこの市政運営の私はこの市政運営の制度制度制度制度の中にあるの中にあるの中にあるの中にある総合計総合計総合計総合計

画と市民投票、原案では住民投票という表現画と市民投票、原案では住民投票という表現画と市民投票、原案では住民投票という表現画と市民投票、原案では住民投票という表現

でありますけれども、この２つの制度についでありますけれども、この２つの制度についでありますけれども、この２つの制度についでありますけれども、この２つの制度につい

てその内容についてより具体性を持たせて修てその内容についてより具体性を持たせて修てその内容についてより具体性を持たせて修てその内容についてより具体性を持たせて修

正を示したものであり正を示したものであり正を示したものであり正を示したものであります。ます。ます。ます。    

    総合計画につきましては、これはいまの現総合計画につきましては、これはいまの現総合計画につきましては、これはいまの現総合計画につきましては、これはいまの現

在の急迫化する財政事情、まさに今後依存財在の急迫化する財政事情、まさに今後依存財在の急迫化する財政事情、まさに今後依存財在の急迫化する財政事情、まさに今後依存財

源等は半永久的に好転をしていかない、この源等は半永久的に好転をしていかない、この源等は半永久的に好転をしていかない、この源等は半永久的に好転をしていかない、この

ように言われております。そして美唄市的なように言われております。そして美唄市的なように言われております。そして美唄市的なように言われております。そして美唄市的な

事情でも、市長が道新アンケートに示したよ事情でも、市長が道新アンケートに示したよ事情でも、市長が道新アンケートに示したよ事情でも、市長が道新アンケートに示したよ

うに、向こう５年以内に財政再建団体に転落うに、向こう５年以内に財政再建団体に転落うに、向こう５年以内に財政再建団体に転落うに、向こう５年以内に財政再建団体に転落

をする可能性がある。市立病院の状況が重荷をする可能性がある。市立病院の状況が重荷をする可能性がある。市立病院の状況が重荷をする可能性がある。市立病院の状況が重荷

になって、この平成になって、この平成になって、この平成になって、この平成 19191919 年そして年そして年そして年そして 20202020 年が勝負年が勝負年が勝負年が勝負

である。転落するか否か、そういう財政環境である。転落するか否か、そういう財政環境である。転落するか否か、そういう財政環境である。転落するか否か、そういう財政環境

であるという美唄市的な状況もあるわけであであるという美唄市的な状況もあるわけであであるという美唄市的な状況もあるわけであであるという美唄市的な状況もあるわけであ

ります。ります。ります。ります。    

    そのことから、従来右肩上がりの経済、そそのことから、従来右肩上がりの経済、そそのことから、従来右肩上がりの経済、そそのことから、従来右肩上がりの経済、そ

して財政運営、こういったものではないといして財政運営、こういったものではないといして財政運営、こういったものではないといして財政運営、こういったものではないとい

うことは当然うことは当然うことは当然うことは当然ご認識をされておりますが、こご認識をされておりますが、こご認識をされておりますが、こご認識をされておりますが、こ

のまちづくり基本条例を景気にして、掲げるのまちづくり基本条例を景気にして、掲げるのまちづくり基本条例を景気にして、掲げるのまちづくり基本条例を景気にして、掲げる

政策が厳しい政策が厳しい政策が厳しい政策が厳しい吟味吟味吟味吟味を受け、そして選択をされ、を受け、そして選択をされ、を受け、そして選択をされ、を受け、そして選択をされ、

市民合意形成により事業を執行する、このこ市民合意形成により事業を執行する、このこ市民合意形成により事業を執行する、このこ市民合意形成により事業を執行する、このこ

とが不可欠の要素であります。とが不可欠の要素であります。とが不可欠の要素であります。とが不可欠の要素であります。    

    これらが少しでも具体化するように、総合これらが少しでも具体化するように、総合これらが少しでも具体化するように、総合これらが少しでも具体化するように、総合

計画について条文を加えて整理をしたことで計画について条文を加えて整理をしたことで計画について条文を加えて整理をしたことで計画について条文を加えて整理をしたことで

あります。あります。あります。あります。    

    次は、市民投票。市民投票に係る内容であ次は、市民投票。市民投票に係る内容であ次は、市民投票。市民投票に係る内容であ次は、市民投票。市民投票に係る内容であ

ります。ります。ります。ります。    

    市民投票につきましては、市民投票そのも市民投票につきましては、市民投票そのも市民投票につきましては、市民投票そのも市民投票につきましては、市民投票そのも

のの発議者を美唄市長、ここに条例上は限定のの発議者を美唄市長、ここに条例上は限定のの発議者を美唄市長、ここに条例上は限定のの発議者を美唄市長、ここに条例上は限定

をした内容になっております。をした内容になっております。をした内容になっております。をした内容になっております。    
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    私は、この発議者について、いわばすでに私は、この発議者について、いわばすでに私は、この発議者について、いわばすでに私は、この発議者について、いわばすでに

決まって決まって決まって決まっている条項、法律に決まっている内容いる条項、法律に決まっている内容いる条項、法律に決まっている内容いる条項、法律に決まっている内容

については重複を避けるというご答弁等があについては重複を避けるというご答弁等があについては重複を避けるというご答弁等があについては重複を避けるというご答弁等があ

りましたけれども、この発議者について議会りましたけれども、この発議者について議会りましたけれども、この発議者について議会りましたけれども、この発議者について議会

の役割、そして市民の直接請求の役割、ここの役割、そして市民の直接請求の役割、ここの役割、そして市民の直接請求の役割、ここの役割、そして市民の直接請求の役割、ここ

を明確にすべきだろうということで改正案のを明確にすべきだろうということで改正案のを明確にすべきだろうということで改正案のを明確にすべきだろうということで改正案の

考え方を、整理をいたしました。考え方を、整理をいたしました。考え方を、整理をいたしました。考え方を、整理をいたしました。    

    ４分の１の連署という、４分の１の考え方４分の１の連署という、４分の１の考え方４分の１の連署という、４分の１の考え方４分の１の連署という、４分の１の考え方

について申し上げたいと思います。議会の解について申し上げたいと思います。議会の解について申し上げたいと思います。議会の解について申し上げたいと思います。議会の解

散や議員の解職、長の解職請求は３分の１の散や議員の解職、長の解職請求は３分の１の散や議員の解職、長の解職請求は３分の１の散や議員の解職、長の解職請求は３分の１の

署名という最も高いハードルが示されており署名という最も高いハードルが示されており署名という最も高いハードルが示されており署名という最も高いハードルが示されており

ます。一方、合併協議会ます。一方、合併協議会ます。一方、合併協議会ます。一方、合併協議会を設けるための請求を設けるための請求を設けるための請求を設けるための請求

はははは 50505050 分の１でありますが、これは議会で否決分の１でありますが、これは議会で否決分の１でありますが、これは議会で否決分の１でありますが、これは議会で否決

をされ、長がこの請求に応じなければ、さらをされ、長がこの請求に応じなければ、さらをされ、長がこの請求に応じなければ、さらをされ、長がこの請求に応じなければ、さら

に６分の１の署名でこの合併協議会に関わに６分の１の署名でこの合併協議会に関わに６分の１の署名でこの合併協議会に関わに６分の１の署名でこの合併協議会に関わるるるる

住民投票が行わなければならないという規定住民投票が行わなければならないという規定住民投票が行わなければならないという規定住民投票が行わなければならないという規定

があります。があります。があります。があります。    

    これらの最も高いハードルであります３分これらの最も高いハードルであります３分これらの最も高いハードルであります３分これらの最も高いハードルであります３分

の１、そしてこの市町村合併を契機に出されの１、そしてこの市町村合併を契機に出されの１、そしてこの市町村合併を契機に出されの１、そしてこの市町村合併を契機に出され

た住民投票の新たな規定、この６分の１。こた住民投票の新たな規定、この６分の１。こた住民投票の新たな規定、この６分の１。こた住民投票の新たな規定、この６分の１。こ

の間を取ったいわば４分の１の規定でありまの間を取ったいわば４分の１の規定でありまの間を取ったいわば４分の１の規定でありまの間を取ったいわば４分の１の規定でありま

す。考え方はそこにあります。す。考え方はそこにあります。す。考え方はそこにあります。す。考え方はそこにあります。    

    そして、この新たに求められます住民投票そして、この新たに求められます住民投票そして、この新たに求められます住民投票そして、この新たに求められます住民投票

条例でございますが、これは具体的な内容を条例でございますが、これは具体的な内容を条例でございますが、これは具体的な内容を条例でございますが、これは具体的な内容を

定めるということであります。原案につきま定めるということであります。原案につきま定めるということであります。原案につきま定めるということであります。原案につきま

してはこのことは個別してはこのことは個別してはこのことは個別してはこのことは個別型型型型の住民投票条例といの住民投票条例といの住民投票条例といの住民投票条例とい

う位置づけでありました。う位置づけでありました。う位置づけでありました。う位置づけでありました。    

    私がここに修正をしたのは、常設型の私がここに修正をしたのは、常設型の私がここに修正をしたのは、常設型の私がここに修正をしたのは、常設型の住民住民住民住民

投投投投票条例、そしてこの投票結果の尊重義務と票条例、そしてこの投票結果の尊重義務と票条例、そしてこの投票結果の尊重義務と票条例、そしてこの投票結果の尊重義務と

合わせまして、争点を明示合わせまして、争点を明示合わせまして、争点を明示合わせまして、争点を明示するということとするということとするということとするということと

結果の取り扱い、これも原案にありますが、結果の取り扱い、これも原案にありますが、結果の取り扱い、これも原案にありますが、結果の取り扱い、これも原案にありますが、

これらを併記をして示したわけであります。これらを併記をして示したわけであります。これらを併記をして示したわけであります。これらを併記をして示したわけであります。    

    次に、法体系の構築についての考え方であ次に、法体系の構築についての考え方であ次に、法体系の構築についての考え方であ次に、法体系の構築についての考え方であ

ります。この最高規範でありますまちづくりります。この最高規範でありますまちづくりります。この最高規範でありますまちづくりります。この最高規範でありますまちづくり

基本条例は、すでに掲げられてあります活用基本条例は、すでに掲げられてあります活用基本条例は、すでに掲げられてあります活用基本条例は、すでに掲げられてあります活用

しているこの条例等の制度、そしていまあるしているこの条例等の制度、そしていまあるしているこの条例等の制度、そしていまあるしているこの条例等の制度、そしていまある

制度をどう修正するか、不用になった制度を制度をどう修正するか、不用になった制度を制度をどう修正するか、不用になった制度を制度をどう修正するか、不用になった制度を

どのように廃止をするか。いまはない制度をどのように廃止をするか。いまはない制度をどのように廃止をするか。いまはない制度をどのように廃止をするか。いまはない制度を

新たにどう設けるか、これ新たにどう設けるか、これ新たにどう設けるか、これ新たにどう設けるか、これらららら現行制度の点検現行制度の点検現行制度の点検現行制度の点検

が第一でありますし、私はこのことを以前にが第一でありますし、私はこのことを以前にが第一でありますし、私はこのことを以前にが第一でありますし、私はこのことを以前に

も主張しておりました。も主張しておりました。も主張しておりました。も主張しておりました。    

    この法体系の構築という中に入りますこの法体系の構築という中に入りますこの法体系の構築という中に入りますこの法体系の構築という中に入ります、、、、ここここ

の個別の個別の個別の個別条例の制定についてでありますが、原条例の制定についてでありますが、原条例の制定についてでありますが、原条例の制定についてでありますが、原

案ではすでに活用している情報公開条例、個案ではすでに活用している情報公開条例、個案ではすでに活用している情報公開条例、個案ではすでに活用している情報公開条例、個

人情報保護条例、行政手続条例この３つにつ人情報保護条例、行政手続条例この３つにつ人情報保護条例、行政手続条例この３つにつ人情報保護条例、行政手続条例この３つにつ

いて言及をし、新たに住民投票条例の制度をいて言及をし、新たに住民投票条例の制度をいて言及をし、新たに住民投票条例の制度をいて言及をし、新たに住民投票条例の制度を

創設をしようと、こういう内容であります。創設をしようと、こういう内容であります。創設をしようと、こういう内容であります。創設をしようと、こういう内容であります。    

    今回の修正案につきましては、１つは権利今回の修正案につきましては、１つは権利今回の修正案につきましては、１つは権利今回の修正案につきましては、１つは権利

救済制度を設ける、権利保護、不利益解消の救済制度を設ける、権利保護、不利益解消の救済制度を設ける、権利保護、不利益解消の救済制度を設ける、権利保護、不利益解消の

ための権利救済制度を設けるという修正。あための権利救済制度を設けるという修正。あための権利救済制度を設けるという修正。あための権利救済制度を設けるという修正。あ

わせて具体的に市民参加を推進するための条わせて具体的に市民参加を推進するための条わせて具体的に市民参加を推進するための条わせて具体的に市民参加を推進するための条

例、市民参加推進条例、このことも設けよう例、市民参加推進条例、このことも設けよう例、市民参加推進条例、このことも設けよう例、市民参加推進条例、このことも設けよう

とするものであります。とするものであります。とするものであります。とするものであります。    

    法体系の構築に当たって、法体系の構築に当たって、法体系の構築に当たって、法体系の構築に当たって、さらにその具体さらにその具体さらにその具体さらにその具体

性を持たせたものを付け加えさせていただき性を持たせたものを付け加えさせていただき性を持たせたものを付け加えさせていただき性を持たせたものを付け加えさせていただき

ました。ました。ました。ました。    

    以上が、考え方の基本であります。以上が、考え方の基本であります。以上が、考え方の基本であります。以上が、考え方の基本であります。    

    次に、すでにお手元にあります修正案につ次に、すでにお手元にあります修正案につ次に、すでにお手元にあります修正案につ次に、すでにお手元にあります修正案につ

いて読み上げて説明等いたしたいと思います。いて読み上げて説明等いたしたいと思います。いて読み上げて説明等いたしたいと思います。いて読み上げて説明等いたしたいと思います。    

    議案第議案第議案第議案第 30303030 号号号号美唄市まちづくり基本条例の美唄市まちづくり基本条例の美唄市まちづくり基本条例の美唄市まちづくり基本条例の

一部を次のように修正する。一部を次のように修正する。一部を次のように修正する。一部を次のように修正する。    

    前文を次のように改正する。前文を次のように改正する。前文を次のように改正する。前文を次のように改正する。    

    わたしたちわたしたちわたしたちわたしたちは基本的人権が尊重され、平和は基本的人権が尊重され、平和は基本的人権が尊重され、平和は基本的人権が尊重され、平和

のうちに安心して心豊かに暮らせるまちをのうちに安心して心豊かに暮らせるまちをのうちに安心して心豊かに暮らせるまちをのうちに安心して心豊かに暮らせるまちを目目目目

指指指指します。します。します。します。    

    わたしたちわたしたちわたしたちわたしたちは先人が積み重ね、培ってきたは先人が積み重ね、培ってきたは先人が積み重ね、培ってきたは先人が積み重ね、培ってきた

歴史や文化、貴重な自然や助け合いの精神を歴史や文化、貴重な自然や助け合いの精神を歴史や文化、貴重な自然や助け合いの精神を歴史や文化、貴重な自然や助け合いの精神を、、、、

大切な財産として次の世代に引き継ぐために、大切な財産として次の世代に引き継ぐために、大切な財産として次の世代に引き継ぐために、大切な財産として次の世代に引き継ぐために、
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将来にわたりともに力を合わせて、美唄らし将来にわたりともに力を合わせて、美唄らし将来にわたりともに力を合わせて、美唄らし将来にわたりともに力を合わせて、美唄らし

いまちづくりを進めていきます。いまちづくりを進めていきます。いまちづくりを進めていきます。いまちづくりを進めていきます。    

    わたしわたしわたしわたしたちたちたちたちは地方分権に即した新は地方分権に即した新は地方分権に即した新は地方分権に即した新たな自治たな自治たな自治たな自治

の実現のために市民が市政の主権者であるこの実現のために市民が市政の主権者であるこの実現のために市民が市政の主権者であるこの実現のために市民が市政の主権者であるこ

とを明らかにしとを明らかにしとを明らかにしとを明らかにしまちづくりの理念、基本的なまちづくりの理念、基本的なまちづくりの理念、基本的なまちづくりの理念、基本的な

制度と原則や市民、市議会及び執行機関の役制度と原則や市民、市議会及び執行機関の役制度と原則や市民、市議会及び執行機関の役制度と原則や市民、市議会及び執行機関の役

割など市政運営の基本的事項を定める最高規割など市政運営の基本的事項を定める最高規割など市政運営の基本的事項を定める最高規割など市政運営の基本的事項を定める最高規

範、すなわち美唄市の憲法としてここにこの範、すなわち美唄市の憲法としてここにこの範、すなわち美唄市の憲法としてここにこの範、すなわち美唄市の憲法としてここにこの

条例を制定します。条例を制定します。条例を制定します。条例を制定します。    

    第２条第５項中第２条第５項中第２条第５項中第２条第５項中「「「「自主性を尊重し、対等な自主性を尊重し、対等な自主性を尊重し、対等な自主性を尊重し、対等な

立場で相互に補完し協力する立場で相互に補完し協力する立場で相互に補完し協力する立場で相互に補完し協力する」」」」をををを「「「「それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ

の責任と役割分担に基づき、互いの自主性をの責任と役割分担に基づき、互いの自主性をの責任と役割分担に基づき、互いの自主性をの責任と役割分担に基づき、互いの自主性を

尊重しながら協力し尊重しながら協力し尊重しながら協力し尊重しながら協力しああああうううう」」」」に改め、同条第６に改め、同条第６に改め、同条第６に改め、同条第６

条中条中条中条中「「「「地域社会を多様に支え、こころ豊かな地域社会を多様に支え、こころ豊かな地域社会を多様に支え、こころ豊かな地域社会を多様に支え、こころ豊かな

生活の実現をめざして生活の実現をめざして生活の実現をめざして生活の実現をめざして」」」」を削る。を削る。を削る。を削る。    

    第第第第４条第２項中「市民、市議４条第２項中「市民、市議４条第２項中「市民、市議４条第２項中「市民、市議会及び執行機会及び執行機会及び執行機会及び執行機

関は」を「関は」を「関は」を「関は」を「わたしわたしわたしわたしたち市民は」に改め、同条たち市民は」に改め、同条たち市民は」に改め、同条たち市民は」に改め、同条

第３項中「市民、市議会及び執行機関は」を第３項中「市民、市議会及び執行機関は」を第３項中「市民、市議会及び執行機関は」を第３項中「市民、市議会及び執行機関は」を

「「「「わたしわたしわたしわたしたち市民は」に改正する。たち市民は」に改正する。たち市民は」に改正する。たち市民は」に改正する。    

    第７条の見出し中「市民主体」を「市民主第７条の見出し中「市民主体」を「市民主第７条の見出し中「市民主体」を「市民主第７条の見出し中「市民主体」を「市民主

権」に改め、同条を「市民は権」に改め、同条を「市民は権」に改め、同条を「市民は権」に改め、同条を「市民は、、、、まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの

主権者として市の政策を定める権利があり、主権者として市の政策を定める権利があり、主権者として市の政策を定める権利があり、主権者として市の政策を定める権利があり、

その利益は市民が享受します」に改正する。その利益は市民が享受します」に改正する。その利益は市民が享受します」に改正する。その利益は市民が享受します」に改正する。    

    第第第第 10101010 条中「条中「条中「条中「わたしわたしわたしわたしたち市民は」の下に、「主たち市民は」の下に、「主たち市民は」の下に、「主たち市民は」の下に、「主

権者として」を加え、第権者として」を加え、第権者として」を加え、第権者として」を加え、第 11111111 条の見出し中「義条の見出し中「義条の見出し中「義条の見出し中「義

務」を「責務」に改め、同条第２項中務」を「責務」に改め、同条第２項中務」を「責務」に改め、同条第２項中務」を「責務」に改め、同条第２項中「「「「まちまちまちまち

づくりに当たってはづくりに当たってはづくりに当たってはづくりに当たっては、、、、公共の利益を念頭にお公共の利益を念頭にお公共の利益を念頭にお公共の利益を念頭にお

いて、いて、いて、いて、自自自自らの発言と行動に責任を持ちます」らの発言と行動に責任を持ちます」らの発言と行動に責任を持ちます」らの発言と行動に責任を持ちます」

を「市民の信託に基を「市民の信託に基を「市民の信託に基を「市民の信託に基づき定められた市の条例づき定められた市の条例づき定められた市の条例づき定められた市の条例

を遵守します」に改め、同条第３項中「行政を遵守します」に改め、同条第３項中「行政を遵守します」に改め、同条第３項中「行政を遵守します」に改め、同条第３項中「行政

サービスを享受するとともに、応分の負担をサービスを享受するとともに、応分の負担をサービスを享受するとともに、応分の負担をサービスを享受するとともに、応分の負担を

しますしますしますします。。。。」を「まちづくりの適切な運営のため」を「まちづくりの適切な運営のため」を「まちづくりの適切な運営のため」を「まちづくりの適切な運営のため

のののの、、、、応分の応分の応分の応分の費用を費用を費用を費用を負担をします負担をします負担をします負担をします。。。。」に改正する。」に改正する。」に改正する。」に改正する。    

    第第第第 12121212 条を次のように改正する。条を次のように改正する。条を次のように改正する。条を次のように改正する。第第第第 12121212 条市条市条市条市

民、市議会及び執行機関は民、市議会及び執行機関は民、市議会及び執行機関は民、市議会及び執行機関は、、、、コミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティの

自主性と主体性を尊重します。２項自主性と主体性を尊重します。２項自主性と主体性を尊重します。２項自主性と主体性を尊重します。２項、、、、コミュコミュコミュコミュ

ニティはニティはニティはニティは、、、、主体的にまちづくりに参加するよ主体的にまちづくりに参加するよ主体的にまちづくりに参加するよ主体的にまちづくりに参加するよ

う努めます。３項う努めます。３項う努めます。３項う努めます。３項、、、、執行機関はまちづくりの執行機関はまちづくりの執行機関はまちづくりの執行機関はまちづくりの

担い手となり担い手となり担い手となり担い手となりううううるるるる、、、、非営利かつ非宗教的なコ非営利かつ非宗教的なコ非営利かつ非宗教的なコ非営利かつ非宗教的なコ

ミュニティ活動をミュニティ活動をミュニティ活動をミュニティ活動を、、、、必要に応じ支援すること必要に応じ支援すること必要に応じ支援すること必要に応じ支援すること

ができます。ができます。ができます。ができます。    

    第第第第 23232323 条中「説明します」条中「説明します」条中「説明します」条中「説明します」をををを「説明する責任「説明する責任「説明する責任「説明する責任

があります」に改め、同条第３条中「解消さがあります」に改め、同条第３条中「解消さがあります」に改め、同条第３条中「解消さがあります」に改め、同条第３条中「解消さ

せるよう努めます」を「解消させるためせるよう努めます」を「解消させるためせるよう努めます」を「解消させるためせるよう努めます」を「解消させるため、、、、権権権権

利救済制度を設けます利救済制度を設けます利救済制度を設けます利救済制度を設けます。。。。」に改正する。」に改正する。」に改正する。」に改正する。    

    第第第第 24242424 条を次のように改正する。条を次のように改正する。条を次のように改正する。条を次のように改正する。第第第第 24242424 条市条市条市条市

長は長は長は長は、、、、総合的かつ計画的に市政を運営するた総合的かつ計画的に市政を運営するた総合的かつ計画的に市政を運営するた総合的かつ計画的に市政を運営するた

め、総合計画を策定しなければなりません。め、総合計画を策定しなければなりません。め、総合計画を策定しなければなりません。め、総合計画を策定しなければなりません。

２項、総合計画は２項、総合計画は２項、総合計画は２項、総合計画は、目指、目指、目指、目指すべき将来像を定めすべき将来像を定めすべき将来像を定めすべき将来像を定め

る基本構想、これを実現するための事業を定る基本構想、これを実現するための事業を定る基本構想、これを実現するための事業を定る基本構想、これを実現するための事業を定

める基本計画と事業の進め方を明らかにするめる基本計画と事業の進め方を明らかにするめる基本計画と事業の進め方を明らかにするめる基本計画と事業の進め方を明らかにする

実施実施実施実施計画により構成されます。３項、総合計計画により構成されます。３項、総合計計画により構成されます。３項、総合計計画により構成されます。３項、総合計

画は画は画は画は、、、、市の政策を進める最上位の計画であり、市の政策を進める最上位の計画であり、市の政策を進める最上位の計画であり、市の政策を進める最上位の計画であり、

市が行う政策は緊急を要するもののほかは市が行う政策は緊急を要するもののほかは市が行う政策は緊急を要するもののほかは市が行う政策は緊急を要するもののほかは、、、、

これに基づかなこれに基づかなこれに基づかなこれに基づかなければなりません。４項、総ければなりません。４項、総ければなりません。４項、総ければなりません。４項、総

合計画は合計画は合計画は合計画は、、、、市民の参加を経て案が策定され、市民の参加を経て案が策定され、市民の参加を経て案が策定され、市民の参加を経て案が策定され、

基本構想について市議会の議決を経て作成さ基本構想について市議会の議決を経て作成さ基本構想について市議会の議決を経て作成さ基本構想について市議会の議決を経て作成さ

れます。５項、総合計画はれます。５項、総合計画はれます。５項、総合計画はれます。５項、総合計画は、、、、計画期間を定め計画期間を定め計画期間を定め計画期間を定め

て策定され、市長の任期ごとに見直されます。て策定され、市長の任期ごとに見直されます。て策定され、市長の任期ごとに見直されます。て策定され、市長の任期ごとに見直されます。

６項、市長は６項、市長は６項、市長は６項、市長は、、、、総合計画について総合計画について総合計画について総合計画について、、、、評価に基評価に基評価に基評価に基

づいた進行管理を行い、その状況を公表しなづいた進行管理を行い、その状況を公表しなづいた進行管理を行い、その状況を公表しなづいた進行管理を行い、その状況を公表しな

ければなりません。７項、執行機関はければなりません。７項、執行機関はければなりません。７項、執行機関はければなりません。７項、執行機関は、、、、各政各政各政各政

策分野における基本となる計画を策定する場策分野における基本となる計画を策定する場策分野における基本となる計画を策定する場策分野における基本となる計画を策定する場

合は、総合計画との関係を明らかにし、策定合は、総合計画との関係を明らかにし、策定合は、総合計画との関係を明らかにし、策定合は、総合計画との関係を明らかにし、策定

後は後は後は後は、、、、総合計画との調整のもとで進行管理し総合計画との調整のもとで進行管理し総合計画との調整のもとで進行管理し総合計画との調整のもとで進行管理し

なければなりません。なければなりません。なければなりません。なければなりません。    

    第第第第 30303030 条第４項中「市民条第４項中「市民条第４項中「市民条第４項中「市民、、、、市議会及び」を削市議会及び」を削市議会及び」を削市議会及び」を削

る。る。る。る。    
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    第第第第 31313131 条に次条に次条に次条に次の１項を加える。４項、執行機の１項を加える。４項、執行機の１項を加える。４項、執行機の１項を加える。４項、執行機

関は関は関は関は、、、、市民参加の推進に関して市民参加の推進に関して市民参加の推進に関して市民参加の推進に関して必要な事項を必要な事項を必要な事項を必要な事項を

別に条例で定めます。別に条例で定めます。別に条例で定めます。別に条例で定めます。    

    第第第第 33333333 条第１項を第条第１項を第条第１項を第条第１項を第 33333333 条条条条第３項とし、第第３項とし、第第３項とし、第第３項とし、第 33333333

条第３項を第条第３項を第条第３項を第条第３項を第 33333333 条第１項に改正条第１項に改正条第１項に改正条第１項に改正する。する。する。する。    

    第第第第 34343434 条の見出し中「住民」を「市民」に改条の見出し中「住民」を「市民」に改条の見出し中「住民」を「市民」に改条の見出し中「住民」を「市民」に改

め、第め、第め、第め、第 34343434 条を次のように改正する。条を次のように改正する。条を次のように改正する。条を次のように改正する。第第第第 34343434 条条条条

市長は市長は市長は市長は、、、、市政に関する重要事項について市政に関する重要事項について市政に関する重要事項について市政に関する重要事項について、、、、広広広広

く市民の意思を直接確認し、市政に反映させく市民の意思を直接確認し、市政に反映させく市民の意思を直接確認し、市政に反映させく市民の意思を直接確認し、市政に反映させ

るため、市民投票を実施することができます。るため、市民投票を実施することができます。るため、市民投票を実施することができます。るため、市民投票を実施することができます。

２項、２項、２項、２項、市長は市長は市長は市長は、、、、市議会が市民投票の実施を議市議会が市民投票の実施を議市議会が市民投票の実施を議市議会が市民投票の実施を議

決したときは、これを実施しなければなりま決したときは、これを実施しなければなりま決したときは、これを実施しなければなりま決したときは、これを実施しなければなりま

せん。第３項、市長は市民有権者がその総数せん。第３項、市長は市民有権者がその総数せん。第３項、市長は市民有権者がその総数せん。第３項、市長は市民有権者がその総数

の４分の１以上の４分の１以上の４分の１以上の４分の１以上の連署により市民投票の実施の連署により市民投票の実施の連署により市民投票の実施の連署により市民投票の実施

を請求したときは、これを実施しなければなを請求したときは、これを実施しなければなを請求したときは、これを実施しなければなを請求したときは、これを実施しなければな

りません。４項、市長は市民投票を実施するりません。４項、市長は市民投票を実施するりません。４項、市長は市民投票を実施するりません。４項、市長は市民投票を実施する

ときは、投票の事案にときは、投票の事案にときは、投票の事案にときは、投票の事案に係係係係る争点や結果の取りる争点や結果の取りる争点や結果の取りる争点や結果の取り

扱いをあらかじめ公表しなければなりません。扱いをあらかじめ公表しなければなりません。扱いをあらかじめ公表しなければなりません。扱いをあらかじめ公表しなければなりません。

５項、市長は５項、市長は５項、市長は５項、市長は、、、、市民投票の結果を尊重して当市民投票の結果を尊重して当市民投票の結果を尊重して当市民投票の結果を尊重して当

該事案を処理しなければなりません。６項、該事案を処理しなければなりません。６項、該事案を処理しなければなりません。６項、該事案を処理しなければなりません。６項、

市民投票の実施に必要な事項は別に条例で定市民投票の実施に必要な事項は別に条例で定市民投票の実施に必要な事項は別に条例で定市民投票の実施に必要な事項は別に条例で定

めます。この場合、投票資格者については定めます。この場合、投票資格者については定めます。この場合、投票資格者については定めます。この場合、投票資格者については定

住外国人や未成年者の参加に十分配慮します。住外国人や未成年者の参加に十分配慮します。住外国人や未成年者の参加に十分配慮します。住外国人や未成年者の参加に十分配慮します。    

    以上が改正に係る提案理由の説明でありま以上が改正に係る提案理由の説明でありま以上が改正に係る提案理由の説明でありま以上が改正に係る提案理由の説明でありま

す。す。す。す。    

    改めまして、十分この修正案をご精読いた改めまして、十分この修正案をご精読いた改めまして、十分この修正案をご精読いた改めまして、十分この修正案をご精読いた

だいて、ご検討いただいて、不明な点だいて、ご検討いただいて、不明な点だいて、ご検討いただいて、不明な点だいて、ご検討いただいて、不明な点はご質はご質はご質はご質

疑で明らかにしていただいて、ぜひこの修正疑で明らかにしていただいて、ぜひこの修正疑で明らかにしていただいて、ぜひこの修正疑で明らかにしていただいて、ぜひこの修正

案に議員各位の良識あるご判断を賜りますよ案に議員各位の良識あるご判断を賜りますよ案に議員各位の良識あるご判断を賜りますよ案に議員各位の良識あるご判断を賜りますよ

うに、こころからお願い申し上げまして、以うに、こころからお願い申し上げまして、以うに、こころからお願い申し上げまして、以うに、こころからお願い申し上げまして、以

上上上上、、、、修正案の提案理由の説明を終わります。修正案の提案理由の説明を終わります。修正案の提案理由の説明を終わります。修正案の提案理由の説明を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 30303030 号に号に号に号に

ついての委員長報告及び修正案に対する質疑ついての委員長報告及び修正案に対する質疑ついての委員長報告及び修正案に対する質疑ついての委員長報告及び修正案に対する質疑

を行います。を行います。を行います。を行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって委員長報告及び修正案に対すこれをもって委員長報告及び修正案に対すこれをもって委員長報告及び修正案に対すこれをもって委員長報告及び修正案に対す

る質疑を終結いたします。る質疑を終結いたします。る質疑を終結いたします。る質疑を終結いたします。    

    これより委員長報告及び修正案に対する討これより委員長報告及び修正案に対する討これより委員長報告及び修正案に対する討これより委員長報告及び修正案に対する討

論を行います。論を行います。論を行います。論を行います。    

    13131313 番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。番谷村孝一議員。    

●●●●13131313 番谷村孝一議員（登壇）番谷村孝一議員（登壇）番谷村孝一議員（登壇）番谷村孝一議員（登壇）    ただいま議題ただいま議題ただいま議題ただいま議題

となりました、議案第となりました、議案第となりました、議案第となりました、議案第 30303030 号美唄市まち号美唄市まち号美唄市まち号美唄市まちづくりづくりづくりづくり

基本条例制定の件の修正案につきまして討論基本条例制定の件の修正案につきまして討論基本条例制定の件の修正案につきまして討論基本条例制定の件の修正案につきまして討論

に参加いたします。に参加いたします。に参加いたします。に参加いたします。    

    結論から申し上げまして、私の立場は修正結論から申し上げまして、私の立場は修正結論から申し上げまして、私の立場は修正結論から申し上げまして、私の立場は修正

案に反対であり、案に反対であり、案に反対であり、案に反対であり、委員長報告に賛成でありま委員長報告に賛成でありま委員長報告に賛成でありま委員長報告に賛成でありま

す。す。す。す。    

    以下以下以下以下、、、、若干の理由を申し上げます。若干の理由を申し上げます。若干の理由を申し上げます。若干の理由を申し上げます。    

    この条例の今日までの策定経過につきましこの条例の今日までの策定経過につきましこの条例の今日までの策定経過につきましこの条例の今日までの策定経過につきまし

ては、市民参加による自治検討委員会においては、市民参加による自治検討委員会においては、市民参加による自治検討委員会においては、市民参加による自治検討委員会におい

て約２年にわたり協議を行い、取りまとめたて約２年にわたり協議を行い、取りまとめたて約２年にわたり協議を行い、取りまとめたて約２年にわたり協議を行い、取りまとめた

ものをまちづくり地区別懇談会における説明ものをまちづくり地区別懇談会における説明ものをまちづくり地区別懇談会における説明ものをまちづくり地区別懇談会における説明

と意見交換、そしてパブリックコメントの手と意見交換、そしてパブリックコメントの手と意見交換、そしてパブリックコメントの手と意見交換、そしてパブリックコメントの手

続と十分に市民の意見を聞き策定されたもの続と十分に市民の意見を聞き策定されたもの続と十分に市民の意見を聞き策定されたもの続と十分に市民の意見を聞き策定されたもの

であり、その内容については質疑、そして答であり、その内容については質疑、そして答であり、その内容については質疑、そして答であり、その内容については質疑、そして答

弁を通じて美唄のまちの現状を踏まえて必要弁を通じて美唄のまちの現状を踏まえて必要弁を通じて美唄のまちの現状を踏まえて必要弁を通じて美唄のまちの現状を踏まえて必要

な規な規な規な規定を整理されたものであると受け止めて定を整理されたものであると受け止めて定を整理されたものであると受け止めて定を整理されたものであると受け止めて

おりますおりますおりますおります。さらには条例の中で見直し規定を。さらには条例の中で見直し規定を。さらには条例の中で見直し規定を。さらには条例の中で見直し規定を

置き、時代状況や本市の状況に適合置き、時代状況や本市の状況に適合置き、時代状況や本市の状況に適合置き、時代状況や本市の状況に適合させるよさせるよさせるよさせるよ

う、条例自体を成熟させる仕組みも設けられう、条例自体を成熟させる仕組みも設けられう、条例自体を成熟させる仕組みも設けられう、条例自体を成熟させる仕組みも設けられ

ております。ております。ております。ております。    

    現在市では、自立と協働のまちづくりを進現在市では、自立と協働のまちづくりを進現在市では、自立と協働のまちづくりを進現在市では、自立と協働のまちづくりを進

めようとしており、この条例は制度上これをめようとしており、この条例は制度上これをめようとしており、この条例は制度上これをめようとしており、この条例は制度上これを

保障し、推進する役割を持つものであると考保障し、推進する役割を持つものであると考保障し、推進する役割を持つものであると考保障し、推進する役割を持つものであると考

えております。従いまして本市の将来のまちえております。従いまして本市の将来のまちえております。従いまして本市の将来のまちえております。従いまして本市の将来のまち

づくりを考えるとき、この条例は不可欠なもづくりを考えるとき、この条例は不可欠なもづくりを考えるとき、この条例は不可欠なもづくりを考えるとき、この条例は不可欠なも

のであり、市民の声を積み上げて一貫した考のであり、市民の声を積み上げて一貫した考のであり、市民の声を積み上げて一貫した考のであり、市民の声を積み上げて一貫した考

え方に基づきつくられたものであることから、え方に基づきつくられたものであることから、え方に基づきつくられたものであることから、え方に基づきつくられたものであることから、
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原案のとおり制定すべきものであります。原案のとおり制定すべきものであります。原案のとおり制定すべきものであります。原案のとおり制定すべきものであります。    

    以上申し上げまして以上申し上げまして以上申し上げまして以上申し上げまして、委員長報告に対する、委員長報告に対する、委員長報告に対する、委員長報告に対する

賛成意見といたします。賛成意見といたします。賛成意見といたします。賛成意見といたします。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    19191919 番荘司光雄議員。番荘司光雄議員。番荘司光雄議員。番荘司光雄議員。    

●●●●19191919 番荘司光雄議員（登壇）番荘司光雄議員（登壇）番荘司光雄議員（登壇）番荘司光雄議員（登壇）    議案第議案第議案第議案第 30303030 号号号号

の美唄市まちづくり基本条例制定に対する私の美唄市まちづくり基本条例制定に対する私の美唄市まちづくり基本条例制定に対する私の美唄市まちづくり基本条例制定に対する私

の立場は修正案に賛成、そして委員長報告にの立場は修正案に賛成、そして委員長報告にの立場は修正案に賛成、そして委員長報告にの立場は修正案に賛成、そして委員長報告に

ついては反対であります。ついては反対であります。ついては反対であります。ついては反対であります。    

    私は私は私は私はなんなんなんなんと言っても日本の教育の中で一番と言っても日本の教育の中で一番と言っても日本の教育の中で一番と言っても日本の教育の中で一番

不足をしている不足をしている不足をしている不足をしている現代史のカリキュラムが、高現代史のカリキュラムが、高現代史のカリキュラムが、高現代史のカリキュラムが、高

校卒業するまでないという、この問題であり校卒業するまでないという、この問題であり校卒業するまでないという、この問題であり校卒業するまでないという、この問題であり

ます。だから、大学で初めて現代史にぶつかます。だから、大学で初めて現代史にぶつかます。だから、大学で初めて現代史にぶつかます。だから、大学で初めて現代史にぶつか

るわけです。るわけです。るわけです。るわけです。    

    なぜ、このことを申し上げますかというと、なぜ、このことを申し上げますかというと、なぜ、このことを申し上げますかというと、なぜ、このことを申し上げますかというと、

それまでのこの日本の歴史というものの中でそれまでのこの日本の歴史というものの中でそれまでのこの日本の歴史というものの中でそれまでのこの日本の歴史というものの中で

現代史が現代史が現代史が現代史が明治明治明治明治の大きなの大きなの大きなの大きな転換転換転換転換期期期期から、この現在から、この現在から、この現在から、この現在

の新しい民主主義や基本的人権や平和を中心の新しい民主主義や基本的人権や平和を中心の新しい民主主義や基本的人権や平和を中心の新しい民主主義や基本的人権や平和を中心

とする憲法に変わったわけですが、それまでとする憲法に変わったわけですが、それまでとする憲法に変わったわけですが、それまでとする憲法に変わったわけですが、それまで

の憲法の憲法の憲法の憲法は、は、は、は、講和条約講和条約講和条約講和条約以来、このものが変わっ以来、このものが変わっ以来、このものが変わっ以来、このものが変わっ

たわけですけれども、それまでの憲法たわけですけれども、それまでの憲法たわけですけれども、それまでの憲法たわけですけれども、それまでの憲法はははは上か上か上か上か

ら民へ与えられる憲法でした。一言で言ってら民へ与えられる憲法でした。一言で言ってら民へ与えられる憲法でした。一言で言ってら民へ与えられる憲法でした。一言で言って

聖徳太子の、言うならばそういうものから始聖徳太子の、言うならばそういうものから始聖徳太子の、言うならばそういうものから始聖徳太子の、言うならばそういうものから始

まって、ずっと上から下へです。まって、ずっと上から下へです。まって、ずっと上から下へです。まって、ずっと上から下へです。はじはじはじはじめて今めて今めて今めて今

日の憲法は前文が私たち日本国民はというこ日の憲法は前文が私たち日本国民はというこ日の憲法は前文が私たち日本国民はというこ日の憲法は前文が私たち日本国民はというこ

とから始まります。とから始まります。とから始まります。とから始まります。    

    私は、この日本国憲法が求めている、私た私は、この日本国憲法が求めている、私た私は、この日本国憲法が求めている、私た私は、この日本国憲法が求めている、私た

ち国民はという立場は、国民の形から憲法をち国民はという立場は、国民の形から憲法をち国民はという立場は、国民の形から憲法をち国民はという立場は、国民の形から憲法を

草案されたということであります。そうする草案されたということであります。そうする草案されたということであります。そうする草案されたということであります。そうする

と、当然に主権者国民という根から、主と、当然に主権者国民という根から、主と、当然に主権者国民という根から、主と、当然に主権者国民という根から、主権者権者権者権者

国民の権利から、主権者国民の立場で平和な国民の権利から、主権者国民の立場で平和な国民の権利から、主権者国民の立場で平和な国民の権利から、主権者国民の立場で平和な

暮らし、そういう形でもって前文はでき上が暮らし、そういう形でもって前文はでき上が暮らし、そういう形でもって前文はでき上が暮らし、そういう形でもって前文はでき上が

っております。だから戦争放棄規定も私たちっております。だから戦争放棄規定も私たちっております。だから戦争放棄規定も私たちっております。だから戦争放棄規定も私たち

国民が放棄をしたんです。それを、国に義務国民が放棄をしたんです。それを、国に義務国民が放棄をしたんです。それを、国に義務国民が放棄をしたんです。それを、国に義務

付けたわけであります。すべてがそういう構付けたわけであります。すべてがそういう構付けたわけであります。すべてがそういう構付けたわけであります。すべてがそういう構

成であります。先ほど、働く権利だとか、納成であります。先ほど、働く権利だとか、納成であります。先ほど、働く権利だとか、納成であります。先ほど、働く権利だとか、納

税の問題や何か３大義務、提案者はおっしゃ税の問題や何か３大義務、提案者はおっしゃ税の問題や何か３大義務、提案者はおっしゃ税の問題や何か３大義務、提案者はおっしゃ

られました。そのとおりだと思います。それられました。そのとおりだと思います。それられました。そのとおりだと思います。それられました。そのとおりだと思います。それ

以外は、以外は、以外は、以外は、99999999 条に条に条に条に代表されるように、実際問題代表されるように、実際問題代表されるように、実際問題代表されるように、実際問題

憲法を守る義務があるのは天皇、大臣、議員、憲法を守る義務があるのは天皇、大臣、議員、憲法を守る義務があるのは天皇、大臣、議員、憲法を守る義務があるのは天皇、大臣、議員、

裁判官、公務員。裁判官、公務員。裁判官、公務員。裁判官、公務員。99999999 条にそうなっています。条にそうなっています。条にそうなっています。条にそうなっています。

それは国民の立場でつくったと、憲法の案。それは国民の立場でつくったと、憲法の案。それは国民の立場でつくったと、憲法の案。それは国民の立場でつくったと、憲法の案。    

    この問題を見事に修この問題を見事に修この問題を見事に修この問題を見事に修正案の紫藤議員は、こ正案の紫藤議員は、こ正案の紫藤議員は、こ正案の紫藤議員は、こ

ういう立場では申し上げておりませんけれどういう立場では申し上げておりませんけれどういう立場では申し上げておりませんけれどういう立場では申し上げておりませんけれど

も、まったくそのとおりであります。も、まったくそのとおりであります。も、まったくそのとおりであります。も、まったくそのとおりであります。    

    私は、この経過の中では残念なことがあり私は、この経過の中では残念なことがあり私は、この経過の中では残念なことがあり私は、この経過の中では残念なことがあり

ます。それもまた経過の中で残念です。議会ます。それもまた経過の中で残念です。議会ます。それもまた経過の中で残念です。議会ます。それもまた経過の中で残念です。議会

は事前審査とかそういうことなんか言わない。は事前審査とかそういうことなんか言わない。は事前審査とかそういうことなんか言わない。は事前審査とかそういうことなんか言わない。

胸襟を開いてともに話し合おう。その用意は胸襟を開いてともに話し合おう。その用意は胸襟を開いてともに話し合おう。その用意は胸襟を開いてともに話し合おう。その用意は

ある。こういうことを言っていましたが、結ある。こういうことを言っていましたが、結ある。こういうことを言っていましたが、結ある。こういうことを言っていましたが、結

果としてそういうことはなし得ませんでした。果としてそういうことはなし得ませんでした。果としてそういうことはなし得ませんでした。果としてそういうことはなし得ませんでした。

修正案の紫藤議員の修正案の紫藤議員の修正案の紫藤議員の修正案の紫藤議員の立場から言わせれば、や立場から言わせれば、や立場から言わせれば、や立場から言わせれば、や

っつけ仕事、後半はそうなってしまいましたっつけ仕事、後半はそうなってしまいましたっつけ仕事、後半はそうなってしまいましたっつけ仕事、後半はそうなってしまいました。。。。    

    それで、私は委員会の審議において、このそれで、私は委員会の審議において、このそれで、私は委員会の審議において、このそれで、私は委員会の審議において、この

まちづくり条例を市民、市まちづくり条例を市民、市まちづくり条例を市民、市まちづくり条例を市民、市、、、、議会、これが執議会、これが執議会、これが執議会、これが執

行責任の行責任の行責任の行責任の分野に動員されるという分野に動員されるという分野に動員されるという分野に動員されるという、、、、そういうそういうそういうそういう

感じがしてどうしようもならなくて、本当に感じがしてどうしようもならなくて、本当に感じがしてどうしようもならなくて、本当に感じがしてどうしようもならなくて、本当に

明るい自由な美唄のまちづくり、相互に尊重明るい自由な美唄のまちづくり、相互に尊重明るい自由な美唄のまちづくり、相互に尊重明るい自由な美唄のまちづくり、相互に尊重

しあって、そういうような条例をつくっていしあって、そういうような条例をつくっていしあって、そういうような条例をつくっていしあって、そういうような条例をつくってい

るという感じがしない、重たい空気になってるという感じがしない、重たい空気になってるという感じがしない、重たい空気になってるという感じがしない、重たい空気になって

しまうということを私は申し上げました。ましまうということを私は申し上げました。ましまうということを私は申し上げました。ましまうということを私は申し上げました。ま

さにそういう状況です。さにそういう状況です。さにそういう状況です。さにそういう状況です。    

    それは、まず第一に主権者市民というものそれは、まず第一に主権者市民というものそれは、まず第一に主権者市民というものそれは、まず第一に主権者市民というもの

のその立場からの前書きに、まず前文になっのその立場からの前書きに、まず前文になっのその立場からの前書きに、まず前文になっのその立場からの前書きに、まず前文になっ

ていないということです。ていないということです。ていないということです。ていないということです。    

    美唄の歴史だって、現代史を、明治美唄の歴史だって、現代史を、明治美唄の歴史だって、現代史を、明治美唄の歴史だって、現代史を、明治 30303030 年代年代年代年代

からの美唄市の中でずっと見てきたって、現からの美唄市の中でずっと見てきたって、現からの美唄市の中でずっと見てきたって、現からの美唄市の中でずっと見てきたって、現

代史の立場から見たら、いろいろ学ぶことた代史の立場から見たら、いろいろ学ぶことた代史の立場から見たら、いろいろ学ぶことた代史の立場から見たら、いろいろ学ぶことた

くさんあります。ですから、どくさんあります。ですから、どくさんあります。ですから、どくさんあります。ですから、どうこう言ってうこう言ってうこう言ってうこう言って



- 248 - 

もこの中で一番大事なのはそのポイントにあもこの中で一番大事なのはそのポイントにあもこの中で一番大事なのはそのポイントにあもこの中で一番大事なのはそのポイントにあ

るわけで、まず第一番はるわけで、まず第一番はるわけで、まず第一番はるわけで、まず第一番は、、、、私はこの地方分権私はこの地方分権私はこの地方分権私はこの地方分権

に即したこういう時代は、まさに地方が主役に即したこういう時代は、まさに地方が主役に即したこういう時代は、まさに地方が主役に即したこういう時代は、まさに地方が主役

ですから、そこへ住む住民が主権者です。基ですから、そこへ住む住民が主権者です。基ですから、そこへ住む住民が主権者です。基ですから、そこへ住む住民が主権者です。基

礎自治体の市民が主権者。そうするとその主礎自治体の市民が主権者。そうするとその主礎自治体の市民が主権者。そうするとその主礎自治体の市民が主権者。そうするとその主

権者の基本的人権というものがまず尊重され権者の基本的人権というものがまず尊重され権者の基本的人権というものがまず尊重され権者の基本的人権というものがまず尊重され

なければならない。それからその地域は、やなければならない。それからその地域は、やなければならない。それからその地域は、やなければならない。それからその地域は、や

っぱり平和で豊かな暮らしを求めるものでなっぱり平和で豊かな暮らしを求めるものでなっぱり平和で豊かな暮らしを求めるものでなっぱり平和で豊かな暮らしを求めるものでな

ければいけない。そしてこの即した新たな自ければいけない。そしてこの即した新たな自ければいけない。そしてこの即した新たな自ければいけない。そしてこの即した新たな自

治というのは、市政の主権者の市民を明らか治というのは、市政の主権者の市民を明らか治というのは、市政の主権者の市民を明らか治というのは、市政の主権者の市民を明らか

にして、まちづくりの理念へ向かっていく本にして、まちづくりの理念へ向かっていく本にして、まちづくりの理念へ向かっていく本にして、まちづくりの理念へ向かっていく本

当の当の当の当の心心心心、そのために具体化する制度や原則、、そのために具体化する制度や原則、、そのために具体化する制度や原則、、そのために具体化する制度や原則、

こういうことをきちっこういうことをきちっこういうことをきちっこういうことをきちっと組み立てられなけれと組み立てられなけれと組み立てられなけれと組み立てられなけれ

ばならないと思います。まさにそのことを組ばならないと思います。まさにそのことを組ばならないと思います。まさにそのことを組ばならないと思います。まさにそのことを組

み立てた修正案でした。み立てた修正案でした。み立てた修正案でした。み立てた修正案でした。    

    私は、そういう意味で言えば、協働という私は、そういう意味で言えば、協働という私は、そういう意味で言えば、協働という私は、そういう意味で言えば、協働という

この第この第この第この第 30303030 条でこうも規定あります。市民、市条でこうも規定あります。市民、市条でこうも規定あります。市民、市条でこうも規定あります。市民、市

議会及び執行機関議会及び執行機関議会及び執行機関議会及び執行機関、提案にもありました。協、提案にもありました。協、提案にもありました。協、提案にもありました。協

働の仕組みづくり。働の仕組みづくり。働の仕組みづくり。働の仕組みづくり。    

    率直に申し上げまして、提案者も申し上げ率直に申し上げまして、提案者も申し上げ率直に申し上げまして、提案者も申し上げ率直に申し上げまして、提案者も申し上げ

ましたけれど、この二元制代表の議会をましたけれど、この二元制代表の議会をましたけれど、この二元制代表の議会をましたけれど、この二元制代表の議会を、、、、本本本本

当に意識されているんでしょうか。この二元当に意識されているんでしょうか。この二元当に意識されているんでしょうか。この二元当に意識されているんでしょうか。この二元

制代表というのは、紛れもない、首長も直接制代表というのは、紛れもない、首長も直接制代表というのは、紛れもない、首長も直接制代表というのは、紛れもない、首長も直接

選挙。議員も皆さんも直接選挙です。したが選挙。議員も皆さんも直接選挙です。したが選挙。議員も皆さんも直接選挙です。したが選挙。議員も皆さんも直接選挙です。したが

ってここには対等だとか、対立ってここには対等だとか、対立ってここには対等だとか、対立ってここには対等だとか、対立、、、、対等の関係対等の関係対等の関係対等の関係

はありますけれど、対立です。その中できちはありますけれど、対立です。その中できちはありますけれど、対立です。その中できちはありますけれど、対立です。その中できち

っとしっとしっとしっとして、これの主権者が市民です。て、これの主権者が市民です。て、これの主権者が市民です。て、これの主権者が市民です。    

    そうすると、対等で並列なんて、関係だとそうすると、対等で並列なんて、関係だとそうすると、対等で並列なんて、関係だとそうすると、対等で並列なんて、関係だと

かかかかいいいいうことで何かそっち、執行権に入った、うことで何かそっち、執行権に入った、うことで何かそっち、執行権に入った、うことで何かそっち、執行権に入った、

入らない、こういうような環境は絶対存立し入らない、こういうような環境は絶対存立し入らない、こういうような環境は絶対存立し入らない、こういうような環境は絶対存立し

ないです。市民もしないです。それを協働とないです。市民もしないです。それを協働とないです。市民もしないです。それを協働とないです。市民もしないです。それを協働と

いう言葉の中で、相互に連携をしたりするこいう言葉の中で、相互に連携をしたりするこいう言葉の中で、相互に連携をしたりするこいう言葉の中で、相互に連携をしたりするこ

とはあります。同じという形にならない。いとはあります。同じという形にならない。いとはあります。同じという形にならない。いとはあります。同じという形にならない。い

わんや対等などということにはならない。わんや対等などということにはならない。わんや対等などということにはならない。わんや対等などということにはならない。    

    いやおうなしにこういう立場でいきますと、いやおうなしにこういう立場でいきますと、いやおうなしにこういう立場でいきますと、いやおうなしにこういう立場でいきますと、

市民がつくるという立場ということよりも、市民がつくるという立場ということよりも、市民がつくるという立場ということよりも、市民がつくるという立場ということよりも、

どうしても執行機関の側に毎日身をおいていどうしても執行機関の側に毎日身をおいていどうしても執行機関の側に毎日身をおいていどうしても執行機関の側に毎日身をおいてい

るから、その中でそういうパブリックコメンるから、その中でそういうパブリックコメンるから、その中でそういうパブリックコメンるから、その中でそういうパブリックコメン

トなりなんなり市民と一緒になってやってきトなりなんなり市民と一緒になってやってきトなりなんなり市民と一緒になってやってきトなりなんなり市民と一緒になってやってき

たというものの、結果的にリードするのは執たというものの、結果的にリードするのは執たというものの、結果的にリードするのは執たというものの、結果的にリードするのは執

行機関の職員です。これは一生懸命努力され行機関の職員です。これは一生懸命努力され行機関の職員です。これは一生懸命努力され行機関の職員です。これは一生懸命努力され

た、若手職員のこともわかります。しかし、た、若手職員のこともわかります。しかし、た、若手職員のこともわかります。しかし、た、若手職員のこともわかります。しかし、

毎日身を置いているところに、そこに、自分毎日身を置いているところに、そこに、自分毎日身を置いているところに、そこに、自分毎日身を置いているところに、そこに、自分

のののの皮膚皮膚皮膚皮膚感覚も感覚も感覚も感覚も価値観も出てくることは価値観も出てくることは価値観も出てくることは価値観も出てくることは、、、、これこれこれこれ

は避けられない。そういう意味で基本的に修は避けられない。そういう意味で基本的に修は避けられない。そういう意味で基本的に修は避けられない。そういう意味で基本的に修

正案の視点が、私とまったく一致しておりま正案の視点が、私とまったく一致しておりま正案の視点が、私とまったく一致しておりま正案の視点が、私とまったく一致しておりま

すので、私は修正案に賛成をし、そして委員すので、私は修正案に賛成をし、そして委員すので、私は修正案に賛成をし、そして委員すので、私は修正案に賛成をし、そして委員

長報告には反対の立場で、討論を終わります。長報告には反対の立場で、討論を終わります。長報告には反対の立場で、討論を終わります。長報告には反対の立場で、討論を終わります。    

    ただし、申し上げますけれども、終わってただし、申し上げますけれども、終わってただし、申し上げますけれども、終わってただし、申し上げますけれども、終わって

から申し上げるわけではありませんが、このから申し上げるわけではありませんが、このから申し上げるわけではありませんが、このから申し上げるわけではありませんが、この

まちづくり条例で皆さん苦労されて、先ほどまちづくり条例で皆さん苦労されて、先ほどまちづくり条例で皆さん苦労されて、先ほどまちづくり条例で皆さん苦労されて、先ほど

賛成討論にありましたが、より賛成討論にありましたが、より賛成討論にありましたが、より賛成討論にありましたが、より一層成熟して、一層成熟して、一層成熟して、一層成熟して、

いま修正案で申し上げた、そういう立場の中いま修正案で申し上げた、そういう立場の中いま修正案で申し上げた、そういう立場の中いま修正案で申し上げた、そういう立場の中

で、そういうものによりその方に向かった修で、そういうものによりその方に向かった修で、そういうものによりその方に向かった修で、そういうものによりその方に向かった修

練と成熟されることを練と成熟されることを練と成熟されることを練と成熟されることを、私は要望いたしたい、、私は要望いたしたい、、私は要望いたしたい、、私は要望いたしたい、

そう思います。そう思います。そう思います。そう思います。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    ９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。    

●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

題となりました、議案第題となりました、議案第題となりました、議案第題となりました、議案第 30303030 号美唄市まちづく号美唄市まちづく号美唄市まちづく号美唄市まちづく

り基本条例制定の件につきまして、討論に参り基本条例制定の件につきまして、討論に参り基本条例制定の件につきまして、討論に参り基本条例制定の件につきまして、討論に参

加いたします。加いたします。加いたします。加いたします。    

    最初に結論から申し上げますと、私の立場最初に結論から申し上げますと、私の立場最初に結論から申し上げますと、私の立場最初に結論から申し上げますと、私の立場

は修正案に賛成、委員長報告に反対の立場では修正案に賛成、委員長報告に反対の立場では修正案に賛成、委員長報告に反対の立場では修正案に賛成、委員長報告に反対の立場で

あります。あります。あります。あります。    

    以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま

す。す。す。す。    

    ３月３月３月３月 13131313 日の美唄市まちづくり基本条例審日の美唄市まちづくり基本条例審日の美唄市まちづくり基本条例審日の美唄市まちづくり基本条例審

査特査特査特査特別委員会で、私は条例の第４条、第８条、別委員会で、私は条例の第４条、第８条、別委員会で、私は条例の第４条、第８条、別委員会で、私は条例の第４条、第８条、
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第第第第 12121212 条、第条、第条、第条、第 30303030 条の条文の中に市民、市議会条の条文の中に市民、市議会条の条文の中に市民、市議会条の条文の中に市民、市議会

及び執行機関という文言は、市議会の持って及び執行機関という文言は、市議会の持って及び執行機関という文言は、市議会の持って及び執行機関という文言は、市議会の持って

いる責任と権限、独自性、自主性に抵触するいる責任と権限、独自性、自主性に抵触するいる責任と権限、独自性、自主性に抵触するいる責任と権限、独自性、自主性に抵触する

恐れがあ恐れがあ恐れがあ恐れがあるので、市議会という文言を削除するので、市議会という文言を削除するので、市議会という文言を削除するので、市議会という文言を削除す

ることが必要であることを指摘ることが必要であることを指摘ることが必要であることを指摘ることが必要であることを指摘しました。しました。しました。しました。    

    この４条、８条、この４条、８条、この４条、８条、この４条、８条、12121212 条、条、条、条、30303030 条の各条での市条の各条での市条の各条での市条の各条での市

議会という文言がそれぞれの施策との係わり議会という文言がそれぞれの施策との係わり議会という文言がそれぞれの施策との係わり議会という文言がそれぞれの施策との係わり

合いの度合いが違う部分もあり、前後の文言合いの度合いが違う部分もあり、前後の文言合いの度合いが違う部分もあり、前後の文言合いの度合いが違う部分もあり、前後の文言

の修正で市議会という文言が議会の責任と権の修正で市議会という文言が議会の責任と権の修正で市議会という文言が議会の責任と権の修正で市議会という文言が議会の責任と権

限、自主性、独自性に抵触しない場合もあり限、自主性、独自性に抵触しない場合もあり限、自主性、独自性に抵触しない場合もあり限、自主性、独自性に抵触しない場合もあり

ます。この点では修正案はクリアできるものます。この点では修正案はクリアできるものます。この点では修正案はクリアできるものます。この点では修正案はクリアできるもの

と考えます。と考えます。と考えます。と考えます。    

    また、特別委また、特別委また、特別委また、特別委員会で指摘したことの中には、員会で指摘したことの中には、員会で指摘したことの中には、員会で指摘したことの中には、

第第第第 11111111 条の３項の中にある、応分の負担の部分条の３項の中にある、応分の負担の部分条の３項の中にある、応分の負担の部分条の３項の中にある、応分の負担の部分

では応分の負担の範囲をまちづくりの適切なでは応分の負担の範囲をまちづくりの適切なでは応分の負担の範囲をまちづくりの適切なでは応分の負担の範囲をまちづくりの適切な

運営のための応分の費用に限定し、地域での運営のための応分の費用に限定し、地域での運営のための応分の費用に限定し、地域での運営のための応分の費用に限定し、地域での

防災活動、ごみの収集分別などへの参加を防災活動、ごみの収集分別などへの参加を防災活動、ごみの収集分別などへの参加を防災活動、ごみの収集分別などへの参加を市市市市

民の義務としていないことであります。この民の義務としていないことであります。この民の義務としていないことであります。この民の義務としていないことであります。この

点でも修正案に同意できるものであります。点でも修正案に同意できるものであります。点でも修正案に同意できるものであります。点でも修正案に同意できるものであります。    

    この修正案の特徴は、市民が美唄市の主権この修正案の特徴は、市民が美唄市の主権この修正案の特徴は、市民が美唄市の主権この修正案の特徴は、市民が美唄市の主権

者であることを明確に位置づけていることと、者であることを明確に位置づけていることと、者であることを明確に位置づけていることと、者であることを明確に位置づけていることと、

総合計画の性格を明確にし、それを重視する総合計画の性格を明確にし、それを重視する総合計画の性格を明確にし、それを重視する総合計画の性格を明確にし、それを重視する

ことであります。この点でも、修正案に同意ことであります。この点でも、修正案に同意ことであります。この点でも、修正案に同意ことであります。この点でも、修正案に同意

できるものであります。できるものであります。できるものであります。できるものであります。    

    このまちづくり基本条例は、約３年間かけこのまちづくり基本条例は、約３年間かけこのまちづくり基本条例は、約３年間かけこのまちづくり基本条例は、約３年間かけ

て条例案になって条例案になって条例案になって条例案になったものでありますが、条例のたものでありますが、条例のたものでありますが、条例のたものでありますが、条例の

内容の議論が極めて少なかったことや、特別内容の議論が極めて少なかったことや、特別内容の議論が極めて少なかったことや、特別内容の議論が極めて少なかったことや、特別

委員会での議論経過が条文の中にある市議会委員会での議論経過が条文の中にある市議会委員会での議論経過が条文の中にある市議会委員会での議論経過が条文の中にある市議会

条項の第条項の第条項の第条項の第 14141414 条第４項の市議会の会議は討論条第４項の市議会の会議は討論条第４項の市議会の会議は討論条第４項の市議会の会議は討論

を基本とし、議決に当たっては意思の決定のを基本とし、議決に当たっては意思の決定のを基本とし、議決に当たっては意思の決定のを基本とし、議決に当たっては意思の決定の

過程とその妥当性を市民に明らかにしなけれ過程とその妥当性を市民に明らかにしなけれ過程とその妥当性を市民に明らかにしなけれ過程とその妥当性を市民に明らかにしなけれ

ばなりません。という内容から著しくかけ離ばなりません。という内容から著しくかけ離ばなりません。という内容から著しくかけ離ばなりません。という内容から著しくかけ離

れていたことは、きわめて残念なことでありれていたことは、きわめて残念なことでありれていたことは、きわめて残念なことでありれていたことは、きわめて残念なことであり

ます。ます。ます。ます。    

    以上、申し上げて討論を終わります。以上、申し上げて討論を終わります。以上、申し上げて討論を終わります。以上、申し上げて討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    10101010 番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。    

●●●●10101010 番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）    ただいま議題ただいま議題ただいま議題ただいま議題

となりました、議案第となりました、議案第となりました、議案第となりました、議案第 30303030 号美唄市まちづくり号美唄市まちづくり号美唄市まちづくり号美唄市まちづくり

基本条例制定の件について、討論に参加基本条例制定の件について、討論に参加基本条例制定の件について、討論に参加基本条例制定の件について、討論に参加しましましましま

す。す。す。す。    

    私は修正案に賛成し、委員長報告に反対の私は修正案に賛成し、委員長報告に反対の私は修正案に賛成し、委員長報告に反対の私は修正案に賛成し、委員長報告に反対の

立場であります。立場であります。立場であります。立場であります。    

    この美唄市の憲法とも言うべき、まちづくこの美唄市の憲法とも言うべき、まちづくこの美唄市の憲法とも言うべき、まちづくこの美唄市の憲法とも言うべき、まちづく

り基本条例は、私が賛成する修正案の提案者り基本条例は、私が賛成する修正案の提案者り基本条例は、私が賛成する修正案の提案者り基本条例は、私が賛成する修正案の提案者

紫藤議員がかねてよりその制定を主張してき紫藤議員がかねてよりその制定を主張してき紫藤議員がかねてよりその制定を主張してき紫藤議員がかねてよりその制定を主張してき

たものです。前市長の井坂さんのときから、たものです。前市長の井坂さんのときから、たものです。前市長の井坂さんのときから、たものです。前市長の井坂さんのときから、

数回一般質問で取り上げ、その重要性を訴え、数回一般質問で取り上げ、その重要性を訴え、数回一般質問で取り上げ、その重要性を訴え、数回一般質問で取り上げ、その重要性を訴え、

井坂市長も制定を約束し、そのための作業に井坂市長も制定を約束し、そのための作業に井坂市長も制定を約束し、そのための作業に井坂市長も制定を約束し、そのための作業に

も入っていたものです。も入っていたものです。も入っていたものです。も入っていたものです。    

    ２年５カ月前の２年５カ月前の２年５カ月前の２年５カ月前の 16161616 年第３回臨時議会で、桜年第３回臨時議会で、桜年第３回臨時議会で、桜年第３回臨時議会で、桜

井市長の所信表明に対する質疑の中で、井市長の所信表明に対する質疑の中で、井市長の所信表明に対する質疑の中で、井市長の所信表明に対する質疑の中で、紫藤紫藤紫藤紫藤

議員の質疑に対し議員の質疑に対し議員の質疑に対し議員の質疑に対し、、、、桜井市長が制定する旨の桜井市長が制定する旨の桜井市長が制定する旨の桜井市長が制定する旨の

答弁をしたものでもあります。このような経答弁をしたものでもあります。このような経答弁をしたものでもあります。このような経答弁をしたものでもあります。このような経

過を経て、今議会過を経て、今議会過を経て、今議会過を経て、今議会で提案の運びになったのでで提案の運びになったのでで提案の運びになったのでで提案の運びになったので

すから、私がここで修正案の賛成討論をするすから、私がここで修正案の賛成討論をするすから、私がここで修正案の賛成討論をするすから、私がここで修正案の賛成討論をする

ことは、本来ある姿ではないのです。積極的ことは、本来ある姿ではないのです。積極的ことは、本来ある姿ではないのです。積極的ことは、本来ある姿ではないのです。積極的

に提案に賛成の討論を行い、全会一致で決定に提案に賛成の討論を行い、全会一致で決定に提案に賛成の討論を行い、全会一致で決定に提案に賛成の討論を行い、全会一致で決定

し、この議場全体がよろこびに包まれるはずし、この議場全体がよろこびに包まれるはずし、この議場全体がよろこびに包まれるはずし、この議場全体がよろこびに包まれるはず

だったと思います。原案がまとまった段階で、だったと思います。原案がまとまった段階で、だったと思います。原案がまとまった段階で、だったと思います。原案がまとまった段階で、

議員全員が説明を受け、率直で活発な意見交議員全員が説明を受け、率直で活発な意見交議員全員が説明を受け、率直で活発な意見交議員全員が説明を受け、率直で活発な意見交

換がなされ、理事者も納得できる内容は提案換がなされ、理事者も納得できる内容は提案換がなされ、理事者も納得できる内容は提案換がなされ、理事者も納得できる内容は提案

に取り入れる、そのような段階を踏むことでに取り入れる、そのような段階を踏むことでに取り入れる、そのような段階を踏むことでに取り入れる、そのような段階を踏むことで

市民の代表である議員の意見も十分に反映さ市民の代表である議員の意見も十分に反映さ市民の代表である議員の意見も十分に反映さ市民の代表である議員の意見も十分に反映さ

れる内容になるはずでした。そうなれば、先れる内容になるはずでした。そうなれば、先れる内容になるはずでした。そうなれば、先れる内容になるはずでした。そうなれば、先

に述べた美唄市の憲法の誕生を全員で祝福でに述べた美唄市の憲法の誕生を全員で祝福でに述べた美唄市の憲法の誕生を全員で祝福でに述べた美唄市の憲法の誕生を全員で祝福で

きたでしょう。きたでしょう。きたでしょう。きたでしょう。    

    しかし現実は、ここで修正案のしかし現実は、ここで修正案のしかし現実は、ここで修正案のしかし現実は、ここで修正案の賛成討論を賛成討論を賛成討論を賛成討論を

し、採決で原案を決め、後味の悪い思いで任し、採決で原案を決め、後味の悪い思いで任し、採決で原案を決め、後味の悪い思いで任し、採決で原案を決め、後味の悪い思いで任
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期最後の議会を閉じることになります。期最後の議会を閉じることになります。期最後の議会を閉じることになります。期最後の議会を閉じることになります。    

    どうしてこのような状態になったのか。議どうしてこのような状態になったのか。議どうしてこのような状態になったのか。議どうしてこのような状態になったのか。議

員諸氏はその理由を考えながら、私がなぜ修員諸氏はその理由を考えながら、私がなぜ修員諸氏はその理由を考えながら、私がなぜ修員諸氏はその理由を考えながら、私がなぜ修

正案に賛成するのか、その考え方を聞いてく正案に賛成するのか、その考え方を聞いてく正案に賛成するのか、その考え方を聞いてく正案に賛成するのか、その考え方を聞いてく

ださい。ださい。ださい。ださい。    

    最初に前文です。初めに、憲法の基本的な最初に前文です。初めに、憲法の基本的な最初に前文です。初めに、憲法の基本的な最初に前文です。初めに、憲法の基本的な

考え方から２つをうたっております。基本的考え方から２つをうたっております。基本的考え方から２つをうたっております。基本的考え方から２つをうたっております。基本的

人権の尊重と平和主義です。人権の尊重と平和主義です。人権の尊重と平和主義です。人権の尊重と平和主義です。目指目指目指目指すまちは、すまちは、すまちは、すまちは、

こころ豊かなとしています。次に原案にあるこころ豊かなとしています。次に原案にあるこころ豊かなとしています。次に原案にあるこころ豊かなとしています。次に原案にある

美唄の地で先人から受け継ぐものを挙げ、美美唄の地で先人から受け継ぐものを挙げ、美美唄の地で先人から受け継ぐものを挙げ、美美唄の地で先人から受け継ぐものを挙げ、美

唄らしくとします。３つ目の段落では地方分唄らしくとします。３つ目の段落では地方分唄らしくとします。３つ目の段落では地方分唄らしくとします。３つ目の段落では地方分

権を受けて新たな自治実現を主権者市民とい権を受けて新たな自治実現を主権者市民とい権を受けて新たな自治実現を主権者市民とい権を受けて新たな自治実現を主権者市民とい

う憲法の精神をう憲法の精神をう憲法の精神をう憲法の精神を受けて、理念、制度と原則、受けて、理念、制度と原則、受けて、理念、制度と原則、受けて、理念、制度と原則、

それぞれの立場の市民や機関の役割など、市それぞれの立場の市民や機関の役割など、市それぞれの立場の市民や機関の役割など、市それぞれの立場の市民や機関の役割など、市

政運営の基本を定める最高規範である美唄の政運営の基本を定める最高規範である美唄の政運営の基本を定める最高規範である美唄の政運営の基本を定める最高規範である美唄の

憲法としての条例をつくるとしています。短憲法としての条例をつくるとしています。短憲法としての条例をつくるとしています。短憲法としての条例をつくるとしています。短

い中に基本を明示し、高らかにまちづくり基い中に基本を明示し、高らかにまちづくり基い中に基本を明示し、高らかにまちづくり基い中に基本を明示し、高らかにまちづくり基

本条例制定を宣言しています。本条例制定を宣言しています。本条例制定を宣言しています。本条例制定を宣言しています。    

    以下、各条について若干述べます。以下、各条について若干述べます。以下、各条について若干述べます。以下、各条について若干述べます。    

    第２条の５項、原案をいかしながら市民が第２条の５項、原案をいかしながら市民が第２条の５項、原案をいかしながら市民が第２条の５項、原案をいかしながら市民が

主権者であることの意味を見失うことのない主権者であることの意味を見失うことのない主権者であることの意味を見失うことのない主権者であることの意味を見失うことのない

表現にしようとしています。表現にしようとしています。表現にしようとしています。表現にしようとしています。    

    第６、コミュニティが地域を支えるものだ第６、コミュニティが地域を支えるものだ第６、コミュニティが地域を支えるものだ第６、コミュニティが地域を支えるものだ

ということを前提とはしない。コミュニティということを前提とはしない。コミュニティということを前提とはしない。コミュニティということを前提とはしない。コミュニティ

は多様なもので、１つの概念で縛るべきでなは多様なもので、１つの概念で縛るべきでなは多様なもので、１つの概念で縛るべきでなは多様なもので、１つの概念で縛るべきでな

いとしています。いとしています。いとしています。いとしています。    

    第４条は、第４条は、第４条は、第４条は、わわわわたしたしたしたしたち市民はたち市民はたち市民はたち市民は、、、、性別年齢に性別年齢に性別年齢に性別年齢に

かかわらず、市民かかわらず、市民かかわらず、市民かかわらず、市民一人一人一人一人ひとりの人権を尊重しひとりの人権を尊重しひとりの人権を尊重しひとりの人権を尊重し

ますと述べます。第２項も３項も市民、市議ますと述べます。第２項も３項も市民、市議ますと述べます。第２項も３項も市民、市議ますと述べます。第２項も３項も市民、市議

会会会会、、、、執行機関はと言いかえるのではなく執行機関はと言いかえるのではなく執行機関はと言いかえるのではなく執行機関はと言いかえるのではなく、、、、わわわわ

たしたしたしたしたち市民はでそろえるたち市民はでそろえるたち市民はでそろえるたち市民はでそろえる方が言葉の流れも方が言葉の流れも方が言葉の流れも方が言葉の流れも

よく、わかりやすいと思います。よく、わかりやすいと思います。よく、わかりやすいと思います。よく、わかりやすいと思います。    

    第７条、市民がまちづくりの主体であり第７条、市民がまちづくりの主体であり第７条、市民がまちづくりの主体であり第７条、市民がまちづくりの主体であり、、、、

としていますが、主体という語はあいまいでとしていますが、主体という語はあいまいでとしていますが、主体という語はあいまいでとしていますが、主体という語はあいまいで

わかりにくいので、主権者と明確に表現してわかりにくいので、主権者と明確に表現してわかりにくいので、主権者と明確に表現してわかりにくいので、主権者と明確に表現して

います。そして市民の権利としての政策決定います。そして市民の権利としての政策決定います。そして市民の権利としての政策決定います。そして市民の権利としての政策決定

をうたい、原案をうたい、原案をうたい、原案をうたい、原案 11111111 条にある利益の享受をここ条にある利益の享受をここ条にある利益の享受をここ条にある利益の享受をここ

につないでいます。につないでいます。につないでいます。につないでいます。    

    第第第第 10101010 条、主権者としての参加、これを明確条、主権者としての参加、これを明確条、主権者としての参加、これを明確条、主権者としての参加、これを明確

にしています。にしています。にしています。にしています。    

    第第第第 11111111 条、義条、義条、義条、義務を原案の解説のように心構え務を原案の解説のように心構え務を原案の解説のように心構え務を原案の解説のように心構え

とととと解解解解するのは無理があります。義務には何々するのは無理があります。義務には何々するのは無理があります。義務には何々するのは無理があります。義務には何々

すべきなどの強制や拘束がついており、法ですべきなどの強制や拘束がついており、法ですべきなどの強制や拘束がついており、法ですべきなどの強制や拘束がついており、法で

の強制がイメージされるのが普通です。責務の強制がイメージされるのが普通です。責務の強制がイメージされるのが普通です。責務の強制がイメージされるのが普通です。責務

は、責任と結びつく表現で、強制はついてこは、責任と結びつく表現で、強制はついてこは、責任と結びつく表現で、強制はついてこは、責任と結びつく表現で、強制はついてこ

ない語です。第２項、ない語です。第２項、ない語です。第２項、ない語です。第２項、11111111 条はまちづくりを進条はまちづくりを進条はまちづくりを進条はまちづくりを進

めることをうたっています。公共の利益を念めることをうたっています。公共の利益を念めることをうたっています。公共の利益を念めることをうたっています。公共の利益を念

頭にとなりますと、発想がこの言葉に縛られ、頭にとなりますと、発想がこの言葉に縛られ、頭にとなりますと、発想がこの言葉に縛られ、頭にとなりますと、発想がこの言葉に縛られ、

自由な発想や広がる発想とはなりにくいと思自由な発想や広がる発想とはなりにくいと思自由な発想や広がる発想とはなりにくいと思自由な発想や広がる発想とはなりにくいと思

います。公共を常にベースとする必要はありいます。公共を常にベースとする必要はありいます。公共を常にベースとする必要はありいます。公共を常にベースとする必要はあり

ません。自由な発想と市民の信託による条例ません。自由な発想と市民の信託による条例ません。自由な発想と市民の信託による条例ません。自由な発想と市民の信託による条例

を守るということで、おのずと議論の進む方を守るということで、おのずと議論の進む方を守るということで、おのずと議論の進む方を守るということで、おのずと議論の進む方

向は修練するものです。第３項、適切な運営向は修練するものです。第３項、適切な運営向は修練するものです。第３項、適切な運営向は修練するものです。第３項、適切な運営

のためには応分の費用負担をしますとありまのためには応分の費用負担をしますとありまのためには応分の費用負担をしますとありまのためには応分の費用負担をしますとありま

す。す。す。す。    

    第第第第 12121212 条、原案の２項をコミュニティの自主条、原案の２項をコミュニティの自主条、原案の２項をコミュニティの自主条、原案の２項をコミュニティの自主

性と主体性を尊重と直します。原案の支える性と主体性を尊重と直します。原案の支える性と主体性を尊重と直します。原案の支える性と主体性を尊重と直します。原案の支える

は、議会として支えることは難しいという判は、議会として支えることは難しいという判は、議会として支えることは難しいという判は、議会として支えることは難しいという判

断に立っております。第２項、第２条の６と断に立っております。第２項、第２条の６と断に立っております。第２項、第２条の６と断に立っております。第２項、第２条の６と

のかかわりで、コミュニティを担い手とは捉のかかわりで、コミュニティを担い手とは捉のかかわりで、コミュニティを担い手とは捉のかかわりで、コミュニティを担い手とは捉

えず、参加に努めるとしています。第３項、えず、参加に努めるとしています。第３項、えず、参加に努めるとしています。第３項、えず、参加に努めるとしています。第３項、

新たに非営利で非宗教的なコミュニティ活動新たに非営利で非宗教的なコミュニティ活動新たに非営利で非宗教的なコミュニティ活動新たに非営利で非宗教的なコミュニティ活動

を執行機関が必要ならば支援可能を執行機関が必要ならば支援可能を執行機関が必要ならば支援可能を執行機関が必要ならば支援可能としていまとしていまとしていまとしていま

す。す。す。す。    

    第第第第 23232323 条、執行機関の説明責任を明確にして条、執行機関の説明責任を明確にして条、執行機関の説明責任を明確にして条、執行機関の説明責任を明確にして

おります。第３項行政執行による市民の不利おります。第３項行政執行による市民の不利おります。第３項行政執行による市民の不利おります。第３項行政執行による市民の不利

益を解消するため、執行機関に権利救済制度益を解消するため、執行機関に権利救済制度益を解消するため、執行機関に権利救済制度益を解消するため、執行機関に権利救済制度

を義務付けしていを義務付けしていを義務付けしていを義務付けしています。ます。ます。ます。    
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    第第第第 24242424 条、市長は総合計画を策定するものと条、市長は総合計画を策定するものと条、市長は総合計画を策定するものと条、市長は総合計画を策定するものと

します。第２項、総合計画は基本構想、基本します。第２項、総合計画は基本構想、基本します。第２項、総合計画は基本構想、基本します。第２項、総合計画は基本構想、基本

計画、実施計画で構成されるとします。第３計画、実施計画で構成されるとします。第３計画、実施計画で構成されるとします。第３計画、実施計画で構成されるとします。第３

項から第７項で最上位の計画であるというこ項から第７項で最上位の計画であるというこ項から第７項で最上位の計画であるというこ項から第７項で最上位の計画であるというこ

と。市民参加で案をつくる事。基本計画は議と。市民参加で案をつくる事。基本計画は議と。市民参加で案をつくる事。基本計画は議と。市民参加で案をつくる事。基本計画は議

会の議決で決まること。期間を定めて取り組会の議決で決まること。期間を定めて取り組会の議決で決まること。期間を定めて取り組会の議決で決まること。期間を定めて取り組

むこと。市長の任期で見直すこと、評価によむこと。市長の任期で見直すこと、評価によむこと。市長の任期で見直すこと、評価によむこと。市長の任期で見直すこと、評価によ

る進行管理の状況を公表し、各政策分野でのる進行管理の状況を公表し、各政策分野でのる進行管理の状況を公表し、各政策分野でのる進行管理の状況を公表し、各政策分野での

基本計画は総合計画との関係を明らかにし、基本計画は総合計画との関係を明らかにし、基本計画は総合計画との関係を明らかにし、基本計画は総合計画との関係を明らかにし、

総合計画との調整下で進行管理するとし、わ総合計画との調整下で進行管理するとし、わ総合計画との調整下で進行管理するとし、わ総合計画との調整下で進行管理するとし、わ

かりやすいものとしています。総合計画全体かりやすいものとしています。総合計画全体かりやすいものとしています。総合計画全体かりやすいものとしています。総合計画全体

をわかりやすく表現しています。をわかりやすく表現しています。をわかりやすく表現しています。をわかりやすく表現しています。    

    第第第第 30303030 条、協働の仕組みをつく条、協働の仕組みをつく条、協働の仕組みをつく条、協働の仕組みをつくるのは執行機るのは執行機るのは執行機るのは執行機

関。市民や議会は除くべきであります。関。市民や議会は除くべきであります。関。市民や議会は除くべきであります。関。市民や議会は除くべきであります。    

    第第第第 31313131 条、市民の参加について原案は学習の条、市民の参加について原案は学習の条、市民の参加について原案は学習の条、市民の参加について原案は学習の

機会を設けるですが、これを必要な事項を条機会を設けるですが、これを必要な事項を条機会を設けるですが、これを必要な事項を条機会を設けるですが、これを必要な事項を条

例で定めるとしています。例で定めるとしています。例で定めるとしています。例で定めるとしています。    

    第第第第 33333333 条、安全・安心の確保はまず執行機関条、安全・安心の確保はまず執行機関条、安全・安心の確保はまず執行機関条、安全・安心の確保はまず執行機関

が取り組む事項で市民が何をするかは最後でが取り組む事項で市民が何をするかは最後でが取り組む事項で市民が何をするかは最後でが取り組む事項で市民が何をするかは最後で

いいとの考え方です。原案は順序が逆になっいいとの考え方です。原案は順序が逆になっいいとの考え方です。原案は順序が逆になっいいとの考え方です。原案は順序が逆になっ

ています。ています。ています。ています。    

    第第第第 34343434 条、市民の意思を問うのだから条、市民の意思を問うのだから条、市民の意思を問うのだから条、市民の意思を問うのだから、、、、市民市民市民市民

投票とするのが妥当だと思います。市民の意投票とするのが妥当だと思います。市民の意投票とするのが妥当だと思います。市民の意投票とするのが妥当だと思います。市民の意

見ではなく、見ではなく、見ではなく、見ではなく、意志意志意志意志を確認するものです。第２を確認するものです。第２を確認するものです。第２を確認するものです。第２

項、議会が市民投票することを議決したら、項、議会が市民投票することを議決したら、項、議会が市民投票することを議決したら、項、議会が市民投票することを議決したら、

市長はしなければならないとしています。第市長はしなければならないとしています。第市長はしなければならないとしています。第市長はしなければならないとしています。第

３項、市民が市民投３項、市民が市民投３項、市民が市民投３項、市民が市民投票を求める権利の保障で票を求める権利の保障で票を求める権利の保障で票を求める権利の保障で

す。４分の１の署名です。第４項、市民投票す。４分の１の署名です。第４項、市民投票す。４分の１の署名です。第４項、市民投票す。４分の１の署名です。第４項、市民投票

の実施に際し、市長が事案の争点や結果の扱の実施に際し、市長が事案の争点や結果の扱の実施に際し、市長が事案の争点や結果の扱の実施に際し、市長が事案の争点や結果の扱

いを公表するとしています。市民がいを公表するとしています。市民がいを公表するとしています。市民がいを公表するとしています。市民が、、、、十分に十分に十分に十分に

判断ができる材料を提供するということです。判断ができる材料を提供するということです。判断ができる材料を提供するということです。判断ができる材料を提供するということです。

第５項、市長の投票結果の尊重を明らかにし第５項、市長の投票結果の尊重を明らかにし第５項、市長の投票結果の尊重を明らかにし第５項、市長の投票結果の尊重を明らかにし

ています。第６項、原案の２項の内容を整理ています。第６項、原案の２項の内容を整理ています。第６項、原案の２項の内容を整理ています。第６項、原案の２項の内容を整理

したものです。したものです。したものです。したものです。    

    以上の修正の内容に、私は全面的に賛成す以上の修正の内容に、私は全面的に賛成す以上の修正の内容に、私は全面的に賛成す以上の修正の内容に、私は全面的に賛成す

るものです。この修正案は、市民が主権者でるものです。この修正案は、市民が主権者でるものです。この修正案は、市民が主権者でるものです。この修正案は、市民が主権者で

あることの考え方が中心にあり、その筋道にあることの考え方が中心にあり、その筋道にあることの考え方が中心にあり、その筋道にあることの考え方が中心にあり、その筋道に

沿って組み立てられています。また、修正案沿って組み立てられています。また、修正案沿って組み立てられています。また、修正案沿って組み立てられています。また、修正案

をつくるにあたり、原案をまとめ上げる作業をつくるにあたり、原案をまとめ上げる作業をつくるにあたり、原案をまとめ上げる作業をつくるにあたり、原案をまとめ上げる作業

過程を尊重し、原案の考え方を過程を尊重し、原案の考え方を過程を尊重し、原案の考え方を過程を尊重し、原案の考え方をできできできできるだけ大るだけ大るだけ大るだけ大

事にしようとする考え方も十分に伺えます。事にしようとする考え方も十分に伺えます。事にしようとする考え方も十分に伺えます。事にしようとする考え方も十分に伺えます。    

    さて、第さて、第さて、第さて、第 14141414 条議会の責務、第４項には市議条議会の責務、第４項には市議条議会の責務、第４項には市議条議会の責務、第４項には市議

会の会議は会の会議は会の会議は会の会議は、、、、討論を基本とし、議決に当たっ討論を基本とし、議決に当たっ討論を基本とし、議決に当たっ討論を基本とし、議決に当たっ

ては意思決定の過程とその妥当性を市民に明ては意思決定の過程とその妥当性を市民に明ては意思決定の過程とその妥当性を市民に明ては意思決定の過程とその妥当性を市民に明

らかにしなければなりませんとあります。らかにしなければなりませんとあります。らかにしなければなりませんとあります。らかにしなければなりませんとあります。23232323

日の特別委員会で修正案が提案されたのち、日の特別委員会で修正案が提案されたのち、日の特別委員会で修正案が提案されたのち、日の特別委員会で修正案が提案されたのち、

休憩して内容把握の時間を休憩して内容把握の時間を休憩して内容把握の時間を休憩して内容把握の時間を 20202020 分ほど取り再分ほど取り再分ほど取り再分ほど取り再

開をいたしました。そこで、修正案に対する開をいたしました。そこで、修正案に対する開をいたしました。そこで、修正案に対する開をいたしました。そこで、修正案に対する

質疑になったのですが、質疑は１つも出なく、質疑になったのですが、質疑は１つも出なく、質疑になったのですが、質疑は１つも出なく、質疑になったのですが、質疑は１つも出なく、

討論採決となり原案可決になりました。討論採決となり原案可決になりました。討論採決となり原案可決になりました。討論採決となり原案可決になりました。    

    原案指示の原案指示の原案指示の原案指示の委員委員委員委員が多いのですから、修正案が多いのですから、修正案が多いのですから、修正案が多いのですから、修正案

の疑義はあって当然と思ったのですが、そうの疑義はあって当然と思ったのですが、そうの疑義はあって当然と思ったのですが、そうの疑義はあって当然と思ったのですが、そう

はなりませんでしたはなりませんでしたはなりませんでしたはなりませんでした。朝から開くはずの会議。朝から開くはずの会議。朝から開くはずの会議。朝から開くはずの会議

が開かれず、遅くなっての開会で疲れていたが開かれず、遅くなっての開会で疲れていたが開かれず、遅くなっての開会で疲れていたが開かれず、遅くなっての開会で疲れていた

こと。あるいはその後に医療問題の特別委員こと。あるいはその後に医療問題の特別委員こと。あるいはその後に医療問題の特別委員こと。あるいはその後に医療問題の特別委員

会を残していたことなどの条件はあったとし会を残していたことなどの条件はあったとし会を残していたことなどの条件はあったとし会を残していたことなどの条件はあったとし

ても、質疑なしは私には理解できませんでしても、質疑なしは私には理解できませんでしても、質疑なしは私には理解できませんでしても、質疑なしは私には理解できませんでし

た。会議は討論を基本とするとなれば、質疑た。会議は討論を基本とするとなれば、質疑た。会議は討論を基本とするとなれば、質疑た。会議は討論を基本とするとなれば、質疑

を含めて発言があるべきと考えます。１人だを含めて発言があるべきと考えます。１人だを含めて発言があるべきと考えます。１人だを含めて発言があるべきと考えます。１人だ

けの反対討論で済ませていいとは思えません。けの反対討論で済ませていいとは思えません。けの反対討論で済ませていいとは思えません。けの反対討論で済ませていいとは思えません。

意思決定の過程とその妥当性も市民に明らか意思決定の過程とその妥当性も市民に明らか意思決定の過程とその妥当性も市民に明らか意思決定の過程とその妥当性も市民に明らか

にするのです。新たに市の憲法とも言うべきにするのです。新たに市の憲法とも言うべきにするのです。新たに市の憲法とも言うべきにするのです。新たに市の憲法とも言うべき

条例を決めるのです。しかし、その審議経過条例を決めるのです。しかし、その審議経過条例を決めるのです。しかし、その審議経過条例を決めるのです。しかし、その審議経過

からは修正案に対する疑義はないのです。からは修正案に対する疑義はないのです。からは修正案に対する疑義はないのです。からは修正案に対する疑義はないのです。    

    私は、この討論の最後に、このような審議私は、この討論の最後に、このような審議私は、この討論の最後に、このような審議私は、この討論の最後に、このような審議

経過から経過から経過から経過から反対討論の方を除く全議員が修正案反対討論の方を除く全議員が修正案反対討論の方を除く全議員が修正案反対討論の方を除く全議員が修正案

に賛成しても不思議はないとに賛成しても不思議はないとに賛成しても不思議はないとに賛成しても不思議はないと言言言言いたいのです。いたいのです。いたいのです。いたいのです。

市民に対し、それぞれの立場で十分に責めを市民に対し、それぞれの立場で十分に責めを市民に対し、それぞれの立場で十分に責めを市民に対し、それぞれの立場で十分に責めを



- 252 - 

果たした、満足できる審議だったと胸を張れ果たした、満足できる審議だったと胸を張れ果たした、満足できる審議だったと胸を張れ果たした、満足できる審議だったと胸を張れ

るでしょうか。るでしょうか。るでしょうか。るでしょうか。    

    この際この際この際この際、、、、皆さんが修正案に賛成されるよう皆さんが修正案に賛成されるよう皆さんが修正案に賛成されるよう皆さんが修正案に賛成されるよう

訴えて、私の討論を終わります。訴えて、私の討論を終わります。訴えて、私の討論を終わります。訴えて、私の討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これをもって委員長報告これをもって委員長報告これをもって委員長報告これをもって委員長報告

及び修正案に対する討論を終結いたします。及び修正案に対する討論を終結いたします。及び修正案に対する討論を終結いたします。及び修正案に対する討論を終結いたします。    

    これより修正案について起立により採決いこれより修正案について起立により採決いこれより修正案について起立により採決いこれより修正案について起立により採決い

たします。たします。たします。たします。    

    本修正案に賛成の議員の起立を求めます。本修正案に賛成の議員の起立を求めます。本修正案に賛成の議員の起立を求めます。本修正案に賛成の議員の起立を求めます。    

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）    

    起立少数であります。起立少数であります。起立少数であります。起立少数であります。    

    よって、よって、よって、よって、修正案修正案修正案修正案は否決されました。は否決されました。は否決されました。は否決されました。    

    次に、委員長報告次に、委員長報告次に、委員長報告次に、委員長報告について起立により採決について起立により採決について起立により採決について起立により採決

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    委員長報告について賛成の議員の起立を求委員長報告について賛成の議員の起立を求委員長報告について賛成の議員の起立を求委員長報告について賛成の議員の起立を求

めます。めます。めます。めます。    

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）    

    起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 30303030 号美唄市まちづくり基本号美唄市まちづくり基本号美唄市まちづくり基本号美唄市まちづくり基本

条例制定の件条例制定の件条例制定の件条例制定の件はははは委員長報告のとおり決定委員長報告のとおり決定委員長報告のとおり決定委員長報告のとおり決定されされされされ

ました。ました。ました。ました。    

    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 31313131 号について質疑を行い号について質疑を行い号について質疑を行い号について質疑を行い

ます。ます。ます。ます。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 31313131 号平成号平成号平成号平成 18181818 年年年年度度度度美唄市介美唄市介美唄市介美唄市介

護保険会計補正予算（第２号）護保険会計補正予算（第２号）護保険会計補正予算（第２号）護保険会計補正予算（第２号）についてについてについてについては、は、は、は、

委員長報告のとおり決定されました。委員長報告のとおり決定されました。委員長報告のとおり決定されました。委員長報告のとおり決定されました。    

    この場合、議案第３号について紫藤政則議この場合、議案第３号について紫藤政則議この場合、議案第３号について紫藤政則議この場合、議案第３号について紫藤政則議

員ほか２名から修正の動議が提出されました。員ほか２名から修正の動議が提出されました。員ほか２名から修正の動議が提出されました。員ほか２名から修正の動議が提出されました。    

    この際、提案者の説明を求めます。この際、提案者の説明を求めます。この際、提案者の説明を求めます。この際、提案者の説明を求めます。    

    18181818 番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。番紫藤政則議員。    

●●●●18181818 番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）番紫藤政則議員（登壇）    議案第議案第議案第議案第３３３３号平号平号平号平

成成成成 11119999 年年年年度度度度美唄市一般会計予算に対する修正美唄市一般会計予算に対する修正美唄市一般会計予算に対する修正美唄市一般会計予算に対する修正

案。案。案。案。    

    議案第３号議案第３号議案第３号議案第３号平成平成平成平成 11119999 年年年年度度度度美唄市一般会計予美唄市一般会計予美唄市一般会計予美唄市一般会計予

算の一部を次のように修正する。算の一部を次のように修正する。算の一部を次のように修正する。算の一部を次のように修正する。    

    １、第１条中１、第１条中１、第１条中１、第１条中 169169169169 億億億億 3,8323,8323,8323,832 万万万万 1,0001,0001,0001,000 円を円を円を円を 169169169169

億億億億 3,8023,8023,8023,802 万万万万 1,0001,0001,0001,000 円に歳入歳出それぞれ修正円に歳入歳出それぞれ修正円に歳入歳出それぞれ修正円に歳入歳出それぞれ修正

する。する。する。する。    

    ２、第１表歳入歳出予算の一部を次のよう２、第１表歳入歳出予算の一部を次のよう２、第１表歳入歳出予算の一部を次のよう２、第１表歳入歳出予算の一部を次のよう

に改める。１歳入。款に改める。１歳入。款に改める。１歳入。款に改める。１歳入。款 21212121 諸収入。原案諸収入。原案諸収入。原案諸収入。原案 26262626 億億億億

3,3,3,3,418418418418万万万万6,0006,0006,0006,000円から円から円から円から30303030万円減じ、万円減じ、万円減じ、万円減じ、26262626億億億億3,3883,3883,3883,388

万万万万 6,0006,0006,0006,000 円に改める。項４雑入。原案７億円に改める。項４雑入。原案７億円に改める。項４雑入。原案７億円に改める。項４雑入。原案７億

0,5420,5420,5420,542 万円を万円を万円を万円を 30303030 万円減じ、７億万円減じ、７億万円減じ、７億万円減じ、７億 0,5120,5120,5120,512 万円に万円に万円に万円に

改める。２歳出。款６農林費。原案４億改める。２歳出。款６農林費。原案４億改める。２歳出。款６農林費。原案４億改める。２歳出。款６農林費。原案４億 0,7790,7790,7790,779

万万万万 8,0008,0008,0008,000 円を円を円を円を 100100100100 万円減じ、４億万円減じ、４億万円減じ、４億万円減じ、４億 0,6790,6790,6790,679 万万万万

8,0008,0008,0008,000 円に改める。項１農業費円に改める。項１農業費円に改める。項１農業費円に改める。項１農業費。原案３億。原案３億。原案３億。原案３億

8,8228,8228,8228,822 万万万万 8,0008,0008,0008,000 円を円を円を円を 100100100100 万円減じ、３億万円減じ、３億万円減じ、３億万円減じ、３億 8,7228,7228,7228,722

万万万万 8,0008,0008,0008,000 円に改める。款円に改める。款円に改める。款円に改める。款 15151515 予備費。原案予備費。原案予備費。原案予備費。原案 2,0002,0002,0002,000

万円を万円を万円を万円を 70707070 万円増額し、万円増額し、万円増額し、万円増額し、2,0702,0702,0702,070 万円に改める。万円に改める。万円に改める。万円に改める。

項１予備費。款と同額であります。項１予備費。款と同額であります。項１予備費。款と同額であります。項１予備費。款と同額であります。    

    よって、歳入歳出合計原案よって、歳入歳出合計原案よって、歳入歳出合計原案よって、歳入歳出合計原案 169169169169 億億億億 3,8323,8323,8323,832 万万万万

1,0001,0001,0001,000 円を円を円を円を 169169169169 億億億億 3,8023,8023,8023,802 万万万万 1,0001,0001,0001,000 円に改める円に改める円に改める円に改める

内容であります。内容であります。内容であります。内容であります。    

    以上が予算の修正内容でありますが、内容以上が予算の修正内容でありますが、内容以上が予算の修正内容でありますが、内容以上が予算の修正内容でありますが、内容

につきましては歳入歳出事項別明細書に記載につきましては歳入歳出事項別明細書に記載につきましては歳入歳出事項別明細書に記載につきましては歳入歳出事項別明細書に記載

のとおりであります。のとおりであります。のとおりであります。のとおりであります。    

    歳入につきましては、歳出の対応財源であ歳入につきましては、歳出の対応財源であ歳入につきましては、歳出の対応財源であ歳入につきましては、歳出の対応財源であ

ります雑入の地域づくりアドバイザー事業助ります雑入の地域づくりアドバイザー事業助ります雑入の地域づくりアドバイザー事業助ります雑入の地域づくりアドバイザー事業助
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成金成金成金成金 30303030 万円、そして歳入は項万円、そして歳入は項万円、そして歳入は項万円、そして歳入は項、、、、目の４農業振目の４農業振目の４農業振目の４農業振

興費の食の駅調査検討事業費興費の食の駅調査検討事業費興費の食の駅調査検討事業費興費の食の駅調査検討事業費 100100100100 万円をそれ万円をそれ万円をそれ万円をそれ

ぞれ節のぞれ節のぞれ節のぞれ節の内容ごとに、お示しの内容ごとに減内容ごとに、お示しの内容ごとに減内容ごとに、お示しの内容ごとに減内容ごとに、お示しの内容ごとに減

じるということであります。じるということであります。じるということであります。じるということであります。    

    この食の駅調査検討事業につきましては、この食の駅調査検討事業につきましては、この食の駅調査検討事業につきましては、この食の駅調査検討事業につきましては、

すでに過日の予算審査特別委員会の農林費のすでに過日の予算審査特別委員会の農林費のすでに過日の予算審査特別委員会の農林費のすでに過日の予算審査特別委員会の農林費の

項目合わせまして、総括質疑等の中で申し上項目合わせまして、総括質疑等の中で申し上項目合わせまして、総括質疑等の中で申し上項目合わせまして、総括質疑等の中で申し上

げました。私は、このげました。私は、このげました。私は、このげました。私は、この食食食食の駅事業、これの凍の駅事業、これの凍の駅事業、これの凍の駅事業、これの凍

結を求めましたが、最終的に総括質疑でその結を求めましたが、最終的に総括質疑でその結を求めましたが、最終的に総括質疑でその結を求めましたが、最終的に総括質疑でその

内容内容内容内容についてについてについてについての総括みずから、この減じるとの総括みずから、この減じるとの総括みずから、この減じるとの総括みずから、この減じると

いうことについては取り入れていただけなかいうことについては取り入れていただけなかいうことについては取り入れていただけなかいうことについては取り入れていただけなか

ったわけであります。ったわけであります。ったわけであります。ったわけであります。    

    この事業につきましては、市長が生き活きこの事業につきましては、市長が生き活きこの事業につきましては、市長が生き活きこの事業につきましては、市長が生き活き

美唄の目玉として、政策の目玉として美唄の目玉として、政策の目玉として美唄の目玉として、政策の目玉として美唄の目玉として、政策の目玉として打打打打ちちちち立立立立

てててててててて、、、、そして２年半の期間を経ているわけでそして２年半の期間を経ているわけでそして２年半の期間を経ているわけでそして２年半の期間を経ているわけで

あります。あります。あります。あります。    

    私は、この私は、この私は、この私は、この現下現下現下現下のののの財政状況下の中で、この財政状況下の中で、この財政状況下の中で、この財政状況下の中で、この

時期市長がまさにみずからの政治生命をかけ時期市長がまさにみずからの政治生命をかけ時期市長がまさにみずからの政治生命をかけ時期市長がまさにみずからの政治生命をかけ

る思いで打ち立てたこの食の駅事業、財政再る思いで打ち立てたこの食の駅事業、財政再る思いで打ち立てたこの食の駅事業、財政再る思いで打ち立てたこの食の駅事業、財政再

建団体に転落をしないために、この際凍結を建団体に転落をしないために、この際凍結を建団体に転落をしないために、この際凍結を建団体に転落をしないために、この際凍結を

する、この凍結宣言はまさに市民にとってする、この凍結宣言はまさに市民にとってする、この凍結宣言はまさに市民にとってする、この凍結宣言はまさに市民にとってイイイイ

ンパクトンパクトンパクトンパクトの強いものとして受け止め、この美の強いものとして受け止め、この美の強いものとして受け止め、この美の強いものとして受け止め、この美

唄の掲げる厳しい状況というものをさらに共唄の掲げる厳しい状況というものをさらに共唄の掲げる厳しい状況というものをさらに共唄の掲げる厳しい状況というものをさらに共

有できる私はきっかけになるだろうというふ有できる私はきっかけになるだろうというふ有できる私はきっかけになるだろうというふ有できる私はきっかけになるだろうというふ

うに思うわけであります。事業はやってみなうに思うわけであります。事業はやってみなうに思うわけであります。事業はやってみなうに思うわけであります。事業はやってみな

ければわからないというのがありますし、計ければわからないというのがありますし、計ければわからないというのがありますし、計ければわからないというのがありますし、計

画にも時間がかかる、これもあります。しか画にも時間がかかる、これもあります。しか画にも時間がかかる、これもあります。しか画にも時間がかかる、これもあります。しか

し、具体的な計画というのは、おそらくこのし、具体的な計画というのは、おそらくこのし、具体的な計画というのは、おそらくこのし、具体的な計画というのは、おそらくこの

１年かけても打ち立てられないでしょう。１年かけても打ち立てられないでしょう。１年かけても打ち立てられないでしょう。１年かけても打ち立てられないでしょう。    

    逆に、こ逆に、こ逆に、こ逆に、このことがわが地域にのことがわが地域にのことがわが地域にのことがわが地域に、わが土地の、わが土地の、わが土地の、わが土地の

買収にいわば個人的利害の伴う醜い事業展開買収にいわば個人的利害の伴う醜い事業展開買収にいわば個人的利害の伴う醜い事業展開買収にいわば個人的利害の伴う醜い事業展開

ということが私は危惧してなりません。ということが私は危惧してなりません。ということが私は危惧してなりません。ということが私は危惧してなりません。    

    ぜひここは英断をもって、議会の意思としぜひここは英断をもって、議会の意思としぜひここは英断をもって、議会の意思としぜひここは英断をもって、議会の意思とし

てこの修正案についてご賛同をいただきますてこの修正案についてご賛同をいただきますてこの修正案についてご賛同をいただきますてこの修正案についてご賛同をいただきます

ように、お願いを申し上げまして、提案理由ように、お願いを申し上げまして、提案理由ように、お願いを申し上げまして、提案理由ように、お願いを申し上げまして、提案理由

の説明にかえます。の説明にかえます。の説明にかえます。の説明にかえます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これより議案第３号につこれより議案第３号につこれより議案第３号につこれより議案第３号につ

いての委員長報告及び修正案に対する質疑をいての委員長報告及び修正案に対する質疑をいての委員長報告及び修正案に対する質疑をいての委員長報告及び修正案に対する質疑を

行います。行います。行います。行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって委員長報告及び修正案に対すこれをもって委員長報告及び修正案に対すこれをもって委員長報告及び修正案に対すこれをもって委員長報告及び修正案に対す

る質疑を終結いたします。る質疑を終結いたします。る質疑を終結いたします。る質疑を終結いたします。    

    これより委員長報告及び修正案に対する討これより委員長報告及び修正案に対する討これより委員長報告及び修正案に対する討これより委員長報告及び修正案に対する討

論を行います。論を行います。論を行います。論を行います。    

    ７番土井敏興議員。７番土井敏興議員。７番土井敏興議員。７番土井敏興議員。    

●●●●７番土井敏興議員（登壇）７番土井敏興議員（登壇）７番土井敏興議員（登壇）７番土井敏興議員（登壇）    ただいま議題ただいま議題ただいま議題ただいま議題

となりました議案第３号平成となりました議案第３号平成となりました議案第３号平成となりました議案第３号平成 19191919 年度美唄市年度美唄市年度美唄市年度美唄市

一般会計予算につきまして討論に参加いたし一般会計予算につきまして討論に参加いたし一般会計予算につきまして討論に参加いたし一般会計予算につきまして討論に参加いたし

ます。ます。ます。ます。    

    結論から申し上げまして、私の立場は修正結論から申し上げまして、私の立場は修正結論から申し上げまして、私の立場は修正結論から申し上げまして、私の立場は修正

案に反対であり、委員長報告に賛成でありま案に反対であり、委員長報告に賛成でありま案に反対であり、委員長報告に賛成でありま案に反対であり、委員長報告に賛成でありま

す。す。す。す。    

    以下、その理由等について以下、その理由等について以下、その理由等について以下、その理由等について申し上げさせて申し上げさせて申し上げさせて申し上げさせて

いただきます。いただきます。いただきます。いただきます。    

    国内経済や景気の動向につ国内経済や景気の動向につ国内経済や景気の動向につ国内経済や景気の動向につきましてはきましてはきましてはきましては高校、高校、高校、高校、

大学、各種大学、各種大学、各種大学、各種学校等の新卒者の採用増など学校等の新卒者の採用増など学校等の新卒者の採用増など学校等の新卒者の採用増など明る明る明る明る

い兆しが見えるかのような報道がい兆しが見えるかのような報道がい兆しが見えるかのような報道がい兆しが見えるかのような報道がなされていなされていなされていなされてい

ますが、北海道、とりわけ本市の財政状況はますが、北海道、とりわけ本市の財政状況はますが、北海道、とりわけ本市の財政状況はますが、北海道、とりわけ本市の財政状況は

三位一体改革の名のもと、地方交付税が大幅三位一体改革の名のもと、地方交付税が大幅三位一体改革の名のもと、地方交付税が大幅三位一体改革の名のもと、地方交付税が大幅

に削減されるなどきわめて深刻な段階に至り、に削減されるなどきわめて深刻な段階に至り、に削減されるなどきわめて深刻な段階に至り、に削減されるなどきわめて深刻な段階に至り、

加えて国においては新たな再生法制の導入な加えて国においては新たな再生法制の導入な加えて国においては新たな再生法制の導入な加えて国においては新たな再生法制の導入な

どにより、地方に対してなお一層の過酷ともどにより、地方に対してなお一層の過酷ともどにより、地方に対してなお一層の過酷ともどにより、地方に対してなお一層の過酷とも

言える行財政改革を求める状況にあります。言える行財政改革を求める状況にあります。言える行財政改革を求める状況にあります。言える行財政改革を求める状況にあります。    

    そうした中にあっても、市民サービスの変そうした中にあっても、市民サービスの変そうした中にあっても、市民サービスの変そうした中にあっても、市民サービスの変

更や市民負担の見直しを最小限にとどめなが更や市民負担の見直しを最小限にとどめなが更や市民負担の見直しを最小限にとどめなが更や市民負担の見直しを最小限にとどめなが

ら、財政運営上きわめて限られた財源のもとら、財政運営上きわめて限られた財源のもとら、財政運営上きわめて限られた財源のもとら、財政運営上きわめて限られた財源のもと

徹底した歳出の抑制と事務事業の重点化に取徹底した歳出の抑制と事務事業の重点化に取徹底した歳出の抑制と事務事業の重点化に取徹底した歳出の抑制と事務事業の重点化に取

り組み、り組み、り組み、り組み、21212121 世紀まちづくりプラン後期基本計世紀まちづくりプラン後期基本計世紀まちづくりプラン後期基本計世紀まちづくりプラン後期基本計
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画における福祉画における福祉画における福祉画における福祉・・・・環境環境環境環境・・・・交流及び経済振興の交流及び経済振興の交流及び経済振興の交流及び経済振興の

４つの重点分野を核として、選択と集中を図４つの重点分野を核として、選択と集中を図４つの重点分野を核として、選択と集中を図４つの重点分野を核として、選択と集中を図

り、市民生活に必要な事業の執行に向け、努り、市民生活に必要な事業の執行に向け、努り、市民生活に必要な事業の執行に向け、努り、市民生活に必要な事業の執行に向け、努

力と工夫のもと取り組まれたものと受け止め、力と工夫のもと取り組まれたものと受け止め、力と工夫のもと取り組まれたものと受け止め、力と工夫のもと取り組まれたものと受け止め、

関係者のご努力に敬意を表す関係者のご努力に敬意を表す関係者のご努力に敬意を表す関係者のご努力に敬意を表するところでありるところでありるところでありるところであり

ます。ます。ます。ます。    

    結果として、一般会計予算総額結果として、一般会計予算総額結果として、一般会計予算総額結果として、一般会計予算総額169169169169億億億億3,8323,8323,8323,832

万万万万 1,0001,0001,0001,000 円を確保され、豊かで活力に満ちた円を確保され、豊かで活力に満ちた円を確保され、豊かで活力に満ちた円を確保され、豊かで活力に満ちた

生き活き美唄の実現に向けて本市のさまざま生き活き美唄の実現に向けて本市のさまざま生き活き美唄の実現に向けて本市のさまざま生き活き美唄の実現に向けて本市のさまざま

な課題の解決に真正面から取り組まれる姿勢な課題の解決に真正面から取り組まれる姿勢な課題の解決に真正面から取り組まれる姿勢な課題の解決に真正面から取り組まれる姿勢

は、評価に値するものと感ずるところでありは、評価に値するものと感ずるところでありは、評価に値するものと感ずるところでありは、評価に値するものと感ずるところであり

ます。ます。ます。ます。    

    そこで、歳出に係る主要施策の面から特徴そこで、歳出に係る主要施策の面から特徴そこで、歳出に係る主要施策の面から特徴そこで、歳出に係る主要施策の面から特徴

的な事業についてでありますが、第１にやさ的な事業についてでありますが、第１にやさ的な事業についてでありますが、第１にやさ的な事業についてでありますが、第１にやさ

しさと健康のまちづくりについては、市民のしさと健康のまちづくりについては、市民のしさと健康のまちづくりについては、市民のしさと健康のまちづくりについては、市民の

皆さんの極めて関心の高い、本市の最重要な皆さんの極めて関心の高い、本市の最重要な皆さんの極めて関心の高い、本市の最重要な皆さんの極めて関心の高い、本市の最重要な

政策課題で政策課題で政策課題で政策課題でももももある市立美唄ある市立美唄ある市立美唄ある市立美唄病院と美唄病院と美唄病院と美唄病院と美唄労災病労災病労災病労災病

院院院院のののの統合に向けた地域医療確立対策事業を統合に向けた地域医療確立対策事業を統合に向けた地域医療確立対策事業を統合に向けた地域医療確立対策事業をはははは

じじじじめ、子育て支援では「せわずきめ、子育て支援では「せわずきめ、子育て支援では「せわずきめ、子育て支援では「せわずき・せわやき・せわやき・せわやき・せわやき

隊」の活動拡大により、地域社会全体で子育隊」の活動拡大により、地域社会全体で子育隊」の活動拡大により、地域社会全体で子育隊」の活動拡大により、地域社会全体で子育

てててて家庭家庭家庭家庭を支援する「子育て地域ささえあい事を支援する「子育て地域ささえあい事を支援する「子育て地域ささえあい事を支援する「子育て地域ささえあい事

業」や出産家庭の全戸訪問の実施による支援業」や出産家庭の全戸訪問の実施による支援業」や出産家庭の全戸訪問の実施による支援業」や出産家庭の全戸訪問の実施による支援

体制の充実。健康づくりではがん検診や基本体制の充実。健康づくりではがん検診や基本体制の充実。健康づくりではがん検診や基本体制の充実。健康づくりではがん検診や基本

健康診査の充実を図る中高年疾病予防事業な健康診査の充実を図る中高年疾病予防事業な健康診査の充実を図る中高年疾病予防事業な健康診査の充実を図る中高年疾病予防事業な

ど、高齢者福祉においては地域包括支援センど、高齢者福祉においては地域包括支援センど、高齢者福祉においては地域包括支援センど、高齢者福祉においては地域包括支援セン

ターにおける相談体制の充実や介護予防教室ターにおける相談体制の充実や介護予防教室ターにおける相談体制の充実や介護予防教室ターにおける相談体制の充実や介護予防教室

等を提供する地域支援事業の一層の拡充。さ等を提供する地域支援事業の一層の拡充。さ等を提供する地域支援事業の一層の拡充。さ等を提供する地域支援事業の一層の拡充。さ

らに待望久しかった南美唄地区の新たな地域らに待望久しかった南美唄地区の新たな地域らに待望久しかった南美唄地区の新たな地域らに待望久しかった南美唄地区の新たな地域

福祉の拠点となる南美唄福祉会館の建設など、福祉の拠点となる南美唄福祉会館の建設など、福祉の拠点となる南美唄福祉会館の建設など、福祉の拠点となる南美唄福祉会館の建設など、

子どもから高齢者までそれぞれの世代が安心子どもから高齢者までそれぞれの世代が安心子どもから高齢者までそれぞれの世代が安心子どもから高齢者までそれぞれの世代が安心

して暮らせるまちづくりへの取り組みを、さして暮らせるまちづくりへの取り組みを、さして暮らせるまちづくりへの取り組みを、さして暮らせるまちづくりへの取り組みを、さ

まざまな視点から市民まざまな視点から市民まざまな視点から市民まざまな視点から市民との協働で進めようととの協働で進めようととの協働で進めようととの協働で進めようと

する市政に対し、評価するとともに、その成する市政に対し、評価するとともに、その成する市政に対し、評価するとともに、その成する市政に対し、評価するとともに、その成

果を期待するものであります。果を期待するものであります。果を期待するものであります。果を期待するものであります。    

    第２に、快適な第２に、快適な第２に、快適な第２に、快適なくくくくらしを実現するまちづくらしを実現するまちづくらしを実現するまちづくらしを実現するまちづく

りについては、昨年末の銀河りについては、昨年末の銀河りについては、昨年末の銀河りについては、昨年末の銀河通通通通のアンダーパのアンダーパのアンダーパのアンダーパ

ス開通に伴い、歩行者の安全を確保する東雲ス開通に伴い、歩行者の安全を確保する東雲ス開通に伴い、歩行者の安全を確保する東雲ス開通に伴い、歩行者の安全を確保する東雲

線の整備や峰延地区の北海幹線用水路のボッ線の整備や峰延地区の北海幹線用水路のボッ線の整備や峰延地区の北海幹線用水路のボッ線の整備や峰延地区の北海幹線用水路のボッ

クス化部分の景観整備。除排雪においては技クス化部分の景観整備。除排雪においては技クス化部分の景観整備。除排雪においては技クス化部分の景観整備。除排雪においては技

術力向上の促進と間口除雪を新たに農村地域術力向上の促進と間口除雪を新たに農村地域術力向上の促進と間口除雪を新たに農村地域術力向上の促進と間口除雪を新たに農村地域

に拡大すること、消防団についてもより効率に拡大すること、消防団についてもより効率に拡大すること、消防団についてもより効率に拡大すること、消防団についてもより効率

的で機能的な地域の防災、消防力の充実強化的で機能的な地域の防災、消防力の充実強化的で機能的な地域の防災、消防力の充実強化的で機能的な地域の防災、消防力の充実強化

に向け再編することなど、快適な生活環境づに向け再編することなど、快適な生活環境づに向け再編することなど、快適な生活環境づに向け再編することなど、快適な生活環境づ

くりへの取り組み等が挙げられます。くりへの取り組み等が挙げられます。くりへの取り組み等が挙げられます。くりへの取り組み等が挙げられます。    

    第３に人と自然が調和した第３に人と自然が調和した第３に人と自然が調和した第３に人と自然が調和したまちづくりにつまちづくりにつまちづくりにつまちづくりにつ

いては、まもなく新たにオープンする宮島沼いては、まもなく新たにオープンする宮島沼いては、まもなく新たにオープンする宮島沼いては、まもなく新たにオープンする宮島沼

水鳥・湿地センターを拠点とした環境学習や水鳥・湿地センターを拠点とした環境学習や水鳥・湿地センターを拠点とした環境学習や水鳥・湿地センターを拠点とした環境学習や

情報提供の充実とあわせ、宮島沼自然環境保情報提供の充実とあわせ、宮島沼自然環境保情報提供の充実とあわせ、宮島沼自然環境保情報提供の充実とあわせ、宮島沼自然環境保

全基礎調査事業により、国の自然再生事業と全基礎調査事業により、国の自然再生事業と全基礎調査事業により、国の自然再生事業と全基礎調査事業により、国の自然再生事業と

連携し、保護区内の基礎的調査を進め、自然連携し、保護区内の基礎的調査を進め、自然連携し、保護区内の基礎的調査を進め、自然連携し、保護区内の基礎的調査を進め、自然

環境の保全に積極的に取り組まれること。さ環境の保全に積極的に取り組まれること。さ環境の保全に積極的に取り組まれること。さ環境の保全に積極的に取り組まれること。さ

らには市民や企業・行政が連携した自然景観らには市民や企業・行政が連携した自然景観らには市民や企業・行政が連携した自然景観らには市民や企業・行政が連携した自然景観

や環境保全の理念と方向性を定めるとして、や環境保全の理念と方向性を定めるとして、や環境保全の理念と方向性を定めるとして、や環境保全の理念と方向性を定めるとして、

多少ではありますが美しきまちづくり環境条多少ではありますが美しきまちづくり環境条多少ではありますが美しきまちづくり環境条多少ではありますが美しきまちづくり環境条

例の制定を例の制定を例の制定を例の制定を目指目指目指目指すほか、循環型社会の構築にすほか、循環型社会の構築にすほか、循環型社会の構築にすほか、循環型社会の構築に

向け新年度早期に向け新年度早期に向け新年度早期に向け新年度早期に供用開始となる一般廃棄物供用開始となる一般廃棄物供用開始となる一般廃棄物供用開始となる一般廃棄物

最終処分場のより長期にわたる安定的使用を最終処分場のより長期にわたる安定的使用を最終処分場のより長期にわたる安定的使用を最終処分場のより長期にわたる安定的使用を

根底に、より一層の根底に、より一層の根底に、より一層の根底に、より一層の廃棄物の発生抑制や再資廃棄物の発生抑制や再資廃棄物の発生抑制や再資廃棄物の発生抑制や再資

源化などに取り組まれること。源化などに取り組まれること。源化などに取り組まれること。源化などに取り組まれること。    

    第４に豊か活力ある産業が広がるまちづく第４に豊か活力ある産業が広がるまちづく第４に豊か活力ある産業が広がるまちづく第４に豊か活力ある産業が広がるまちづく

りでは、農業については農業支援センターをりでは、農業については農業支援センターをりでは、農業については農業支援センターをりでは、農業については農業支援センターを

中心として意欲のある中心として意欲のある中心として意欲のある中心として意欲のある担担担担い手づくりや着実ない手づくりや着実ない手づくりや着実ない手づくりや着実な

産地づくりを進める農業経営改善推進事業を産地づくりを進める農業経営改善推進事業を産地づくりを進める農業経営改善推進事業を産地づくりを進める農業経営改善推進事業を

はじめ、中長期的な視野に立ち、売れる農産はじめ、中長期的な視野に立ち、売れる農産はじめ、中長期的な視野に立ち、売れる農産はじめ、中長期的な視野に立ち、売れる農産

物づくりを促進するため、特産品の生産拡大物づくりを促進するため、特産品の生産拡大物づくりを促進するため、特産品の生産拡大物づくりを促進するため、特産品の生産拡大

を支援する畑作生産を支援する畑作生産を支援する畑作生産を支援する畑作生産振興振興振興振興事業のほか、地元農事業のほか、地元農事業のほか、地元農事業のほか、地元農

産物や特産品などの情報の受発信や交流促進産物や特産品などの情報の受発信や交流促進産物や特産品などの情報の受発信や交流促進産物や特産品などの情報の受発信や交流促進

機能を備えた食の駅の整備に向け、より具体機能を備えた食の駅の整備に向け、より具体機能を備えた食の駅の整備に向け、より具体機能を備えた食の駅の整備に向け、より具体
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的で綿密な調査検討を進め、種々のニーズに的で綿密な調査検討を進め、種々のニーズに的で綿密な調査検討を進め、種々のニーズに的で綿密な調査検討を進め、種々のニーズに

即した基本構想を策定するなど、本市の基幹即した基本構想を策定するなど、本市の基幹即した基本構想を策定するなど、本市の基幹即した基本構想を策定するなど、本市の基幹

産業である農業振興産業である農業振興産業である農業振興産業である農業振興にににに向け積極的に取り組ま向け積極的に取り組ま向け積極的に取り組ま向け積極的に取り組ま

れようとする姿勢とあわせ、農地・水・環境れようとする姿勢とあわせ、農地・水・環境れようとする姿勢とあわせ、農地・水・環境れようとする姿勢とあわせ、農地・水・環境

保全向上対策に対しても積極的な対応を期待保全向上対策に対しても積極的な対応を期待保全向上対策に対しても積極的な対応を期待保全向上対策に対しても積極的な対応を期待

するところであります。するところであります。するところであります。するところであります。    

    商工業については、空きスペースなどを活商工業については、空きスペースなどを活商工業については、空きスペースなどを活商工業については、空きスペースなどを活

用した賑わい創出事業をはじめとした中心市用した賑わい創出事業をはじめとした中心市用した賑わい創出事業をはじめとした中心市用した賑わい創出事業をはじめとした中心市

街地の再生・活性化への取り組みや市内外に街地の再生・活性化への取り組みや市内外に街地の再生・活性化への取り組みや市内外に街地の再生・活性化への取り組みや市内外に

向けて雪冷熱エネルギーによる利雪技術の普向けて雪冷熱エネルギーによる利雪技術の普向けて雪冷熱エネルギーによる利雪技術の普向けて雪冷熱エネルギーによる利雪技術の普

及拡大を図り地域産業の掘り起こしや活性化及拡大を図り地域産業の掘り起こしや活性化及拡大を図り地域産業の掘り起こしや活性化及拡大を図り地域産業の掘り起こしや活性化

に向けた取り組みなどがあります。に向けた取り組みなどがあります。に向けた取り組みなどがあります。に向けた取り組みなどがあります。    

    このような経済振興策については、農業・このような経済振興策については、農業・このような経済振興策については、農業・このような経済振興策については、農業・

商工業・観光の振興と産業間の相互連携によ商工業・観光の振興と産業間の相互連携によ商工業・観光の振興と産業間の相互連携によ商工業・観光の振興と産業間の相互連携によ

り足腰を強めるための取り組みを進め、地域り足腰を強めるための取り組みを進め、地域り足腰を強めるための取り組みを進め、地域り足腰を強めるための取り組みを進め、地域

の資源や人材を地域で生み出すとともの資源や人材を地域で生み出すとともの資源や人材を地域で生み出すとともの資源や人材を地域で生み出すとともに、地に、地に、地に、地

域内消費の拡大、活用することで域内循環を域内消費の拡大、活用することで域内循環を域内消費の拡大、活用することで域内循環を域内消費の拡大、活用することで域内循環を

高め、地域経済の活性化を図っていこうとす高め、地域経済の活性化を図っていこうとす高め、地域経済の活性化を図っていこうとす高め、地域経済の活性化を図っていこうとす

る姿勢をうかがうことができます。る姿勢をうかがうことができます。る姿勢をうかがうことができます。る姿勢をうかがうことができます。    

    第５に文化と交流のまちづくりにおいては第５に文化と交流のまちづくりにおいては第５に文化と交流のまちづくりにおいては第５に文化と交流のまちづくりにおいては

教育では教育では教育では教育では学校施設の改修やスクールバスの方学校施設の改修やスクールバスの方学校施設の改修やスクールバスの方学校施設の改修やスクールバスの方

針をはじめ、標準学力検査や学校適正配置事針をはじめ、標準学力検査や学校適正配置事針をはじめ、標準学力検査や学校適正配置事針をはじめ、標準学力検査や学校適正配置事

業などよりよい教育環境の整備に向けた取り業などよりよい教育環境の整備に向けた取り業などよりよい教育環境の整備に向けた取り業などよりよい教育環境の整備に向けた取り

組みが挙げられます。今後は大きな社会問題組みが挙げられます。今後は大きな社会問題組みが挙げられます。今後は大きな社会問題組みが挙げられます。今後は大きな社会問題

となっているいじめや虐待などをはじめ、問となっているいじめや虐待などをはじめ、問となっているいじめや虐待などをはじめ、問となっているいじめや虐待などをはじめ、問

題行動等の未然防止についても学校、家庭、題行動等の未然防止についても学校、家庭、題行動等の未然防止についても学校、家庭、題行動等の未然防止についても学校、家庭、

地域社会が一体となった教育体制の推進に傾地域社会が一体となった教育体制の推進に傾地域社会が一体となった教育体制の推進に傾地域社会が一体となった教育体制の推進に傾

注されることを期待するところであります。注されることを期待するところであります。注されることを期待するところであります。注されることを期待するところであります。    

    また、会館以来利用者がすでにまた、会館以来利用者がすでにまた、会館以来利用者がすでにまた、会館以来利用者がすでに 100100100100 万人を万人を万人を万人を

超えた交流拠点施設ゆ～りん館をはじめ、新超えた交流拠点施設ゆ～りん館をはじめ、新超えた交流拠点施設ゆ～りん館をはじめ、新超えた交流拠点施設ゆ～りん館をはじめ、新

たにオープンするアルテピアッツァ美唄の体たにオープンするアルテピアッツァ美唄の体たにオープンするアルテピアッツァ美唄の体たにオープンするアルテピアッツァ美唄の体

験型工房や先にも述べました宮島沼水鳥・湿験型工房や先にも述べました宮島沼水鳥・湿験型工房や先にも述べました宮島沼水鳥・湿験型工房や先にも述べました宮島沼水鳥・湿

地センターなどの施設の有効活用を図り、そ地センターなどの施設の有効活用を図り、そ地センターなどの施設の有効活用を図り、そ地センターなどの施設の有効活用を図り、そ

れぞれ新たな魅力ある地域資源を結びつけるれぞれ新たな魅力ある地域資源を結びつけるれぞれ新たな魅力ある地域資源を結びつけるれぞれ新たな魅力ある地域資源を結びつける

ことにより、多様な交流の展開が期待するこことにより、多様な交流の展開が期待するこことにより、多様な交流の展開が期待するこことにより、多様な交流の展開が期待するこ

とができる姿勢がうかがわれるところでありとができる姿勢がうかがわれるところでありとができる姿勢がうかがわれるところでありとができる姿勢がうかがわれるところであり

ます。ます。ます。ます。    

    最後に、自立を選択した本市において、ま最後に、自立を選択した本市において、ま最後に、自立を選択した本市において、ま最後に、自立を選択した本市において、ま

ちづくりの基本的なルールを定めるまちづくちづくりの基本的なルールを定めるまちづくちづくりの基本的なルールを定めるまちづくちづくりの基本的なルールを定めるまちづく

り基本条例を市民の協力のもとにり基本条例を市民の協力のもとにり基本条例を市民の協力のもとにり基本条例を市民の協力のもとに、、、、約３年近約３年近約３年近約３年近

くにも及ぶ時間を要しながらまとめられた関くにも及ぶ時間を要しながらまとめられた関くにも及ぶ時間を要しながらまとめられた関くにも及ぶ時間を要しながらまとめられた関

係職員のご努力に深く敬意を表するところで係職員のご努力に深く敬意を表するところで係職員のご努力に深く敬意を表するところで係職員のご努力に深く敬意を表するところで

あり、新たにあり、新たにあり、新たにあり、新たに地域応援チームの導入などによ地域応援チームの導入などによ地域応援チームの導入などによ地域応援チームの導入などによ

り具体的な取り組みを進め美唄市の再生を図り具体的な取り組みを進め美唄市の再生を図り具体的な取り組みを進め美唄市の再生を図り具体的な取り組みを進め美唄市の再生を図

ろうとする市政に大きく期待をするところでろうとする市政に大きく期待をするところでろうとする市政に大きく期待をするところでろうとする市政に大きく期待をするところで

あります。あります。あります。あります。    

    本市を取り巻く環境は地域医療や経済、雇本市を取り巻く環境は地域医療や経済、雇本市を取り巻く環境は地域医療や経済、雇本市を取り巻く環境は地域医療や経済、雇

用、財政などますます厳しい現実に直面して用、財政などますます厳しい現実に直面して用、財政などますます厳しい現実に直面して用、財政などますます厳しい現実に直面して

おりますが、夕張市の財政破綻という現実をおりますが、夕張市の財政破綻という現実をおりますが、夕張市の財政破綻という現実をおりますが、夕張市の財政破綻という現実を

直視し、他事とすることなく、さらには昨年直視し、他事とすることなく、さらには昨年直視し、他事とすることなく、さらには昨年直視し、他事とすることなく、さらには昨年

の職員による不正事件の反省から、職務の職員による不正事件の反省から、職務の職員による不正事件の反省から、職務の職員による不正事件の反省から、職務規律規律規律規律

のあり方や法令遵守並びに公務員倫理の徹底のあり方や法令遵守並びに公務員倫理の徹底のあり方や法令遵守並びに公務員倫理の徹底のあり方や法令遵守並びに公務員倫理の徹底

など、意識改革を一層進め、自立した基礎的など、意識改革を一層進め、自立した基礎的など、意識改革を一層進め、自立した基礎的など、意識改革を一層進め、自立した基礎的

自治体として持続していくためにも可能な限自治体として持続していくためにも可能な限自治体として持続していくためにも可能な限自治体として持続していくためにも可能な限

りさまざまな可能性に果敢に挑戦し、課題解りさまざまな可能性に果敢に挑戦し、課題解りさまざまな可能性に果敢に挑戦し、課題解りさまざまな可能性に果敢に挑戦し、課題解

決に向け決に向け決に向け決に向け、、、、市民と一緒に考える地域市民と一緒に考える地域市民と一緒に考える地域市民と一緒に考える地域経営とい経営とい経営とい経営とい

う視点に立ってしっかりと説明責任を果たし、う視点に立ってしっかりと説明責任を果たし、う視点に立ってしっかりと説明責任を果たし、う視点に立ってしっかりと説明責任を果たし、

それらを礎として市民の民さんの持つ自主的、それらを礎として市民の民さんの持つ自主的、それらを礎として市民の民さんの持つ自主的、それらを礎として市民の民さんの持つ自主的、

自発的な多様性と創造性をいかし、しかも安自発的な多様性と創造性をいかし、しかも安自発的な多様性と創造性をいかし、しかも安自発的な多様性と創造性をいかし、しかも安

全、安心に暮らすことが全、安心に暮らすことが全、安心に暮らすことが全、安心に暮らすことができる豊かなまちづできる豊かなまちづできる豊かなまちづできる豊かなまちづ

くりに関係者がくりに関係者がくりに関係者がくりに関係者が心心心心ひとつにまい進努力され取ひとつにまい進努力され取ひとつにまい進努力され取ひとつにまい進努力され取

り組まれますことを強くご期待申し上げましり組まれますことを強くご期待申し上げましり組まれますことを強くご期待申し上げましり組まれますことを強くご期待申し上げまし

て私の討論を終わります。て私の討論を終わります。て私の討論を終わります。て私の討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    ９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。    

●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

題となりました議案第３号平成題となりました議案第３号平成題となりました議案第３号平成題となりました議案第３号平成 19191919 年年年年度度度度美唄美唄美唄美唄

市一般会計予算の件につきまして、討論に参市一般会計予算の件につきまして、討論に参市一般会計予算の件につきまして、討論に参市一般会計予算の件につきまして、討論に参

加いたします。加いたします。加いたします。加いたします。    
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    結論を先に申し上げますと、私の立場は委結論を先に申し上げますと、私の立場は委結論を先に申し上げますと、私の立場は委結論を先に申し上げますと、私の立場は委

員長報告に反対の立員長報告に反対の立員長報告に反対の立員長報告に反対の立場であります。場であります。場であります。場であります。    

    以下以下以下以下、、、、その理由と若干の意見を申し上げまその理由と若干の意見を申し上げまその理由と若干の意見を申し上げまその理由と若干の意見を申し上げま

す。す。す。す。    

    2007200720072007 年度の政府予算は年度の政府予算は年度の政府予算は年度の政府予算は 06060606 年度当初予算に年度当初予算に年度当初予算に年度当初予算に

比べ４％増の比べ４％増の比べ４％増の比べ４％増の 82828282 兆兆兆兆 9,0889,0889,0889,088 億円ですが、社会保億円ですが、社会保億円ですが、社会保億円ですが、社会保

障関係費の大幅障関係費の大幅障関係費の大幅障関係費の大幅抑制による歳出削減に加え、抑制による歳出削減に加え、抑制による歳出削減に加え、抑制による歳出削減に加え、

大企業の収益像に伴う税収増や定率減税全廃大企業の収益像に伴う税収増や定率減税全廃大企業の収益像に伴う税収増や定率減税全廃大企業の収益像に伴う税収増や定率減税全廃

による税収増の結果であります。による税収増の結果であります。による税収増の結果であります。による税収増の結果であります。    

    社会保障分野では高齢化で見込まれた社会保障分野では高齢化で見込まれた社会保障分野では高齢化で見込まれた社会保障分野では高齢化で見込まれた

6,8006,8006,8006,800 億円の自然増分を生活保護の見直しや億円の自然増分を生活保護の見直しや億円の自然増分を生活保護の見直しや億円の自然増分を生活保護の見直しや

雇用保険の国庫負担の縮減で雇用保険の国庫負担の縮減で雇用保険の国庫負担の縮減で雇用保険の国庫負担の縮減で 2,2002,2002,2002,200 億円圧縮億円圧縮億円圧縮億円圧縮

し、母子加算を３年かけて段階的に廃止しまし、母子加算を３年かけて段階的に廃止しまし、母子加算を３年かけて段階的に廃止しまし、母子加算を３年かけて段階的に廃止しま

した。した。した。した。    

    一方、成長力強化を口実に大型公共事業に一方、成長力強化を口実に大型公共事業に一方、成長力強化を口実に大型公共事業に一方、成長力強化を口実に大型公共事業に

ついては軒並みの大幅増ついては軒並みの大幅増ついては軒並みの大幅増ついては軒並みの大幅増額額額額、３大都市圏、３大都市圏、３大都市圏、３大都市圏環状環状環状環状

道路は道路は道路は道路は1,8591,8591,8591,859億円で前年度より億円で前年度より億円で前年度より億円で前年度より9.79.79.79.7％の増加％の増加％の増加％の増加、、、、

スーパー中枢考案プロジェクトはスーパー中枢考案プロジェクトはスーパー中枢考案プロジェクトはスーパー中枢考案プロジェクトは 524524524524 億円で億円で億円で億円で

前年の前年の前年の前年の 37.537.537.537.5％の増加となっています。％の増加となっています。％の増加となっています。％の増加となっています。    

    このように、政府予算は定率減税廃止によこのように、政府予算は定率減税廃止によこのように、政府予算は定率減税廃止によこのように、政府予算は定率減税廃止によ

るるるる 1,7001,7001,7001,700 億円の庶民増税、生活保護の母子加億円の庶民増税、生活保護の母子加億円の庶民増税、生活保護の母子加億円の庶民増税、生活保護の母子加

算の段階的廃止、雇用対策費の半減など、貧算の段階的廃止、雇用対策費の半減など、貧算の段階的廃止、雇用対策費の半減など、貧算の段階的廃止、雇用対策費の半減など、貧

困問題を一層深刻にする予算であります。困問題を一層深刻にする予算であります。困問題を一層深刻にする予算であります。困問題を一層深刻にする予算であります。    

    政府に財源がないわけではありません。予政府に財源がないわけではありません。予政府に財源がないわけではありません。予政府に財源がないわけではありません。予

算案では雇用の破壊をてこに空前の利益を上算案では雇用の破壊をてこに空前の利益を上算案では雇用の破壊をてこに空前の利益を上算案では雇用の破壊をてこに空前の利益を上

げてきたキャノンやトヨタ自動車など財界大げてきたキャノンやトヨタ自動車など財界大げてきたキャノンやトヨタ自動車など財界大げてきたキャノンやトヨタ自動車など財界大

企業に減価償却制度を見直しで新たに企業に減価償却制度を見直しで新たに企業に減価償却制度を見直しで新たに企業に減価償却制度を見直しで新たに 7,0007,0007,0007,000

億円の億円の億円の億円の減税減税減税減税を行っています。たった７人が株を行っています。たった７人が株を行っています。たった７人が株を行っています。たった７人が株

式売買で式売買で式売買で式売買で 222200000000 億円もの減税を受ける大資産家億円もの減税を受ける大資産家億円もの減税を受ける大資産家億円もの減税を受ける大資産家

優遇の減税措置１兆円を期限を延長して継続優遇の減税措置１兆円を期限を延長して継続優遇の減税措置１兆円を期限を延長して継続優遇の減税措置１兆円を期限を延長して継続

しています。これら大企業、大資産家しています。これら大企業、大資産家しています。これら大企業、大資産家しています。これら大企業、大資産家への減への減への減への減

税を合わせると庶民増税に匹敵する税を合わせると庶民増税に匹敵する税を合わせると庶民増税に匹敵する税を合わせると庶民増税に匹敵する 1,0011,0011,0011,001 兆兆兆兆

7,0007,0007,0007,000 億円に上ります。大企業や大資産家へ億円に上ります。大企業や大資産家へ億円に上ります。大企業や大資産家へ億円に上ります。大企業や大資産家へ

の減税の穴埋めを庶民増税で埋める政府予算の減税の穴埋めを庶民増税で埋める政府予算の減税の穴埋めを庶民増税で埋める政府予算の減税の穴埋めを庶民増税で埋める政府予算

はははは、、、、文字文字文字文字どおりどおりどおりどおり逆立ちした貧困と格差拡大の逆立ちした貧困と格差拡大の逆立ちした貧困と格差拡大の逆立ちした貧困と格差拡大の

予算にほかなりません。予算にほかなりません。予算にほかなりません。予算にほかなりません。    

    こうした中での平成こうした中での平成こうした中での平成こうした中での平成 19191919 年度の美唄市一般年度の美唄市一般年度の美唄市一般年度の美唄市一般

会計予算であったわけですが、厳しい財政状会計予算であったわけですが、厳しい財政状会計予算であったわけですが、厳しい財政状会計予算であったわけですが、厳しい財政状

況の中で予算編成に携わった関係職員の並々況の中で予算編成に携わった関係職員の並々況の中で予算編成に携わった関係職員の並々況の中で予算編成に携わった関係職員の並々

ならなないご努力に改めて敬意を表したいとならなないご努力に改めて敬意を表したいとならなないご努力に改めて敬意を表したいとならなないご努力に改めて敬意を表したいと

思います。思います。思います。思います。    

    平成平成平成平成 19191919 年度美唄一般会計予算は、歳年度美唄一般会計予算は、歳年度美唄一般会計予算は、歳年度美唄一般会計予算は、歳入歳出入歳出入歳出入歳出

総額は総額は総額は総額は 169169169169 億億億億 3,8323,8323,8323,832 万万万万 1,0001,0001,0001,000 円で前年度当初円で前年度当初円で前年度当初円で前年度当初

予算との比率では予算との比率では予算との比率では予算との比率では 9.429.429.429.42％のマイナスとなっ％のマイナスとなっ％のマイナスとなっ％のマイナスとなっ

ています。これは市税では２億ています。これは市税では２億ています。これは市税では２億ています。これは市税では２億2,8882,8882,8882,888万万万万5,0005,0005,0005,000

円の増額は見込んでいるものの、地方分権、円の増額は見込んでいるものの、地方分権、円の増額は見込んでいるものの、地方分権、円の増額は見込んでいるものの、地方分権、

税源移譲の名による国からの交付税や支出金税源移譲の名による国からの交付税や支出金税源移譲の名による国からの交付税や支出金税源移譲の名による国からの交付税や支出金

の削減によるものであります。歳出の面ではの削減によるものであります。歳出の面ではの削減によるものであります。歳出の面ではの削減によるものであります。歳出の面では

民生費の中では地域支援事業や地域包括支援民生費の中では地域支援事業や地域包括支援民生費の中では地域支援事業や地域包括支援民生費の中では地域支援事業や地域包括支援

センター運営事業の拡充、後期高齢者医療創センター運営事業の拡充、後期高齢者医療創センター運営事業の拡充、後期高齢者医療創センター運営事業の拡充、後期高齢者医療創

設準備事業の設立、また南美唄地域の人たち設準備事業の設立、また南美唄地域の人たち設準備事業の設立、また南美唄地域の人たち設準備事業の設立、また南美唄地域の人たち

の長年の念願であった南美唄福祉会館の建設の長年の念願であった南美唄福祉会館の建設の長年の念願であった南美唄福祉会館の建設の長年の念願であった南美唄福祉会館の建設

など、一定の前進が見られますが、その一方など、一定の前進が見られますが、その一方など、一定の前進が見られますが、その一方など、一定の前進が見られますが、その一方

では生活保護世帯の母子加算の廃止など国にでは生活保護世帯の母子加算の廃止など国にでは生活保護世帯の母子加算の廃止など国にでは生活保護世帯の母子加算の廃止など国に

よるよるよるよる福祉切捨てを本市においても実施するな福祉切捨てを本市においても実施するな福祉切捨てを本市においても実施するな福祉切捨てを本市においても実施するな

ど深刻な問題もあります。ど深刻な問題もあります。ど深刻な問題もあります。ど深刻な問題もあります。    

    土木費では、一定の道路側溝整備や有為の土木費では、一定の道路側溝整備や有為の土木費では、一定の道路側溝整備や有為の土木費では、一定の道路側溝整備や有為の

市営住宅に関連する工事、橋梁新設改良工事、市営住宅に関連する工事、橋梁新設改良工事、市営住宅に関連する工事、橋梁新設改良工事、市営住宅に関連する工事、橋梁新設改良工事、

水道事業、下水道持病などがありますが、圧水道事業、下水道持病などがありますが、圧水道事業、下水道持病などがありますが、圧水道事業、下水道持病などがありますが、圧

縮された予算の中ではありますが、道路縮された予算の中ではありますが、道路縮された予算の中ではありますが、道路縮された予算の中ではありますが、道路側溝側溝側溝側溝

整備では、市民の要望には多くの課題が残さ整備では、市民の要望には多くの課題が残さ整備では、市民の要望には多くの課題が残さ整備では、市民の要望には多くの課題が残さ

れています。れています。れています。れています。    

    農林費では品目横断的経営安定対策による農林費では品目横断的経営安定対策による農林費では品目横断的経営安定対策による農林費では品目横断的経営安定対策による

１割にもなる農業収入の減少に対する農家経１割にもなる農業収入の減少に対する農家経１割にもなる農業収入の減少に対する農家経１割にもなる農業収入の減少に対する農家経

営を守る対策には極めて不十分な施策であり営を守る対策には極めて不十分な施策であり営を守る対策には極めて不十分な施策であり営を守る対策には極めて不十分な施策であり

ます。ます。ます。ます。また、食の駅については将来また、食の駅については将来また、食の駅については将来また、食の駅については将来市市市市の財政の財政の財政の財政

を圧迫する懸念があることから計画を見直すを圧迫する懸念があることから計画を見直すを圧迫する懸念があることから計画を見直すを圧迫する懸念があることから計画を見直す

必要があり、農道空港についても収支必要があり、農道空港についても収支必要があり、農道空港についても収支必要があり、農道空港についても収支のバラのバラのバラのバラ
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ンスが大きく崩れ抜本的な見直しが必要です。ンスが大きく崩れ抜本的な見直しが必要です。ンスが大きく崩れ抜本的な見直しが必要です。ンスが大きく崩れ抜本的な見直しが必要です。    

    教育費では就学援助の基準を切り下げるこ教育費では就学援助の基準を切り下げるこ教育費では就学援助の基準を切り下げるこ教育費では就学援助の基準を切り下げるこ

とにより、児童生徒のいる低所得者の家庭でとにより、児童生徒のいる低所得者の家庭でとにより、児童生徒のいる低所得者の家庭でとにより、児童生徒のいる低所得者の家庭で

は年間は年間は年間は年間 10101010 万円ないし万円ないし万円ないし万円ないし 15151515 万円以上の負担が増万円以上の負担が増万円以上の負担が増万円以上の負担が増

えるという深刻な事態が生まれています。本えるという深刻な事態が生まれています。本えるという深刻な事態が生まれています。本えるという深刻な事態が生まれています。本

予算は厳しい財政状況を反映したものであり予算は厳しい財政状況を反映したものであり予算は厳しい財政状況を反映したものであり予算は厳しい財政状況を反映したものであり

ますが、全体としてみれば基本的には国が進ますが、全体としてみれば基本的には国が進ますが、全体としてみれば基本的には国が進ますが、全体としてみれば基本的には国が進

める路線に沿った内容であります。める路線に沿った内容であります。める路線に沿った内容であります。める路線に沿った内容であります。    

    本市の財政状況の厳しさは、国の財政施策本市の財政状況の厳しさは、国の財政施策本市の財政状況の厳しさは、国の財政施策本市の財政状況の厳しさは、国の財政施策

によって来年以降一層厳しくなることが予測によって来年以降一層厳しくなることが予測によって来年以降一層厳しくなることが予測によって来年以降一層厳しくなることが予測

されますが、市長は地方自治の本市を守り、されますが、市長は地方自治の本市を守り、されますが、市長は地方自治の本市を守り、されますが、市長は地方自治の本市を守り、

国の悪政から市民生活を守る防波堤としての国の悪政から市民生活を守る防波堤としての国の悪政から市民生活を守る防波堤としての国の悪政から市民生活を守る防波堤としての

役割をしっかりと果たすため役割をしっかりと果たすため役割をしっかりと果たすため役割をしっかりと果たすためにも、国やにも、国やにも、国やにも、国や道道道道にににに

対しても言うべきことはきっかりとものを言対しても言うべきことはきっかりとものを言対しても言うべきことはきっかりとものを言対しても言うべきことはきっかりとものを言

い、市民本位の市政のために全力を尽くすこい、市民本位の市政のために全力を尽くすこい、市民本位の市政のために全力を尽くすこい、市民本位の市政のために全力を尽くすこ

とを期待しまして討論を終わります。とを期待しまして討論を終わります。とを期待しまして討論を終わります。とを期待しまして討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    19191919 番荘司光雄議員。番荘司光雄議員。番荘司光雄議員。番荘司光雄議員。    

●●●●19191919 番荘司光雄議員（登壇）番荘司光雄議員（登壇）番荘司光雄議員（登壇）番荘司光雄議員（登壇）    一言で申し上一言で申し上一言で申し上一言で申し上

げて、修正案に賛成。それから委員長報告にげて、修正案に賛成。それから委員長報告にげて、修正案に賛成。それから委員長報告にげて、修正案に賛成。それから委員長報告に

は反対であります。は反対であります。は反対であります。は反対であります。    

    一般会計そのものを審査した過程の中で、一般会計そのものを審査した過程の中で、一般会計そのものを審査した過程の中で、一般会計そのものを審査した過程の中で、

一番明らかになったことは一番明らかになったことは一番明らかになったことは一番明らかになったことは、、、、この２年の間にこの２年の間にこの２年の間にこの２年の間に

美唄には新しい再生法に基づいた再建団体に美唄には新しい再生法に基づいた再建団体に美唄には新しい再生法に基づいた再建団体に美唄には新しい再生法に基づいた再建団体に

入るか入るか入るか入るか入入入入らないかという、本当に勝負の年だらないかという、本当に勝負の年だらないかという、本当に勝負の年だらないかという、本当に勝負の年だ

と、これは市長自身が言われました。私どもと、これは市長自身が言われました。私どもと、これは市長自身が言われました。私どもと、これは市長自身が言われました。私ども

も同じ認識に立っております。私はこのも同じ認識に立っております。私はこのも同じ認識に立っております。私はこのも同じ認識に立っております。私はこの時時時時にににに

まったく提案者が、修正案提案者紫藤議員がまったく提案者が、修正案提案者紫藤議員がまったく提案者が、修正案提案者紫藤議員がまったく提案者が、修正案提案者紫藤議員が

言われた、この危機的状況を美唄市民と本当言われた、この危機的状況を美唄市民と本当言われた、この危機的状況を美唄市民と本当言われた、この危機的状況を美唄市民と本当

にそこまできているのかという意味での状況にそこまできているのかという意味での状況にそこまできているのかという意味での状況にそこまできているのかという意味での状況

を情報として流して共有する、いえば状況認を情報として流して共有する、いえば状況認を情報として流して共有する、いえば状況認を情報として流して共有する、いえば状況認

識のひとつにする、このときが一番大切だろ識のひとつにする、このときが一番大切だろ識のひとつにする、このときが一番大切だろ識のひとつにする、このときが一番大切だろ

うという立場です。うという立場です。うという立場です。うという立場です。    

    ですから、言われたように、自分自身も本ですから、言われたように、自分自身も本ですから、言われたように、自分自身も本ですから、言われたように、自分自身も本

当に命がけだという形で食の駅関連の予算に当に命がけだという形で食の駅関連の予算に当に命がけだという形で食の駅関連の予算に当に命がけだという形で食の駅関連の予算に

ついてはついてはついてはついては今期今期今期今期は断念すると、そういうようなは断念すると、そういうようなは断念すると、そういうようなは断念すると、そういうような

ことをやはり市民にメッセージを送るべき、ことをやはり市民にメッセージを送るべき、ことをやはり市民にメッセージを送るべき、ことをやはり市民にメッセージを送るべき、

これこれこれこれがががが一番、そしてもう１つのこの病院問題一番、そしてもう１つのこの病院問題一番、そしてもう１つのこの病院問題一番、そしてもう１つのこの病院問題

の統合問題、これと差し替えなんかできっこの統合問題、これと差し替えなんかできっこの統合問題、これと差し替えなんかできっこの統合問題、これと差し替えなんかできっこ

ない、そういうことをきっちり私は市民に示ない、そういうことをきっちり私は市民に示ない、そういうことをきっちり私は市民に示ない、そういうことをきっちり私は市民に示

すべきだ、こすべきだ、こすべきだ、こすべきだ、このことだけは全員が共感したんのことだけは全員が共感したんのことだけは全員が共感したんのことだけは全員が共感したん

だろうと思うんです。そういう意味をこめただろうと思うんです。そういう意味をこめただろうと思うんです。そういう意味をこめただろうと思うんです。そういう意味をこめた

食の駅関連の修正案でございますから、私は食の駅関連の修正案でございますから、私は食の駅関連の修正案でございますから、私は食の駅関連の修正案でございますから、私は

もちろんそうふに賛成をいたしたいと、そしもちろんそうふに賛成をいたしたいと、そしもちろんそうふに賛成をいたしたいと、そしもちろんそうふに賛成をいたしたいと、そし

て委員長報告は原案可決でありますけれども、て委員長報告は原案可決でありますけれども、て委員長報告は原案可決でありますけれども、て委員長報告は原案可決でありますけれども、

私としては反対せざるを得ないこういう立場私としては反対せざるを得ないこういう立場私としては反対せざるを得ないこういう立場私としては反対せざるを得ないこういう立場

でございます。でございます。でございます。でございます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    10101010 番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。番米田良克議員。    

●●●●10101010 番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）番米田良克議員（登壇）    第３号議案平第３号議案平第３号議案平第３号議案平

成成成成 19191919 年度美唄市一般会計予算について、その年度美唄市一般会計予算について、その年度美唄市一般会計予算について、その年度美唄市一般会計予算について、その

修正案について修正案について修正案について修正案について、、、、賛成の立場で討論に参加を賛成の立場で討論に参加を賛成の立場で討論に参加を賛成の立場で討論に参加を

させていただきます。させていただきます。させていただきます。させていただきます。    

    すでに、賛成討論の中で予算に対する評価すでに、賛成討論の中で予算に対する評価すでに、賛成討論の中で予算に対する評価すでに、賛成討論の中で予算に対する評価

がいろいろとなされました。大方の部分につがいろいろとなされました。大方の部分につがいろいろとなされました。大方の部分につがいろいろとなされました。大方の部分につ

いて私も賛成でございます。いて私も賛成でございます。いて私も賛成でございます。いて私も賛成でございます。    

    ただ、この厳しい予算なるがただ、この厳しい予算なるがただ、この厳しい予算なるがただ、この厳しい予算なるがゆゆゆゆえに、たとえに、たとえに、たとえに、たと

えば教育費について長谷川議員からも指摘がえば教育費について長谷川議員からも指摘がえば教育費について長谷川議員からも指摘がえば教育費について長谷川議員からも指摘が

ありましたが、就学援助費等ありましたが、就学援助費等ありましたが、就学援助費等ありましたが、就学援助費等、、、、当該者にすれ当該者にすれ当該者にすれ当該者にすれ

ば非常に厳しい扱いがなされるという部分がば非常に厳しい扱いがなされるという部分がば非常に厳しい扱いがなされるという部分がば非常に厳しい扱いがなされるという部分が

出てまいります。そして、計画に基づいて市出てまいります。そして、計画に基づいて市出てまいります。そして、計画に基づいて市出てまいります。そして、計画に基づいて市

政が運営されるという基本をぜひ守ってほし政が運営されるという基本をぜひ守ってほし政が運営されるという基本をぜひ守ってほし政が運営されるという基本をぜひ守ってほし

いわけですけれども、これも予算委員会の中いわけですけれども、これも予算委員会の中いわけですけれども、これも予算委員会の中いわけですけれども、これも予算委員会の中

で論議がありましたけれども、たとえば銀河で論議がありましたけれども、たとえば銀河で論議がありましたけれども、たとえば銀河で論議がありましたけれども、たとえば銀河

通につながる東雲線の改良工事、これは私が通につながる東雲線の改良工事、これは私が通につながる東雲線の改良工事、これは私が通につながる東雲線の改良工事、これは私が

長い間一般質問でも取り上げてまいりました、長い間一般質問でも取り上げてまいりました、長い間一般質問でも取り上げてまいりました、長い間一般質問でも取り上げてまいりました、

旭通の改良、これが美唄の道路では最優先の旭通の改良、これが美唄の道路では最優先の旭通の改良、これが美唄の道路では最優先の旭通の改良、これが美唄の道路では最優先の

場所だという認識では場所だという認識では場所だという認識では場所だという認識では、、、、誰しもが一致するも誰しもが一致するも誰しもが一致するも誰しもが一致するも

ののののであります。それが、突然出てきたものがであります。それが、突然出てきたものがであります。それが、突然出てきたものがであります。それが、突然出てきたものが

ぽっと入ぽっと入ぽっと入ぽっと入る、こういう部分についてはやはりる、こういう部分についてはやはりる、こういう部分についてはやはりる、こういう部分についてはやはり
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異議を申し立てなければならない部分かなと異議を申し立てなければならない部分かなと異議を申し立てなければならない部分かなと異議を申し立てなければならない部分かなと

いうふうに思います。いうふうに思います。いうふうに思います。いうふうに思います。    

    さて、さて、さて、さて、非常に厳しい財政状況の中にあると非常に厳しい財政状況の中にあると非常に厳しい財政状況の中にあると非常に厳しい財政状況の中にあると

いうことはもう皆さまご存知のとおりです。いうことはもう皆さまご存知のとおりです。いうことはもう皆さまご存知のとおりです。いうことはもう皆さまご存知のとおりです。

ことしは食の駅関係は調査費でことしは食の駅関係は調査費でことしは食の駅関係は調査費でことしは食の駅関係は調査費で 100100100100 万円であ万円であ万円であ万円であ

りますけれども、これが建設までりますけれども、これが建設までりますけれども、これが建設までりますけれども、これが建設までいいいいくためにくためにくためにくために

はいったい幾らかからなければならないのか。はいったい幾らかからなければならないのか。はいったい幾らかからなければならないのか。はいったい幾らかからなければならないのか。

この厳しい状況下に建設費の見通この厳しい状況下に建設費の見通この厳しい状況下に建設費の見通この厳しい状況下に建設費の見通しまでは立しまでは立しまでは立しまでは立

てるという、そういう説明責任をきちっと果てるという、そういう説明責任をきちっと果てるという、そういう説明責任をきちっと果てるという、そういう説明責任をきちっと果

たした提案にたした提案にたした提案にたした提案に私はなっていないと思います。私はなっていないと思います。私はなっていないと思います。私はなっていないと思います。

修正案の提案者が修正案の提案者が修正案の提案者が修正案の提案者が主旨主旨主旨主旨を申されたと、全面的を申されたと、全面的を申されたと、全面的を申されたと、全面的

に賛成をに賛成をに賛成をに賛成をしてぜひ修正案を通したいと、こうしてぜひ修正案を通したいと、こうしてぜひ修正案を通したいと、こうしてぜひ修正案を通したいと、こう

いう思いで討論に参加をいたしました。いう思いで討論に参加をいたしました。いう思いで討論に参加をいたしました。いう思いで討論に参加をいたしました。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これをもって委員長報告これをもって委員長報告これをもって委員長報告これをもって委員長報告

及び修正案に対する討論を終結いたします。及び修正案に対する討論を終結いたします。及び修正案に対する討論を終結いたします。及び修正案に対する討論を終結いたします。    

    これより修正案について起立により採決いこれより修正案について起立により採決いこれより修正案について起立により採決いこれより修正案について起立により採決い

たします。たします。たします。たします。    

    本修正案に賛成の議員の起立を求めます。本修正案に賛成の議員の起立を求めます。本修正案に賛成の議員の起立を求めます。本修正案に賛成の議員の起立を求めます。    

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）    

    起立少数であります。起立少数であります。起立少数であります。起立少数であります。    

    よって、よって、よって、よって、修正案修正案修正案修正案は否決されました。は否決されました。は否決されました。は否決されました。    

    次に、委員長報告について起立により採決次に、委員長報告について起立により採決次に、委員長報告について起立により採決次に、委員長報告について起立により採決

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    委員長報告について賛成の議員の起立を求委員長報告について賛成の議員の起立を求委員長報告について賛成の議員の起立を求委員長報告について賛成の議員の起立を求

めます。めます。めます。めます。    

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）    

    起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第３３３３号号号号平成平成平成平成 19191919 年度美唄市一般年度美唄市一般年度美唄市一般年度美唄市一般

会計会計会計会計予算予算予算予算は委員長報告のとおり決定されましは委員長報告のとおり決定されましは委員長報告のとおり決定されましは委員長報告のとおり決定されまし

た。た。た。た。    

    これより議案第４号について質疑を行いまこれより議案第４号について質疑を行いまこれより議案第４号について質疑を行いまこれより議案第４号について質疑を行いま

す。す。す。す。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。ご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第４４４４号平成号平成号平成号平成 11119999 年年年年度度度度美唄市民バ美唄市民バ美唄市民バ美唄市民バ

ス会計ス会計ス会計ス会計予算予算予算予算は、委員長報告のとおり決定されは、委員長報告のとおり決定されは、委員長報告のとおり決定されは、委員長報告のとおり決定され

ました。ました。ました。ました。    

    これより議案第５号について質これより議案第５号について質これより議案第５号について質これより議案第５号について質疑を行いま疑を行いま疑を行いま疑を行いま

す。す。す。す。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

    ９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。    

●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

案となりました案となりました案となりました案となりました議案第５号平成議案第５号平成議案第５号平成議案第５号平成 19191919 年度美唄年度美唄年度美唄年度美唄

市国民健康保険会計予算市国民健康保険会計予算市国民健康保険会計予算市国民健康保険会計予算に対し、討論に参加に対し、討論に参加に対し、討論に参加に対し、討論に参加

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原結論を先に申し上げますと、私の立場は原

案に反対であります。案に反対であります。案に反対であります。案に反対であります。    

    以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま

す。す。す。す。    

    平成平成平成平成 19191919 年度年度年度年度美唄市国民健康保険会計予算美唄市国民健康保険会計予算美唄市国民健康保険会計予算美唄市国民健康保険会計予算

の歳入歳出の総額はの歳入歳出の総額はの歳入歳出の総額はの歳入歳出の総額は38383838億億億億9,5129,5129,5129,512万万万万6,0006,0006,0006,000円と円と円と円と

なり、前年度比率ではなり、前年度比率ではなり、前年度比率ではなり、前年度比率では 13.313.313.313.3％の増額となって％の増額となって％の増額となって％の増額となって

いまいまいまいます。市民から納入される国保税は定率減す。市民から納入される国保税は定率減す。市民から納入される国保税は定率減す。市民から納入される国保税は定率減

税の全廃や加入世帯数の増加などによって約税の全廃や加入世帯数の増加などによって約税の全廃や加入世帯数の増加などによって約税の全廃や加入世帯数の増加などによって約

４％の増額となっています。４％の増額となっています。４％の増額となっています。４％の増額となっています。    

    本市においては本市においては本市においては本市においては 52.752.752.752.7％の世帯が国民健康％の世帯が国民健康％の世帯が国民健康％の世帯が国民健康

保険に加入していますが、その多くは低所得保険に加入していますが、その多くは低所得保険に加入していますが、その多くは低所得保険に加入していますが、その多くは低所得

世帯であり、国保税の納入が定率減税の廃止世帯であり、国保税の納入が定率減税の廃止世帯であり、国保税の納入が定率減税の廃止世帯であり、国保税の納入が定率減税の廃止
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による税の増加が一層大きな負担になっていによる税の増加が一層大きな負担になっていによる税の増加が一層大きな負担になっていによる税の増加が一層大きな負担になってい

ます。所得段階別の低所得者の部分では滞納ます。所得段階別の低所得者の部分では滞納ます。所得段階別の低所得者の部分では滞納ます。所得段階別の低所得者の部分では滞納

者が急速にふえ、この５年間では者が急速にふえ、この５年間では者が急速にふえ、この５年間では者が急速にふえ、この５年間では 13.513.513.513.5％も増％も増％も増％も増

加しています。また保険税滞納者の保険証を加しています。また保険税滞納者の保険証を加しています。また保険税滞納者の保険証を加しています。また保険税滞納者の保険証を

取り上げ取り上げ取り上げ取り上げ、、、、資格者証を発行しているのはこの資格者証を発行しているのはこの資格者証を発行しているのはこの資格者証を発行しているのはこの

３年間で３年間で３年間で３年間で 160160160160％にも％にも％にも％にも増加しています。国保税増加しています。国保税増加しています。国保税増加しています。国保税

滞納者の中での資格者証の交付の比率は滞納者の中での資格者証の交付の比率は滞納者の中での資格者証の交付の比率は滞納者の中での資格者証の交付の比率は

16161616.3.3.3.3％にもなり、全国平均の％にもなり、全国平均の％にもなり、全国平均の％にもなり、全国平均の 7.37.37.37.3％の２倍以％の２倍以％の２倍以％の２倍以

上にもなっていますが、これは本市での国保上にもなっていますが、これは本市での国保上にもなっていますが、これは本市での国保上にもなっていますが、これは本市での国保

税滞納者から保険証を取り上げる基準が極め税滞納者から保険証を取り上げる基準が極め税滞納者から保険証を取り上げる基準が極め税滞納者から保険証を取り上げる基準が極め

て厳しいことをあらわしています。資格者証て厳しいことをあらわしています。資格者証て厳しいことをあらわしています。資格者証て厳しいことをあらわしています。資格者証

を交付する場合、その家庭の実情に合わせ、を交付する場合、その家庭の実情に合わせ、を交付する場合、その家庭の実情に合わせ、を交付する場合、その家庭の実情に合わせ、

実態に合ったものにしなければならないと思実態に合ったものにしなければならないと思実態に合ったものにしなければならないと思実態に合ったものにしなければならないと思

います。資格者証の場合、医療費を窓口で一います。資格者証の場合、医療費を窓口で一います。資格者証の場合、医療費を窓口で一います。資格者証の場合、医療費を窓口で一

旦全額支払わなければならず、負担が大きい旦全額支払わなければならず、負担が大きい旦全額支払わなければならず、負担が大きい旦全額支払わなければならず、負担が大きい

ため治療を抑制し、病状が悪化する事例が全ため治療を抑制し、病状が悪化する事例が全ため治療を抑制し、病状が悪化する事例が全ため治療を抑制し、病状が悪化する事例が全

国的にも増加しています。国的にも増加しています。国的にも増加しています。国的にも増加しています。    

    また、保険証を取り上げられ、受診がまた、保険証を取り上げられ、受診がまた、保険証を取り上げられ、受診がまた、保険証を取り上げられ、受診がおくおくおくおく

れれれれ、命を落とした人が過去２年間に、命を落とした人が過去２年間に、命を落とした人が過去２年間に、命を落とした人が過去２年間に 25252525 人もい人もい人もい人もい

ます。一方、国保会計での基金積立金には平ます。一方、国保会計での基金積立金には平ます。一方、国保会計での基金積立金には平ます。一方、国保会計での基金積立金には平

成成成成17171717年度決算では６億年度決算では６億年度決算では６億年度決算では６億3,7203,7203,7203,720万円以上にもな万円以上にもな万円以上にもな万円以上にもな

っています。これは国保加盟世帯の１世帯当っています。これは国保加盟世帯の１世帯当っています。これは国保加盟世帯の１世帯当っています。これは国保加盟世帯の１世帯当

たりでは９万たりでは９万たりでは９万たりでは９万 2,6302,6302,6302,630 円にもなります。円にもなります。円にもなります。円にもなります。    

    国が進めてきた医療制度の連続した改悪に国が進めてきた医療制度の連続した改悪に国が進めてきた医療制度の連続した改悪に国が進めてきた医療制度の連続した改悪に

より、市民負担は限界にきています。市民負より、市民負担は限界にきています。市民負より、市民負担は限界にきています。市民負より、市民負担は限界にきています。市民負

担については昨年度均等割額を担については昨年度均等割額を担については昨年度均等割額を担については昨年度均等割額を 300300300300 円引き下円引き下円引き下円引き下

げていますが、負担の軽減にはほど遠いものげていますが、負担の軽減にはほど遠いものげていますが、負担の軽減にはほど遠いものげていますが、負担の軽減にはほど遠いもの

です。この基金を活用しての国保税の負担をです。この基金を活用しての国保税の負担をです。この基金を活用しての国保税の負担をです。この基金を活用しての国保税の負担を

軽減することが求められています。軽減することが求められています。軽減することが求められています。軽減することが求められています。    

    昨年、小泉内閣は高齢者を狙い撃ちにした昨年、小泉内閣は高齢者を狙い撃ちにした昨年、小泉内閣は高齢者を狙い撃ちにした昨年、小泉内閣は高齢者を狙い撃ちにした

医療制度医療制度医療制度医療制度をををを改悪しましたが、これは将来にわ改悪しましたが、これは将来にわ改悪しましたが、これは将来にわ改悪しましたが、これは将来にわ

たって法的保険給付を切り詰め、保険外負担たって法的保険給付を切り詰め、保険外負担たって法的保険給付を切り詰め、保険外負担たって法的保険給付を切り詰め、保険外負担

を拡大し、法的医療制度を土台からを拡大し、法的医療制度を土台からを拡大し、法的医療制度を土台からを拡大し、法的医療制度を土台から崩す内容崩す内容崩す内容崩す内容

のものでした。このことは、本市の国保会計のものでした。このことは、本市の国保会計のものでした。このことは、本市の国保会計のものでした。このことは、本市の国保会計

にも大きな影響を及ぼしています。本会計のにも大きな影響を及ぼしています。本会計のにも大きな影響を及ぼしています。本会計のにも大きな影響を及ぼしています。本会計の

予算の執行は結果として国の医療制度改悪の予算の執行は結果として国の医療制度改悪の予算の執行は結果として国の医療制度改悪の予算の執行は結果として国の医療制度改悪の

内容であり、容認しがたいものであります。内容であり、容認しがたいものであります。内容であり、容認しがたいものであります。内容であり、容認しがたいものであります。

市長は厳しい生活環境の中で懸命に生活して市長は厳しい生活環境の中で懸命に生活して市長は厳しい生活環境の中で懸命に生活して市長は厳しい生活環境の中で懸命に生活して

いる市民の実情にいる市民の実情にいる市民の実情にいる市民の実情に心心心心を寄せ、市民の命と健康を寄せ、市民の命と健康を寄せ、市民の命と健康を寄せ、市民の命と健康

を守るため、国に対しては国庫負担率を元のを守るため、国に対しては国庫負担率を元のを守るため、国に対しては国庫負担率を元のを守るため、国に対しては国庫負担率を元の

45454545％に戻すこと、収納率の低下によるペナル％に戻すこと、収納率の低下によるペナル％に戻すこと、収納率の低下によるペナル％に戻すこと、収納率の低下によるペナル

ティである国庫支出金の削減をやめさせるこティである国庫支出金の削減をやめさせるこティである国庫支出金の削減をやめさせるこティである国庫支出金の削減をやめさせるこ

とを強く働きかけ、市民の生活を守る先頭にとを強く働きかけ、市民の生活を守る先頭にとを強く働きかけ、市民の生活を守る先頭にとを強く働きかけ、市民の生活を守る先頭に

立たれることを期待して討論を終わります。立たれることを期待して討論を終わります。立たれることを期待して討論を終わります。立たれることを期待して討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    ８番谷内八重子議員。８番谷内八重子議員。８番谷内八重子議員。８番谷内八重子議員。    

●８番谷内八重子議員●８番谷内八重子議員●８番谷内八重子議員●８番谷内八重子議員（登壇）（登壇）（登壇）（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

題題題題となりました議案第５号平成となりました議案第５号平成となりました議案第５号平成となりました議案第５号平成 19191919 年度年度年度年度美唄美唄美唄美唄

市国民健康保険会計予算につきまして討論に市国民健康保険会計予算につきまして討論に市国民健康保険会計予算につきまして討論に市国民健康保険会計予算につきまして討論に

参加します。参加します。参加します。参加します。    

    結論から申し上げまして、私の立場は賛成結論から申し上げまして、私の立場は賛成結論から申し上げまして、私の立場は賛成結論から申し上げまして、私の立場は賛成

であります。であります。であります。であります。    

    以下、その理由を申し上げます。以下、その理由を申し上げます。以下、その理由を申し上げます。以下、その理由を申し上げます。    

    本市の国民健康保険会計予算は本市の国民健康保険会計予算は本市の国民健康保険会計予算は本市の国民健康保険会計予算は38383838億億億億9,5129,5129,5129,512

万万万万 6,0006,0006,0006,000 円で、共同安定化事業や医療給付費円で、共同安定化事業や医療給付費円で、共同安定化事業や医療給付費円で、共同安定化事業や医療給付費

などの増加により対前年比などの増加により対前年比などの増加により対前年比などの増加により対前年比 13.413.413.413.4％の伸びと％の伸びと％の伸びと％の伸びと

なっております。なっております。なっております。なっております。    

    わが国の国民医療保険制度は乳幼児から高わが国の国民医療保険制度は乳幼児から高わが国の国民医療保険制度は乳幼児から高わが国の国民医療保険制度は乳幼児から高

齢者まで、誰もが安心して医療が受けられる齢者まで、誰もが安心して医療が受けられる齢者まで、誰もが安心して医療が受けられる齢者まで、誰もが安心して医療が受けられる

日本独特の国民皆保険制度として、世界でも日本独特の国民皆保険制度として、世界でも日本独特の国民皆保険制度として、世界でも日本独特の国民皆保険制度として、世界でも

優れた制度といわれており、創設以来わが国優れた制度といわれており、創設以来わが国優れた制度といわれており、創設以来わが国優れた制度といわれており、創設以来わが国

の医療保険制度の中核として重要な役割を担の医療保険制度の中核として重要な役割を担の医療保険制度の中核として重要な役割を担の医療保険制度の中核として重要な役割を担

い、地域医療保険の保持、増進に大きく貢献い、地域医療保険の保持、増進に大きく貢献い、地域医療保険の保持、増進に大きく貢献い、地域医療保険の保持、増進に大きく貢献

しております。しております。しております。しております。    

    しかし、わが国の少子高齢化が加速し、医しかし、わが国の少子高齢化が加速し、医しかし、わが国の少子高齢化が加速し、医しかし、わが国の少子高齢化が加速し、医

療費がかかる高齢者が激増する一方、それを療費がかかる高齢者が激増する一方、それを療費がかかる高齢者が激増する一方、それを療費がかかる高齢者が激増する一方、それを

支える若い世代が激減しております。現在、支える若い世代が激減しております。現在、支える若い世代が激減しております。現在、支える若い世代が激減しております。現在、

医療保険者の１年間の医療給付費は全国で約医療保険者の１年間の医療給付費は全国で約医療保険者の１年間の医療給付費は全国で約医療保険者の１年間の医療給付費は全国で約

28282828 兆円とも言われ、このまま対策を講じなけ兆円とも言われ、このまま対策を講じなけ兆円とも言われ、このまま対策を講じなけ兆円とも言われ、このまま対策を講じなけ
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ればればればれば 2025202520252025 年度には約年度には約年度には約年度には約 55555555 兆円まで膨らんでし兆円まで膨らんでし兆円まで膨らんでし兆円まで膨らんでし

まうと予測されています。まうと予測されています。まうと予測されています。まうと予測されています。    

    待ったなしでやってくる長高齢社会にも、待ったなしでやってくる長高齢社会にも、待ったなしでやってくる長高齢社会にも、待ったなしでやってくる長高齢社会にも、

持続可能な医療制度を確立しなければ、弱者持続可能な医療制度を確立しなければ、弱者持続可能な医療制度を確立しなければ、弱者持続可能な医療制度を確立しなければ、弱者

は医療を受けられないということになりかねは医療を受けられないということになりかねは医療を受けられないということになりかねは医療を受けられないということになりかね

ません。ません。ません。ません。    

    こうしたことこうしたことこうしたことこうしたことから、国においては将来にわから、国においては将来にわから、国においては将来にわから、国においては将来にわ

たりすべての国民が安心して良質なサービスたりすべての国民が安心して良質なサービスたりすべての国民が安心して良質なサービスたりすべての国民が安心して良質なサービス

が受けられる医療保険制度を堅持するため、が受けられる医療保険制度を堅持するため、が受けられる医療保険制度を堅持するため、が受けられる医療保険制度を堅持するため、

医療制度改革大綱に沿って医療費適正化の総医療制度改革大綱に沿って医療費適正化の総医療制度改革大綱に沿って医療費適正化の総医療制度改革大綱に沿って医療費適正化の総

合的な推進、新たな高齢者医療制度の創設な合的な推進、新たな高齢者医療制度の創設な合的な推進、新たな高齢者医療制度の創設な合的な推進、新たな高齢者医療制度の創設な

ど、所要の措置が講じられているところです。ど、所要の措置が講じられているところです。ど、所要の措置が講じられているところです。ど、所要の措置が講じられているところです。    

    また、医療費の約３割を占めると言われるまた、医療費の約３割を占めると言われるまた、医療費の約３割を占めると言われるまた、医療費の約３割を占めると言われる

生活習慣病について、積極的に検診や保健指生活習慣病について、積極的に検診や保健指生活習慣病について、積極的に検診や保健指生活習慣病について、積極的に検診や保健指

導を実施し、平成導を実施し、平成導を実施し、平成導を実施し、平成 27272727 年度には平成年度には平成年度には平成年度には平成 20202020 年度と年度と年度と年度と

比較して糖尿病などの生活習慣病有病者や予比較して糖尿病などの生活習慣病有病者や予比較して糖尿病などの生活習慣病有病者や予比較して糖尿病などの生活習慣病有病者や予

備軍を備軍を備軍を備軍を 25252525％減少させることとし、生活習慣病％減少させることとし、生活習慣病％減少させることとし、生活習慣病％減少させることとし、生活習慣病

の予防に重点を置くこととしております。の予防に重点を置くこととしております。の予防に重点を置くこととしております。の予防に重点を置くこととしております。    

    本市では、こうした生活習慣病の予防な本市では、こうした生活習慣病の予防な本市では、こうした生活習慣病の予防な本市では、こうした生活習慣病の予防などどどど

の取り組みが実施されており、これらの対策の取り組みが実施されており、これらの対策の取り組みが実施されており、これらの対策の取り組みが実施されており、これらの対策

が効果を表すには少しく時間がかかるものの、が効果を表すには少しく時間がかかるものの、が効果を表すには少しく時間がかかるものの、が効果を表すには少しく時間がかかるものの、

中長期的には医療費抑制の効果が期待される中長期的には医療費抑制の効果が期待される中長期的には医療費抑制の効果が期待される中長期的には医療費抑制の効果が期待される

ところです。ところです。ところです。ところです。    

    高齢者や低所得者の加入が多い状況の中で、高齢者や低所得者の加入が多い状況の中で、高齢者や低所得者の加入が多い状況の中で、高齢者や低所得者の加入が多い状況の中で、

国民健康保険の適正と安定的な事業運営の確国民健康保険の適正と安定的な事業運営の確国民健康保険の適正と安定的な事業運営の確国民健康保険の適正と安定的な事業運営の確

保を図っていくためには、国民健康保険税の保を図っていくためには、国民健康保険税の保を図っていくためには、国民健康保険税の保を図っていくためには、国民健康保険税の

収納確保を図るとともに、国保と保健衛生、収納確保を図るとともに、国保と保健衛生、収納確保を図るとともに、国保と保健衛生、収納確保を図るとともに、国保と保健衛生、

福祉部門との連携を強化した保険事業を展開福祉部門との連携を強化した保険事業を展開福祉部門との連携を強化した保険事業を展開福祉部門との連携を強化した保険事業を展開

するなど、中長期的な観点に立った事業努力するなど、中長期的な観点に立った事業努力するなど、中長期的な観点に立った事業努力するなど、中長期的な観点に立った事業努力

が望まれます。が望まれます。が望まれます。が望まれます。    

    本予算を通じ、今後とも国民健康保険会計本予算を通じ、今後とも国民健康保険会計本予算を通じ、今後とも国民健康保険会計本予算を通じ、今後とも国民健康保険会計

の運営に当たりましては、なお一層の努力をの運営に当たりましては、なお一層の努力をの運営に当たりましては、なお一層の努力をの運営に当たりましては、なお一層の努力を

傾注していただきますよう要望いたしま傾注していただきますよう要望いたしま傾注していただきますよう要望いたしま傾注していただきますよう要望いたします。す。す。す。    

    以上のことから、議員各位におかれまして以上のことから、議員各位におかれまして以上のことから、議員各位におかれまして以上のことから、議員各位におかれまして

は多数のご賛同いただきますようお願い申しは多数のご賛同いただきますようお願い申しは多数のご賛同いただきますようお願い申しは多数のご賛同いただきますようお願い申し

上げまして、私の討論を終わります。上げまして、私の討論を終わります。上げまして、私の討論を終わります。上げまして、私の討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これをもって討論を終結これをもって討論を終結これをもって討論を終結これをもって討論を終結

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    ご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いた

します。します。します。します。    

    本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり

ます。ます。ます。ます。    

    本件は委員長報告のとおり決することに賛本件は委員長報告のとおり決することに賛本件は委員長報告のとおり決することに賛本件は委員長報告のとおり決することに賛

成の議員の起立を求めます。成の議員の起立を求めます。成の議員の起立を求めます。成の議員の起立を求めます。    

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）    

    起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第５５５５号号号号平成平成平成平成 19191919 年度美唄市国民年度美唄市国民年度美唄市国民年度美唄市国民

健康保険会計予算健康保険会計予算健康保険会計予算健康保険会計予算は委員長報告のとおり決定は委員長報告のとおり決定は委員長報告のとおり決定は委員長報告のとおり決定

されました。されました。されました。されました。    

    これこれこれこれより議案第６号について質疑を行いまより議案第６号について質疑を行いまより議案第６号について質疑を行いまより議案第６号について質疑を行いま

す。す。す。す。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

    ９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。９番長谷川吉春議員。    

●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）●９番長谷川吉春議員（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

題となりました題となりました題となりました題となりました議案第６号平成議案第６号平成議案第６号平成議案第６号平成 19191919 年度美唄年度美唄年度美唄年度美唄

市老人保健会計予算市老人保健会計予算市老人保健会計予算市老人保健会計予算の件につきまして、討論の件につきまして、討論の件につきまして、討論の件につきまして、討論

に参加いたします。に参加いたします。に参加いたします。に参加いたします。    

    最初に結論を申し上げますと、私の立場は最初に結論を申し上げますと、私の立場は最初に結論を申し上げますと、私の立場は最初に結論を申し上げますと、私の立場は

原案に反対であります。原案に反対であります。原案に反対であります。原案に反対であります。    

    以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま以下、その理由と若干の意見を申し上げま

す。す。す。す。    

    政府は昨年の国会で現役並みの所得のある政府は昨年の国会で現役並みの所得のある政府は昨年の国会で現役並みの所得のある政府は昨年の国会で現役並みの所得のある

70707070 歳以上の高齢者の窓口負担を歳以上の高齢者の窓口負担を歳以上の高齢者の窓口負担を歳以上の高齢者の窓口負担を 06060606 年年年年 10101010 月か月か月か月か

らそれまでの２割を３割らそれまでの２割を３割らそれまでの２割を３割らそれまでの２割を３割に引き上げ、に引き上げ、に引き上げ、に引き上げ、08080808 年４年４年４年４

月からは月からは月からは月からは 70707070 歳から歳から歳から歳から 74747474 歳の一般所得者の負担歳の一般所得者の負担歳の一般所得者の負担歳の一般所得者の負担
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もそれまでの１割から２割、つまり２倍に引もそれまでの１割から２割、つまり２倍に引もそれまでの１割から２割、つまり２倍に引もそれまでの１割から２割、つまり２倍に引

き上げました。き上げました。き上げました。き上げました。06060606 年年年年 10101010 月から長期入院して月から長期入院して月から長期入院して月から長期入院して

いるいるいるいる 70707070 歳以上の高齢者には食費、居住費の負歳以上の高齢者には食費、居住費の負歳以上の高齢者には食費、居住費の負歳以上の高齢者には食費、居住費の負

担を求め、さらに担を求め、さらに担を求め、さらに担を求め、さらに 75757575 歳以上の高齢者を対象に歳以上の高齢者を対象に歳以上の高齢者を対象に歳以上の高齢者を対象に

新たな高齢者医療制度を創設して保険料の負新たな高齢者医療制度を創設して保険料の負新たな高齢者医療制度を創設して保険料の負新たな高齢者医療制度を創設して保険料の負

担をさせるなど、医療を最も必要としている担をさせるなど、医療を最も必要としている担をさせるなど、医療を最も必要としている担をさせるなど、医療を最も必要としている

高齢者に、現役世代との公平を口実に負担を高齢者に、現役世代との公平を口実に負担を高齢者に、現役世代との公平を口実に負担を高齢者に、現役世代との公平を口実に負担を

次々と押し付けてきています。次々と押し付けてきています。次々と押し付けてきています。次々と押し付けてきています。    

    これら、医療制度の改悪の最大の狙いは医これら、医療制度の改悪の最大の狙いは医これら、医療制度の改悪の最大の狙いは医これら、医療制度の改悪の最大の狙いは医

療費給付の抑制にあり、都道府県に入院日数療費給付の抑制にあり、都道府県に入院日数療費給付の抑制にあり、都道府県に入院日数療費給付の抑制にあり、都道府県に入院日数

短縮の数値目標を明記した医療費適正化計画短縮の数値目標を明記した医療費適正化計画短縮の数値目標を明記した医療費適正化計画短縮の数値目標を明記した医療費適正化計画

の策定を義務付の策定を義務付の策定を義務付の策定を義務付け、抑制が不十分とされた都け、抑制が不十分とされた都け、抑制が不十分とされた都け、抑制が不十分とされた都

道府県には国が他と異なる診療報酬を定める道府県には国が他と異なる診療報酬を定める道府県には国が他と異なる診療報酬を定める道府県には国が他と異なる診療報酬を定める

ことができる仕組みまで導入されました。ことができる仕組みまで導入されました。ことができる仕組みまで導入されました。ことができる仕組みまで導入されました。    

    ししししたがって、日本医師会なども国民皆たがって、日本医師会なども国民皆たがって、日本医師会なども国民皆たがって、日本医師会なども国民皆保険保険保険保険

制度を崩すものとして強く反対していたもの制度を崩すものとして強く反対していたもの制度を崩すものとして強く反対していたもの制度を崩すものとして強く反対していたもの

であります。こうした高齢者を中心とした医であります。こうした高齢者を中心とした医であります。こうした高齢者を中心とした医であります。こうした高齢者を中心とした医

療制度の改悪は、高齢者の受診抑制による病療制度の改悪は、高齢者の受診抑制による病療制度の改悪は、高齢者の受診抑制による病療制度の改悪は、高齢者の受診抑制による病

状の悪化を招いたり、本市の老人保健会計に状の悪化を招いたり、本市の老人保健会計に状の悪化を招いたり、本市の老人保健会計に状の悪化を招いたり、本市の老人保健会計に

も大きな影響を及ぼすものであります。も大きな影響を及ぼすものであります。も大きな影響を及ぼすものであります。も大きな影響を及ぼすものであります。    

    平成平成平成平成 19191919 年度の本市の老人保健会計予算の年度の本市の老人保健会計予算の年度の本市の老人保健会計予算の年度の本市の老人保健会計予算の

歳入歳出の総額は歳入歳出の総額は歳入歳出の総額は歳入歳出の総額は39393939億億億億4,7954,7954,7954,795万万万万7,0007,0007,0007,000円で前円で前円で前円で前

年度当初予算との比率は年度当初予算との比率は年度当初予算との比率は年度当初予算との比率は 5.25.25.25.2％のマイナスと％のマイナスと％のマイナスと％のマイナスと

なっていますが、これは数字的なものでなっていますが、これは数字的なものでなっていますが、これは数字的なものでなっていますが、これは数字的なものではなはなはなはな

く、この予算の執行によって結果として政府く、この予算の執行によって結果として政府く、この予算の執行によって結果として政府く、この予算の執行によって結果として政府

による医療制度の改悪に沿った内容のものでによる医療制度の改悪に沿った内容のものでによる医療制度の改悪に沿った内容のものでによる医療制度の改悪に沿った内容のもので

あり、高齢者の負担が一層重くなるものになあり、高齢者の負担が一層重くなるものになあり、高齢者の負担が一層重くなるものになあり、高齢者の負担が一層重くなるものにな

っています。っています。っています。っています。    

    市長は高齢者の病気の早期発見・早期治療市長は高齢者の病気の早期発見・早期治療市長は高齢者の病気の早期発見・早期治療市長は高齢者の病気の早期発見・早期治療

や負担の軽減のため、高齢者の命と健康を守や負担の軽減のため、高齢者の命と健康を守や負担の軽減のため、高齢者の命と健康を守や負担の軽減のため、高齢者の命と健康を守

るための制度の確立を国に対して強く働きかるための制度の確立を国に対して強く働きかるための制度の確立を国に対して強く働きかるための制度の確立を国に対して強く働きか

ける努力をされることを期待いたしまして、ける努力をされることを期待いたしまして、ける努力をされることを期待いたしまして、ける努力をされることを期待いたしまして、

討論を終わります。討論を終わります。討論を終わります。討論を終わります。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これをもって討論を終結これをもって討論を終結これをもって討論を終結これをもって討論を終結

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    ご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いたご異議がありますので起立により採決いた

します。します。します。します。    

    本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり本件に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本件は委員長報告ます。本件は委員長報告ます。本件は委員長報告ます。本件は委員長報告のとおり決することのとおり決することのとおり決することのとおり決すること

に賛成の議員の起立を求めます。に賛成の議員の起立を求めます。に賛成の議員の起立を求めます。に賛成の議員の起立を求めます。    

（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）（賛成者起立）    

    起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。起立多数であります。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第６６６６号号号号平成平成平成平成 19191919 年度美唄市老人年度美唄市老人年度美唄市老人年度美唄市老人

健康保険会計予算健康保険会計予算健康保険会計予算健康保険会計予算は委員長報告のとおり決定は委員長報告のとおり決定は委員長報告のとおり決定は委員長報告のとおり決定

されました。されました。されました。されました。    

    これより議案第７号ないし議案第これより議案第７号ないし議案第これより議案第７号ないし議案第これより議案第７号ないし議案第 13131313 号の号の号の号の

以上７件について一括質疑を行います。以上７件について一括質疑を行います。以上７件について一括質疑を行います。以上７件について一括質疑を行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。    

    これより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。これをもって一括討論を終結いたします。    

    これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。    

    本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議あご異議あご異議あご異議ありませんか。りませんか。りませんか。りませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、議案第７号平成議案第７号平成議案第７号平成議案第７号平成 19191919 年度美唄市下水年度美唄市下水年度美唄市下水年度美唄市下水

道会計予算道会計予算道会計予算道会計予算ないしないしないしないし議案第議案第議案第議案第 13131313 号平成号平成号平成号平成 19191919 年度美年度美年度美年度美

唄市工業用水道事業会計予算唄市工業用水道事業会計予算唄市工業用水道事業会計予算唄市工業用水道事業会計予算の以上７件は、の以上７件は、の以上７件は、の以上７件は、

委員長報告のとおり決定されました。委員長報告のとおり決定されました。委員長報告のとおり決定されました。委員長報告のとおり決定されました。    

    会議時間が連続しておりますので、ここで会議時間が連続しておりますので、ここで会議時間が連続しておりますので、ここで会議時間が連続しておりますので、ここで

６時６時６時６時 10101010 分まで休憩いたします。分まで休憩いたします。分まで休憩いたします。分まで休憩いたします。    

    

午後午後午後午後５５５５時時時時５５５５７７７７分分分分    休憩休憩休憩休憩    

午後午後午後午後６６６６時時時時１８１８１８１８分分分分    開議開議開議開議    
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●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を休憩前に引き続き会議を

開きます開きます開きます開きます。。。。    

    これより日程の第３、これより日程の第３、これより日程の第３、これより日程の第３、議案第議案第議案第議案第 32323232 号財政調整号財政調整号財政調整号財政調整

基金の一部積立て停止の件基金の一部積立て停止の件基金の一部積立て停止の件基金の一部積立て停止の件を議題といたしまを議題といたしまを議題といたしまを議題といたしま

す。す。す。す。    

    本件に関し、提案本件に関し、提案本件に関し、提案本件に関し、提案理由の説明を求めます。理由の説明を求めます。理由の説明を求めます。理由の説明を求めます。    

    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    ただいま上程さただいま上程さただいま上程さただいま上程さ

れましたれましたれましたれました議案第議案第議案第議案第 32323232 号財政調整基金の一部積号財政調整基金の一部積号財政調整基金の一部積号財政調整基金の一部積

立て停止の件立て停止の件立て停止の件立て停止の件について、提案理由をご説明申について、提案理由をご説明申について、提案理由をご説明申について、提案理由をご説明申

し上げます。し上げます。し上げます。し上げます。    

    本件は、美唄市財政調整基金条例に規定す本件は、美唄市財政調整基金条例に規定す本件は、美唄市財政調整基金条例に規定す本件は、美唄市財政調整基金条例に規定す

る積立金のうち、基準財政需要額に対応するる積立金のうち、基準財政需要額に対応するる積立金のうち、基準財政需要額に対応するる積立金のうち、基準財政需要額に対応する

積立金については財政事情により平成積立金については財政事情により平成積立金については財政事情により平成積立金については財政事情により平成 18181818 年年年年

度においてその積み立てを停止しようとする度においてその積み立てを停止しようとする度においてその積み立てを停止しようとする度においてその積み立てを停止しようとする

ものであります。ものであります。ものであります。ものであります。    

    よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。よろしくご審議をお願いいたします。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 32323232 号に号に号に号に

ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。ついて質疑を行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。これをもって質疑を終結いたします。    

    これより討論をこれより討論をこれより討論をこれより討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。これをもって討論を終結いたします。    

    これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。これより採決いたします。    

    本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 32323232 号財政調整基金の一部積号財政調整基金の一部積号財政調整基金の一部積号財政調整基金の一部積

立て停止の件立て停止の件立て停止の件立て停止の件は、原案のとおり決定されましは、原案のとおり決定されましは、原案のとおり決定されましは、原案のとおり決定されまし

た。た。た。た。    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に日程の第４、次に日程の第４、次に日程の第４、次に日程の第４、議案第議案第議案第議案第

33333333 号号号号美唄市議会会議規則の一部改正の件美唄市議会会議規則の一部改正の件美唄市議会会議規則の一部改正の件美唄市議会会議規則の一部改正の件及及及及

び日程のび日程のび日程のび日程の第第第第５５５５、、、、議案第議案第議案第議案第 33334444 号号号号美唄市議会委員会美唄市議会委員会美唄市議会委員会美唄市議会委員会

条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件条例の一部改正の件の以上２件を一括議題との以上２件を一括議題との以上２件を一括議題との以上２件を一括議題と

いたします。いたします。いたします。いたします。    

    本件に関し本件に関し本件に関し本件に関し提案理由の説明を求めます。提案理由の説明を求めます。提案理由の説明を求めます。提案理由の説明を求めます。    

    15151515 番内馬場克康議員。番内馬場克康議員。番内馬場克康議員。番内馬場克康議員。    

●●●●15151515 番内馬場克康議員（登壇）番内馬場克康議員（登壇）番内馬場克康議員（登壇）番内馬場克康議員（登壇）    ただいま議ただいま議ただいま議ただいま議

題となりました題となりました題となりました題となりました議案第議案第議案第議案第 33333333 号号号号及び及び及び及び議案第議案第議案第議案第 33334444 号号号号

の以上２件について一括して提案理由をご説の以上２件について一括して提案理由をご説の以上２件について一括して提案理由をご説の以上２件について一括して提案理由をご説

明申し上げます。明申し上げます。明申し上げます。明申し上げます。    

    まず、まず、まず、まず、議案第議案第議案第議案第 33333333 号号号号美唄市議会会議規則の一美唄市議会会議規則の一美唄市議会会議規則の一美唄市議会会議規則の一

部改正の件についてご説明申し上げます。部改正の件についてご説明申し上げます。部改正の件についてご説明申し上げます。部改正の件についてご説明申し上げます。    

    本件は、地方自治法の一部を改正する法律本件は、地方自治法の一部を改正する法律本件は、地方自治法の一部を改正する法律本件は、地方自治法の一部を改正する法律

の施行に伴い、本規則に引用している条項にの施行に伴い、本規則に引用している条項にの施行に伴い、本規則に引用している条項にの施行に伴い、本規則に引用している条項に

ついて改正しようとするものであります。ついて改正しようとするものであります。ついて改正しようとするものであります。ついて改正しようとするものであります。    

    次に、次に、次に、次に、議案第議案第議案第議案第 33334444 号美唄市議会委員会条例の号美唄市議会委員会条例の号美唄市議会委員会条例の号美唄市議会委員会条例の

一部改正の件についてご説明申し上げます。一部改正の件についてご説明申し上げます。一部改正の件についてご説明申し上げます。一部改正の件についてご説明申し上げます。    

    本件は、地方自治法の一部を改本件は、地方自治法の一部を改本件は、地方自治法の一部を改本件は、地方自治法の一部を改正する法律正する法律正する法律正する法律

及び次期市議会議員選挙から及び次期市議会議員選挙から及び次期市議会議員選挙から及び次期市議会議員選挙から適用される美唄適用される美唄適用される美唄適用される美唄

市議会議員定数条例の適用市議会議員定数条例の適用市議会議員定数条例の適用市議会議員定数条例の適用に伴い、本条例にに伴い、本条例にに伴い、本条例にに伴い、本条例に

引用している条項及び常任委員会の数などに引用している条項及び常任委員会の数などに引用している条項及び常任委員会の数などに引用している条項及び常任委員会の数などに

ついて改正しようとするものであります。ついて改正しようとするものであります。ついて改正しようとするものであります。ついて改正しようとするものであります。    

    以上、提案理由をご説明申し上げましたが、以上、提案理由をご説明申し上げましたが、以上、提案理由をご説明申し上げましたが、以上、提案理由をご説明申し上げましたが、

よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これより議案第これより議案第これより議案第これより議案第 33333333 号及号及号及号及

び議案第び議案第び議案第び議案第 34343434 号の以上２件について一括質疑号の以上２件について一括質疑号の以上２件について一括質疑号の以上２件について一括質疑

を行います。を行います。を行います。を行います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。これをもって一括質疑を終結いたします。    

    これより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論をこれより一括討論を行行行行います。います。います。います。    

［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］［「なし」と呼ぶ者あり］    

    これをもって一括討論を終結いたしまこれをもって一括討論を終結いたしまこれをもって一括討論を終結いたしまこれをもって一括討論を終結いたします。す。す。す。    

    これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。これより一括採決いたします。    

    本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議本件は、原案のとおり決することにご異議
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ありませんか。ありませんか。ありませんか。ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって、よって、よって、よって、議案第議案第議案第議案第 33333333 号美唄市議会会議規則の号美唄市議会会議規則の号美唄市議会会議規則の号美唄市議会会議規則の

一部改正の件一部改正の件一部改正の件一部改正の件及び及び及び及び議案第議案第議案第議案第 33334444 号美唄市議会委号美唄市議会委号美唄市議会委号美唄市議会委

員会条例の一部改正の件員会条例の一部改正の件員会条例の一部改正の件員会条例の一部改正の件の以上２件は、原案の以上２件は、原案の以上２件は、原案の以上２件は、原案

のとおり可決されました。のとおり可決されました。のとおり可決されました。のとおり可決されました。    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    次に日程の第６、次に日程の第６、次に日程の第６、次に日程の第６、意見書意見書意見書意見書

案第１号案第１号案第１号案第１号日豪自由貿易協定交渉に関する意見日豪自由貿易協定交渉に関する意見日豪自由貿易協定交渉に関する意見日豪自由貿易協定交渉に関する意見

書書書書ないし日程のないし日程のないし日程のないし日程の第第第第 11111111、、、、意見書案第６号意見書案第６号意見書案第６号意見書案第６号医師不医師不医師不医師不

足を解消し、安心できる地域医療体制の確保足を解消し、安心できる地域医療体制の確保足を解消し、安心できる地域医療体制の確保足を解消し、安心できる地域医療体制の確保

を求める意見書の以上６件を一括議題といたを求める意見書の以上６件を一括議題といたを求める意見書の以上６件を一括議題といたを求める意見書の以上６件を一括議題といた

します。します。します。します。    

    お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。    

    本件については会議規則第本件については会議規則第本件については会議規則第本件については会議規則第 37373737 条第２項の条第２項の条第２項の条第２項の

規定により、提案理由の説明を省略いたした規定により、提案理由の説明を省略いたした規定により、提案理由の説明を省略いたした規定により、提案理由の説明を省略いたした

いと思います。いと思います。いと思います。いと思います。    

    これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よって本件については、提案理由の説明をよって本件については、提案理由の説明をよって本件については、提案理由の説明をよって本件については、提案理由の説明を

省略することに決定いたします。省略することに決定いたします。省略することに決定いたします。省略することに決定いたします。    

    お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。お諮りいたします。    

    意見書案第１号ないし意見書案第６号の以意見書案第１号ないし意見書案第６号の以意見書案第１号ないし意見書案第６号の以意見書案第１号ないし意見書案第６号の以

上６件については、別にご発言も上６件については、別にご発言も上６件については、別にご発言も上６件については、別にご発言もないようないようないようないようでででで

すので、原案のとおり決することにご異議あすので、原案のとおり決することにご異議あすので、原案のとおり決することにご異議あすので、原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。りませんか。りませんか。りませんか。    

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］    

    ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。ご異議なしと認めます。    

    よってよってよってよって意見書案第１号意見書案第１号意見書案第１号意見書案第１号日豪自由貿易協定交日豪自由貿易協定交日豪自由貿易協定交日豪自由貿易協定交

渉に関する意見書渉に関する意見書渉に関する意見書渉に関する意見書ないしないしないしないし意見書案第６号医師意見書案第６号医師意見書案第６号医師意見書案第６号医師

不足を解消し、安心できる地域医療体制の確不足を解消し、安心できる地域医療体制の確不足を解消し、安心できる地域医療体制の確不足を解消し、安心できる地域医療体制の確

保を求める意見書保を求める意見書保を求める意見書保を求める意見書の以上６件は、原案のとおの以上６件は、原案のとおの以上６件は、原案のとおの以上６件は、原案のとお

り決定されました。り決定されました。り決定されました。り決定されました。    

    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    以上をもちまして、今期以上をもちまして、今期以上をもちまして、今期以上をもちまして、今期

定例会に付議されました各案件は、全部議了定例会に付議されました各案件は、全部議了定例会に付議されました各案件は、全部議了定例会に付議されました各案件は、全部議了

いたしました。いたしました。いたしました。いたしました。    

    閉会に当たりまして、一言閉会に当たりまして、一言閉会に当たりまして、一言閉会に当たりまして、一言ごあいさつごあいさつごあいさつごあいさつを申を申を申を申

し上げます。し上げます。し上げます。し上げます。    

    去る３月１日に開会されました今期定例会去る３月１日に開会されました今期定例会去る３月１日に開会されました今期定例会去る３月１日に開会されました今期定例会

は、議員各位におかれましては時節柄何かとは、議員各位におかれましては時節柄何かとは、議員各位におかれましては時節柄何かとは、議員各位におかれましては時節柄何かと

ご多忙にもかかわらず、熱心に審議を賜り、ご多忙にもかかわらず、熱心に審議を賜り、ご多忙にもかかわらず、熱心に審議を賜り、ご多忙にもかかわらず、熱心に審議を賜り、

本日ここに平成本日ここに平成本日ここに平成本日ここに平成 19191919 年度予算をはじめ、各案件年度予算をはじめ、各案件年度予算をはじめ、各案件年度予算をはじめ、各案件

の成立を見ましたことを、議長として厚くの成立を見ましたことを、議長として厚くの成立を見ましたことを、議長として厚くの成立を見ましたことを、議長として厚く御御御御

礼を申し上げます。また、議事の進行に各位礼を申し上げます。また、議事の進行に各位礼を申し上げます。また、議事の進行に各位礼を申し上げます。また、議事の進行に各位

のご協力を得ましたことを重ねてのご協力を得ましたことを重ねてのご協力を得ましたことを重ねてのご協力を得ましたことを重ねておおおお礼申し上礼申し上礼申し上礼申し上

げます。げます。げます。げます。    

    さて、議場において皆さま方と一さて、議場において皆さま方と一さて、議場において皆さま方と一さて、議場において皆さま方と一堂に会堂に会堂に会堂に会すすすす

るのは特に緊急の案件がない限り、本日をるのは特に緊急の案件がない限り、本日をるのは特に緊急の案件がない限り、本日をるのは特に緊急の案件がない限り、本日をもももも

って最後になるものと思いますが、って最後になるものと思いますが、って最後になるものと思いますが、って最後になるものと思いますが、顧み顧み顧み顧みましましましまし

て４年の歳月が経過いたそうとしております。て４年の歳月が経過いたそうとしております。て４年の歳月が経過いたそうとしております。て４年の歳月が経過いたそうとしております。

この間、この間、この間、この間、ピパピパピパピパの湯ゆ～りん館をはじめとし、の湯ゆ～りん館をはじめとし、の湯ゆ～りん館をはじめとし、の湯ゆ～りん館をはじめとし、

パークゴルフ場の整備、陶芸体験施設、登りパークゴルフ場の整備、陶芸体験施設、登りパークゴルフ場の整備、陶芸体験施設、登りパークゴルフ場の整備、陶芸体験施設、登り

窯の完成により、交流拠点施設の核ができた窯の完成により、交流拠点施設の核ができた窯の完成により、交流拠点施設の核ができた窯の完成により、交流拠点施設の核ができた

ほか、銀河通のアンダーパスも開通いたしまほか、銀河通のアンダーパスも開通いたしまほか、銀河通のアンダーパスも開通いたしまほか、銀河通のアンダーパスも開通いたしま

した。春には宮島沼水鳥・湿地センターが完した。春には宮島沼水鳥・湿地センターが完した。春には宮島沼水鳥・湿地センターが完した。春には宮島沼水鳥・湿地センターが完

成しますし、一般廃棄物最終処分場も供用開成しますし、一般廃棄物最終処分場も供用開成しますし、一般廃棄物最終処分場も供用開成しますし、一般廃棄物最終処分場も供用開

始の予定となるなど始の予定となるなど始の予定となるなど始の予定となるなど、本市のまちづくりが着、本市のまちづくりが着、本市のまちづくりが着、本市のまちづくりが着

実に実に実に実に整備整備整備整備されているところであります。されているところであります。されているところであります。されているところであります。    

    しかしながら、国が進める三位一体改革推しかしながら、国が進める三位一体改革推しかしながら、国が進める三位一体改革推しかしながら、国が進める三位一体改革推

進の中、交付税の削減や進の中、交付税の削減や進の中、交付税の削減や進の中、交付税の削減や、、、、地域のことは地域地域のことは地域地域のことは地域地域のことは地域

で対応すべく、地方分権の時代にあってで対応すべく、地方分権の時代にあってで対応すべく、地方分権の時代にあってで対応すべく、地方分権の時代にあって地方地方地方地方

行政はますます厳しい情勢が続いております。行政はますます厳しい情勢が続いております。行政はますます厳しい情勢が続いております。行政はますます厳しい情勢が続いております。    

    昨年には夕張市の財政破綻が大きな問題と昨年には夕張市の財政破綻が大きな問題と昨年には夕張市の財政破綻が大きな問題と昨年には夕張市の財政破綻が大きな問題と

なり、本市においても財政状況は非常に苦しなり、本市においても財政状況は非常に苦しなり、本市においても財政状況は非常に苦しなり、本市においても財政状況は非常に苦し

く、財政基盤の確立が大きな課題となっておく、財政基盤の確立が大きな課題となっておく、財政基盤の確立が大きな課題となっておく、財政基盤の確立が大きな課題となってお
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り、依然として先行きの見えない状況が今後り、依然として先行きの見えない状況が今後り、依然として先行きの見えない状況が今後り、依然として先行きの見えない状況が今後

の市政運営にますます厳しいものをもたらその市政運営にますます厳しいものをもたらその市政運営にますます厳しいものをもたらその市政運営にますます厳しいものをもたらそ

うとしております。うとしております。うとしております。うとしております。    

    議会においても今任期中議会においても今任期中議会においても今任期中議会においても今任期中、、、、同僚の同僚の同僚の同僚の福庄計夫福庄計夫福庄計夫福庄計夫

議員、川本政芳議員が志議員、川本政芳議員が志議員、川本政芳議員が志議員、川本政芳議員が志しししし半ば半ば半ば半ばにしてご逝去にしてご逝去にしてご逝去にしてご逝去

され、この最終議会の審議に臨み得なかったされ、この最終議会の審議に臨み得なかったされ、この最終議会の審議に臨み得なかったされ、この最終議会の審議に臨み得なかった

ことはまことに残念なことであります。ことはまことに残念なことであります。ことはまことに残念なことであります。ことはまことに残念なことであります。    

    また、私事になりますが、浅学非才な私がまた、私事になりますが、浅学非才な私がまた、私事になりますが、浅学非才な私がまた、私事になりますが、浅学非才な私が

議長として円滑な市議会の運営にひたすら精議長として円滑な市議会の運営にひたすら精議長として円滑な市議会の運営にひたすら精議長として円滑な市議会の運営にひたすら精

進してまいったつもりでありますが、進してまいったつもりでありますが、進してまいったつもりでありますが、進してまいったつもりでありますが、何何何何分に分に分に分に

も力及ばず、皆さま方のご期待に十分沿い得も力及ばず、皆さま方のご期待に十分沿い得も力及ばず、皆さま方のご期待に十分沿い得も力及ばず、皆さま方のご期待に十分沿い得

なかったことをまことに申し訳なく存じますなかったことをまことに申し訳なく存じますなかったことをまことに申し訳なく存じますなかったことをまことに申し訳なく存じます

が、幸いにいたしまして議員各位の格別なるが、幸いにいたしまして議員各位の格別なるが、幸いにいたしまして議員各位の格別なるが、幸いにいたしまして議員各位の格別なる

ご理解と、ご協力をいただき、また市長はじご理解と、ご協力をいただき、また市長はじご理解と、ご協力をいただき、また市長はじご理解と、ご協力をいただき、また市長はじ

め理事者各位の特段のご努力により、本日まめ理事者各位の特段のご努力により、本日まめ理事者各位の特段のご努力により、本日まめ理事者各位の特段のご努力により、本日ま

で大過なくそので大過なくそので大過なくそので大過なくその職責職責職責職責を果たし得ましたことは、を果たし得ましたことは、を果たし得ましたことは、を果たし得ましたことは、

まことに感慨深く、心から感謝を申し分けるまことに感慨深く、心から感謝を申し分けるまことに感慨深く、心から感謝を申し分けるまことに感慨深く、心から感謝を申し分ける

次第であります。次第であります。次第であります。次第であります。    

    本定例会後はいよいよ統一地方選挙に向け本定例会後はいよいよ統一地方選挙に向け本定例会後はいよいよ統一地方選挙に向け本定例会後はいよいよ統一地方選挙に向け

て多くの議員が再選をて多くの議員が再選をて多くの議員が再選をて多くの議員が再選をめざめざめざめざし、多忙な次期をし、多忙な次期をし、多忙な次期をし、多忙な次期を

迎えるわけでありますが、どうかくれぐれも迎えるわけでありますが、どうかくれぐれも迎えるわけでありますが、どうかくれぐれも迎えるわけでありますが、どうかくれぐれも

ご自愛の上、奮闘され、ご自愛の上、奮闘され、ご自愛の上、奮闘され、ご自愛の上、奮闘され、所期所期所期所期の目的を達成し、の目的を達成し、の目的を達成し、の目的を達成し、

今後の美唄市の発展のためご活躍くださいま今後の美唄市の発展のためご活躍くださいま今後の美唄市の発展のためご活躍くださいま今後の美唄市の発展のためご活躍くださいま

すようにお願い申し上げる次第であります。すようにお願い申し上げる次第であります。すようにお願い申し上げる次第であります。すようにお願い申し上げる次第であります。    

    また、理事者に置かれましても活力あるままた、理事者に置かれましても活力あるままた、理事者に置かれましても活力あるままた、理事者に置かれましても活力あるま

ちづくりをめざし、さらにちづくりをめざし、さらにちづくりをめざし、さらにちづくりをめざし、さらに創意創意創意創意工夫を重ね、工夫を重ね、工夫を重ね、工夫を重ね、

市民の皆様のご期待にこたえるよう、市政執市民の皆様のご期待にこたえるよう、市政執市民の皆様のご期待にこたえるよう、市政執市民の皆様のご期待にこたえるよう、市政執

行にご精進くださいますよう、心からご祈念行にご精進くださいますよう、心からご祈念行にご精進くださいますよう、心からご祈念行にご精進くださいますよう、心からご祈念

申し上げ、甚だ簡単措辞ではありますが、閉申し上げ、甚だ簡単措辞ではありますが、閉申し上げ、甚だ簡単措辞ではありますが、閉申し上げ、甚だ簡単措辞ではありますが、閉

会の会の会の会のあいさつあいさつあいさつあいさつといたします。といたします。といたします。といたします。    

    本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。    

    この場この場この場この場合、市長から発言を求められており合、市長から発言を求められており合、市長から発言を求められており合、市長から発言を求められており

ますので、これを許します。ますので、これを許します。ますので、これを許します。ますので、これを許します。    

    市長。市長。市長。市長。    

●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）●市長桜井道夫君（登壇）    お許しをいただお許しをいただお許しをいただお許しをいただ

きましたので、一言ごきましたので、一言ごきましたので、一言ごきましたので、一言ごあいさつあいさつあいさつあいさつを申し上げまを申し上げまを申し上げまを申し上げま

す。す。す。す。    

    ３月１日から開会いたしました、市議会定３月１日から開会いたしました、市議会定３月１日から開会いたしました、市議会定３月１日から開会いたしました、市議会定

例会におきまして、議員の皆さまには長期間例会におきまして、議員の皆さまには長期間例会におきまして、議員の皆さまには長期間例会におきまして、議員の皆さまには長期間

にわたり本会議並びに各委員会を通じましてにわたり本会議並びに各委員会を通じましてにわたり本会議並びに各委員会を通じましてにわたり本会議並びに各委員会を通じまして

慎重にご審議を賜り、こころから敬意を表し慎重にご審議を賜り、こころから敬意を表し慎重にご審議を賜り、こころから敬意を表し慎重にご審議を賜り、こころから敬意を表し

ますとともに、深く感謝申し上げます。ますとともに、深く感謝申し上げます。ますとともに、深く感謝申し上げます。ますとともに、深く感謝申し上げます。    

    議員皆さまには真摯なご議論をとおし、先議員皆さまには真摯なご議論をとおし、先議員皆さまには真摯なご議論をとおし、先議員皆さまには真摯なご議論をとおし、先

ほど平成ほど平成ほど平成ほど平成 19191919 年度各会計予算など、各案件を可年度各会計予算など、各案件を可年度各会計予算など、各案件を可年度各会計予算など、各案件を可

決、承認いただきまことにありがとうござい決、承認いただきまことにありがとうござい決、承認いただきまことにありがとうござい決、承認いただきまことにありがとうござい

ました。ました。ました。ました。    

    ただいま議長からもお話がただいま議長からもお話がただいま議長からもお話がただいま議長からもお話がございましたが、ございましたが、ございましたが、ございましたが、

皆様の任期もあとわずかとなりました。この皆様の任期もあとわずかとなりました。この皆様の任期もあとわずかとなりました。この皆様の任期もあとわずかとなりました。この

４年の在任中４年の在任中４年の在任中４年の在任中、市政の進展のため、市政の進展のため、市政の進展のため、市政の進展のため各般にわた各般にわた各般にわた各般にわた

り日々ご心力を賜りましたことに対しまして、り日々ご心力を賜りましたことに対しまして、り日々ご心力を賜りましたことに対しまして、り日々ご心力を賜りましたことに対しまして、

市民を代表して心からねぎらいを申し上げま市民を代表して心からねぎらいを申し上げま市民を代表して心からねぎらいを申し上げま市民を代表して心からねぎらいを申し上げま

すとともに、深く感謝申し上げる次第でござすとともに、深く感謝申し上げる次第でござすとともに、深く感謝申し上げる次第でござすとともに、深く感謝申し上げる次第でござ

います。います。います。います。    

    なお、議員任期中に、故なお、議員任期中に、故なお、議員任期中に、故なお、議員任期中に、故福庄計夫福庄計夫福庄計夫福庄計夫さん、故さん、故さん、故さん、故

川本政芳さんがご逝去されました。お二人を川本政芳さんがご逝去されました。お二人を川本政芳さんがご逝去されました。お二人を川本政芳さんがご逝去されました。お二人を

偲び、こころからご冥福をお祈り申し上げる偲び、こころからご冥福をお祈り申し上げる偲び、こころからご冥福をお祈り申し上げる偲び、こころからご冥福をお祈り申し上げる

次第でございます。次第でございます。次第でございます。次第でございます。    

    さて、振り返りますと、少子高齢化の進展さて、振り返りますと、少子高齢化の進展さて、振り返りますと、少子高齢化の進展さて、振り返りますと、少子高齢化の進展

や人口減少時代の到来、さらには地方分権社や人口減少時代の到来、さらには地方分権社や人口減少時代の到来、さらには地方分権社や人口減少時代の到来、さらには地方分権社

会に向けた三位一体の改革など、地方を取り会に向けた三位一体の改革など、地方を取り会に向けた三位一体の改革など、地方を取り会に向けた三位一体の改革など、地方を取り

巻く環境が大きく変わる中巻く環境が大きく変わる中巻く環境が大きく変わる中巻く環境が大きく変わる中、本市においても、本市においても、本市においても、本市においても

これまで経験したことのない大きな試練の時これまで経験したことのない大きな試練の時これまで経験したことのない大きな試練の時これまで経験したことのない大きな試練の時

代を向かえ、市町村合併の議論と自立の選択、代を向かえ、市町村合併の議論と自立の選択、代を向かえ、市町村合併の議論と自立の選択、代を向かえ、市町村合併の議論と自立の選択、

福祉・環境・交流、経済振興を柱とする美唄福祉・環境・交流、経済振興を柱とする美唄福祉・環境・交流、経済振興を柱とする美唄福祉・環境・交流、経済振興を柱とする美唄

のののの 21212121 世紀に向けたまちづくり世紀に向けたまちづくり世紀に向けたまちづくり世紀に向けたまちづくり、さらには地域、さらには地域、さらには地域、さらには地域

医療問題や入札契約問題、医療問題や入札契約問題、医療問題や入札契約問題、医療問題や入札契約問題、財政健全化の課題財政健全化の課題財政健全化の課題財政健全化の課題

など、議員の皆さまには市民の代表として市など、議員の皆さまには市民の代表として市など、議員の皆さまには市民の代表として市など、議員の皆さまには市民の代表として市

政進展のためさまざまなご議論をいただきな政進展のためさまざまなご議論をいただきな政進展のためさまざまなご議論をいただきな政進展のためさまざまなご議論をいただきな
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がら、市民福祉の向上と地域の振興に努めてがら、市民福祉の向上と地域の振興に努めてがら、市民福祉の向上と地域の振興に努めてがら、市民福祉の向上と地域の振興に努めて

こられたところでございます。こられたところでございます。こられたところでございます。こられたところでございます。    

    私が市長に就任して２年６カ月となります私が市長に就任して２年６カ月となります私が市長に就任して２年６カ月となります私が市長に就任して２年６カ月となります

が、この間議員の皆さまには市政の多くの課が、この間議員の皆さまには市政の多くの課が、この間議員の皆さまには市政の多くの課が、この間議員の皆さまには市政の多くの課

題にご助言、ご尽力を賜り、重ねて厚くお礼題にご助言、ご尽力を賜り、重ねて厚くお礼題にご助言、ご尽力を賜り、重ねて厚くお礼題にご助言、ご尽力を賜り、重ねて厚くお礼

申し上げます。申し上げます。申し上げます。申し上げます。    

    今期今期今期今期限り限り限り限りでご勇退される方、またでご勇退される方、またでご勇退される方、またでご勇退される方、また立起立起立起立起を予を予を予を予

定されている皆様におかれましても、どうか定されている皆様におかれましても、どうか定されている皆様におかれましても、どうか定されている皆様におかれましても、どうか

今後とも本市発展のため、より一層のお力今後とも本市発展のため、より一層のお力今後とも本市発展のため、より一層のお力今後とも本市発展のため、より一層のお力添添添添

いいいいをいただくことををいただくことををいただくことををいただくことを心心心心からお願い申し上げまからお願い申し上げまからお願い申し上げまからお願い申し上げま

すとともに、健康には十分留意され、すとともに、健康には十分留意され、すとともに、健康には十分留意され、すとともに、健康には十分留意され、ますまますまますまますま

すご活躍されますことをご祈念申し上げましすご活躍されますことをご祈念申し上げましすご活躍されますことをご祈念申し上げましすご活躍されますことをご祈念申し上げまし

て、ごて、ごて、ごて、ごあいさつあいさつあいさつあいさつとさせていただきます。とさせていただきます。とさせていただきます。とさせていただきます。    

    本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。    

●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君●議長長岡正勝君    これをもって、平成これをもって、平成これをもって、平成これをもって、平成 19191919

年第１回美唄市議会定例会は閉会いたします。年第１回美唄市議会定例会は閉会いたします。年第１回美唄市議会定例会は閉会いたします。年第１回美唄市議会定例会は閉会いたします。    

    

午後午後午後午後６６６６時時時時３３３３００００分分分分    散会散会散会散会    


